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4.8. 動物 

(1) 調査項目 

工事（資材等の運搬、重機の稼働及び切土・盛土・掘削等）による動物への影響を把握す

るため、表4.8-1に示す項目について現地調査を行った。 

動物相については、哺乳類・鳥類・両生類・爬虫類・昆虫類・魚類・底生動物・猛禽類の

各分類群を対象とし調査を実施した。注目すべき種の生息環境及び生息地については、各調

査結果を基に把握することとした。 

 

表4.8-1 調査項目 

調査項目 調査方法 

哺乳類 任意調査、捕獲調査 

鳥類 任意調査、ラインセンサス調査、定点調査 

両生類・爬虫類 任意調査 

昆虫類 任意調査、ベイトトラップ調査、ライトトラップ調査 

魚類 捕獲調査 

底生動物※1 定量調査、定性調査 

猛禽類※2 定点調査 

※1 底生生物とは、水底や泥中で生活する水生昆虫、甲殻類、貝類などの水生動物を指す。 

※2 希少なタカ類を対象とした。 

 

(2) 調査時期 

調査は、表4.8-2に示すとおり実施した。 
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表4.8-2 調査時期 

調査項目 調査季 調査時期 

哺乳類 

春季 平成29年5月17日・18日・19日 

夏季 平成29年8月3日・4日 

秋季 平成29年10月19日・20日 

冬季 平成30年1月10日・11日 

鳥類 

春季 平成29年5月17日・18日 

夏季 平成29年7月31日・8月1日 

秋季 平成29年10月10日・11日 

冬季 平成30年1月10日・11日 

両生類・爬虫類 

春季 平成29年5月17日・18日・19日 

夏季 平成29年8月3日・4日 

秋季 平成29年10月19日・20日 

昆虫類 

春季 平成29年5月17日・18日・19日 

夏季 平成29年8月3日・4日 

秋季 平成29年10月19日・20日 

魚類 

春季 平成29年5月20日・21日 

夏季 平成29年7月21日・22日 

秋季 平成29年11月12日・13日 

冬季 平成30年2月1日・2日 

底生動物 

春季 平成29年5月22日 

夏季 平成29年7月12日 

秋季 平成29年11月12日 

冬季 平成30年2月2日 

猛禽類 定点調査 

1月：平成29年1月12日・13日 
2月：平成29年2月13日・14日 
3月：平成29年3月13日・14日 
4月：平成29年4月13日・14日 
5月：平成29年5月18日・19日 
6月：平成29年6月15日・16日 
7月：平成29年7月13日・14日 
8月：平成29年8月9日・10日 

 

 

(3) 調査地域及び調査地点 

調査地域は、哺乳類・鳥類・両生類・爬虫類・昆虫類・魚類・底生動物については、事業

地とその西側の田園、事業地南側の名取川及び事業地北側の笊川を調査範囲とした。 

猛禽類については、広い行動圏を持っているため、飛翔等が視認可能な範囲を調査地域と

し、名取川の右岸側耕作地を含めて3km程度の範囲とした。 

調査地点の概要は、表4.8-3に示すとおりである。 
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表4.8-3 調査地点概要 

分類群 調査地点 

哺乳類1 捕獲調査 
調査地域の植生の分布状況等から

代表する調査地点として設定した。 

T-1草地 

T-3水田 

T-4河川敷(樹林) 

鳥類2 

ルート 

センサス 
調査地域の市街地、水田、畑地等の

生息環境特性に応じて設定した。 

R-1事業地北側の笊川～市街地～住宅地～畑地 

R-2西側水田～畑地～住宅地 

R-3樹林～草地～樹林(名取川左岸) 

定点 P1定点調査地点 

両生類・ 

爬虫類 
可能な範囲で踏査し確認に努めた。 

昆虫類 
ベイトトラップ 

ライトトラップ 

植生の分布状況を代表する調査地点として設定し、哺乳類のトラップ地点と同

地点にベイトトラップを設置した。ライトトラップは、哺乳類のトラップ地点

のT-4地点とした。 

魚類、 

底生動物 

笊川2地点（笊川上流：St.1、笊川下流の名取川合流点前：St.2）及び名取川1地点（St.3）の計3地

点に捕獲採集（魚類）、コドラート（底生動物）地点を設定したほか、可能な範囲で踏査し確認に

努めた。 

猛禽類 

定点は、調査時期・調査対象等を考慮して、各調査日につき、St.1’、St.2、St.2’、St.5、St.7の中

から3地点を選択して実施した。また、狩りや繁殖兆候、営巣環境が確認された場合は、適宜観察

位置を変更して観察、あるいは林内の踏査を行い、情報の収集に努めた。 

 

St.1’事業地が視認できる地点。住宅地や住宅地の間に見られる水田や畑地、樹林地などが視認で

き、事業地内や笊川沿いを活動する個体の確認に適する。 

St.2 事業地南側の畑地や名取川の河川敷が視認できる地点。名取川を活動する個体と、事業地と

名取川を往来する個体の確認に適する。 

St.2’事業地南側の畑地や名取川の河川敷が視認でき、距離は遠いが、オオタカ熊野堂ペアと那智

が丘ペアの営巣林も視認できる。オオタカの営巣確認後、南側地域に観察範囲を広げた際、

St.2・3の視野をカバーする地点として配置した。 

St.5 オオタカ熊野堂ペアの営巣林に比較的近く、営巣林からの鳴き声も確認できる。 

営巣斜面の北側や名取川沿いに視野が開け、熊野堂つがいの営巣地からの出入り状況の観察

に適する。 

St.7 オオタカ熊野堂営巣林から北側及び西側の視野が開け、名取川上空も視認できる。名取川頭

首工付近やゆりが丘付近を活動する個体の確認に適する。 

 

 

1) 哺乳類 

調査地点は図4.8-1に示すとおりであり、哺乳類の主要な生息環境と判断される農耕地・

樹林・河川敷を中心に広く踏査を実施し、捕獲調査については、草地・水田・河川敷（樹林）

にそれぞれ1箇所ずつ調査地点を設定した。 

なお、捕獲調査地点のうち樹林に設定したT-2については、事業の実施により調査地の屋

敷林が伐採されたこと、周辺にも同様の環境がないことから、今回の調査では使用しないこ

ととした。 

 

                                                  
1 哺乳類調査地点 T-2は、調査地点周辺の樹林が伐採されていたこと、周辺に同様の環境がないことから、調査は実施しないこ
ととした。 

2 鳥類調査地点 R-2は、事業に伴う工事により、センサスルートの一部が通行止めとなったことから、センサスルートを一部変

更した。また、定点 P1は、事業に伴う工事により、調査地点への立ち入りが不可能となったことから、調査地点の位置を変

更した。 
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2) 鳥類 

調査地点は図4.8-2に示すとおりであり、鳥類の主要な生息環境と判断される住宅地・農

耕地・樹林・河川敷を中心に広く踏査を実施した。センサスルートについては、住宅地・農

耕地・河川敷を中心としたルート、農耕地・住宅地を中心としたルート、農耕地・河川敷を

中心としたルートをそれぞれ設定した。定点については、住宅地・河川敷を中心に設定した。 

なお、センサスルートのうちR-2については、事業の実施によりルートの一部が通行でき

なくなったことから、センサスルートを一部変更した。また、定点P1についても、事業の実

施により立ち入りができなくなったことから、定点位置を変更した。 

 

3) 両生類・爬虫類 

調査地点は図4.8-3に示すとおりであり、両生類・爬虫類の主要な生息環境と判断される

農耕地・樹林・河川敷を中心に広く踏査を実施した。 

 

4) 昆虫類 

調査地点は図4.8-4に示すとおりであり、昆虫類の主要な生息環境と判断される農耕地・

樹林・河川敷を中心に広く踏査を実施し、ライトトラップ設定地点は河川敷（樹林）に1箇

所、ベイトトラップ設置地点は、草地・水田・河川敷（樹林）にそれぞれ1箇所ずつ設定し

た。 

なお、樹林に設定したT-2については、哺乳類調査と同様の理由により、今回の調査では

使用しないこととした。 

 

5) 魚類 

調査地点は図4.8-5(1)～(2)に示すとおりであり、笊川上流、笊川下流及び名取川の計3箇所

設定した。また、幹線水路や小規模水路を任意に踏査した。 

 

6) 底生動物 

調査地点は図4.8-6(1)～(2)に示すとおりであり、笊川上流、笊川下流及び名取川の計3箇所

設定した。また、幹線水路や小規模水路を任意に踏査した。 

 

7) 猛禽類 

調査地点は図4.8-7に示すとおりであり、事業地から名取川河川敷にかけての観察範囲に

おいて、各調査日につき、3地点を設定した。 
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図4.8-1 哺乳類調査地点位置図

注： 造成範囲の工事期間は平成 29 年 5 月～平成 30 年 1 月に該当する。 
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図4.8-2 鳥類調査地点位置図

注： 造成範囲の工事期間は平成 29 年 5 月～平成 30 年 1 月に該当する。 
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図4.8-3 両生類・爬虫類調査地点位置図

注： 造成範囲の工事期間は平成29年 5月～10月に該当する。 
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図4.8-4 昆虫類調査地点位置図 

注： 造成範囲の工事期間は平成29年 5月～10月に該当する。 
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図4.8-5(1) 魚類調査地点位置図 

注： 造成範囲の工事期間は平成 29 年 5 月～平成 30 年 2 月に該当する。 
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図4.8-5(2) 魚類調査地点位置図 
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図4.8-6(1) 底生動物調査地点位置図 

注： 造成範囲の工事期間は平成 29 年 5 月～平成 30 年 2 月に該当する。 
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図4.8-6(2) 底生動物調査地点位置図 
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(4) 調査方法 

1) 哺乳類 

事業地及び周辺に生息する哺乳類相を把握するため、任意調査及び捕獲調査による調査を

実施した。 

ア 任意調査 

任意調査は、調査範囲を踏査し、個体の目視や死骸及び足跡、糞、食痕、巣、爪痕、抜

毛、掘り返し(モグラ坑道、モグラ塚等)等のフィールドサインにより生息種の確認を行った。

また、春季及び夏季にはコウモリ(翼手)目を対象に、バットディテクターを用いた夜間調査

を実施した。 

イ 捕獲調査 

捕獲調査は、主に目視、フィールドサインでは種の判別が困難なネズミ類等の小型哺乳

類を対象に行った。トラップはシャーマントラップを用いた。調査地点は草地・水田・河

川敷（樹林）に1箇所ずつ設定し、それぞれトラップを20個設置して、1日間放置した後に

回収した。 

なお、餌にはピーナッツとオートミールを用いた。 

 

2) 鳥類 

事業地及び周辺に生息する鳥類相を把握するため、任意調査、ラインセンサス調査、定点

調査による調査を実施した。 

ア ラインセンサス調査 

ラインセンサス調査は、センサスルート(3ルート)を時速約2kmで踏査しながら、ライン

の片側50ｍ(全幅100ｍ)内に出現する鳥類を目視確認、鳴き声により識別し、種名、個体

数、確認状況を記録した。なお、調査は1日のうち鳥類の活動が最も活発となる日の出か

ら午前10時頃までに実施した。 

イ 定点調査 

定点調査は、ある特定の地点において30分間留まり、出現する鳥類を目視確認、鳴き

声により識別し、種名、個体数、確認状況を記録した。なお、調査はラインセンサス調

査と同様に、鳥類の活動が最も活発となる午前中に実施した。 

ウ 任意調査 

任意調査は、調査範囲内を踏査し、出現した鳥類を目視確認や鳴き声により識別し、種

名、個体数、確認状況を記録した。 

 

3) 両生類・爬虫類 

事業地及び周辺に生息する両生類・爬虫類相を把握するため、任意調査により調査を実施

した。 

調査は、調査範囲内を踏査し、両生類については幼体や成体、鳴き声のほか、卵塊や幼

生の確認、繁殖状況についても留意した。爬虫類については、活動中の個体のほか、石や

倒木下などにひそむ個体についても確認に努めた。 
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4) 昆虫類 

事業地及び周辺に生息する昆虫類相を把握するため、任意採集、ベイトトラップ、ライト

トラップにより調査を実施した。 

ア 任意採集 

任意採集は、調査範囲内を踏査し、スウィーピング注1、ビーティング注2、見つけ捕りな

どによる方法で行った。 

捕獲された昆虫類は持ち帰り室内で種の同定作業を行ったが、現地で明らかに種の特

定が可能な種については現地での記録にとどめた。 

イ ベイトトラップ調査 

ベイトトラップ調査は、主に地上徘徊性の種を対象に行い、調査範囲を代表する生息

環境3地点(草地・水田・河川敷（樹林）)において実施した。トラップは、誘引餌を入れ

たプラスチックコップ20個を地中に埋設し、1日間放置した後、回収した。 

なお、誘引餌には蛹粉注3を用いた。 

ウ ライトトラップ調査 

ライトトラップ調査は、夜間に光に集まる昆虫類を対象に行い、調査範囲を代表する

生息環境1地点(河川敷)において実施した。トラップは、ボックス法により実施した。6ワ

ットのブラックライト注41灯を一晩設置し、翌朝に回収した。 

 
注1: 捕虫網を水平に振って草本上や花上の昆虫類をすくい採る方法 

注2: 樹上等の昆虫を叩き棒で叩き落し、下に落ちた昆虫類を白布(ビーティングネット・捕虫網など)で

受け取って採集する方法 

注3: 絹を取る時の副産物であるカイコガの蛹（サナギ）を乾燥し、粉末にした物。釣り餌として市販さ

れている。 

注4: 可視光線を照射せずに蛍光灯用の強い近紫外線(ピーク波長352nm)を効率よく照射するライト。 

 

5) 魚類 

事業地周辺の河川（笊川及び名取川）に生息する魚類相を把握するため、投網、タモ網、

定置網、サデ網、セルビンを用いた捕獲調査を行った。捕獲した魚類は、種の同定、個体

数、体長を計測した後、速やかに放流した。また、幹線水路や小規模水路を任意に踏査し、

任意の捕獲調査を行った。 

 

6) 底生動物 

ア 定量採集調査 

サーバーネット(目合0.5mm)を使用し、採集量を一定とした採集を行った(25cm×25cm

×2回)。採集した底生動物は、採集地点別にホルマリンで固定し、室内で種の同定、個体

数の計数及び湿重量の測定を行った。 

イ 定性採集調査 

定性採集は、定量採集地点の周辺において、流速の早い箇所や水際の植生が繁茂して

いる箇所、落葉が堆積している箇所など、各調査地点内の多様な環境においてタモ網を

用いた採集を行った。採集した底生動物は、採集地点別にホルマリンで固定し、室内で

種の同定を行った。 
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7) 猛禽類 

ア 定点観察 

各調査地点に双眼鏡、望遠鏡、トランシーバー、ベースマップを装備した調査員を配

置し、猛禽類が確認された場合は、その飛行経路、確認時間、行動内容等を調査票及び

ベースマップに記録し、可能な限り写真撮影を行うことにより個体識別に努めた。 

なお、調査時間は住宅地近郊である調査地域の特性を考慮し、人の通行量が増加する前

の早朝を含めた時間帯で実施した。 

イ 林内踏査 

過年度の営巣地である熊野堂地区の林内を踏査し、営巣位置や巣の利用状況の確認を行

った。 
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(5) 調査結果 

1) 哺乳類 

ア 確認種 

事後調査により確認された哺乳類は、表4.8-4に示すとおり4目7科9種である。 

アズマモグラについては、事業地内の造成地(住宅等の建造が未着手の一時的な草地)にお

いて、フィールドサイン(モグラ塚)により確認された。また、事業地外北側の笊川河川敷や

西側の耕作地、南側の名取川河川敷においても同様に確認された。 

コウモリ類については、ヒナコウモリ科①とヒナコウモリ科②が、事業地周辺で広く確

認された。事業地内では造成地や住宅地で確認された。また、事業地外北側の笊川や西側

の耕作地、南側の名取川河川敷でも多数地点で確認された。 

ニホンリスについては、事業地外の草地や河畔林において、目撃やフィールドサイン(食

痕)により確認された。 

アカネズミについては、事業地外の草地や河畔林において、捕獲や目撃、フィールドサ

イン(食痕)により確認された。 

タヌキについては、事業地内の公園や住宅地において、フィールドサイン(足跡や糞)によ

り確認された。また、事業地外の耕作地や名取川河川敷においても同様に確認された。 

キツネについては、事業地外の耕作地や草地、名取川河川敷において、フィールドサイ

ン(足跡や糞)により確認された。 

イタチ、ハクビシンについては、事業地外の耕作地や笊川、名取川河川敷において、フ

ィールドサイン(足跡や糞)により確認された。 

なお、工事車両との接触等によるロードキル(轢死)は確認されなかった。 

 

表4.8-4 確認種一覧 

確認種 評価書 事後調査 

目名 科名 種名 学名 冬季 春季 夏季 秋季 春季 夏季 秋季 冬季 

モグラ 

(食虫) 
モグラ アズマモグラ Mogera imaizumii ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

コウモリ ヒナコウモリ ヒナコウモリ科①※1 Vespertilionidae sp. 1     ○     ○     

(翼手)   ヒナコウモリ科②※2 Vespertilionidae sp. 2     ○   ○ ○     

ネズミ リス ニホンリス Sciurus lis   ○ ○ ○ ○   ○ ○ 

(齧歯) ネズミ アカネズミ Apodemus speciosus ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

    ハツカネズミ Mus musculus       ○        

ネコ イヌ タヌキ Nyctereutes procyonoides  ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

(食肉)   キツネ Vulpes vulpes   ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

  イタチ イタチ Mustela itatsi ○ ○ ○ ○ ○    ○ 

  ジャコウネコ ハクビシン Paguma larvata   ○     ○   ○   

4目 7科 10種 - 
4種 7種 8種 7種 8種 6種 6種 6種 

4目7科10種 4目7科9種 

注 種名は「河川水辺の国勢調査のための生物リスト 平成29年度生物リスト」(河川環境データベース 国土交通省 2017

年)に準拠した。 

※1 ヒナコウモリ科①は確認した周波数（20-25kHz）やバットディテクターの入感音、分布情報等より、ヤマコウモリま

たはヒナコウモリの可能性が高い。 同科のヒナコウモリ科②とは別種である可能性が高いため、種数の合計には計

上した。 

※2 ヒナコウモリ科②は確認した周波数(40-45kHz)やバットディテクターの入感音、分布情報等より、モモジロコウモリ

またはアブラコウモリの可能性が高い。同科のヒナコウモリ科①とは別種である可能性が高いため、種数の合計には

計上した。 
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イ 注目すべき種等の分布、生息環境、個体数等 

現地調査で確認された種を対象に、表4.8-5に示す選定基準に該当する種を注目すべき種

として選定した。なお、選定基準の一部は、評価書公表以降に見直されている。新たに見

直された基準は、環境省レッドリスト2017（環境省）、宮城県の絶滅のおそれのある野生動

植物 RED DATA BOOK MIYAGI 2016（宮城県）、平成28年度自然環境に関する基礎調査業

務報告書(仙台市)である。 

本調査では、評価書時において注目すべき種としていた種以外に、見直された選定基準

において該当する種についても対象とした。 

 

表4.8-5 注目すべき種の選定基準 

番号 選定基準 カテゴリー 

Ⅰ 『文化財保護法』(1950年 法律第214号) 特：国指定特別天然記念物 
天：国指定天然記念物 

Ⅱ 『絶滅のおそれのある野生動植物の種の保
存に関する法律』(1992年 法律第75号) 

内：国内希少野生動植物種 
際：国際希少野生動植物種 

Ⅲ 『環境省レッドリスト2017』 
(2017年 環境省) 

EX：絶滅 
EW：野生絶滅 
CR：絶滅危惧IA類 
EN：絶滅危惧IB類 
VU：絶滅危惧Ⅱ類 
NT：準絶滅危惧 
DD：情報不足 
LP：絶滅のおそれのある地域個体群 

Ⅳ 『宮城県の絶滅のおそれのある野生動植物
RED DATA BOOK MIYAGI 2016』(2016年 
宮城県) 

EX：絶滅 
EW：野生絶滅 
CR+EN：絶滅危惧I類 
VU：絶滅危惧Ⅱ類 
NT：準絶滅危惧 
DD：情報不足 
LP：絶滅のおそれのある地域個体群 
要：要注目種(要) 

Ⅴ 『平成28年度仙台市自然環境に関する基礎
調査報告書』(2017年 仙台市)において「学
術上重要な動物種」とされる種及び「減少
種」のAランク種 

【学術上重要な動物種】 
1：仙台市においてもともと稀産あるいは希少である種、あるいは生息地・生
育地がごく限られている種 
2：仙台市周辺地域が分布の北限、南限等の分布限界となる種 
3：仙台市が模式産地（タイプロカリティー)となっている種 
4：1,2,3には該当しないが、各分類群において、注目に値すると考えられる種
(継続的に観察・研究されている個体群が存在する種など) 
【減少種】 
A：現在、ほとんど見ることができない、あるいは近い将来ほとんど見ること
ができなくなるおそれがある種 

※ Ⅴの資料では、「学術上重要な動物種」、「減少種」、「環境指標種」「ふるさと種」に区分されている。このうち「学術上重要な動

物種」と、「減少種」の中でも以前に比べて減少傾向にあり現在ほとんど見ることができず特に希と言われているAランクの種

を選定基準とするが、「減少種」のうちB・Cランクの種及び“+”（普通に見られる）、“/”（生息・生育しない可能性が非常に大

きい）、“・”（判断に資する情報がない）、「環境指標種」については選定基準としない。 
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現地調査で確認された注目すべき種及び評価書で予測対象とした注目すべき種を表

4.8-6に示す。このうち、事後調査で確認されたものは2種であった。種ごとの確認状況を

表4.8-7(1)～(2)に、確認位置を図4.8-8に示す。 

 

表4.8-6 注目すべき種一覧 

目名 科名 種名 

選定基準 確認状況 
事後調査で
の確認位置 注目種

として
の位置
付け Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ Ⅴ 

評価
書時 

事後 
調査 

事業 
地内 

事業 
地外 

コウモリ ヒナコウモリ ヒナコウモリ科①           ○ ○ ○ ○ － 

(翼手)   （ヤマコウモリ）     VU VU 1,4           

    （ヒナコウモリ）       VU 1,4           

    ヒナコウモリ科②           ○ ○ ○ ○ － 

    （モモジロコウモリ）         1,4           

    （アブラコウモリ）                     

1目 1科 2種 0種 0種 1種 1種 2種 2種 2種 2種 2種   

※ 選定基準のⅠ～Ⅴ及び列内に示した記号等は表4.8-5と対応する。 

※ 選定基準の―：評価書時から選定基準に変更のない種 

 

表4.8-7(1) 注目すべき種の確認状況（ヒナコウモリ科①） 

種名 ヒナコウモリ科① 

現地調査 
における 
確認状況 

春季 確認なし 

夏季 7地点で確認 

秋季 確認なし 

夏季に事業地内の1地点、事業地外の6地点で確認された。 

いずれもバットディテクターによる確認であった。 

主な確認環境は耕作地や造成地、河川敷の上空であった。 

 

表4.8-7(2) 注目すべき種の確認状況（ヒナコウモリ科②） 

種名 ヒナコウモリ科② 

現地調査 
における 
確認状況 

春季 6地点で確認 

夏季 8地点で確認 

秋季 確認なし 

春季に事業地外の6地点で確認された。 

夏季に事業地内の2地点、事業地外の6地点で確認された。 

いずれもバットディテクターによる確認であった。 

主な確認環境は耕作地や造成地、河川敷の上空であった。 
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図4.8-8 注目すべき種の確認位置図（哺乳類）事後調査

注： 造成範囲の工事期間は平成 29 年 5 月～平成 30 年 1 月に該当する。 
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図4.8-9 注目すべき種の確認位置図（哺乳類）評価書 
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2) 鳥類 

ア 確認種 

事後調査において確認された鳥類は、表4.8-8(1)～(2)に示すとおり11目28科51種である。 

事業地内は事業の進行により、ほぼ全域が造成された。このうち、住宅や商業施設等が

建造された場所では、キジバトやハクセキレイ、スズメ、ハシブトガラス等の市街地環境

に生息する種が確認された。また、住宅等の建造が未着手の場所は一時的な草地となって

おり、ヒバリやホオジロ、カワラヒワ等の草地を好む種が確認された。 

事業地北側や東側の住宅地では、ハクセキレイやヒヨドリ、スズメ、ムクドリ等の市街

地環境に生息する種、笊川ではアオサギやカルガモ、コガモ等の水辺環境に生息する種が

確認された。 

事業地西側の耕作地では、カルガモやコチドリ、ヒバリ、セグロセキレイ、モズ、ホオ

ジロ、カワラヒワ等の農耕地や草地を好む種が確認された。 

事業地南側の名取川では、ダイサギやイカルチドリ、カワセミ、セグロセキレイ、カワ

ガラス等の水辺環境に生息する種、河川敷の草地や樹林、耕作地では、キジやアカゲラ、

ツグミ、ウグイス、オオヨシキリ、アオジ、ベニマシコ等の草地や樹林を好む種が確認さ

れた。 

 

表4.8-8(1) 確認種一覧 

確認種 評価書 事後調査 

目名 科名 種名 学名 冬季 春季 夏季 秋季 春季 夏季 秋季 冬季 

ペリカン ウ カワウ Phalacrocorax carbo ○   ○     ○ ○ ○ 

コウノトリ サギ ゴイサギ Nycticorax nycticorax     ○           

    ササゴイ Butorides striatus   ○       ○     

    ダイサギ Egretta alba ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○   

    アオサギ Ardea cinerea       ○ ○ ○ ○   

カモ カモ マガモ Anas platyrhynchos ○               

    カルガモ Anas poecilorhyncha ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

    コガモ Anas crecca ○ ○           ○ 

    カワアイサ Mergus merganser ○               

タカ タカ トビ Milvus migrans ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

    オオタカ Accipiter gentilis ○               

    ノスリ Buteo buteo ○     ○       ○ 

キジ キジ コジュケイ Bambusicola thoracica     ○           

    キジ Phasianus colchicus ○ ○ ○ ○ ○ ○   ○ 

ツル クイナ オオバン Fulica atra ○               

チドリ チドリ コチドリ Charadrius dubius     ○   ○       

    イカルチドリ※1 Charadrius placidus         ○       

  シギ キアシシギ Heteroscelus brevipes   ○     ○       

    イソシギ Actitis hypoleucos ○       ○       

    タシギ Gallinago gallinago       ○         

ハト ハト ドバト Columba livia var.domesticus       ○ ○ ○ ○   

    キジバト Streptopelia orientalis ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

カッコウ カッコウ カッコウ Cuculus canorus     ○   ○       

    ホトトギス Cuculus poliocephalus     ○     ○     

アマツバメ アマツバメ アマツバメ Apus pacificus   ○             

ブッポウソウ カワセミ カワセミ Alcedo atthis   ○   ○   ○ ○   

キツツキ キツツキ アオゲラ Picus awokera ○               

    アカゲラ Dendrocopos major ○     ○     ○ ○ 

    コゲラ Dendrocopos kizuki       ○   ○ ○   
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表4.8-8(2) 確認種一覧 

確認種 評価書 事後調査 

目名 科名 種名 学名 冬季 春季 夏季 秋季 春季 夏季 秋季 冬季 

スズメ ヒバリ ヒバリ Alauda arvensis   ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

  ツバメ ツバメ Hirundo rustica   ○ ○   ○ ○     

  セキレイ キセキレイ※1 Motacilla cinerea             ○   

    ハクセキレイ Motacilla alba ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

    セグロセキレイ Motacilla grandis ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

    ビンズイ Anthus hodgsoni       ○         

    タヒバリ Anthus spinoletta   ○             

  ヒヨドリ ヒヨドリ Hypsipetes amaurotis ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

  モズ モズ Lanius bucephalus ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

  カワガラス カワガラス※1 Cinclus pallasii               ○ 

  ツグミ ノゴマ Luscinia calliope       ○         

    ジョウビタキ Phoenicurus auroreus ○     ○       ○ 

    ノビタキ Saxicola torquata       ○     ○   

    アカハラ Turdus chrysolaus       ○         

    マミチャジナイ Turdus obscurus       ○         

    ツグミ Turdus naumanni ○ ○           ○ 

  チメドリ ガビチョウ Garrulax canorus     ○   ○ ○ ○ ○ 

  ウグイス ウグイス Cettia diphone ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

    オオヨシキリ Acrocephalus arundinaceus     ○   ○ ○     

    エゾムシクイ Phylloscopus borealoides   ○             

    センダイムシクイ Phylloscopus coronatus   ○             

  エナガ エナガ Aegithalos caudatus       ○     ○   

  シジュウカラ シジュウカラ Parus major ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

  メジロ メジロ Zosterops japonicus ○ ○ ○ ○     ○   

  ホオジロ ホオジロ Emberiza cioides ○ ○   ○ ○ ○ ○ ○ 

    ホオアカ※1 Emberiza fucata         ○       

    カシラダカ Emberiza rustica ○     ○       ○ 

    アオジ Emberiza spodocephala ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

    オオジュリン※1 Emberiza schoeniclus               ○ 

  アトリ カワラヒワ Carduelis sinica ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

    ベニマシコ Uragus sibiricus ○             ○ 

    シメ Coccothraustes coccothraustes ○ ○           ○ 

  ハタオリドリ スズメ Passer montanus ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

  ムクドリ ムクドリ Sturnus cineraceus ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

  カラス オナガ Cyanopica cyana     ○   ○   ○ ○ 

    ミヤマガラス Corvus frugilegus ○     ○       ○ 

    ハシボソガラス Corvus corone ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

    ハシブトガラス Corvus macrorhynchos ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

13目 30科 67種 － 
35種 31種 29種 36種 31種 29種 30種 32種 

13目29科62種 11目28科51種 

注 種名は「河川水辺の国勢調査のための生物リスト 平成29年度生物リスト」(河川環境データベース 国土交通省 2017年)

に準拠した。 

※1 事後調査で新たに確認された種。 
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イ 注目すべき種等の分布、生息環境、個体数等 

現地調査で確認された種を対象に、表4.8-9に示す選定基準に該当する種を注目すべき種

として選定した。なお、選定基準の一部は、評価書公表以降に見直されている。新たに見

直された基準は、環境省レッドリスト2017（環境省）、宮城県の絶滅のおそれのある野生動

植物 RED DATA BOOK MIYAGI 2016（宮城県）、平成28年度自然環境に関する基礎調査業

務報告書(仙台市)である。 

本調査では、評価書時において注目すべき種としていた種以外に、見直された選定基準

において該当する種についても対象とした。 

 

表4.8-9 注目すべき種の選定基準 

番号 選定基準 カテゴリー 

Ⅰ 『文化財保護法』(1950年 法律第214号) 特：国指定特別天然記念物 
天：国指定天然記念物 

Ⅱ 『絶滅のおそれのある野生動植物の種の保
存に関する法律』(1992年 法律第75号) 

内：国内希少野生動植物種 
際：国際希少野生動植物種 

Ⅲ 『環境省レッドリスト2017』 
(2017年 環境省) 

EX：絶滅 
EW：野生絶滅 
CR：絶滅危惧IA類 
EN：絶滅危惧IB類 
VU：絶滅危惧Ⅱ類 
NT：準絶滅危惧 
DD：情報不足 
LP：絶滅のおそれのある地域個体群 

Ⅳ 『宮城県の絶滅のおそれのある野生動植物
RED DATA BOOK MIYAGI 2016』(2016年 
宮城県) 

EX：絶滅 
EW：野生絶滅 
CR+EN：絶滅危惧I類 
VU：絶滅危惧Ⅱ類 
NT：準絶滅危惧 
DD：情報不足 
LP：絶滅のおそれのある地域個体群 
要：要注目種(要) 

Ⅴ 『平成28年度仙台市自然環境に関する基礎
調査報告書』(2017年 仙台市)において「学
術上重要な動物種」とされる種及び「減少
種」のAランク種 

【学術上重要な動物種】 
1：仙台市においてもともと稀産あるいは希少である種、あるいは生息地・生
育地がごく限られている種 
2：仙台市周辺地域が分布の北限、南限等の分布限界となる種 
3：仙台市が模式産地（タイプロカリティー)となっている種 
4：1,2,3には該当しないが、各分類群において、注目に値すると考えられる種
(継続的に観察・研究されている個体群が存在する種など) 
【減少種】 
A：現在、ほとんど見ることができない、あるいは近い将来ほとんど見ること
ができなくなるおそれがある種 

※ Ⅴの資料では、「学術上重要な動物種」、「減少種」、「環境指標種」「ふるさと種」に区分されている。このうち「学術上重要な動

物種」と、「減少種」の中でも以前に比べて減少傾向にあり現在ほとんど見ることができず特に希と言われているAランクの種

を選定基準とするが、「減少種」のうちB・Cランクの種及び“+”（普通に見られる）、“/”（生息・生育しない可能性が非常に大

きい）、“・”（判断に資する情報がない）、「環境指標種」については選定基準としない。 

 

 



 

4.8-25 

現地調査で確認された注目すべき種及び評価書で予測対象とした注目すべき種を表

4.8-10に示す。このうち、事後調査で確認されたものは10種であった。種ごとの確認状況

を表4.8-11(1)～(11)に、確認位置を図4.8-10(1)～(3)に示す。 

 

表4.8-10 注目すべき種一覧 

目名 科名 種名 
選定基準 確認状況 

事後調査で
の確認位置 

注目種
として
の位置
付け Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ Ⅴ 

評価
書時 

事後
調査 

事業
地内 

事業
地外 

タカ タカ オオタカ     NT NT 1,4 ○       － 

ツル クイナ オオバン           ○       △ 

チドリ チドリ イカルチドリ         1,4   ○   ○ ● 

カッコウ カッコウ カッコウ         1,4 ○ ○   ○ ● 

    ホトトギス         1,4 ○ ○   ○ ● 

ブッポウソウ カワセミ カワセミ         1,4 ○ ○   ○ ● 

スズメ セキレイ キセキレイ         1,4   ○ ○   ● 

    セグロセキレイ         4 ○ ○ ○ ○ － 

  モズ モズ         1 ○ ○ ○ ○ ● 

  ウグイス ウグイス         1,4 ○ ○   ○ ● 

    オオヨシキリ         1,4 ○ ○   ○ ● 

  ホオジロ ホオアカ         A   ○   ○ ● 

6目 9科 12種 0種 0種 1種 1種 11種 9種 10種 3種 9種   

※ 選定基準のⅠ～Ⅴ及び列内に示した記号等は表4.8-9と対応する。 

※ 選定基準の●：選定基Ⅴの更新(仙台市(2011年)から仙台市(2017年)への更新)により、新たに注目すべき種に選

定された種 

△：選定基準Ⅴの更新(仙台市(2011年)から仙台市(2017年)への更新)により、注目すべき種から除外

された種 

－：評価書時から選定基準に変更のない種 

 

表4.8-11(1) 注目すべき種の確認状況（オオバン） 

種名 オオバン 

現地調査 
における 
確認状況 

春季 確認なし 

夏季 確認なし 

秋季 確認なし 

冬季 確認なし 

－ 

 

表4.8-11(2) 注目すべき種の確認状況（イカルチドリ） 

種名 イカルチドリ 

現地調査 
における 
確認状況 

春季 1地点で確認 

夏季 確認なし 

秋季 確認なし 

冬季 確認なし 

春季に事業地外南側の名取川において1個体が確認された。 

 



 

4.8-26 

表4.8-11(3) 注目すべき種の確認状況（カッコウ） 

種名 カッコウ 

現地調査 
における 
確認状況 

春季 1地点で確認 

夏季 確認なし 

秋季 確認なし 

冬季 確認なし 

春季に事業地外北側の住宅地において1個体が確認された。 

 

表4.8-11(4) 注目すべき種の確認状況（ホトトギス） 

種名 ホトトギス 

現地調査 
における 
確認状況 

春季 確認なし 

夏季 1地点で確認 

秋季 確認なし 

冬季 確認なし 

夏季に事業地外南西側の名取川河川敷において1個体が確認された。 

 

表4.8-11(5) 注目すべき種の確認状況（カワセミ） 

種名 カワセミ 

現地調査 
における 
確認状況 

春季 確認なし 

夏季 1地点で確認 

秋季 1地点で確認 

冬季 確認なし 

夏季に事業地外南西側の名取川において1個体が確認された。 

秋季に事業地外南側の名取川において1個体が確認された。 

 

表4.8-11(6) 注目すべき種の確認状況（キセキレイ） 

種名 キセキレイ 

現地調査 
における 
確認状況 

春季 確認なし 

夏季 確認なし 

秋季 1地点で確認 

冬季 確認なし 

秋季に事業地内の造成地において1個体が確認された。 
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表4.8-11(7) 注目すべき種の確認状況（セグロセキレイ） 

種名 セグロセキレイ 

現地調査 
における 
確認状況 

春季 6地点で確認 

夏季 7地点で確認 

秋季 8地点で確認 

冬季 5地点で確認 

春季に事業地外北側の笊川や西側の耕作地、南側の名取川河川敷において6地点(計7

個体)で確認された。 

夏季に事業地内の住宅地や造成地において2地点(計2個体)、事業地外北側の笊川や

西側の耕作地、南側の名取川河川敷において5地点(計5個体)で確認された。 

秋季に事業地内の造成地において1地点(計3個体)、事業地外北側の笊川や西側の耕

作地、南側の名取川河川敷において7地点(計8個体)で確認された。 

冬季に事業地外北側の笊川や西側の耕作地、南側の名取川河川敷において5地点(計7

個体)で確認された。 

 

表4.8-11(8) 注目すべき種の確認状況（モズ） 

種名 モズ 

現地調査 
における 
確認状況 

春季 4地点で確認 

夏季 3地点で確認 

秋季 5地点で確認 

冬季 1地点で確認 

春季に事業地内の造成地において1個体、事業地外西側の耕作地や南側の名取川河川

敷において3地点(計4個体)で確認された。 

夏季に事業地外南側の名取川河川敷において3地点(計3個体)で確認された。 

秋季に事業地内の造成地において2地点(計2個体)、事業地外西側の耕作地や南側の

名取川河川敷において3地点(計3個体)で確認された。 

冬季に事業地外南側の名取川河川敷において1個体が確認された。 

 

表4.8-11(9) 注目すべき種の確認状況（ウグイス） 

種名 ウグイス 

現地調査 
における 
確認状況 

春季 4地点で確認 

夏季 5地点で確認 

秋季 1地点で確認 

冬季 3地点で確認 

春季に事業地外南側の名取川河川敷において4地点(計4個体)で確認された。 

夏季に事業地外南側の名取川河川敷において5地点(計5個体)で確認された。 

秋季に事業地外南側の名取川河川敷において1個体が確認された。 

冬季に事業地外南側の名取川河川敷において3地点(計3個体)で確認された。 
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表4.8-11(10) 注目すべき種の確認状況（オオヨシキリ） 

種名 オオヨシキリ 

現地調査 
における 
確認状況 

春季 3地点で確認 

夏季 1地点で確認 

秋季 確認なし 

冬季 確認なし 

春季に事業地外南側の名取川河川敷において3地点(計3個体)で確認された。 

夏季に事業地外南側の名取川河川敷において1個体が確認された。 

 

表4.8-11(11) 注目すべき種の確認状況（ホオアカ） 

種名 ホオアカ 

現地調査 
における 
確認状況 

春季 1地点で確認 

夏季 確認なし 

秋季 確認なし 

冬季 確認なし 

春季に事業地外北側の笊川で2個体が確認された。 
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図4.8-10(1) 注目すべき種の確認位置図（鳥類）事後調査 

注： 造成範囲の工事期間は平成 29 年 5 月～平成 30 年 1 月に該当する。 
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図4.8-10(2) 注目すべき種の確認位置図（鳥類）事後調査 

注： 造成範囲の工事期間は平成 29 年 5 月～平成 30 年 1 月に該当する。 
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図4.8-10(3) 注目すべき種の確認位置図（鳥類）事後調査

注： 造成範囲の工事期間は平成 29 年 5 月～平成 30 年 1 月に該当する。 
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図4.8-11(1) 注目すべき種の確認位置図（鳥類）評価書 
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図4.8-11(2) 注目すべき種の確認位置図（鳥類）評価書
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図4.8-11(3) 注目すべき種の確認位置図（鳥類）評価書 



 

4.8-35 

3) 両生類・爬虫類 

ア 確認種 

事後調査において確認された両生類は、表4.8-12に示すとおり2目4科6種、爬虫類は表

4.8-13に示すとおり2目4科6種である。 

アカハライモリ、ニホンアカガエル、シュレーゲルアオガエルについては、事業地外

西側の耕作地や水路において確認された。 

ニホンアマガエルについては、事業地内の造成地(住宅等の建造が未着手の一時的な草

地)で確認された。また、事業地外西側の耕作地においても確認された。 

トウキョウダルマガエルについては、事業地外西側の耕作地や北側の水路で確認された。 

ウシガエルについては、事業地外北側の水路や南側の名取川河川敷で確認された。 

クサガメについては、事業地外西側の水路で確認された。 

ミシシッピアカミミガメ、ニホンカナヘビ、シマヘビについては、事業地外北側の笊川

河川敷で確認された。 

アオダイショウについては、事業地外西側の草地や北側の笊川河川敷で確認された。 

ヤマカガシについては、事業地外北西側の耕作地で確認された。 

なお、工事車両との接触等によるロードキル(轢死)は確認されなかった。 

 

表4.8-12 確認種一覧（両生類） 

確認種 評価書 事後調査 

目名 科名 種名 学名 春季 夏季 秋季 春季 夏季 秋季 

有尾 イモリ アカハライモリ Cynops pyrrhogaster ○     ○  ○ 

無尾 アマガエル ニホンアマガエル Hyla japonica ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

  アカガエル ニホンアカガエル Rana japonica ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

    トウキョウダルマガエル Pelophylax porosus porosus ○ ○    ○ ○ 

    ウシガエル Lithobates catesbeianus   ○   ○ ○ ○ 

  アオガエル シュレーゲルアオガエル Rhacophorus schlegelii ○     ○     

2目 4科 6種 - 
5種 4種 2種 5種 4種 5種 

2目4科6種 2目4科6種 

注： 種名は「河川水辺の国勢調査のための生物リスト 平成29年度生物リスト」(河川環境データベース 国

土交通省 2017年)に準拠した。 

 

表4.8-13 確認種一覧（爬虫類） 

確認種 評価書 事後調査 

目名 科名 種名 学名 春季 夏季 秋季 春季 夏季 秋季 

カメ イシガメ クサガメ Mauremys reevesii    ○   

 ヌマガメ ミシシッピアカミミガメ Trachemys scripta elegans    ○   

有鱗 カナヘビ ニホンカナヘビ Takydromus tachydromoides  ○  ○   

  ナミヘビ シマヘビ Elaphe quadrivirgata  ○  ○   

    アオダイショウ Elaphe climacophora    ○  ○ 

    ジムグリ Euprepiophis conspicillatus   ○    

    ヤマカガシ Rhabdophis tigrinus  ○   ○  

2目 4科 7種 - 
0種 3種 1種 5種 1種 1種 

1目2科4種 2目4科6種 

注： 種名は「河川水辺の国勢調査のための生物リスト 平成29年度生物リスト」(河川環境データベース 国

土交通省 2017年)に準拠した。 



 

4.8-36 

イ 注目すべき種等の分布、生息環境、個体数等 

現地調査で確認された種を対象に、表4.8-14に示す選定基準に該当する種を注目すべき

種として選定した。なお、選定基準の一部は、評価書公表以降に見直されている。新たに

見直された基準は、環境省レッドリスト2017（環境省）、宮城県の絶滅のおそれのある野生

動植物 RED DATA BOOK MIYAGI 2016（宮城県）、平成28年度自然環境に関する基礎調査

業務報告書(仙台市)である。 

本調査では、評価書時において注目すべき種としていた種以外に、見直された選定基準

において該当する種についても対象とした。 

 

表4.8-14 注目すべき種の選定基準 

番号 選定基準 カテゴリー 

Ⅰ 『文化財保護法』(1950年 法律第214号) 特：国指定特別天然記念物 
天：国指定天然記念物 

Ⅱ 『絶滅のおそれのある野生動植物の種の保
存に関する法律』(1992年 法律第75号) 

内：国内希少野生動植物種 
際：国際希少野生動植物種 

Ⅲ 『環境省レッドリスト2017』 
(2017年 環境省) 

EX：絶滅 
EW：野生絶滅 
CR：絶滅危惧IA類 
EN：絶滅危惧IB類 
VU：絶滅危惧Ⅱ類 
NT：準絶滅危惧 
DD：情報不足 
LP：絶滅のおそれのある地域個体群 

Ⅳ 『宮城県の絶滅のおそれのある野生動植物
RED DATA BOOK MIYAGI 2016』(2016年 
宮城県) 

EX：絶滅 
EW：野生絶滅 
CR+EN：絶滅危惧I類 
VU：絶滅危惧Ⅱ類 
NT：準絶滅危惧 
DD：情報不足 
LP：絶滅のおそれのある地域個体群 
要：要注目種(要) 

Ⅴ 『平成28年度仙台市自然環境に関する基礎
調査報告書』(2017年 仙台市)において「学
術上重要な動物種」とされる種及び「減少
種」のAランク種 

【学術上重要な動物種】 
1：仙台市においてもともと稀産あるいは希少である種、あるいは生息地・生
育地がごく限られている種 
2：仙台市周辺地域が分布の北限、南限等の分布限界となる種 
3：仙台市が模式産地（タイプロカリティー)となっている種 
4：1,2,3には該当しないが、各分類群において、注目に値すると考えられる種
(継続的に観察・研究されている個体群が存在する種など) 
【減少種】 
A：現在、ほとんど見ることができない、あるいは近い将来ほとんど見ること
ができなくなるおそれがある種 

※ Ⅴの資料では、「学術上重要な動物種」、「減少種」、「環境指標種」「ふるさと種」に区分されている。このうち「学術上重要な動

物種」と、「減少種」の中でも以前に比べて減少傾向にあり現在ほとんど見ることができず特に希と言われているAランクの種

を選定基準とするが、「減少種」のうちB・Cランクの種及び“+”（普通に見られる）、“/”（生息・生育しない可能性が非常に大

きい）、“・”（判断に資する情報がない）、「環境指標種」については選定基準としない。 

 



 

4.8-37 

現地調査で確認された注目すべき種及び評価書で予測対象とした注目すべき種を表

4.8-15及び表4.8-16に示す。このうち、事後調査で確認されたものは両生類が3種、爬虫類

が1種であった。種ごとの確認状況を表4.8-17(1)～(4)に、確認位置を図4.8-12及び図4.8-14

に示す。 

 

表4.8-15 注目すべき種一覧（両生類） 

目名 科名 種名 

選定基準 確認状況 
事後調査で
の確認位置 注目種

として
の位置
付け Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ Ⅴ 

評価
書時 

事後 
調査 

事業 
地内 

事業 
地外 

有尾 イモリ アカハライモリ     NT LP A ○ ○  ○ － 

無尾 アカガエル ニホンアカガエル           ○ ○  ○ ▲ 

    トウキョウダルマガエル     NT NT   ○ ○   ○ － 

2目 2科 3種 0種 0種 2種 2種 1種 3種 3種 0種 3種   

※ 選定基準のⅠ～Ⅴ及び列内に示した記号等は表4.8-14と対応する。 

※ 選定基準の▲：選定基準Ⅳの更新(宮城県ﾚｯﾄﾞﾃﾞｰﾀﾌﾞｯｸ(2001年)から宮城県ﾚｯﾄﾞﾃﾞｰﾀﾌﾞｯｸ(2016年)への更新)に

より、注目すべき種から除外された種 

―：評価書時から選定基準に変更のない種 

 

表4.8-16 注目すべき種一覧（爬虫類） 

目名 科名 種名 

選定基準 確認状況 
事後調査で
の確認位置 注目種

として
の位置
付け Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ Ⅴ 

評価
書時 

事後 
調査 

事業 
地内 

事業 
地外 

有鱗 ナミヘビ ヤマカガシ       A ○ ○  ○ ● 

1目 1科 1種 0種 0種 0種 0種 1種 1種 1種 0種 1種   

※ 選定基準のⅠ～Ⅴ及び列内に示した記号等は表4.8-14と対応する。 

※ 選定基準の●：選定基Ⅴの更新(仙台市(2011年)から仙台市(2017年)への更新)により、新たに注目すべき種に

選定された種 

 

表4.8-17(1) 注目すべき種の確認状況（アカハライモリ） 

種名 アカハライモリ 

現地調査 
における 
確認状況 

春季 2地点で確認 

夏季 確認なし 

秋季 2地点で確認 

春季に事業地外で成体が1個体、死体(成体)が1個体確認された。 

秋季に事業地外で成体が1個体、死体(成体）が1個体確認された。 

確認環境は、主に耕作地周辺の水路であった。 
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表4.8-17(2) 注目すべき種の確認状況（ニホンアカガエル） 

種名 ニホンアカガエル 

現地調査 
における 
確認状況 

春季 2地点で確認 

夏季 5地点で確認 

秋季 3地点で確認 

春季に事業地外で成体が1個体、幼生が1個体確認された。 

夏季に事業地外で幼体が30個体、成体が11個体確認された。 

秋季に事業地外で成体が3個体確認された。 

確認環境は、主に耕作地及びその周辺の水路であった。 

 

表4.8-17(3) 注目すべき種の確認状況（トウキョウダルマガエル） 

種名 トウキョウダルマガエル 

現地調査 
における 
確認状況 

春季 確認なし 

夏季 1地点で確認 

秋季 1地点で確認 

夏季に事業地外の耕作地で幼体が10個体確認された。 

秋季に事業地外の水路で幼体が1個体確認された。 

 

表4.8-17(4) 注目すべき種の確認状況（ヤマカガシ） 

種名 ヤマカガシ 

現地調査 
における 
確認状況 

春季 確認なし 

夏季 1地点で確認 

秋季 確認なし 

夏季に事業地外の耕作地で成体が1個体確認された。 
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図4.8-12 注目すべき種の確認位置図（両生類）事後調査

注： 造成範囲の工事期間は平成29年 5月～10月に該当する。 
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図4.8-13(1) 注目すべき種の確認位置図（両生類）評価書
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図4.8-13(2) 注目すべき種の確認位置図（両生類）評価書
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図4.8-13(3) 注目すべき種の確認位置図（両生類）評価書 
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図4.8-14 注目すべき種の確認位置図（爬虫類）事後調査 

注： 造成範囲の工事期間は平成29年 5月～10月に該当する。 
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図4.8-15 注目すべき種の確認位置図（爬虫類）評価書 
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4) 昆虫類 

ア 確認種 

事後調査において確認された昆虫類は、表4.8-18に示すとおり13目140科437種である。

なお、確認種については、資料編に示すとおりである。 

事業地内は事業の進行により、ほぼ全域が改変された。このうち、造成地では、シマハ

ナアブやナナホシテントウ、クロヤマアリ等の市街地環境にも生息する種が確認された。 

事業地西側の耕作地では、アジアイトトンボ、マイコアカネ、コバネササキリ等の湿地

性の種が確認された。 

事業地南側の名取川では、河畔林においてアブラゼミ、ノコギリクワガタ、カナブン等

の樹林性の種、堤防周辺ではヒメギス、オンブバッタ、アカヒメヘリカメムシ等の草地性

の種が確認された。また、名取川や事業地北側の笊川の水際では、モンカゲロウ、アメン

ボ、モンキマメゲンゴロウ、トゲバゴマフガムシといった水生昆虫も確認された。 

 

表4.8-18 昆虫類目別確認種数 

目名 
評価書 事後調査 

科数 種数 科数 種数 

トビムシ 3  3    

イシノミ   1 1 

カゲロウ 3 3 2 2 

トンボ 6 12 3 10 

ゴキブリ 1 1   

カマキリ 1 3 1 1 

ハサミムシ 3 5 2 3 

カワゲラ 2 2   

バッタ 11 28 11 30 

カメムシ 24 66 24 69 

アミメカゲロウ 2 3 1 3 

シリアゲムシ 1 1   

トビケラ 6 7 5 8 

チョウ 20 60 13 42 

ハエ 32 97 29 78 

コウチュウ 31 153 28 141 

ハチ 19 60 20 49 

17目 165科 504種 140科 437種 

※ 表の空欄は、確認がなかったことを示す。 
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イ 注目すべき種等の分布、生息環境、個体数等 

現地調査で確認された種を対象に、表4.8-19に示す選定基準に該当する種を注目すべき

種として選定した。なお、選定基準の一部は、評価書公表以降に見直されている。新たに

見直された基準は、環境省レッドリスト2017（環境省）、宮城県の絶滅のおそれのある野生

動植物 RED DATA BOOK MIYAGI 2016（宮城県）、平成28年度自然環境に関する基礎調査

業務報告書(仙台市)である。 

本調査では、評価書時において注目すべき種としていた種以外に、見直された選定基準

において該当する種についても対象とした。 

 

表4.8-19 注目すべき種の選定基準 

番号 選定基準 カテゴリー 

Ⅰ 『文化財保護法』(1950年 法律第214号) 特：国指定特別天然記念物 
天：国指定天然記念物 

Ⅱ 『絶滅のおそれのある野生動植物の種の保
存に関する法律』(1992年 法律第75号) 

内：国内希少野生動植物種 
際：国際希少野生動植物種 

Ⅲ 『環境省レッドリスト2017』 
(2017年 環境省) 

EX：絶滅 
EW：野生絶滅 
CR：絶滅危惧IA類 
EN：絶滅危惧IB類 
VU：絶滅危惧Ⅱ類 
NT：準絶滅危惧 
DD：情報不足 
LP：絶滅のおそれのある地域個体群 

Ⅳ 『宮城県の絶滅のおそれのある野生動植物
RED DATA BOOK MIYAGI 2016』(2016年 
宮城県) 

EX：絶滅 
EW：野生絶滅 
CR+EN：絶滅危惧I類 
VU：絶滅危惧Ⅱ類 
NT：準絶滅危惧 
DD：情報不足 
LP：絶滅のおそれのある地域個体群 
要：要注目種(要) 

Ⅴ 『平成28年度仙台市自然環境に関する基礎
調査報告書』(2017年 仙台市)において「学
術上重要な動物種」とされる種及び「減少
種」のAランク種 

【学術上重要な動物種】 
1：仙台市においてもともと稀産あるいは希少である種、あるいは生息地・生
育地がごく限られている種 
2：仙台市周辺地域が分布の北限、南限等の分布限界となる種 
3：仙台市が模式産地（タイプロカリティー)となっている種 
4：1,2,3には該当しないが、各分類群において、注目に値すると考えられる種
(継続的に観察・研究されている個体群が存在する種など) 
【減少種】 
A：現在、ほとんど見ることができない、あるいは近い将来ほとんど見ること
ができなくなるおそれがある種 

※ Ⅴの資料では、「学術上重要な動物種」、「減少種」、「環境指標種」「ふるさと種」に区分されている。このうち「学術上重要な動

物種」と、「減少種」の中でも以前に比べて減少傾向にあり現在ほとんど見ることができず特に希と言われているAランクの種

を選定基準とするが、「減少種」のうちB・Cランクの種及び“+”（普通に見られる）、“/”（生息・生育しない可能性が非常に大

きい）、“・”（判断に資する情報がない）、「環境指標種」については選定基準としない。 
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現地調査で確認された注目すべき種及び評価書で予測対象とした注目すべき種を表

4.8-20に示す。このうち、事後調査で確認されたものは17種であった。種ごとの確認状況

を表4.8-21(1)～(25)に、確認位置を図4.8-16(1)～(2)に示す。 

 

表4.8-20 注目すべき種一覧 

目名 科名 種名 

選定基準 確認状況 
事後調査で
の確認位置 

注目種
として
の位置
付け Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ Ⅴ 

評価
書時 

事後
調査 

事業 
地内 

事業 
地外 

トンボ サナエトンボ アオサナエ      ○    ▲ 

ハサミムシ マルムネハサミムシ ハマベハサミムシ      ○ ○  ○ ▲ 

 オオハサミムシ オオハサミムシ      ○ ○  ○ ▲ 

カメムシ ナガカメムシ ヒメオオメナガカメムシ      ○ ○ ○ ○ ▲ 

 コオイムシ コオイムシ   NT NT 1・A  ○  ○ － 

チョウ シジミチョウ ウラギンシジミ      ○ ○  ○ ▲ 

 タテハチョウ ツマグロヒョウモン      ○ ○  ○ ▲ 

 アゲハチョウ アオスジアゲハ     4 ○ ○  ○ － 

 シャクガ ウラベニエダシャク      ○    ▲ 

コウチュウ オサムシ 
マイマイカブリ 
東北地方南部亜種 

     ○ ○ ○  ▲ 

  アカガネアオゴミムシ      ○    ▲ 

  キボシアオゴミムシ      ○ ○ ○ ○ ▲ 

  オオスナハラゴミムシ      ○ ○ ○ ○ ▲ 

  カワチマルクビゴミムシ      ○ ○  ○ ▲ 

  キンナガゴミムシ      ○ ○ ○ ○ ▲ 

  アシミゾナガゴミムシ      ○    ▲ 

  ヨツモンコミズギワゴミムシ      ○ ○ ○ ○ ▲ 

 ハンミョウ コハンミョウ      ○    ▲ 

 ゲンゴロウ キベリマメゲンゴロウ   NT    ○  ○ ○ 

 ガムシ アカケシガムシ      ○    ▲ 

  コガムシ   DD    ○ ○ ○ ○ 

 コガネムシ ナラノチャイロコガネ      ○    ▲ 

 ツチハンミョウ マメハンミョウ      ○    ▲ 

ハチ スズメバチ モンスズメバチ   DD    ○  ○ ○ 

 ハキリバチ フルカワフトハキリバチ   DD    ○  ○ ○ 

6目 17科 25種 0種 0種 5種 1種 2種 20種 17種 7種 16種  

※ 選定基準のⅠ～Ⅴ及び列内に示した記号等は表4.8-19と対応する。 

※ 選定基準の○：選定基準Ⅲの更新(環境省ﾚｯﾄﾞﾘｽﾄ(2007年)から環境省ﾚｯﾄﾞﾘｽﾄ(2017年)への更新)により、新たに注

目すべき種に選定された種 

▲：選定基準Ⅳの更新(宮城県ﾚｯﾄﾞﾃﾞｰﾀﾌﾞｯｸ(2001年)から宮城県ﾚｯﾄﾞﾃﾞｰﾀﾌﾞｯｸ(2016年)への更新)により、

注目すべき種から除外された種 

－：評価書時から選定基準に変更のない種 
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表4.8-21(1) 注目すべき種の確認状況（アオサナエ） 

種名 アオサナエ 

現地調査 
における 
確認状況 

春季 確認なし 

夏季 確認なし 

秋季 確認なし 

－ 

 

表4.8-21(2) 注目すべき種の確認状況（ハマベハサミムシ） 

種名 ハマベハサミムシ 

現地調査 
における 
確認状況 

春季 1地点で確認 

夏季 2地点で確認 

秋季 確認なし 

春季に事業地外西側の裸地において1個体が確認された。 

夏季に事業地外西側の草地や南側の名取川河川敷において2地点(計2個体)で確

認された。 

 

表4.8-21(3) 注目すべき種の確認状況（オオハサミムシ） 

種名 オオハサミムシ 

現地調査 
における 
確認状況 

春季 1地点で確認 

夏季 確認なし 

秋季 確認なし 

春季に事業地外南側の名取川河川敷において1個体が確認された。 

 

表4.8-21(4) 注目すべき種の確認状況（ヒメオオメナガカメムシ） 

種名 ヒメオオメナガカメムシ 

現地調査 
における 
確認状況 

春季 2地点で確認 

夏季 6地点 で確認 

秋季 確認なし 

春季に事業地内南西側の造成地の1地点で2個体、事業地外南側の名取川河川敷の

1地点で2個体が確認された。 

夏季に事業地内西側や北側の造成地において3地点(計12個体)、事業地外西側や

北側の草地、南側の名取川河川敷において3地点(計9個体)で確認された。 
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表4.8-21(5) 注目すべき種の確認状況（コオイムシ） 

種名 コオイムシ 

現地調査 
における 
確認状況 

春季 1地点で確認 

夏季 2地点で確認 

秋季 1地点で確認 

春季に事業地外西側の水路において1個体が確認された。 

夏季に事業地外北西側の水路において2地点(計30個体)で確認された。 

秋季に事業地外西側の休耕田の1地点で2個体が確認された。 

 

表4.8-21(6) 注目すべき種の確認状況（ウラギンシジミ） 

種名 ウラギンシジミ 

現地調査 
における 
確認状況 

春季 確認なし 

夏季 1地点で確認 

秋季 確認なし 

夏季に事業地外南側の名取川河川敷において1個体が確認された。 

 

表4.8-21(7) 注目すべき種の確認状況（ツマグロヒョウモン） 

種名 ツマグロヒョウモン 

現地調査 
における 
確認状況 

春季 確認なし 

夏季 1地点で確認 

秋季 確認なし 

夏季に事業地外東側の裸地で1個体が確認された。 

 

表4.8-21(8) 注目すべき種の確認状況（アオスジアゲハ） 

種名 アオスジアゲハ 

現地調査 
における 
確認状況 

春季 確認なし 

夏季 1地点で確認 

秋季 確認なし 

夏季に事業地外南西側の名取川河川敷において1個体が確認された。 

 

表4.8-21(9) 注目すべき種の確認状況（ウラベニエダシャク） 

種名 ウラベニエダシャク 

現地調査 
における 
確認状況 

春季 確認なし 

夏季 確認なし 

秋季 確認なし 

－ 
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表4.8-21(10) 注目すべき種の確認状況（マイマイカブリ東北地方南部亜種） 

種名 マイマイカブリ東北地方南部亜種 

現地調査 
における 
確認状況 

春季 確認なし 

夏季 確認なし 

秋季 1地点で確認 

秋季に事業地内北側に設置したベイトトラップで3個体が確認された。 

 

表4.8-21(11) 注目すべき種の確認状況（アカガネアオゴミムシ） 

種名 アカガネアオゴミムシ 

現地調査 
における 
確認状況 

春季 確認なし 

夏季 確認なし 

秋季 確認なし 

－ 

 

表4.8-21(12) 注目すべき種の確認状況（キボシアオゴミムシ） 

種名 キボシアオゴミムシ 

現地調査 
における 
確認状況 

春季 確認なし 

夏季 2地点で確認 

秋季 確認なし 

夏季に事業地内北側に設置したベイトトラップで1個体、事業地外南西側に設置

したベイトトラップで1個体が確認された。 

 

表4.8-21(13) 注目すべき種の確認状況（オオスナハラゴミムシ） 

種名 オオスナハラゴミムシ 

現地調査 
における 
確認状況 

春季 確認なし 

夏季 2地点で確認 

秋季 確認なし 

夏季に事業地内北側に設置したベイトトラップで3個体、事業地外南側の名取川

河川敷に設置したベイトトラップで1個体が確認された。 

 

表4.8-21(14) 注目すべき種の確認状況（カワチマルクビゴミムシ） 

種名 カワチマルクビゴミムシ 

現地調査 
における 
確認状況 

春季 3地点で確認 

夏季 確認なし 

秋季 1地点で確認 

春季に事業地外北側の裸地や南側の名取川河川敷、河川敷に設置したベイトトラ

ップにおいて3地点(計10個体)で確認された。 

秋季に事業地外南側の名取川河川敷において1個体が確認された。 
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表4.8-21(15) 注目すべき種の確認状況（キンナガゴミムシ） 

種名 キンナガゴミムシ 

現地調査 
における 
確認状況 

春季 5地点で確認 

夏季 確認なし 

秋季 確認なし 

春季に事業地内北側に設置したベイトトラップで1個体、事業地外西側や北側の

草地、南側の名取川河川敷において4地点(計5個体)で確認された。 

 

表4.8-21(16) 注目すべき種の確認状況（アシミゾナガゴミムシ） 

種名 アシミゾナガゴミムシ 

現地調査 
における 
確認状況 

春季 確認なし 

夏季 確認なし 

秋季 確認なし 

－ 

 

表4.8-21(17) 注目すべき種の確認状況（ヨツモンコミズギワゴミムシ） 

種名 ヨツモンコミズギワゴミムシ 

現地調査 
における 
確認状況 

春季 3地点で確認 

夏季 確認なし 

秋季 確認なし 

春季に事業地内西側の造成地において2地点(計6個体)、事業地外南側の名取川河

川敷において1個体が確認された。 

 

表4.8-21(18) 注目すべき種の確認状況（コハンミョウ） 

種名 コハンミョウ 

現地調査 
における 
確認状況 

春季 確認なし 

夏季 確認なし 

秋季 確認なし 

－ 

 

表4.8-21(19) 注目すべき種の確認状況（キベリマメゲンゴロウ） 

種名 キベリマメゲンゴロウ 

現地調査 
における 
確認状況 

春季 3地点で確認 

夏季 1地点で確認 

秋季 2地点で確認 

春季に事業地外西側の水路や北側の笊川、南側の名取川において3地点(計7個体)

で確認された。 

夏季に事業地外南西側の水路において2個体が確認された。 

秋季に事業地外西側の水路や北側の笊川において2地点(計2個体)で確認された。 
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表4.8-21(20) 注目すべき種の確認状況（アカケシガムシ） 

種名 アカケシガムシ 

現地調査 
における 
確認状況 

春季 確認なし 

夏季 確認なし 

秋季 確認なし 

－ 

 

表4.8-21(21) 注目すべき種の確認状況（コガムシ） 

種名 コガムシ 

現地調査 
における 
確認状況 

春季 5地点で確認 

夏季 確認なし 

秋季 1地点で確認 

春季に事業地内西側の水溜まりで2個体、事業地外西側の水路や北側の休耕田に

おいて4地点(計7個体)で確認された。 

秋季に事業地外西側の休耕田で1個体が確認された。 

 

表4.8-21(22) 注目すべき種の確認状況（ナラノチャイロコガネ） 

種名 ナラノチャイロコガネ 

現地調査 
における 
確認状況 

春季 確認なし 

夏季 確認なし 

秋季 確認なし 

－ 

 

表4.8-21(23) 注目すべき種の確認状況（マメハンミョウ） 

種名 マメハンミョウ 

現地調査 
における 
確認状況 

春季 確認なし 

夏季 確認なし 

秋季 確認なし 

－ 

 

表4.8-21(24) 注目すべき種の確認状況（モンスズメバチ） 

種名 モンスズメバチ 

現地調査 
における 
確認状況 

春季 確認なし 

夏季 1地点で確認 

秋季 確認なし 

夏季に事業地外北側の草地において1個体が確認された。 
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表4.8-21(25) 注目すべき種の確認状況（フルカワフトハキリバチ） 

種名 フルカワフトハキリバチ 

現地調査 
における 
確認状況 

春季 確認なし 

夏季 1地点で確認 

秋季 確認なし 

夏季に事業地外北側の草地において1個体が確認された。 
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図4.8-16(1) 注目すべき種の確認位置（昆虫類）事後調査 

注： 造成範囲の工事期間は平成29年 5月～10月に該当する。 
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図4.8-16(2) 注目すべき種の確認位置（昆虫類）事後調査 

注： 造成範囲の工事期間は平成29年 5月～10月に該当する。 
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図4.8-17 注目すべき種の確認位置（昆虫類）評価書 
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5) 魚類 

ア 確認種 

事後調査において確認された魚類は、表4.8-22に示すとおり5目9科25種である。 

確認種の大部分は河川中下流域に一般的な種であり、このうちギンブナ、オイカワ、ジ

ュズカケハゼ等の16種が淡水性魚類、ウグイ、アユ、シマヨシノボリ等の8種が回遊性魚類、

スズキ1種が汽水・海水性魚類であった。また、確認種には国外外来種であるカラドジョウ、

ブルーギル、オオクチバス、国内外来種であるオイカワ、モツゴ、タモロコが含まれてい

た。 

 

表4.8-22 確認種一覧 

確認種 評価書 事後調査 

目名 科名 種名 学名 St.1 St.2 St.3 任意 St.1 St.2 St.3 任意 

コイ コイ コイ Cyprinus carpio ○ ○   ○    

  ギンブナ Carassius sp. ○   ○ ○   ○ 

  オイカワ Opsariichthys platypus ○ ○ ○  ○ ○   

  アブラハヤ Phoxinus lagowskii steindachneri ○ ○ ○  ○ ○   

  ウグイ Tribolodon hakonensis ○ ○ ○  ○ ○ ○  

  モツゴ Pseudorasbora parva ○     ○   

  タモロコ Gnathopogon elongatus elongatus ○ ○  ○ ○   ○ 

  カマツカ Pseudogobio esocinus esocinus   ○    ○  

  ニゴイ Hemibarbus barbus ○ ○ ○  ○  ○  

 ドジョウ ドジョウ Misgurnus anguillicaudatus ○ ○ ○ ○ ○   ○ 

  カラドジョウ Misgurnus dabryanus        ○ 

  ヒガシシマドジョウ Cobitis sp. BIWAE type C   ○   ○   

  ホトケドジョウ Lefua echigonia  ○       

ナマズ ギギ ギバチ Tachysurus tokiensis   ○      

 ナマズ ナマズ Silurus asotus      ○ ○  

サケ アユ アユ Plecoglossus altivelis altivelis   ○  ○ ○ ○  

 サケ ニジマス Oncorhynchus mykiss   ○      

  サケ Oncorhynchus keta ○  ○  ○ ○ ○  

ダツ メダカ ミナミメダカ Oryzias latipes       ○  

カサゴ カジカ カジカ Cottus pollux   ○      

スズキ スズキ スズキ Lateolabrax japonicus       ○  

 サンフィッシュ ブルーギル Lepomis macrochirus macrochirus ○     ○   

  オオクチバス Micropterus salmoides ○ ○   ○ ○   

 ボラ ボラ Mugil cephalus cephalus   ○      

 ハゼ ウキゴリ Gymnogobius urotaenia  ○ ○   ○ ○ ○ 

  ジュズカケハゼ Gymnogobius castaneus        ○ 

  シマヨシノボリ Rhinogobius nagoyae ○ ○ ○  ○ ○ ○  

  オオヨシノボリ Rhinogobius fluviatilis   ○ ○ ○  ○  

  旧トウヨシノボリ類 
Rhinogobius sp.OR morphotype  
unidentified 

  ○ ○ ○ ○   

  ヌマチチブ Tridentiger brevispinis   ○   ○ ○  

6目 12科 30種 _ 
13種 11種 18種 5種 14種 14種 12種 6種 

5目9科25種 5目9科25種 

注： 種名は「河川水辺の国勢調査のための生物リスト 平成29年度生物リスト」(河川環境データベース 国土交

通省 2017年)に準拠した。 

注： 評価書時の早春季の確認は、底生動物調査において確認されたものである。 



 

4.8-58 

イ 注目すべき種等の分布、生息環境、個体数等 

現地調査で確認された種を対象に、表4.8-23に示す選定基準に該当する種を注目すべき

種として選定した。なお、選定基準の一部は、評価書公表以降に見直されている。新たに

見直された基準は、環境省レッドリスト2017（環境省）、宮城県の絶滅のおそれのある野生

動植物 RED DATA BOOK MIYAGI 2016（宮城県）、平成28年度自然環境に関する基礎調査

業務報告書(仙台市)である。 

本調査では、評価書時において注目すべき種としていた種以外に、見直された選定基準

において該当する種についても対象とした。 

 

表4.8-23 注目すべき種の選定基準 

番号 選定基準 カテゴリー 

Ⅰ 『文化財保護法』(1950年 法律第214号) 特：国指定特別天然記念物 
天：国指定天然記念物 

Ⅱ 『絶滅のおそれのある野生動植物の種の保
存に関する法律』(1992年 法律第75号) 

内：国内希少野生動植物種 
際：国際希少野生動植物種 

Ⅲ 『環境省レッドリスト2017』 
(2017年 環境省) 

EX：絶滅 
EW：野生絶滅 
CR：絶滅危惧IA類 
EN：絶滅危惧IB類 
VU：絶滅危惧Ⅱ類 
NT：準絶滅危惧 
DD：情報不足 
LP：絶滅のおそれのある地域個体群 

Ⅳ 『宮城県の絶滅のおそれのある野生動植物
RED DATA BOOK MIYAGI 2016』(2016年 
宮城県) 

EX：絶滅 
EW：野生絶滅 
CR+EN：絶滅危惧I類 
VU：絶滅危惧Ⅱ類 
NT：準絶滅危惧 
DD：情報不足 
LP：絶滅のおそれのある地域個体群 
要：要注目種(要) 

Ⅴ 『平成28年度仙台市自然環境に関する基礎
調査報告書』(2017年 仙台市)において「学
術上重要な動物種」とされる種及び「減少
種」のAランク種 

【学術上重要な動物種】 
1：仙台市においてもともと稀産あるいは希少である種、あるいは生息地・生
育地がごく限られている種 
2：仙台市周辺地域が分布の北限、南限等の分布限界となる種 
3：仙台市が模式産地（タイプロカリティー)となっている種 
4：1,2,3には該当しないが、各分類群において、注目に値すると考えられる種
(継続的に観察・研究されている個体群が存在する種など) 
【減少種】 
A：現在、ほとんど見ることができない、あるいは近い将来ほとんど見ること
ができなくなるおそれがある種 

※ Ⅴの資料では、「学術上重要な動物種」、「減少種」、「環境指標種」「ふるさと種」に区分されている。このうち「学術上重要な動

物種」と、「減少種」の中でも以前に比べて減少傾向にあり現在ほとんど見ることができず特に希と言われているAランクの種

を選定基準とするが、「減少種」のうちB・Cランクの種及び“+”（普通に見られる）、“/”（生息・生育しない可能性が非常に大

きい）、“・”（判断に資する情報がない）、「環境指標種」については選定基準としない。 

 



 

4.8-59 

現地調査で確認された注目すべき種及び評価書で予測対象とした注目すべき種を表

4.8-24に示す。このうち、事後調査で確認されたものは3種であった。種ごとの確認状況を

表4.8-25(1)～(6)に、確認位置を図4.8-18に示す。 

 

表4.8-24 注目すべき種一覧 

目名 科名 種名 

選定基準 確認状況 
事後調査で
の確認位置 注目種

として
の位置
付け Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ Ⅴ 

評価 
書時 

事後 
調査 

事業 
地内 

事業 
地外 

コイ コイ ドジョウ   DD   ○ ○  ○ ○ 

  ホトケドジョウ   EN NT 1 ○    － 

ナマズ ギギ ギバチ   VU NT 1 ○    － 

ダツ メダカ ミナミメダカ   VU NT 1,A  ○  ○ － 

カサゴ カジカ カジカ   NT  A ○    － 

スズキ ハゼ ジュズカケハゼ   NT    ○  ○ － 

5目 5科 6種 0種 0種 6種 3種 4種 4種 3種 0種 3種  

※ 選定基準のⅠ～Ⅴ及び列内に示した記号等は表4.8-23と対応する。 

※ 選定基準の○：選定基準Ⅲの更新(環境省ﾚｯﾄﾞﾘｽﾄ(2007年)から環境省ﾚｯﾄﾞﾘｽﾄ(2017年)への更新)により、新

たに注目すべき種に選定された種 

－：評価書時から選定基準に変更のない種 

 

表4.8-25(1) 注目すべき種の確認状況（ドジョウ） 

種名 ドジョウ 

現地調査 
における 
確認状況 

春季 1地点で4個体を確認 

夏季 1地点で2個体を確認 

秋季 4地点で28個体を確認 

冬季 1地点で1個体を確認 

春季に事業地外の水路で4個体が確認された。 

夏季に事業地外の水路で2個体が確認された。 

秋季に笊川上流(St.1)で1個体、事業地外の水路で27個体が確認された。 

冬季に事業地外の水路で1個体が確認された。 

 

表4.8-25(2) 注目すべき種の確認状況（ホトケドジョウ） 

種名 ホトケドジョウ 

現地調査 
における 
確認状況 

春季 確認なし 

夏季 確認なし 

秋季 確認なし 

冬季 確認なし 

－ 

 



 

4.8-60 

表4.8-25(3) 注目すべき種の確認状況（ギバチ） 

種名 ギバチ 

現地調査 
における 
確認状況 

春季 確認なし 

夏季 確認なし 

秋季 確認なし 

冬季 確認なし 

－ 

 

表4.8-25(4) 注目すべき種の確認状況（ミナミメダカ） 

種名 ミナミメダカ 

現地調査 
における 
確認状況 

春季 1地点で1個体を確認 

夏季 確認なし 

秋季 確認なし 

冬季 確認なし 

春季に名取川(St.3)で1個体が確認された。 

 

表4.8-25(5) 注目すべき種の確認状況（カジカ） 

種名 カジカ 

現地調査 
における 
確認状況 

春季 確認なし 

夏季 確認なし 

秋季 確認なし 

冬季 確認なし 

－ 

 

表4.8-25(6) 注目すべき種の確認状況（ジュズカケハゼ） 

種名 ジュズカケハゼ 

現地調査 
における 
確認状況 

春季 確認なし 

夏季 1地点で1個体を確認 

秋季 確認なし 

冬季 確認なし 

夏季に事業地外の水路で1個体が確認された。 
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図4.8-18 注目すべき種の確認位置（魚類）事後調査 

注： 造成範囲の工事期間は平成 29 年 5 月～平成 30 年 2 月に該当する。 



 

4.8-62 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図4.8-19(1) 注目すべき種の確認位置（魚類）評価書
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図4.8-19(2) 注目すべき種の確認位置（魚類）評価書 



 

4.8-64 

6) 底生動物 

ア 確認種 

事後調査において確認された底生動物は、表4.8-26に示すとおり21目82科204種である。

なお、確認種については、資料編に示すとおりである。 

事後調査では、トゲエラトビイロコカゲロウやキベリマメゲンゴロウ等の中流域に生息

する種、シロハラコカゲロウやコシボソヤンマ等の中流域から上流域に生息する種が確認

された。また、ナミヒラタカゲロウやヒゲナガカワトビケラ等の瀬に生息する種、ムラサ

キトビケラやモンキマメゲンゴロウ等の緩流域に生息するが確認された。このほか、フタ

ツメカワゲラ属やカワムラナガレトビケラ等の比較的水質の良好な場所に生息する種も確

認された。 

 

表4.8-26 底生動物目別確認種数 

目名 
評価書 事後調査 

科数 種数 科数 種数 

三岐腸 1 1 1 2 

新生腹足 4 6 4 5 

汎有肺 2 4 3 9 

マルスダレガイ 2 2 3 3 

オヨギミミズ 1 1 1 1 

イトミミズ 1 4 2 7 

ツリミミズ 2 2 1 1 

吻蛭 1 1 1 2 

吻無蛭 1 1 2 2 

ダニ 1 1 1 1 

ヨコエビ 1 1 2 2 

ワラジムシ 1 1 1 1 

エビ 4 4 4 5 

カゲロウ(蜉蝣) 11 38 11 41 

トンボ(蜻蛉) 7 15 7 12 

カワゲラ(セキ翅) 5 8 7 13 

カメムシ(半翅) 2 6 3 7 

ヘビトンボ 2 3 1 1 

トビケラ(毛翅) 11 20 15 23 

ハエ(双翅) 7 42 6 41 

コウチュウ(鞘翅) 7 18 6 25 

21目 74科 179種 82科 204種 
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イ 注目すべき種等の分布、生息環境、個体数等 

現地調査で確認された種を対象に、表4.8-27に示す選定基準に該当する種を注目すべき

種として選定した。なお、選定基準の一部は、評価書公表以降に見直されている。新たに

見直された基準は、環境省レッドリスト2017（環境省）、宮城県の絶滅のおそれのある野生

動植物 RED DATA BOOK MIYAGI 2016（宮城県）、平成28年度自然環境に関する基礎調査

業務報告書(仙台市)である。 

本調査では、評価書時において注目すべき種としていた種以外に、見直された選定基準

において該当する種についても対象とした。 

 

表4.8-27 注目すべき種の選定基準 

番号 選定基準 カテゴリー 

Ⅰ 『文化財保護法』(1950年 法律第214号) 特：国指定特別天然記念物 
天：国指定天然記念物 

Ⅱ 『絶滅のおそれのある野生動植物の種の保
存に関する法律』(1992年 法律第75号) 

内：国内希少野生動植物種 
際：国際希少野生動植物種 

Ⅲ 『環境省レッドリスト2017』 
(2017年 環境省) 

EX：絶滅 
EW：野生絶滅 
CR：絶滅危惧IA類 
EN：絶滅危惧IB類 
VU：絶滅危惧Ⅱ類 
NT：準絶滅危惧 
DD：情報不足 
LP：絶滅のおそれのある地域個体群 

Ⅳ 『宮城県の絶滅のおそれのある野生動植物
RED DATA BOOK MIYAGI 2016』(2016年 
宮城県) 

EX：絶滅 
EW：野生絶滅 
CR+EN：絶滅危惧I類 
VU：絶滅危惧Ⅱ類 
NT：準絶滅危惧 
DD：情報不足 
LP：絶滅のおそれのある地域個体群 
要：要注目種(要) 

Ⅴ 『平成28年度仙台市自然環境に関する基礎
調査報告書』(2017年 仙台市)において「学
術上重要な動物種」とされる種及び「減少
種」のAランク種 

【学術上重要な動物種】 
1：仙台市においてもともと稀産あるいは希少である種、あるいは生息地・生
育地がごく限られている種 
2：仙台市周辺地域が分布の北限、南限等の分布限界となる種 
3：仙台市が模式産地（タイプロカリティー)となっている種 
4：1,2,3には該当しないが、各分類群において、注目に値すると考えられる種
(継続的に観察・研究されている個体群が存在する種など) 
【減少種】 
A：現在、ほとんど見ることができない、あるいは近い将来ほとんど見ること
ができなくなるおそれがある種 

※ Ⅴの資料では、「学術上重要な動物種」、「減少種」、「環境指標種」「ふるさと種」に区分されている。このうち「学術上重要な動

物種」と、「減少種」の中でも以前に比べて減少傾向にあり現在ほとんど見ることができず特に希と言われているAランクの種

を選定基準とするが、「減少種」のうちB・Cランクの種及び“+”（普通に見られる）、“/”（生息・生育しない可能性が非常に大

きい）、“・”（判断に資する情報がない）、「環境指標種」については選定基準としない。 
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現地調査で確認された注目すべき種及び評価書で予測対象とした注目すべき種を表

4.8-28に示す。このうち、事後調査で確認されたものは17種であった。種ごとの確認状況

を表4.8-29(1)～(20)に、確認位置を図4.8-20(1)～(3)に示す。 

 

表4.8-28 注目すべき種一覧 

科名 種名 

選定基準 確認状況 
事後調査で
の確認位置 

注目種
として
の位置
付け Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ Ⅴ 

評価
書時 

事後
調査 

事業 
地内 

事業 
地外 

タニシ マルタニシ   VU   ○ ○  ○ - 

ミズゴマツボ ミズゴマツボ   VU VU  ○ ○  ○ - 

モノアラガイ コシダカヒメモノアラガイ   DD   ○ ○  ○ ○ 

 モノアラガイ   NT   ○ ○  ○ - 

ヒラマキガイ ヒラマキミズマイマイ   DD    ○  ○ - 

 ヒメヒラマキミズマイマイ   EN DD   ○  ○ ○ 

 ヒラマキガイモドキ   NT    ○  ○ - 

サナエトンボ ミヤマサナエ      ○ ○  ○ ▲ 

 クロサナエ      ○    ▲ 

 ダビドサナエ      ○ ○  ○ ▲ 

 ダビドサナエ属の一種*1      ○ ○  ○ ▲ 

 オナガサナエ      ○ ○  ○ ▲ 

 オジロサナエ      ○    ▲ 

コオイムシ コオイムシ   NT NT 1,A  ○  ○ - 

ゲンゴロウ キボシケシゲンゴロウ   DD    ○  ○ ○ 

 キベリマメゲンゴロウ   NT   ○ ○  ○ △ 

ミズスマシ コオナガミズスマシ   VU    ○  ○ ○ 

ガムシ コガムシ   DD   ○ ○  ○ ○ 

ヒメドロムシ ヨコミゾドロムシ   VU    ○  ○ - 

 ケスジドロムシ   VU DD   ○  ○ - 

10科 19種 0種 0種 14種 4種 1種 11種 17種 0種 17種  

※： 選定基準のⅠ～Ⅴ及び列内に示した記号等は表4.8-27と対応する。 

※： 選定基準の○：選定基準Ⅲの更新(環境省ﾚｯﾄﾞﾘｽﾄ(2007年)から環境省ﾚｯﾄﾞﾘｽﾄ(2017年)への更新)により、

新たに注目すべき種に選定された種 

▲：選定基準Ⅳの更新(宮城県ﾚｯﾄﾞﾃﾞｰﾀﾌﾞｯｸ(2001年)から宮城県ﾚｯﾄﾞﾃﾞｰﾀﾌﾞｯｸ(2016年)への更新)

により、注目すべき種から除外された種 

△：選定基準Ⅲの更新(環境省ﾚｯﾄﾞﾘｽﾄ(2007年)から環境省ﾚｯﾄﾞﾘｽﾄ(2017年)への更新)により、新

たに注目すべき種に選定された種が、評価書時には選定基準Ⅳ(宮城県ﾚｯﾄﾞﾃﾞｰﾀﾌﾞｯｸ(2001

年))により注目すべき種に選定されていた種 

－：評価書時から選定基準に変更のない種 

*1 ダビドサナエ属の一種は、生息域からクロサナエ、ダビドサナエあるいはモイワサナエの可能性がある。 
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表4.8-29(1) 注目すべき種の確認状況（マルタニシ） 

種名 マルタニシ 

現地調査 
における 
確認状況 

春季 約268個体を確認 

夏季 約1,500個体を確認 

秋季 5個体を確認 

冬季 確認なし 

春季に事業地外の水路で約268個体が確認された。 

夏季に事業地外の水路で約1,500個体が確認された。 

秋季に事業地外の水路で5個体が確認された。 

 

表4.8-29(2) 注目すべき種の確認状況（ミズゴマツボ） 

種名 ミズゴマツボ 

現地調査 
における 
確認状況 

春季 1個体を確認 

夏季 3個体を確認 

秋季 2個体を確認 

冬季 確認なし 

春季に事業地外の水路で1個体が確認された。 

夏季に事業地外の水路で3個体が確認された。 

秋季に事業地外の水路で2個体が確認された。 

 

表4.8-29(3) 注目すべき種の確認状況（コシダカヒメモノアラガイ） 

種名 コシダカヒメモノアラガイ 

現地調査 
における 
確認状況 

春季 1個体を確認 

夏季 5個体を確認 

秋季 3個体を確認 

冬季 2個体を確認 

春季に笊川上流(St.1)で1個体が確認された。 

夏季に笊川上流(St.1)で3個体、笊川下流の名取川合流点前（St.2）で2個体が確認

された。 

秋季に笊川上流(St.1)で3個体が確認された。 

冬季に笊川上流(St.1)で1個体、笊川下流の名取川合流点前（St.2）で1個体が確認

された。 

 

表4.8-29(4) 注目すべき種の確認状況（モノアラガイ） 

種名 モノアラガイ 

現地調査 
における 
確認状況 

春季 1個体を確認 

夏季 1個体を確認 

秋季 確認なし 

冬季 確認なし 

春季に笊川上流(St.1)で1個体が確認された。 

夏季に笊川上流(St.1)で1個体が確認された。 
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表4.8-29(5) 注目すべき種の確認状況（ヒラマキミズマイマイ） 

種名 ヒラマキミズマイマイ 

現地調査 
における 
確認状況 

春季 1個体を確認 

夏季 確認なし 

秋季 確認なし 

冬季 2個体を確認 

春季に笊川下流の名取川合流点前（St.2）で1個体が確認された。 

冬季に笊川上流(St.1)で2個体が確認された。 

 

表4.8-29(6) 注目すべき種の確認状況（ヒメヒラマキミズマイマイ） 

種名 ヒメヒラマキミズマイマイ 

現地調査 
における 
確認状況 

春季 確認なし 

夏季 確認なし 

秋季 確認なし 

冬季 1個体を確認 

冬季に笊川下流の名取川合流点前（St.2）で1個体が確認された。 

 

表4.8-29(7) 注目すべき種の確認状況（ヒラマキガイモドキ） 

種名 ヒラマキガイモドキ 

現地調査 
における 
確認状況 

春季 1個体を確認 

夏季 確認なし 

秋季 1個体を確認 

冬季 確認なし 

春季に事業地外の水路で1個体が確認された。 

秋季に事業地外の水路で1個体が確認された。 

 

表4.8-29(8) 注目すべき種の確認状況（ミヤマサナエ） 

種名 ミヤマサナエ 

現地調査 
における 
確認状況 

春季 8個体を確認 

夏季 1個体を確認 

秋季 1個体を確認 

冬季 1個体を確認 

春季に笊川上流(St.1)で3個体、笊川下流の名取川合流点前（St.2）で5個体が確認

された。 

夏季に笊川下流の名取川合流点前（St.2）で1個体が確認された。 

秋季に笊川下流の名取川合流点前（St.2）で1個体が確認された。 

冬季に笊川下流の名取川合流点前（St.2）で1個体が確認された。 
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表4.8-29(9) 注目すべき種の確認状況（クロサナエ） 

種名 クロサナエ 

現地調査 
における 
確認状況 

春季 確認なし 

夏季 確認なし 

秋季 確認なし 

冬季 確認なし 

－ 

 

表4.8-29(10) 注目すべき種の確認状況（ダビドサナエ） 

種名 ダビドサナエ 

現地調査 
における 
確認状況 

春季 確認なし 

夏季 確認なし 

秋季 2個体を確認 

冬季 確認なし 

秋季に笊川上流(St.1)で1個体、笊川下流の名取川合流点前（St.2）で1個体が確認

された。 

 

表4.8-29(11) 注目すべき種の確認状況（ダビドサナエ属の一種） 

種名 ダビドサナエ属の一種 

現地調査 
における 
確認状況 

春季 3個体を確認 

夏季 1個体を確認 

秋季 4個体を確認 

冬季 1個体を確認 

春季に笊川上流(St.1)で1個体、名取川（St.3）で2個体が確認された。 

夏季に笊川上流(St.1)で1個体が確認された。 

秋季に笊川上流(St.1)で3個体、名取川（St.3）で1個体が確認された。 

冬季に名取川（St.3）で1個体が確認された。 

 

表4.8-29(12) 注目すべき種の確認状況（オナガサナエ） 

種名 オナガサナエ 

現地調査 
における 
確認状況 

春季 2個体を確認 

夏季 2個体を確認 

秋季 確認なし 

冬季 確認なし 

春季に笊川下流の名取川合流点前（St.2）で1個体、名取川（St.3）で1個体が確

認された。 

夏季に名取川（St.3）で2個体が確認された。 

 



 

4.8-70 

表4.8-29(13) 注目すべき種の確認状況（オジロサナエ） 

種名 オジロサナエ 

現地調査 
における 
確認状況 

春季 確認なし 

夏季 確認なし 

秋季 確認なし 

冬季 確認なし 

－ 

 

表4.8-29(14) 注目すべき種の確認状況（コオイムシ） 

種名 コオイムシ 

現地調査 
における 
確認状況 

春季 2個体を確認 

夏季 確認なし 

秋季 3個体を確認 

冬季 確認なし 

春季に事業地外の水路で2個体が確認された。 

秋季に笊川上流(St.1)で1個体、名取川（St.3）で1個体、事業地外の水路で1個体

が確認された。 

 

表4.8-29(15) 注目すべき種の確認状況（キボシケシゲンゴロウ） 

種名 キボシケシゲンゴロウ 

現地調査 
における 
確認状況 

春季 確認なし 

夏季 1個体を確認 

秋季 確認なし 

冬季 確認なし 

夏季に名取川（St.3）で1個体が確認された。 

 

表4.8-29(16) 注目すべき種の確認状況（キベリマメゲンゴロウ） 

種名 キベリマメゲンゴロウ 

現地調査 
における 
確認状況 

春季 約66個体を確認 

夏季 約61個体を確認 

秋季 31個体を確認 

冬季 確認なし 

春季に笊川上流(St.1)で20個体、笊川下流の名取川合流点前（St.2）で12個体、名

取川（St.3）で約27個体、事業地外の水路で7個体を確認した。 

夏季に笊川下流の名取川合流点前（St.2）で4個体、名取川（St.3）で約30個体、

事業地外の水路で約27個体を確認した。 

秋季に笊川下流の名取川合流点前（St.2）で13個体、名取川（St.3）で12個体、

事業地外の水路で6個体を確認した。 
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表4.8-29(17) 注目すべき種の確認状況（コオナガミズスマシ） 

種名 コオナガミズスマシ 

現地調査 
における 
確認状況 

春季 確認なし 

夏季 15個体を確認 

秋季 確認なし 

冬季 確認なし 

夏季に笊川下流の名取川合流点前（St.2）で1個体、名取川（St.3）で14個体を確

認した。 

 

表4.8-29(18) 注目すべき種の確認状況（コガムシ） 

種名 コガムシ 

現地調査 
における 
確認状況 

春季 5個体を確認 

夏季 確認なし 

秋季 確認なし 

冬季 確認なし 

春季に事業地外の水路で5個体を確認した。 

 

表4.8-29(19) 注目すべき種の確認状況（ヨコミゾドロムシ） 

種名 ヨコミゾドロムシ 

現地調査 
における 
確認状況 

春季 1個体を確認 

夏季 確認なし 

秋季 確認なし 

冬季 確認なし 

春季に名取川（St.3）で1個体を確認した。 

 

表4.8-29(20) 注目すべき種の確認状況（ケスジドロムシ） 

種名 ケスジドロムシ 

現地調査 
における 
確認状況 

春季 2個体を確認 

夏季 4個体を確認 

秋季 8個体を確認 

冬季 2個体を確認 

春季に笊川上流(St.1)で1個体、笊川下流の名取川合流点前（St.2）で1個体を確認

した。 

夏季に笊川上流(St.1)で3個体、笊川下流の名取川合流点前（St.2）で1個体を確認

した。 

秋季に笊川上流(St.1)で1個体、笊川下流の名取川合流点前（St.2）で7個体を確認

した。 

冬季に笊川下流の名取川合流点前（St.2）で2個体を確認した。 
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図4.8-20(1) 注目すべき種の確認位置（底生動物）事後調査 

注： 造成範囲の工事期間は平成 29 年 5 月～平成 30 年 2 月に該当する。 
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図4.8-20(2) 注目すべき種の確認位置（底生動物）事後調査 

注： 造成範囲の工事期間は平成 29 年 5 月～平成 30 年 2 月に該当する。 
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図4.8-20(3) 注目すべき種の確認位置（底生動物）事後調査 
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図4.8-21(1) 注目すべき種の確認位置（底生動物）評価書
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図4.8-21(2) 注目すべき種の確認位置（底生動物）評価書 
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7) 猛禽類 

事後調査で確認された猛禽類は、表4.8-30に示すとおり、ミサゴ、オジロワシ、オオタカ、

ハイタカ、チュウヒ、ハヤブサ、チゴハヤブサの7種であった。希少猛禽類各種の確認回数

は、表4.8-31に示すとおりである。 

オオタカ、ハイタカ、ハヤブサについては、事業地において採餌等の活動が確認され、オ

オタカについては、繁殖が確認された。 

ミサゴについては、主として名取川を活動域としている様子であった。 

オジロワシ、チュウヒ、チゴハヤブサは、一時的に通過したのみであった。 

 

表4.8-30 確認種一覧 

科名 種名 
選定基準 確認状況 

Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ 評価書時 事後調査 

タカ ミサゴ   NT  ○ ○ 

 ハチクマ   NT NT ○  

 オジロワシ  
国内･
国際 

VU VU  ○ 

 オオタカ   NT NT ○ ○ 

 ツミ    DD ○  

 ハイタカ   NT NT ○ ○ 

 
サシバ   VU VU ○  

チュウヒ  国内 EN NT  ○ 

ハヤブサ 
 

ハヤブサ  国内 VU NT ○ ○ 

チゴハヤブサ    要  ○ 

2科 10種 0種 3種 8種 9種 7種 7種 

※ 種名は「河川水辺の国勢調査のための生物リスト 平成29年度生物リスト」(河川環境データベ

ース 国土交通省 2017年)に準拠した。 

※ 選定基準のⅠ～Ⅳ及び列内に示した記号等は表4.8-27と対応する。 

 

表4.8-31 希少猛禽類確認回数 

種名 
平成29年 

合計 
1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 

ミサゴ 1  2 3 4 1  2 13回 

オジロワシ 1 1       2回 

オオタカ 10 6 3 18 6 5 6 12 66回 

ハイタカ 4 4  4     12回 

チュウヒ    1     1回 

ハヤブサ 2 1 2 4  2 7 7 25回 

チゴハヤブサ      1   1回 

7種 18回 12回 7回 30回 10回 9回 13回 21回 - 

 

ア オオタカ 

合計66回確認された。評価書時の調査（以下、「過年度調査」という）に確認された3つ

がいのうち、事後調査において確認されたのは事業地に最も近い熊野堂ペアのみであり、

那智が丘ペア及び大年寺山ペアについては、いずれも過年度の営巣林周辺では確認がなく、

営巣も確認できなかった。 

飛翔図を図4.8-22に、出現頻度を図4.8-23に、採餌行動位置を図4.8-24に、採餌行動確認

環境を図4.8-25に、詳細な確認状況を資料編に示す。また、熊野堂ペアの高利用域を図4.8-26



 

4.8-78 

に示す。なお、熊野堂ペアについては、過年度調査時に確認されていた巣が落巣し、今年

度調査において五反田地区へ営巣地を移動していることが確認されたが、過年度調査時と

整合を図るため、「熊野堂ペア」と称した。 

オオタカの確認範囲は、事業地の富沢を含み、御堂平、山田、那智が丘、柳生の各地区

を囲んだ範囲であり、活動が確認されたメッシュは108メッシュ、面積は約675haであった。

このうち、5段階に区分した出現回数の中で最も多く確認されたメッシュは、熊野堂ペアの

営巣地周辺の3メッシュであった。 

オオタカの採餌行動については合計31回の確認があり、そのうち2回は事業地内であった

（餌運搬については、狩りを行った位置や環境が不明なため、採餌行動から除外した）。環

境別にみると、採餌行動の多くは平地樹林、丘陵樹林、河畔林などを含めた樹林で行われ

ていた。また、住宅地・集落での採餌行動についても、屋敷林を有する場所や丘陵樹林に

近接した位置が多かった。樹林及び樹林環境に近接する住宅地で確認された採餌行動を合

計すると、狩場環境の約70%が樹林周辺となった。なお、利用された採餌環境区分の内訳は、

多い順に住宅地・集落（11回、36%）、丘陵樹林（8回、26%）、平地樹林（4回、13％）等で

あった。また、確認された餌動物は、ドバト（飼いバトを含む）13回、小鳥類1回、カラス

類1回であった。 

季節別の採餌行動については、冬季では、成鳥は熊野堂ペアの過年度営巣林南側の尾根

上で探餌を行っており、事業地西側の上野地区周辺等では、2個体の若鳥が屋敷林を中心に

採餌行動を行っていた。4月以後は、営巣林のある五反田地区周辺で採餌行動が見られるこ

とが多く、ハトを狙うことが多かった。また、事業地内における採餌行動については、冬

季に2回確認され、いずれも若鳥による探餌であった。なお、冬季調査時の事業地の環境は、

人工裸地や乾性草地であり、餌となる鳥類としてヒバリやカワラヒワ等が見られた。その

他、名取川河川敷や笊川、住宅地の鈎取等においても採餌行動が確認された。 

繁殖行動については、過年度調査時に確認された熊野堂ペア、那智が丘ペア、大年寺ペ

アのうち、今年度調査では熊野堂ペアのみが確認され、五反田地区において繁殖が確認さ

れた。巣の位置の特定には至らなかったが、4月調査以後における鳴き交わしを行った位置

や、雄による見張りの位置、餌の搬入先、8月調査時の幼鳥出現位置から、今年度の営巣林

は五反田地区のスギ林と判断した。推定される新しい巣の位置は、事業地からは約1.3kmの

距離で、評価書時の巣の位置から北西へ約100m離れており、4月調査時には、雌と思われ

る個体の飛翔があり、まだ産卵していない様子であったが、その後、詳細は確認できなか

ったものの、5月調査時に雌と思われる餌乞いの声や7月調査時に餌の搬入が確認されたこ

と、8月調査時には営巣林において2個体の巣立ち雛が活動していたことから、繁殖は成功

したと判断した。 

なお、過年度調査時の営巣地周辺では、本種の活動が確認されたものの、固執する様子

はなく、新たな古巣の発見もなかった。 
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図4.8-25 オオタカの採餌行動確認環境 

 

凡例：グラフ内は「環境，確認回数，割合」を示す。 
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イ ミサゴ 

7月を除く各月に確認があり、合計13回確認された。飛翔図を図4.8-27に、詳細な確認状

況を資料編に示す。 

主に名取川周辺において確認され、名取川では探餌行動や名取川を起点とした餌の運搬

が確認された。繁殖に関する行動はなく、餌の運搬についても営巣地へ運んだものかは不

明であった。また、出現が集中している位置もなかったことから、事業地周辺では営巣し

ていないと考えられる。 

 

ウ オジロワシ 

1月に1回、2月に1回の合計2回確認された。飛翔図を図4.8-28に、詳細な確認状況を資料

編に示す。 

1月の確認個体は、高舘地区から比較的低い高度を東へ飛び去っており、名取川河口周辺

等の地域に渡来している個体と思われる。2月の確認個体は、高空へ旋回上昇した後、北へ

飛び去っており、渡り途中の可能性がある。 

 

エ ハイタカ 

1月から4月に合計12回確認された。飛翔図を図4.8-29に、詳細な確認状況を資料編に示

す。 

繁殖期の確認はなく、繁殖の兆候を示す行動も確認されなかったことから、事業地及び

その周辺で繁殖している可能性は低く、確認されたのは越冬個体と考えられる。 

主な確認位置は、事業地の西側や名取川から南側の地域であった。事業地の利用は、笊

川沿いのほか、造成後に草地となっている位置で活動が見られた。採餌行動については、

名取川河川敷や笊川沿いのほか、船戸前地区や宮崎地区等の屋敷林を有する住宅周辺にお

いて確認された。 

 

オ チュウヒ 

4月に1回確認された。飛翔図を図4.8-30に、詳細な確認状況を資料編に示す。 

確認された個体は、高空を北へ飛翔しており、渡り途中の通過と考えられる。 

 

カ ハヤブサ 

5月を除く各月に確認があり、合計25回確認された。飛翔図を図4.8-31に、詳細な確認状

況を資料編に示す。 

確認位置は事業地を含め西側に多く、主に富田地区周辺や名取川南側の高舘熊野堂地区

周辺で活動が確認された。 

事業地周辺は主に狩場として利用しており、25回の確認のうち、採餌行動は14回確認さ

れた。採餌行動は集落周辺で行われることが多く、送電線鉄塔にとまって探餌を行ってい

た。また、事業地内においても送電線鉄塔にとまり、探餌を行う様子が確認された。 

繁殖に関する行動の確認はなく、幼鳥の確認もなかったことから、今年度は事業地周辺

地域では繁殖を行っていないと考えられる。 
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キ チゴハヤブサ 

6月に1回確認された。飛翔図を図4.8-32に、詳細な確認状況を資料編に示す。 

確認された個体は、事業地の南側から飛来し事業地を通過した。その際、事業地内でヒ

バリを狙った狩りを行ったものの失敗し、その後、北側へ飛び去った。1回のみの確認であ

り、事業地周辺に定着している様子はなかった。 
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(6) 予測結果と調査結果の比較 

分類群ごとの予測の結果及び事後調査による検証結果を表4.8-32(1)～(3)に、注目すべき種

各種についての検証結果を表4.8-33(1)～(29)に示す。 

 

表4.8-32(1) 動物相の検証結果 

分類群 予測（評価書） 検証結果 

哺乳類 アズマモグラについては、事業予定地の生

息場所が消失し、また、重機による地面・地

中への振動が事業予定地とその周辺における

生息に影響するおそれがある。 

コウモリ類については、餌場の一部が減少

するが、周辺の農耕地や、名取川、笊川など

の良好な餌場が改変されないため、餌場への

影響は小さいと考えられる。また、河畔林は

改変されず、河川敷に近い民家もそのほとん

どが残るため、ねぐらや繁殖場所への影響は

小さいと考えられる。 

タヌキ、キツネ、イタチ、ハクビシンにつ

いては、餌場となる農耕地の減少と、移動経

路の分断やロードキル（轢死）のおそれが生

じ、事業による影響が少なからず発生する。 

ニホンリスやアカネズミ等については、名

取川河川敷の河畔林のみでの確認であり、こ

の河畔林は改変されないため、本事業による

影響はないと考えられる。 

 

アズマモグラについては、事業地内では草地1地

点のみの確認であり、予測のとおり、事業地内の

生息場所が減少・消失したと考えられる。 

コウモリ類については、ヒナコウモリ科①及び

ヒナコウモリ科②のいずれも事業地周辺で継続し

て確認された。事業地内の確認地点数は評価書時

より減少したことから、予測のとおり、餌場の一

部が減少したと考えられる。一方、周辺の農耕地

や名取川、笊川等では、確認数に大きな変化がな

いことから、予測のとおり、工事による影響は小

さいと考えられる。 

タヌキ、キツネ、イタチ、ハクビシンについて

は、評価書時には事業地内の水田や畑地で集中的

に確認されていたが、事後調査では、事業地内で

はタヌキは1地点のみの確認であり、キツネ、イタ

チ、ハクビシンについては確認されなかった。予

測のとおり、餌場の減少と移動経路の分断が生じ

ている可能性が考えられる。なお、ロードキル（轢

死）は確認されなかったことから、現時点では、

影響はないと考えられる。 

ニホンリスやアカネズミについては、評価書時

に確認された名取川河畔林において引き続き確認

されたことから、予測のとおり、事業による影響

はないと考えられる。 

鳥類 サギ類、カモ類、ヒバリ、ホオジロ等につ

いては、事業予定地西側の農耕地などに、一

時的に逃避して採餌する個体が多いと考えら

れる。また、これらの鳥類を餌とするオオタ

カやノスリ等の猛禽類の採餌に間接的な影響

が少なからず発生する可能性がある。 

アカゲラやシジュウカラ等については、工

事中には、名取川河川敷の河畔林などに、一

時的に逃避する個体が多いと考えられる。 

サギ類やカモ類、ヒバリ、ホオジロ等の農耕地

を採餌環境とする種は、事業地内の造成箇所のう

ち、一時的に草地となっている場所や調整池で確

認されているものの、評価書時より確認数は少な

く、工事によって採餌環境が減少したことによる

影響がみられた。一方、事業地西側の農耕地等で

は継続的に確認されていることから、予測のとお

り、これらの場所へ逃避したものと考えられる。 

オオタカやノスリ等の猛禽類については、事業

地内の鳥類が減少していることから、種によって

は、採餌への間接的な影響が発生している可能性

が考えられる。 

アカゲラやシジュウカラ等の樹林を生息環境と

する種は、事業地内では確認されなかったものの、

名取川河川敷の河畔林では確認されていることか

ら、予測のとおり、これらの場所へ逃避したもの

と考えられる。 
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表4.8-32(2) 動物相の検証結果 

分類群 予測（評価書） 検証結果 

両生類 ニホンアマガエル、ニホンアカガエル、ト

ウキョウダルマガエル、シュレーゲルアオガ

エルについては、事業予定地の生息場所が消

失する。 

アカハライモリとウシガエルは、事業予定

地では確認されていないため、事業による影

響はほとんどないものと考えられる。 

 

ニホンアマガエル、ニホンアカガエル、トウキ

ョウダルマガエル、シュレーゲルアオガエルにつ

いては、事業地内ではニホンアマガエルは1地点の

みの確認であり、ニホンアカガエル、トウキョウ

ダルマガエル、シュレーゲルアオガエルについて

は確認されなかった。予測のとおり、これらの種

の生息場所が減少・消失したと考えられる。 

アカハライモリ、ウシガエルについては、評価

書時より確認地点数が増加したことから、事業に

よる影響はほとんどないと考えられる。なお、ウ

シガエルは特定外来生物であるため、保全等につ

いて考慮する必要はないが、評価書時と比較して

増加傾向にあり、今後の事後調査で注目する必要

があると考えられる。 

爬虫類 ヤマカガシについては、事業予定地の生息

場所が消失する。 

シマヘビとジムグリは、事業予定地では確

認されていないため、事業による影響はほと

んどないものと考えられる。 

 

ヤマカガシについては、事業地内では確認され

なかったことから、予測のとおり、事業地内の生

息場所が消失したと考えられる。 

シマヘビについては、事業地外で継続的に確認

されており、予測のとおり、事業による影響はほ

とんどないと考えられる。 

ジムグリについては、事後調査では確認されな

かったが、評価書時の確認は事業地外の1地点のみ

であることから、確認できなかった要因を事業に

よる影響と関連付けることは難しい。 

昆虫類 昆虫類には移動力の乏しい種も多く、これ

らについては事業予定地の生息個体が消滅す

る。トンボ目、ハチ目、ハエ目、チョウ目等

の移動力のある種は、事業予定地西側の農耕

地や、名取川河川敷の河畔林、湿性草地など

に逃避すると考えられる。 

 

評価書時と比較して確認種数が504種から437種

へと67種減少した。 

事業地内は、工事によりほぼ全域が造成された

ことから、予測のとおり、移動力の乏しい種が影

響を受けたものと考えられ、今後工事が進捗する

ことにより、より多くの種が影響を受けると考え

られる。 

移動力があるとしていた種群のうち、トンボ目

やハチ目、ハエ目の種では、大幅に確認種数が減

少した種群はみられず、予測のとおり、事業地周

辺や事業地内に残された小規模な生息環境に逃避

し、個体群を維持した可能性がある。 

魚類 ドジョウ、ギンブナ(幼魚)、タモロコ、トウ

ヨシノボリ(偽橙色型)については、事業予定地

の生息個体が消滅する。 

事業予定地下流の笊川の魚類については、

事業予定地の雨水排水は、工事中・供用後と

も市街地の既存雨水管渠を経た後、笊川に放

流される。工事の初期には仮設沈砂池を設置

し、降雨による土砂や濁水の流入・流出を低

減する計画であることから、工事による影響

は小さいと考えられる。 

工事の進捗により、事業地内の農耕地や水路が

消失したことから、ドジョウ、ギンブナ等につい

ては、予測のとおり、生息個体が消滅したと考え

られる。 

事業地下流の笊川における魚類の生息状況につ

いては、確認種に大きな変化が見られなかったこ

とから、予測のとおり、工事による影響はほとん

どないと考えられる。 
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表4.8-32(3) 動物相の検証結果 

分類群 予測（評価書） 検証結果 

底生動物 マルタニシ等の貝類、アメリカザリガニ等

の甲殻類、貧毛類、蛭類及びアメンボやユス

リカ類、ミヤマサナエ等の昆虫類などについ

ては、事業予定地の生息個体及び生息環境が

消滅する。 

事業予定地下流の笊川の底生動物について

は、事業予定地の雨水排水は、工事中・供用

後とも市街地の既存雨水管渠を経た後、笊川

に放流される。工事の初期には仮設沈砂池を

設置し、降雨による土砂や濁水の流入・流出

を低減する計画であることから、工事による

影響は小さいと考えられる。 

工事の進捗により、事業地内の農耕地や水路が

消失したことから、マルタニシ等の貝類、アメリ

カザリガニ等の甲殻類、貧毛類、蛭類及びアメン

ボやユスリカ類、ミヤマサナエ等の昆虫類等につ

いては、予測のとおり、事業地内の生息個体及び

生息環境は消滅したと考えられる。 

事業地下流の笊川(下流)の底生動物については、

評価書時の119種から134種に増加し、水質の良好

な場所に生息する種（カワゲラ目やナガレトビケ

ラ類）の減少傾向もみられなかったことから、水

質は工事前と同程度の状態が保たれていると考え

られ、予測のとおり、工事による影響はほとんど

ないと考えられる。 

猛禽類 希少猛禽類のうち、ミサゴ、ハチクマ、ツ

ミ、サシバについては、事業予定地及び周辺

の環境に依存して生息していないとみられ、

事業による影響はほとんどないと考えられ

る。 

オオタカ、ハイタカ、ハヤブサについては、

事業予定地での採餌が確認されている。工事

中には重機による騒音・振動などが発生する

こと、事業予定地の餌動物（小型哺乳類や鳥

類等）が周辺に逃避するなどして減少するこ

と、また、供用後には事業予定地に都市型の

環境が著しく増加することから、これらの種

は、事業予定地を、狩りや解体等の採餌行動

を行う場所として、ほとんど利用しなくなる

と予測される。特に、事業予定地を狩りや解

体等の採餌行動を行う場所として利用してい

るオオタカについては、繁殖を失敗するおそ

れや、営巣をしなくなる可能性もある（ハヤ

ブサについては、都市環境に適応して、供用

後に、事業予定地及びその周辺を採餌場所と

して利用する可能性もある）。 

オオタカについては、事業予定地周辺での

営巣が確認されているが、最も事業予定地に

近い営巣地も、事業予定地から約1.2km以上離

れているため、工事中の重機による騒音や供

用後の人通り等による、営巣への直接の影響

はないと考えられる。 

なお、工事用車両ルートとこの営巣地まで

は最も近い箇所で約150ｍ離れており、現況で

もこの営巣地周辺に住宅地が存在し交通量が

見込まれる中で営巣していることから、交通

騒音には順応していると考えられる。本事業

の工事用車両台数は最大64台/日と計画され

ており、計画されている工事用車両の交通増

加における交通騒音ではこの営巣地への影響

はほとんどないと考えられる。 

希少猛禽類のうち、ミサゴについては、事後調

査事時にも餌場である名取川を利用し続けている

ことから、予測のとおり、事業による影響はほと

んどないと考えられる。 

ハチクマ、ツミについては、事後調査では確認

されなかったものの、評価書時の確認は渡り中の

通過のみであった。また、今回の事後調査におい

て確認されたオジロワシ、チュウヒについても一

時的な通過であり、事業地の利用は確認されなか

った。チゴハヤブサについては、事業地上空で狩

りを行ったものの、確認はこの1回のみであり、過

去の調査においても確認されていないことから、

一時的な利用であったと考えられる。このことか

ら、これら5種については、予測のとおり、事業に

よる影響はほとんどないと考えられる。 

オオタカ、ハイタカ、ハヤブサについては、評

価書時と同様に事業地周辺において活動が確認さ

れたものの、事業地における採餌行動は減少した。

事業の実施に伴う環境の変化により、餌となる鳥

類等が減少したことが要因と考えられる。 

オオタカの繁殖については、評価書時とは巣を

変え、事業地から巣までの距離が約1.3kmとなり、

評価書時と比較して約100m遠方(事業地から評価

書時の巣までは約1.2km)となった。巣の変更は過

年度の巣が落巣したことが要因であり、過年度と

同様に繁殖を行っていることから、予測のとおり、

事業による営巣への影響はなかったと考えられ

る。 
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表4.8-33(1) 注目すべき種の検証結果 

種名 
予測（評価書） 

事後調査 検証結果 
確認状況 予測内容 

哺乳類 

ヒナコウモリ

科① 

・事業予定地内

夏季3地点で

確認 

・事業予定地外

夏季2地点で

確認 

・工事による影響（切土・

盛土・掘削等）、存在に

よる影響（改変後の地

形、樹木伐採後の状態、

工作物等の出現）に伴

う土地の改変により、

事業予定地内の本種の

採餌環境が消失する。 

事業予定地周辺に本種

の休息・繁殖場所は確

認されていないことか

ら、工事中の重機の稼

働に伴う騒音による影

響は小さいと考えられ

る。また、資材等の運

搬や重機の稼働に伴う

ロードキル（轢死）は、

本種の生態から、ほと

んどないと考えられ

る。 

・事業地内で夏季に1地点で

確認された。 

・事業地外で夏季に6地点で

確認された。 

・事後調査の結果、評価書

時と比較して、事業地内

の確認地点数は減少し

たことから、採餌環境は

減少したと考えられる

ものの、現時点では、消

失には至っていないと

考えられる。 

・事業地周辺では本種の休

息・繁殖場所は確認され

ていないことから、工事

中の重機の稼働に伴う

騒音による影響はほと

んどないと考えられる。

また、ロードキル（轢死）

についても確認されて

いないことから、予測の

とおり、影響はないと考

えられる。 

哺乳類 

ヒナコウモリ

科② 

・事業予定地内

夏季4地点で

確認 

・事業予定地外

夏季7地点で

確認 

・工事による影響（切土・

盛土・掘削等）、存在に

よる影響（改変後の地

形、樹木伐採後の状態、

工作物等の出現）に伴

う土地の改変により、

事業予定地内の本種の

採餌環境が消失する。 

事業予定地周辺に本種

の休息・繁殖場所は確

認されていないことか

ら、工事中の重機の稼

働に伴う騒音による影

響は小さいと考えられ

る。また、資材等の運

搬や重機の稼働に伴う

ロードキル（轢死）は、

本種の生態から、ほと

んどないと考えられ

る。 

・事業地内で夏季に2地点で

確認された。 

・事業地外で春季に6地点、

夏季に6地点で確認され

た。 

・事後調査の結果、評価書

時と比較して、事業地内

の確認地点数は減少し

たことから、採餌環境は

減少したと考えられる

ものの、現時点では、消

失には至っていないと

考えられる。 

・事業地周辺では本種の休

息・繁殖場所は確認され

ていないことから、工事

中の重機の稼働に伴う

騒音による影響はほと

んどないと考えられる。

また、ロードキル（轢死）

についても確認されて

いないことから、予測の

とおり、影響はないと考

えられる。 

鳥類 

オオバン 

・事業予定地外

冬季1地点で

確認 

・本種は事業予定地には

一時的に飛来している

ものとみられ、事業予

定地周辺での繁殖は確

認されていないため、

工事による影響及び存

在による影響は、ほと

んどないと考えられ

る。 

・確認されなかった。 

 

・事後調査の結果、評価書

時に確認があった名取

川では確認されなかっ

た。しかし、評価書時の

確認は1地点1回のみで

あること、事業地と当該

地点の間には、堤防や仙

台南部道路が存在し、工

事中の排水等もないこ

とから、予測のとおり、

一時的な飛来と考えら

れ、事業による影響もほ

とんどないと考えられ

る。 
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表4.8-33(2) 注目すべき種の検証結果 

種名 
予測（評価書） 

事後調査 検証結果 
確認状況 予測内容 

鳥類 

イカルチドリ 

－ 

・評価書において現地確

認がなく、予測を行っ

ていない。 

 

・事業地外で春季に1地点1

個体が確認された。 

・事後調査で確認された

事業地外の名取川につ

いては、事業による改

変等がないこと、事業

地と当該地点の間に堤

防や仙台南部道路が存

在し、工事中の排水等

もないことから、事業

による影響はほとんど

ないと考えられる。 

鳥類 

カッコウ 

・事業予定地外

夏季2地点で

確認 

 

・評価書において注目す

べき種の選定基準に該

当しなかったため、予

測を行っていない。 

 

・事業地外で春季に1地点1

個体が確認された。 

 

・事後調査で確認された

地点は、事業地外の住

宅地であり、事業によ

る影響はないと考えら

れる。なお、当該地点

は本種の本来の生息環

境とは異なることか

ら、渡り途中に一時的

に飛来あるいは通過し

たものと考えられる。 

・評価書時に確認された

事業地外の名取川につ

いては、事業による改

変等がないこと、事業

地と当該地点の間に堤

防や仙台南部道路が存

在し、工事中の排水等

もないことから、事業

による影響はほとんど

ないと考えられる。 

鳥類 

ホトトギス 

・事業予定地外

夏季2地点で

確認 

・評価書において注目す

べき種の選定基準に該

当しなかったため、予

測を行っていない。 

 

・事業地外で夏季に1地点1

個体が確認された。 

・事後調査及び評価書時

に確認された事業地外

の名取川については、

事業による改変等がな

いこと、事業地と当該

地点の間に堤防や仙台

南部道路が存在し、工

事中の排水等もないこ

とから、事業による影

響はほとんどないと考

えられる。 

鳥類 

カワセミ 

・事業予定地外

春季2地点、秋

季1地点で確

認 

・評価書において注目す

べき種の選定基準に該

当しなかったため、予

測を行っていない。 

 

・事業地外で夏季に1地点1

個体、秋季に1地点1個体が

確認された。 

・事後調査及び評価書時

に確認された事業地外

の名取川については、

事業による改変等がな

いこと、事業地と当該

地点の間に堤防や仙台

南部道路が存在し、工

事中の排水等もないこ

とから、事業による影

響はほとんどないと考

えられる。 
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表4.8-33(3) 注目すべき種の検証結果 

種名 
予測（評価書） 

事後調査 検証結果 
確認状況 予測内容 

鳥類 

キセキレイ 

－ 

・評価書において現地確

認がなく、予測を行っ

ていない。 

 

・事業地内で秋季に1地点1

個体が確認された。 

・事後調査の結果、事業地

内で個体が確認された。 

・今回事業地内で確認され

た個体は、今後の工事の

進捗により、事業地内の

生息環境が消失すると

考えられる。しかし、評

価書時は確認がなく、今

回の確認も1地点1回の

みであり、事業地周辺へ

の飛来は一時的なもの

と考えられることから、

事業による影響はほと

んどないと考えられる。 

鳥類 

セグロセキレ

イ 

・事業予定地内

夏季3地点で

確認 

・事業予定地冬

季3地点、春季

1地点、夏季1

地点、秋季3

地点で確認 

・工事による影響（切土・

盛土・掘削等）、存在に

よる影響（改変後の地

形、樹木伐採後の状態、

工作物等の出現）に伴

う直接改変により、事

業予定地内の本種の採

餌・休息・繁殖環境が

消失する。 

事業予定地周辺に本種

の休息・繁殖場所は確

認されていないことか

ら、工事中の重機の稼

働に伴う騒音による影

響は小さいと考えられ

る。また、資材等の運

搬や重機の稼働に伴う

ロードキル（轢死）は、

本種の生態から、ほと

んどないと考えられ

る。 

・事業地内で夏季に2地点2

個体、秋季に1地点3個体が

確認された。 

・事業地外で春季に6地点7

個体、夏季に5地点5個体、

秋季に7地点8個体、冬季に

5地点7個体が確認された。 

・事後調査の結果、事業地

内で個体が確認された

ものの、事業地内の利用

は上空通過のみであり、

予測のとおり、造成によ

り、採餌・休息環境が減

少したと考えられる。 

・評価書時及び事後調査で

は本種の繁殖場所は確

認されていないことか

ら、予測のとおり、工事

中の重機の稼働に伴う

騒音による影響は小さ

いと考えられる。また、

ロードキル (轢死 )も確

認されていないことか

ら、現時点では、資材等

の運搬や重機の稼働に

よる影響はないと考え

られる。 

鳥類 

モズ 

・事業予定地内

春季4地点、秋

季3地点で確

認 

・事業予定地外

冬季1地点、春

季6地点、夏季

2地点、秋季4

地点で確認 

・評価書において注目す

べき種の選定基準に該

当しなかったため、予

測を行っていない。 

 

・事業地内で春季に1地点1

個体、秋季に2地点2個体が

確認された。 

・事業地外で春季に3地点4

個体、夏季に3地点3個体、

秋季に3地点3個体、冬季に

1地点1個体が確認された。 

・事後調査の結果、事業地

内で個体が確認された。 

・今回事業地内で確認され

た個体は、今後の工事の

進捗により、事業地内の

生息環境が消失すると

考えられる。 
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表4.8-33(4) 注目すべき種の検証結果 

種名 
予測（評価書） 

事後調査 検証結果 
確認状況 予測内容 

鳥類 

ウグイス 

・事業予定地内

冬季1地点、春

季2地点、夏季

3地点で確認 

・事業予定地外

冬季1地点、春

季5地点、夏季

10地点、秋季4

地点で確認 

・評価書において注目す

べき種の選定基準に該

当しなかったため、予

測を行っていない。 

 

・事業地外で春季に4地点4

個体、夏季に5地点5個体、

秋季に1地点1個体、冬季に

3地点3個体が確認された。 

・事後調査で確認された

事業地外の名取川につ

いては、事業による改

変等がないこと、事業

地と当該地点の間に堤

防や仙台南部道路が存

在し、工事中の排水等

もないことから、事業

による影響はほとんど

ないと考えられる。 

・評価書時に確認された

事業地内の個体につい

ては、事後調査では確

認されなかったこと、

事業の進捗により本種

の生息環境である屋敷

林等が伐採されたこと

から、事業地内の生息

環境が消失したと考え

られる。 

鳥類 

オオヨシキリ 

・事業予定地外

夏季18地点で

確認 

・評価書において注目す

べき種の選定基準に該

当しなかったため、予

測を行っていない。 

 

・事業地外で春季に3地点3

個体、夏季に1地点1個体が

確認された。 

・事後調査及び評価書時

に確認された事業地外

の名取川については、

事業による改変等がな

いこと、事業地と当該

地点の間に堤防や仙台

南部道路が存在し、工

事中の排水等もないこ

とから、事業による影

響はほとんどないと考

えられる。 

鳥類 

ホオアカ 

－ 

・評価書において現地確

認がなく、予測を行っ

ていない。 

 

・事業地外で春季に1地点2

個体が確認された。 

・事後調査で確認された

地点は、事業地外の笊

川河川敷であること、

評価書時は確認がな

く、今回の確認も1地点

1回のみであり、事業地

周辺への飛来は一時的

なものと考えられるこ

とから、事業による影

響はほとんどないと考

えられる。 
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表4.8-33(5) 注目すべき種の検証結果 

種名 
予測（評価書） 

事後調査 検証結果 
確認状況 予測内容 

両生類 

アカハライモ

リ 

・事業予定地外

春季1地点で

確認 

・本種は事業予定地外の

西側で確認されている

ため、工事による影響

（切土・盛土・掘削等、

建築物等の建築、工事

に伴う排水）及び存在

による影響（改変後の

地形、樹木伐採後の状

態、改変後の河川・湖

沼、工作物等の出現）

による影響はほとんど

ないと考えられる。資

材等の運搬や重機の稼

働に伴うロードキル

（轢死）についても、

運搬路周辺に生息する

一部の個体にそのおそ

れがあるものの、その

おそれが強いとはいえ

ない。 

・事業地内では確認されなか

った。 

・事業地外で春季に2地点2

個体、秋季に2地点2個体が

確認された。 

 

・事後調査の結果、評価書

時の現地調査より確認

地点数が増加したこと

から、予測のとおり、工

事の影響はほとんどな

いと考えられる。 

・工事車両の走行ルート沿

いなどにおいて、轢死個

体の確認はなかったこ

とから、現時点では、資

材等の運搬や重機の稼

働に伴う影響はないと

考えられる。 

両生類 

ニホンアカガ

エル 

・事業予定地内

春季1地点、夏

季及び秋季45

地点で確認 

・事業予定地外

夏季及び秋季

18地点で確認 

・工事による影響（切土・

盛土・掘削等）、存在に

よる影響（改変後の地

形、樹木伐採後の状態、

工作物等の出現）に伴

う直接改変により、事

業予定地内の本種の生

息・繁殖環境が消失す

る。また、資材等の運

搬や重機の稼働に伴

い、ロードキル（轢死）

が増加するおそれがあ

る。夜間は工事を実施

しない予定であるた

め、重機の稼働に伴う

騒音・振動による影響

は、ほとんどないと考

えられる。 

事業予定地の雨水排水

は､工事中・供用後とも

既存雨水管渠を経由し

笊川に放流される。工

事の初期には仮設沈砂

池を設置し、降雨によ

る土砂や濁水の流入・

流出を抑制する計画で

あり、供用時は調整池

の設置により流量を調

整するため、評価書の

8.4水質及び8.5水象に

おいて笊川の水質・水

象への影響はほとんど

ないと予測されてい

る。したがって、事業

による影響はほとんど

ないと考えられる。 

・事業地内では確認されなか

った。 

・事業地外で春季に2地点2

個体、夏季に5地点41個体、

秋季に3地点3個体が確認

された。 

・事後調査の結果、事業地

内では確認されなかっ

たことから、予測のとお

り、生息・繁殖環境が消

失したと考えられる。 

・工事車両の走行ルート沿

いなどにおいて、轢死個

体の確認はなかったこ

とから、現時点では、資

材等の運搬や重機の稼

働に伴う影響はないと

考えられる。 
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表4.8-33(6) 注目すべき種の検証結果 

種名 
予測（評価書） 

事後調査 検証結果 
確認状況 予測内容 

両生類 

トウキョウダ

ルマガエル 

・事業予定地内

春季1地点、夏

季4地点で確

認 

・事業予定地外

春季1地点、夏

季2地点で確

認 

・工事による影響（切土・

盛土・掘削等）、存在に

よる影響（改変後の地

形、樹木伐採後の状態、

工作物等の出現）に伴

う直接改変により、事

業予定地内の本種の生

息・繁殖環境が消失す

る。また、資材等の運

搬や重機の稼働に伴

い、ロードキル（轢死）

が増加するおそれがあ

る。夜間は工事を実施

しない予定であるた

め、重機の稼働に伴う

騒音・振動による影響

は、ほとんどないと考

えられる。 

事業予定地の雨水排水

は、工事中・供用後と

も既存雨水管渠を経由

し、笊川に放流される。

工事の初期には仮設沈

砂池を設置し、降雨に

よる土砂や濁水の流

入・流出を抑制する計

画であり、供用時は調

整池の設置により流量

を調整することため、

評価書の8.4水質及び

8.5水象において笊川

の水質・水象への影響

はほとんどないと予測

されている。したがっ

て、事業による影響は

ほとんどないと考えら

れる。 

・事業地内では確認されなか

った。 

・事業地外で夏季に1地点10

個体、秋季に1地点1個体が

確認された。 

・事後調査の結果、事業地

内では確認されなかっ

たことから、予測のとお

り、生息・繁殖環境が消

失したと考えられる。 

・工事車両の走行ルート沿

いなどにおいて、轢死個

体の確認はなかったこ

とから、現時点では、資

材等の運搬や重機の稼

働に伴う影響はないと

考えられる。 

 

爬虫類 

ヤマカガシ 

・事業予定地内

春季1地点で

確認 

・評価書において注目す

べき種の選定基準に該

当しなかったため、予

測を行っていない。 

・事業地内では確認されなか

った。 

・事業地外で夏季に1地点1

個体が確認された。 

・事後調査で確認された事

業地外の耕作地につい

ては、事業による改変等

がないことから、事業に

よる影響はほとんどな

いと考えられる。 

・評価書時に確認された事

業地内の個体について

は、事後調査では確認さ

れなかったことから、事

業地内の生息環境が消

失したと考えられる。 
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表4.8-33(7) 注目すべき種の検証結果 

種名 
予測（評価書） 

事後調査 検証結果 
確認状況 予測内容 

昆虫類 

アオサナエ 

・事業予定地外

夏季1地点で

確認 

・本種は事業予定地外の

笊川の排水放流地点上

流で確認されており、

工事による影響及び存

在による影響は、ほと

んどないと考えられ

る。 

・確認されなかった。 

 

・評価書時に確認された地

点は、事業地外の笊川の

1地点のみであり、排水

放流地点より上流側で

あることから、事業の直

接の影響はないと考え

られる。今回確認されな

かった理由は不明であ

るため、今後の事後調査

をもって、さらなる検証

を行う。 

昆虫類 

ハマベハサミ

ムシ 

・事業予定地外

夏季1地点で

確認 

・本種は事業予定地外の

名取川河川敷で確認さ

れており、工事による

影響及び存在による影

響は、ほとんどないと

考えられる。 

・事業地外で春季に1地点1

個体、夏季に2地点2個体が

確認された。 

・事後調査の結果、評価書

時と同様に事業地外で

個体が確認されたこと

から、予測のとおり、本

種への影響はほとんど

ないと考えられる。 

昆虫類 

オオハサミム

シ 

・事業予定地外

夏季1地点で

確認 

・本種は事業予定地外の

名取川河川敷で確認さ

れており、工事による

影響及び存在による影

響は、ほとんどないと

考えられる。 

・事業地外で春季に1地点1

個体が確認された。 

・事後調査の結果、評価書

時と同様に事業地外で

個体が確認されたこと

から、予測のとおり、本

種への影響はほとんど

ないと考えられる。 

昆虫類 

ヒメオオメナ

ガカメムシ 

・事業予定地外

秋季1地点で

確認 

・本種は事業予定地外の

西側で確認されてお

り、工事による影響及

び存在による影響は、

ほとんどないと考えら

れる。 

・事業地内で春季に1地点2

個体、夏季に3地点計12個

体が確認された。 

・事業地外で春季に1地点2

個体、夏季に3地点9個体が

確認された。 

・事後調査の結果、事業地

内で個体が確認された。

当該地点は既に造成さ

れており、一時的な草地

になっていたものの、今

後の工事の進捗により、

事業地内の生息環境は

消失すると考えられる。 

・事業地外で確認された個

体については、予測のと

おり、当該地点の個体へ

の影響はほとんどない

と考えられる。 

昆虫類 

コオイムシ 

－ 

・評価書において現地確

認がなく、予測を行っ

ていない。 

・事業地外で春季に1地点1

個体、夏季に2地点30個体、

秋季に1地点2個体が確認

された。 

・事後調査の結果、事業地

外で個体が確認された。 

・今回確認された個体は、

事業地外であること、確

認された細流は事業地

よりも上流側に位置し、

事業による影響は受け

ないと考えられること

から、本種への影響はほ

とんどないと考えられ

る。 

昆虫類 

ウラギンシジ

ミ 

・事業予定地外

秋季1地点で

確認 

・本種は事業予定地外の

名取川河川敷で確認さ

れており、工事による

影響及び存在による影

響は、ほとんどないと

考えられる。 

・事業地外で夏季に1地点1

個体が確認された。 

・事後調査の結果、評価書

時と同様に事業地外で

個体が確認されたこと

から、予測のとおり、本

種への影響はほとんど

ないと考えられる。 
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表4.8-33(8) 注目すべき種の検証結果 

種名 
予測（評価書） 

事後調査 検証結果 
確認状況 予測内容 

昆虫類 

ツマグロヒョ

ウモン 

・事業予定地外

夏季1地点で

確認 

 

・本種は事業予定地外の

笊川の排水放流地点上

流で確認されており、

工事による影響及び存

在による影響は、ほと

んどないと考えられ

る。 

・事業地外で夏季に1地点1

個体が確認された。 

・事後調査の結果、事業地

外で個体が確認された。 

・今回確認された個体は、

事業地外であること、供

用後には公園や緑道に

花のなる草木が植栽さ

れることにより、本種の

生息可能な環境が創出

される可能性も考えら

れることから、本種への

影響はほとんどないと

考えられる。 

昆虫類 

アオスジアゲ

ハ 

・事業予定地内

夏季1地点で

確認 

・調査地域周辺における

アオスジアゲハの確認

は、1回のみで、個体数

も1個体のみと少なか

った。この個体が、調

査範囲の樹林地のシロ

ダモ、タブノキ等を幼

虫の食樹として発生し

た可能性は否定しきれ

ないが、宮城県内でア

オスジアゲハの発生が

知られている沿岸部な

どの地域では、調査地

域に比べて気温がやや

高く、食樹となるタブ

ノキも多く、アオスジ

アゲハを見かける機会

も個体数も多いため、

現地調査時の確認状況

からは、この個体は、

調査地域外（沿岸部な

ど）から飛来した可能

性が高いと考えられ

る。そのため、工事に

よる影響及び存在によ

る影響は、ほとんどな

いと考えられる。 

・事業地外で夏季に1地点1

個体が確認された。 

・事後調査の結果、事業地

外で個体が確認された。 

・事後調査における確認は

1回のみで、個体数も1

個体のみであった。ま

た、本種の食樹の一つで

あるシロダモに飛来し

ている場面もみられな

かった。これらから、評

価書時の確認と同様に、

調査地域外（沿岸部な

ど）から飛来した可能性

が高いと考えられる。よ

って、予測のとおり、工

事による影響はほとん

どないと考えられる。 

昆虫類 

ウラベニエダ

シャク 

・事業予定地外

春季1地点で

確認 

・本種は事業予定地外の

名取川河川敷で確認さ

れており、工事による

影響及び存在による影

響は、ほとんどないと

考えられる。 

・確認されなかった。 ・評価書時に確認された地

点は、事業地外の名取川

河川敷の1地点のみであ

り、事業地と当該地点の

間には、堤防や仙台南部

道路が存在し、工事中の

排水等もないことから、

事業の直接の影響はな

いと考えられる。今回確

認されなかった理由は

不明であるため、今後の

事後調査をもって、さら

なる検証を行う。 
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表4.8-33(9) 注目すべき種の検証結果 

種名 
予測（評価書） 

事後調査 検証結果 
確認状況 予測内容 

昆虫類 

マイマイカブ

リ東北地方南

部亜種 

(評価書時は

コアオマイマ

イカブリで記

載) 

・事業予定地外

秋季1地点で

確認 

・本種は事業予定地外の

名取川河川敷で確認さ

れており、工事による

影響及び存在による影

響は、ほとんどないと

考えられる。 

・事業地内で秋季に1地点3

個体が確認された。 

・事後調査の結果、事業地

内で個体が確認された。

当該地点は、事後調査の

時点では工事に未着手

であったものの、今後の

工事の進捗により、事業

地内の生息環境は消失

すると考えられる。 

・評価書時に確認された地

点は、事業地外の名取川

河川敷の1地点のみであ

り、事業地と当該地点の

間には、堤防や仙台南部

道路が存在し、工事中の

排水等もないことから、

今回当該地点で確認さ

れなかった理由は不明

であるため、今後の事後

調査をもって、さらなる

検証を行う。 

昆虫類 

アカガネアオ

ゴミムシ 

・事業予定地外

春季1地点で

確認 

 

・本種は事業予定地外の

名取川河川敷で確認さ

れており、工事による

影響及び存在による影

響は、ほとんどないと

考えられる。 

・確認されなかった。 ・評価書時に確認された地

点は、事業地外の名取川

河川敷の1地点のみであ

り、事業地と当該地点の

間には、堤防や仙台南部

道路が存在し、工事中の

排水等もないことから、

今回確認されなかった

理由は不明であるため、

今後の事後調査をもっ

て、さらなる検証を行

う。 

昆虫類 

キボシアオゴ

ミムシ 

・事業予定地内

夏季1地点で

確認 

・事業予定地外

夏季2地点で

確認 

・本種は事業予定地内外

で確認されており、工

事による影響（切土・

盛土・掘削等）、存在に

よる影響（改変後の地

形、樹木伐採後の状態、

工作物等の出現）に伴

う直接改変により、事

業予定地内の本種の生

息環境が消失する。 

・事業地内で夏季に1地点1

個体が確認された。 

・事業地外で夏季に1地点1

個体が確認された。 

・事後調査の結果、事業地

内で個体が確認された。

当該地点は、事後調査の

時点では工事に未着手

であったものの、今後の

工事の進捗により、事業

地内の生息環境は消失

すると考えられる。 

昆虫類 

オオスナハラ

ゴミムシ 

・事業予定地外

夏季1地点で

確認 

・本種は事業予定地外の

名取川河川敷で確認さ

れており、工事による

影響及び存在による影

響は、ほとんどないと

考えられる。 

・事業地内で夏季に1地点3

個体が確認された。 

・事業地外で夏季に1地点1

個体が確認された。 

・事後調査の結果、事業地

内で個体が確認された。

当該地点は、事後調査の

時点では工事に未着手

であったものの、今後の

工事の進捗により、事業

地内の生息環境は消失

すると考えられる。 

・事業地外で確認された個

体については、予測のと

おり、当該地点の個体へ

の影響はほとんどない

と考えられる。 
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表4.8-33(10) 注目すべき種の検証結果 

種名 
予測（評価書） 

事後調査 検証結果 
確認状況 予測内容 

昆虫類 

カワチマルク

ビゴミムシ 

・事業予定地外

春季1地点で

確認 

・本種は事業予定地外の

名取川河川敷で確認さ

れており、工事による

影響及び存在による影

響は、ほとんどないと

考えられる。 

・事業地外で春季に3地点10

個体、秋季に1地点1個体が

確認された。 

・事後調査の結果、評価書

時と同様に事業地外で

個体が確認されたこと

から、予測のとおり、本

種への影響はほとんど

ないと考えられる。 

昆虫類 

キンナガゴミ

ムシ 

・事業予定地外

夏季3地点で

確認 

・本種は事業予定地外の

名取川河川敷で確認さ

れており、工事による

影響及び存在による影

響は、ほとんどないと

考えられる。 

・事業地内で春季に1地点1

個体が確認された。 

・事業地外で春季に4地点5

個体が確認された。 

・事後調査の結果、事業地

内で個体が確認された。

当該地点は、事後調査の

時点では工事に未着手

であったものの、今後の

工事の進捗により、事業

地内の生息環境は消失

すると考えられる。 

・事業地外で確認された個

体については、予測のと

おり、当該地点の個体へ

の影響はほとんどない

と考えられる。 

昆虫類 

アシミゾナガ

ゴミムシ 

・事業予定地内

夏季1地点で

確認 

・事業予定地外

夏季1地点で

確認 

・本種は事業予定地内外

で確認されており、工

事による影響（切土・

盛土・掘削等）、存在に

よる影響（改変後の地

形、樹木伐採後の状態、

工作物等の出現）に伴

う直接改変により、事

業予定地内の本種の生

息環境が消失する。 

・確認されなかった。 ・事後調査の結果、事業地

内では確認されなかっ

たことから、予測のとお

り、事業地内の生息環境

が消失したと考えられ

る。 

・評価書時に確認された事

業地外の地点は、名取川

河川敷の1地点のみであ

り、事業地と当該地点の

間には、堤防や仙台南部

道路が存在し、工事中の

排水等もないことから、

今回当該地点で確認さ

れなかった理由は不明

であるため、今後の事後

調査をもって、さらなる

検証を行う。 

昆虫類 

ヨツモンコミ

ズギワゴミム

シ 

・事業予定地内

夏季1地点で

確認 

・事業予定地外

夏季1地点で

確認 

・本種は事業予定地内外

で確認されており、工

事による影響（切土・

盛土・掘削等）、存在に

よる影響（改変後の地

形、樹木伐採後の状態、

工作物等の出現）に伴

う直接改変により、事

業予定地内の本種の生

息環境が消失する。 

・事業地内で春季に2地点6

個体が確認された。 

・事業地外で春季に1地点1

個体が確認された。 

・事後調査の結果、事業地

内で個体が確認された。

当該地点は既に造成さ

れており、一時的な草地

となっていたものの、今

後の工事の進捗により、

事業地内の生息環境は

消失すると考えられる。 

・事業地外で確認された個

体については、予測のと

おり、当該地点の個体へ

の影響はほとんどない

と考えられる。 
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表4.8-33(11) 注目すべき種の検証結果 

種名 
予測（評価書） 

事後調査 検証結果 
確認状況 予測内容 

昆虫類 

コハンミョウ 

・事業予定地内

夏季1地点で

確認 

・事業予定地外

夏季1地点で

確認 

・本種は事業予定地内外

で確認されており、工

事による影響（切土・

盛土・掘削等）、存在に

よる影響（改変後の地

形、樹木伐採後の状態、

工作物等の出現）に伴

う直接改変により、事

業予定地内の本種の生

息環境が消失する。 

・確認されなかった。 ・事後調査の結果、事業地

内では確認されなかっ

たことから、予測のとお

り、事業地内の生息環境

が消失したと考えられ

る。 

・評価書時に確認された事

業地外の笊川について

は、工事中の排水放流地

点より上流側であるこ

とから、事業の直接の影

響はないと考えられる。

今回確認されなかった

理由は不明であるため、

今後の事後調査をもっ

て、さらなる検証を行

う。 

昆虫類 

キベリマメゲ

ンゴロウ 

－ 

・評価書において昆虫類

調査では現地確認がな

く、底生動物調査時に

確認された。底生動物

調査での確認に対する

予測は以下のとおりで

ある。 

・本種は事業予定地外の

笊川及び名取川水域で

確認されている。 

事業予定地の雨水排水

は、工事中・供用後と

も既存雨水管渠を経由

し、笊川に放流される。

工事の初期には仮設沈

砂池を設置し、降雨に

よる土砂や濁水の流

入・流出を抑制する計

画であり、供用時は調

整池の設置により流量

を調整するため、評価

書の8.4水質及び8.5水

象において笊川の水

質・水象への影響はほ

とんどないと予測され

ている。したがって、

本種について、工事に

よる影響及び存在によ

る影響は、ほとんどな

いと考えられる。 

・事業地外で春季に3地点7

個体、夏季に1地点2個体、

秋季に2地点2個体が確認

された。 

・事後調査の結果、事業地

外で個体が確認された。 

・今回確認された個体は、

いずれも事業地外であ

り、確認された細流は事

業地よりも上流側に位

置すること、笊川での確

認地点も工事中の排水

放流地点より上流側で

あること、名取川につい

ても工事中の排水等が

ないことから、事業によ

る影響は受けないと考

えられ、本種への影響は

ほとんどないと考えら

れる。 
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表4.8-33(12) 注目すべき種の検証結果 

種名 
予測（評価書） 

事後調査 検証結果 
確認状況 予測内容 

昆虫類 

アカケシガム

シ 

・事業予定地外

夏季1地点で

確認 

・本種は事業予定地外で

確認されており、工事

による影響及び存在に

よる影響は、ほとんど

ないと考えられる。 

・確認されなかった。 ・評価書時に確認された地

点は、事業地外の名取川

河川敷の1地点のみであ

り、事業地と当該地点の

間には、堤防や仙台南部

道路が存在し、工事中の

排水等もないことから、

今回確認されなかった

理由は不明であるため、

今後の事後調査をもっ

て、さらなる検証を行

う。 

昆虫類 

コガムシ 

－ 

・評価書において現地確

認がなく、予測を行っ

ていない。 

・事業地内で春季に1地点2

個体が確認された。 

・事業地外で春季に4地点7

個体、秋季に1地点1個体が

確認された。 

・事後調査の結果、事業地

周辺で個体が確認され

た。 

・今回事業地内で確認され

た個体は、今後の工事の

進捗により、事業地内の

生息環境が消失すると

考えられるが、本種は移

動能力が高いことから、

周辺地域へ逃避するこ

とが可能と考えられる。 

昆虫類 

ナラノチャイ

ロコガネ 

・事業予定地外

春季1地点で

確認 

・本種は事業予定地外の

名取川河川敷で確認さ

れており、工事による

影響及び存在による影

響は、ほとんどないと

考えられる。 

・確認されなかった。 ・評価書時に確認された地

点は、事業地外の名取川

河川敷の1地点のみであ

り、事業地と当該地点の

間には、堤防や仙台南部

道路が存在し、工事中の

排水等もないことから、

今回確認されなかった

理由は不明であるため、

今後の事後調査をもっ

て、さらなる検証を行

う。 

昆虫類 

マメハンミョ

ウ 

・事業予定地内

夏季2地点で

確認 

・事業予定地外

夏季1地点で

確認 

・本種は事業予定地内外

で確認されており、工

事による影響（切土・

盛土・掘削等）、存在に

よる影響（改変後の地

形、樹木伐採後の状態、

工作物等の出現）に伴

う直接改変により、事

業予定地内の本種の生

息環境が消失する。 

・確認されなかった。 ・事後調査の結果、事業地

内では確認されなかっ

たことから、予測のとお

り、事業地内の生息環境

が消失したと考えられ

る。 

・評価書時に確認された事

業地外の笊川について

は、工事中の排水放流地

点より上流側であるこ

とから、事業の直接の影

響はないと考えられる。

今回確認されなかった

理由は不明であるため、

今後の事後調査をもっ

て、さらなる検証を行

う。 
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表4.8-33(13) 注目すべき種の検証結果 

種名 
予測（評価書） 

事後調査 検証結果 
確認状況 予測内容 

昆虫類 

モンスズメバ

チ 
－ 

・評価書において現地確

認がなく、予測を行っ

ていない。 

・事業地外で夏季に1地点1

個体が確認された。 

・事後調査の結果、事業地

外で個体が確認された。 

・今回確認された個体は、

事業地外であることか

ら、本種への影響はほと

んどないと考えられる。 

昆虫類 

フルカワフト

ハキリバチ 
－ 

・評価書において現地確

認がなく、予測を行っ

ていない。 

・事業地外で夏季に1地点1

個体が確認された。 

・事後調査の結果、事業地

外で個体が確認された。 

・今回確認された個体は、

事業地外であることか

ら、本種への影響はほと

んどないと考えられる。 

魚類 

ドジョウ 

・事業予定地内

で夏季及び秋

季に確認 (任

意調査のた

め、詳細な確

認地点は不

明) 

・事業予定地外

早春季1地点、

夏季1地点、秋

季1地点で確

認 

また、任意調査

においても事

業予定地外で

確認 (任意調

査のため、詳

細な確認地点

は不明) 

・評価書において注目す

べき種の選定基準に該

当しなかったため、予

測を行っていない。 

・事業地外の水路で春季に4

個体、夏季に2個体、秋季

に27個体、冬季に1個体が

確認された。また、笊川上

流で秋季に1個体が確認さ

れた。 

・事後調査で確認された笊

川上流や事業地外の水

路については、工事中の

排水放流地点や事業地

よりも上流側であるこ

とから、事業の直接の影

響はないと考えられる。 

・評価書時に確認された事

業地内の水路について

は、事業の進捗により、

生息環境が消失した。 
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表4.8-33(14) 注目すべき種の検証結果 

種名 
予測（評価書） 

事後調査 検証結果 
確認状況 予測内容 

魚類 

ホトケドジョ

ウ 

・事業予定地外

秋季1地点で

確認 

・本種は、笊川の事業予

定地からの排水放流地

点より下流で確認され

ている。 

事業予定地の雨水排水

は、工事中・供用後と

も既存雨水管渠を経由

し、笊川に放流される。

工事の初期には仮設沈

砂池を設置し、降雨に

よる土砂や濁水の流

入・流出を抑制する計

画であり、供用時は調

整池の設置により流量

を調整するため、評価

書の8.4水質及び8.5水

象において笊川の水

質・水象への影響はほ

とんどないと予測され

ている。したがって、

本種について、工事に

よる影響及び存在によ

る影響は、ほとんどな

いと考えられる。 

・確認されなかった。 ・評価書時に確認された事

業地外の笊川について

は、環境保全措置とし

て、仮設沈砂池を設置す

る等、笊川に生息する個

体への影響の低減を図

っていることから、本種

への影響はほとんどな

いと考えられる。今回確

認されなかった理由は

不明であるため、今後の

事後調査をもって、さら

なる検証を行う。 

魚類 

ギバチ 

・事業予定地外

早春季1地点、

夏季1地点で

確認 

・本種は事業予定地外の

名取川（笊川合流点よ

り上流）で確認されて

いる。 

事業予定地の雨水排水

は、工事中・供用後と

も既存雨水管渠を経由

し、笊川に放流される。

工事の初期には仮設沈

砂池を設置し、降雨に

よる土砂や濁水の流

入・流出を抑制する計

画であり、供用時は調

整池の設置により流量

を調整するため、評価

書の8.4水質及び8.5水

象において笊川の水

質・水象への影響はほ

とんどないと予測され

ている。したがって、

本種について、工事に

よる影響及び存在によ

る影響は、ほとんどな

いと考えられる。 

・確認されなかった。 ・評価書時に確認された事

業地外の名取川は、河川

整備と考えられる河道

の掘削により、環境が大

きく改変された。今回確

認されなかった理由と

して、この河川改変が本

種の生息状況に影響を

及ぼした可能性が考え

られること、事業地と当

該地点の間には、堤防や

仙台南部道路が存在し、

工事中の排水等もない

ことから、事業による影

響はほとんどないと考

えられる。今後の事後調

査をもって、さらなる検

証を行う。 

魚類 

ミナミメダカ 

－ 

・評価書において現地確

認がなく、予測を行っ

ていない。 

・事業地外の名取川で春季に

1個体が確認された。 

・事後調査の結果、事業地

外で個体が確認された。 

・今回確認された個体は、

事業地外であることか

ら、本種への影響はほと

んどないと考えられる。 
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表4.8-33(15) 注目すべき種の検証結果 

種名 
予測（評価書） 

事後調査 検証結果 
確認状況 予測内容 

魚類 

カジカ 

・事業予定地外

秋季1地点で

確認 

・本種は事業予定地外の

名取川（笊川合流点よ

り上流）で確認されて

いる。 

事業予定地の雨水排水

は、工事中・供用後と

も既存雨水管渠を経由

し、笊川に放流される。

工事の初期には仮設沈

砂池を設置し、降雨に

よる土砂や濁水の流

入・流出を抑制する計

画であり、供用時は調

整池の設置により流量

を調整するため、評価

書の8.4水質及び8.5水

象において笊川の水

質・水象への影響はほ

とんどないと予測され

ている。したがって、

本種について、工事に

よる影響及び存在によ

る影響は、ほとんどな

いと考えられる。 

・確認されなかった。 ・評価書時に確認された事

業地外の名取川は、河川

整備と考えられる河道

の掘削により、環境が大

きく改変された。今回確

認されなかった理由と

して、この河川改変が本

種の生息状況に影響を

及ぼした可能性が考え

られること、事業地と当

該地点の間には、堤防や

仙台南部道路が存在し、

工事中の排水等もない

ことから、事業による影

響はほとんどないと考

えられる。今後の事後調

査をもって、さらなる検

証を行う。 

魚類 

ジュズカケハ

ゼ 

－ 

・評価書において現地確

認がなく、予測を行っ

ていない。 

・事業地外の水路で夏季に1

個体が確認された。 

・事後調査の結果、事業地

外で個体が確認された。 

・今回確認された事業地外

の水路については、事業

地よりも上流側である

ことから、事業の直接の

影響はないと考えられ

る。 
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表4.8-33(16) 注目すべき種の検証結果 

種名 
予測（評価書） 

事後調査 検証結果 
確認状況 予測内容 

底生動物 

マルタニシ 

・春季及び夏季

に、調査地域

で広く確認さ

れた。 

・工事による影響（切土・

盛土・掘削等）、存在に

よる影響（改変後の地

形、樹木伐採後の状態、

工作物等の出現）に伴

う直接改変により、事

業予定地内の本種の生

息環境が消失する。 

本種は田や用水路など

の水域に生息するた

め、資材等の運搬や重

機の稼働に伴うロード

キル（轢死）の影響及

び、重機の稼働に伴う

騒音による影響は、ほ

とんどないと考えられ

る。 

事業予定地の雨水排水

は、工事中・供用後と

も既存雨水管渠を経由

し、笊川に放流される。

工事の初期には仮設沈

砂池を設置し、降雨に

よる土砂や濁水の流

入・流出を抑制する計

画であり、供用時は調

整池の設置により流量

を調整するため、評価

書の8.4水質及び8.5水

象において笊川の水

質・水象への影響はほ

とんどないと予測され

ている。したがって、

本種について、工事に

よる影響及び存在によ

る影響はほとんどない

と考えられる。 

・事業地外の水路で春季に約

268個体、夏季に約1,500個

体、秋季に5個体が確認さ

れた。 

・事後調査の結果、事業地

内では確認されなかっ

たことから、予測のとお

り生息環境が消失した

と考えられる。 

・工事車両の走行ルート沿

いなどにおいて、轢死個

体の確認はなかったこ

とから、現時点では、資

材等の運搬や重機の稼

働に伴う影響はないと

考えられる。 

・今回確認された事業地外

の水路については、事業

地よりも上流側である

ことから、事業の直接の

影響はないと考えられ

る。 
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表4.8-33(17) 注目すべき種の検証結果 

種名 
予測（評価書） 

事後調査 検証結果 
確認状況 予測内容 

底生動物 

ミズゴマツボ 

・事業予定地外

夏季に2個体

を確認 

・本種は事業予定地外の

西側水域で確認されて

いる。 

事業予定地の雨水排水

は、工事中・供用後と

も既存雨水管渠を経由

し、笊川に放流される。

工事の初期には仮設沈

砂池を設置し、降雨に

よる土砂や濁水の流

入・流出を抑制する計

画であり、供用時は調

整池の設置により流量

を調整するため、評価

書の8.4水質及び8.5水

象において笊川の水

質・水象への影響はほ

とんどないと予測され

ている。したがって、

本種について、工事に

よる影響及び存在によ

る影響はほとんどない

と考えられる。 

・事業地外の水路で春季に1

個体、夏季に3個体、秋季

に2個体が確認された。 

 

・事後調査の結果、評価書

時と同様に、事業地外の

水路で個体が確認され

たことから、予測のとお

り、事業による影響はほ

とんどないと考えられ

る。 

 

底生動物 

コシダカヒメ

モノアラガイ 

・事業予定地外

で夏季に確認

(任意調査の

ため、詳細な

確認地点は不

明) 

 

・評価書において注目す

べき種の選定基準に該

当しなかったため、予

測を行っていない。 

・事業地外の笊川上流で春季

に1個体、夏季に3個体、秋

季に3個体、冬季に1個体が

確認された。また、笊川下

流で夏季に2個体、冬季に1

個体が確認された。 

・事後調査で確認された笊

川下流については、環境

保全措置として仮設沈

砂池を設置する等、影響

の低減を図っており、一

定の効果があったもの

と考えられる。また、笊

川上流については、工事

中の排水放流地点より

も上流側であることか

ら、事業の直接の影響は

ないと考えられる。 

・評価書時に確認された地

点は、事業地外の西側水

域であり、当該地域に

は、工事中の排水は流入

しないことから、事業に

よる影響はほとんどな

いと考えられる。今回当

該地点で確認されなか

った理由は不明である

ため、今後の事後調査を

もって、さらなる検証を

行う。 
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表4.8-33(18) 注目すべき種の検証結果 

種名 
予測（評価書） 

事後調査 検証結果 
確認状況 予測内容 

底生動物 

モノアラガイ 

・事業予定地内

の水路で春季

に2個体、夏季

に約120個体、

秋季に5個体

を確認 

・事業予定地外

の水路で夏季

及び秋季に

各々1個体ず

つ確認したほ

か、笊川上流

（St.1）の定

性採集地点付

近で春季3個

体、夏季10個

体、秋季1個体

を確認 

・工事による影響（切土・

盛土・掘削等）、存在に

よる影響（改変後の地

形、樹木伐採後の状態、

工作物等の出現）に伴

う直接改変により、事

業予定地内の本種の生

息環境が消失する。 

本種は水田や用水路な

どの水域に生息するた

め、資材等の運搬や重

機の稼働に伴うロード

キル（轢死）の影響及

び、重機の稼働に伴う

騒音による影響は、ほ

とんどないと考えられ

る。 

事業予定地の雨水排水

は、工事中・供用後と

も既存雨水管渠を経由

し、笊川に放流される。

工事の初期には仮設沈

砂池を設置し、降雨に

よる土砂や濁水の流

入・流出を抑制する計

画であり、供用時は調

整池の設置により流量

を調整するため、評価

書の8.4水質及び8.5水

象において笊川の水

質・水象への影響はほ

とんどないと予測され

ている。したがって、

本種について、工事に

よる影響及び存在によ

る影響は、ほとんどな

いと考えられる。 

・事業地外の笊川上流で春季

に1個体、夏季に1個体が確

認された。 

・事後調査の結果、事業地

内では確認されなかっ

たことから、予測のとお

り生息環境が消失した

と考えられる。 

・工事車両の走行ルート沿

いなどにおいて、轢死個

体の確認はなかったこ

とから、現時点では、資

材等の運搬や重機の稼

働に伴う影響はないと

考えられる。 

・評価書時に確認された事

業地外の笊川上流につ

いては、引き続き個体が

確認されたことから、予

測のとおり、事業による

影響はほとんどないと

考えられる。 

・評価書時に確認された事

業地外の水路について

は、工事中の排水が流入

しないことから、事業に

よる影響はほとんどな

いと考えられる。今回当

該地点で確認されなか

った理由は不明である

ため、今後の事後調査を

もって、さらなる検証を

行う。 

 

底生動物 

ヒラマキミズ

マイマイ 

－ 

・評価書において現地確

認がなく、予測を行っ

ていない。 

・事業地外の笊川上流で冬季

に2個体、笊川下流で春季

に1個体が確認された。 

・事後調査で確認された笊

川下流については、環境

保全措置として仮設沈

砂池を設置する等、影響

の低減を図っており、一

定の効果があったもの

と考えられる。また、笊

川上流については、工事

中の排水放流地点より

も上流側であることか

ら、事業の直接の影響は

ないと考えられる。 
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表4.8-33(19) 注目すべき種の検証結果 

種名 
予測（評価書） 

事後調査 検証結果 
確認状況 予測内容 

底生動物 

ヒメヒラマキ

ミズマイマイ 

－ 

・評価書において現地確

認がなく、予測を行っ

ていない。 

・事業地外の笊川下流で冬季

に1個体が確認された。 

・事後調査で確認された笊

川下流については、環境

保全措置として仮設沈

砂池を設置する等、影響

の低減を図っており、一

定の効果があったもの

と考えられる。 

底生動物 

ヒラマキガイ

モドキ － 

・評価書において現地確

認がなく、予測を行っ

ていない。 

・事業地外の水路で春季に1

個体、秋季に1個体が確認

された。 

 

・事後調査で確認された事

業地外の水路は、事業地

よりも上流側であるこ

とから、事業の直接の影

響はないと考えられる。 

底生動物 

ミヤマサナエ 

・事業予定地内

の水路で秋季

に1個体確認 

・事業予定地外

の笊川上流

（St.1）の定

性採集範囲で

春季1個体、秋

季5個体を確

認したほか、

笊川下流の名

取川合流点前

（St.2）の定

性採集範囲と

その周辺で春

季2個体、秋季

3個体を確認 

・工事による影響（切土・

盛土・掘削等）、存在に

よる影響（改変後の地

形、樹木伐採後の状態、

工作物等の出現）に伴

う直接改変により、事

業予定地内の本種の生

息環境が消失する。 

資材等の運搬や重機の

稼働に伴うロードキル

（轢死）の影響及び重

機の稼働に伴う騒音に

よる影響については、

本種の生態を考慮する

と、ほとんどないと考

えられる。 

事業予定地の雨水排水

は、工事中・供用後と

も既存雨水管渠を経由

し、笊川に放流される。

工事の初期には仮設沈

砂池を設置し、降雨に

よる土砂や濁水の流

入・流出を抑制する計

画であり、供用時は調

整池の設置により流量

を調整するため、評価

書の8.4水質及び8.5水

象において笊川の水

質・水象への影響はほ

とんどないと予測され

ている。したがって、

本種について、工事に

よる影響及び存在によ

る影響は、ほとんどな

いと考えられる。 

・事業地外の笊川上流で春季

に3個体、笊川下流で春季

に5個体、夏季に1個体、秋

季に1個体、冬季に1個体が

確認された。 

・事後調査の結果、事業地

内では確認されなかっ

たことから、予測のとお

り生息環境が消失した

と考えられる。 

・工事車両の走行ルート沿

いなどにおいて、轢死個

体の確認はなかったこ

とから、現時点では、資

材等の運搬や重機の稼

働に伴う影響はないと

考えられる。 

・評価書時に確認された事

業地外の笊川上流及び

笊川下流では、引き続き

個体が確認されたこと

から、予測のとおり、事

業による影響はほとん

どないと考えられる。 
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表4.8-33(20) 注目すべき種の検証結果 

種名 
予測（評価書） 

事後調査 検証結果 
確認状況 予測内容 

底生動物 

クロサナエ 

・事業予定地外

の 名 取 川

（St.3）の定

性採集範囲で

秋季に1個体

を確認 

・本種は事業予定地外の

名取川水域で確認され

ている。 

事業予定地の雨水排水

は、工事中・供用後と

も既存雨水管渠を経由

し、笊川に放流される。

工事の初期には仮設沈

砂池を設置し、降雨に

よる土砂や濁水の流

入・流出を抑制する計

画であり、供用時は調

整池の設置により流量

を調整するため、評価

書の8.4水質及び8.5水

象において笊川の水

質・水象への影響はほ

とんどないと予測され

ている。したがって、

本種について、工事に

よる影響及び存在によ

る影響は、ほとんどな

いと考えられる。 

・確認されなかった。 ・評価書時に確認された事

業地外の名取川は、河川

整備と考えられる河道

の掘削により、環境が大

きく改変された。今回確

認されなかった理由と

して、この河川改変が本

種の生息状況に影響を

及ぼした可能性が考え

られること、事業地と当

該地点の間には、堤防や

仙台南部道路が存在し、

工事中の排水等もない

ことから、事業による影

響はほとんどないと考

えられる。今後の事後調

査をもって、さらなる検

証を行う。 

底生動物 

ダビドサナエ 

・事業予定地外

の笊川上流

（St.1）の定

性採集範囲と

その周辺で早

春季5個体、秋

季2個体を確

認したほか、

笊川下流の名

取川合流点前

（St.2）の定

性採集範囲で

秋季に3個体、

名取川（St.3）

の定性採集範

囲で早春季に

3個体を確認 

・本種は事業予定地外の

笊川及び名取川水域で

確認されている。 

事業予定地の雨水排水

は、工事中・供用後と

も既存雨水管渠を経由

し、笊川に放流される。

工事の初期には仮設沈

砂池を設置し、降雨に

よる土砂や濁水の流

入・流出を抑制する計

画であり、供用時は調

整池の設置により流量

を調整するため、評価

書の8.4水質及び8.5水

象において笊川の水

質・水象への影響はほ

とんどないと予測され

ている。したがって、

本種について、工事に

よる影響及び存在によ

る影響は、ほとんどな

いと考えられる。 

・事業地外の笊川上流で秋季

に1個体、笊川下流で秋季

に1個体が確認された。 

・評価書時に確認された事

業地外の笊川上流及び

笊川下流では、引き続き

個体が確認されたこと

から、予測のとおり、事

業による影響はほとん

どないと考えられる。 

・評価書時に確認された事

業地外の名取川は、河川

整備と考えられる河道

の掘削により、環境が大

きく改変された。今回当

該地点で確認されなか

った理由として、この河

川改変が本種の生息状

況に影響を及ぼした可

能性が考えられること、

事業地と当該地点の間

には、堤防や仙台南部道

路が存在し、工事中の排

水等もないことから、事

業による影響はほとん

どないと考えられる。今

後の事後調査をもって、

さらなる検証を行う。 
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表4.8-33(21) 注目すべき種の検証結果 

種名 
予測（評価書） 

事後調査 検証結果 
確認状況 予測内容 

底生動物 

ダビドサナエ

属の一種 

・事業予定地外

の笊川上流

（St.1）の定

性採集範囲で

早春季1個体、

春季5個体、夏

季1個体、秋季

1個体を確認

したほか、笊

川下流の名取

川合流点前

（St.2）の定

性採集範囲で

秋季に1個体、

名取川（St.3）

の定性採集範

囲で春季2個

体、秋季1個体

を確認 

・本種は事業予定地外の

笊川及び名取川水域で

確認されている。 

事業予定地の雨水排水

は、工事中・供用後と

も既存雨水管渠を経由

し、笊川に放流される。

工事の初期には仮設沈

砂池を設置し、降雨に

よる土砂や濁水の流

入・流出を抑制する計

画であり、供用時は調

整池の設置により流量

を調整するため、評価

書の8.4水質及び8.5水

象において笊川の水

質・水象への影響はほ

とんどないと予測され

ている。したがって、

本種について、工事に

よる影響及び存在によ

る影響は、ほとんどな

いと考えられる。 

・事業地外の笊川上流で春季

に1個体、夏季に1個体、秋

季に3個体が確認された。

また、名取川で春季に2個

体、秋季に1個体、冬季に1

個体が確認された。 

・事後調査の結果、事業地

外の笊川上流及び名取

川では、評価書時と同様

に個体が確認されたこ

と、笊川下流については

同属のダビドサナエが

確認されていることか

ら、予測のとおり、事業

による影響はほとんど

ないと考えられる。 

 

底生動物 

オナガサナエ 

・事業予定地外

の笊川上流

（St.1）の定

性採集範囲で

春季1個体を

確認したほ

か、笊川下流

の名取川合流

点前（St.2）

の定性採集範

囲とその周辺

で早春季1個

体、春季4個

体、夏季4個

体、秋季2個

体、名取川

（St.3）の定

性採集範囲で

夏季2個体、事

業予定地外の

水路で春季1

個体を確認 

・本種は事業予定地外の

西側、笊川及び名取川

水域で確認されてい

る。 

事業予定地の雨水排水

は、工事中・供用後と

も既存雨水管渠を経由

し、笊川に放流される。

工事の初期には仮設沈

砂池を設置し、降雨に

よる土砂や濁水の流

入・流出を抑制する計

画であり、供用時は調

整池の設置により流量

を調整するため、評価

書の8.4水質及び8.5水

象において笊川の水

質・水象への影響はほ

とんどないと予測され

ている。したがって、

本種について、工事に

よる影響及び存在によ

る影響は、ほとんどな

いと考えられる。 

・事業地外の笊川下流で春季

に1個体、名取川で春季に1

個体、夏季に2個体が確認

された。 

・評価書時に確認された事

業地外の笊川上流及び

名取川では、引き続き個

体が確認されたことか

ら、予測のとおり、事業

による影響はほとんど

ないと考えられる。 

・評価書時に確認された笊

川下流及び事業地外の

水路では確認されなか

った。笊川については、

環境保全措置として、仮

設沈砂池を設置する等、

笊川に生息する個体へ

の影響の低減を図って

いる。また、事業地外の

水路については、工事中

の排水が流入しないこ

とから、本種への影響は

ほとんどないと考えら

れる。今回当該地点で確

認されなかった理由は

不明であるため、今後の

事後調査をもって、さら

なる検証を行う。 
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表4.8-33(22) 注目すべき種の検証結果 

種名 
予測（評価書） 

事後調査 検証結果 
確認状況 予測内容 

底生動物 

オジロサナエ 

・事業予定地外

の笊川上流

（St.1）の定

性採集範囲と

その周辺で春

季1個体、秋季

1個体を確認 

・本種は事業予定地外の

笊川上流水域で確認さ

れている。 

事業予定地の雨水排水

は、工事中・供用後と

も既存雨水管渠を経由

し、笊川に放流される。

工事の初期には仮設沈

砂池を設置し、降雨に

よる土砂や濁水の流

入・流出を抑制する計

画であり、供用時は調

整池の設置により流量

を調整するため、評価

書の8.4水質及び8.5水

象において笊川の水

質・水象への影響はほ

とんどないと予測され

ている。したがって、

本種について、工事に

よる影響及び存在によ

る影響は、ほとんどな

いと考えられる。 

・確認されなかった。 ・事後調査の結果、評価書

時に確認のあった笊川

上流では確認されなか

った。笊川上流について

は、工事中の排水放流地

点よりも上流側である

ことから、事業の直接の

影響はないと考えられ

る。今回確認されなかっ

た理由は不明であるた

め、今後の事後調査をも

って、さらなる検証を行

う。 

底生動物 

コオイムシ 

－ 

・評価書において現地確

認がなく、予測を行っ

ていない。 

・事業地外の笊川上流で秋季

に1個体、名取川で秋季に1

個体が確認された。また、

事業地外の水路で春季に2

個体、秋季に1個体が確認

された。 

・事後調査で確認された笊

川上流及び事業地外の

水路は、工事中の排水放

流地点や事業地よりも

上流側であることから、

事業の直接の影響はな

いと考えられる。名取川

については、事業による

改変等がないこと、事業

地と当該地点の間に堤

防や仙台南部道路が存

在し、工事中の排水等も

ないことから、事業によ

る影響はほとんどない

と考えられる。 

底生動物 

キボシケシゲ

ンゴロウ 

－ 

・評価書において現地確

認がなく、予測を行っ

ていない。 

・事業地外の名取川で夏季に

1個体が確認された。 

・事後調査で確認された事

業地外の名取川につい

ては、事業による改変等

がないこと、事業地と当

該地点の間に堤防や仙

台南部道路が存在し、工

事中の排水等もないこ

とから、事業による影響

はほとんどないと考え

られる。 
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表4.8-33(23) 注目すべき種の検証結果 

種名 
予測（評価書） 

事後調査 検証結果 
確認状況 予測内容 

底生動物 

キベリマメゲ

ンゴロウ 

・事業予定地外

の笊川上流

（St.1）の定

性採集範囲で

秋季1個体を

確認したほ

か、笊川下流

の名取川合流

点前（St.2）

の定性採集範

囲とその周辺

で春季1個体、

夏季2個体、名

取川（St.3）

の定性採集範

囲で秋季1個

体を確認 

・本種は事業予定地外の

笊川及び名取川水域で

確認されている。 

事業予定地の雨水排水

は、工事中・供用後と

も既存雨水管渠を経由

し、笊川に放流される。

工事の初期には仮設沈

砂池を設置し、降雨に

よる土砂や濁水の流

入・流出を抑制する計

画であり、供用時は調

整池の設置により流量

を調整するため、評価

書の8.4水質及び8.5水

象において笊川の水

質・水象への影響はほ

とんどないと予測され

ている。したがって、

本種について、工事に

よる影響及び存在によ

る影響は、ほとんどな

いと考えられる。 

・事業地外の笊川上流で春季

に20個体、笊川下流で春季

に12個体、夏季に4個体、

秋季に13個体が確認され

た。名取川では、春季に約

27個体、夏季に約30個体、

秋季に12個体、事業地外の

水路では春季に7個体、夏

季に約27個体、秋季に6個

体が確認された。 

 

・評価書時に確認された事

業地外の笊川上流、笊川

下流、名取川では、引き

続き個体が確認された

ことから、予測のとお

り、事業による影響はほ

とんどないと考えられ

る。 

・事後調査で確認された事

業地外の水路は、事業地

よりも上流側であるこ

とから、事業の直接の影

響はないと考えられる。 

 

底生動物 

コオナガミズ

スマシ 

－ 

・評価書において現地確

認がなく、予測を行っ

ていない。 

・事業地外の笊川下流で夏季

1個体、名取川で夏季に14

個体が確認された。 

・事後調査で確認された笊

川下流については、環境

保全措置として仮設沈

砂池を設置する等、影響

の低減を図っており、一

定の効果があったもの

と考えられる。名取川に

ついては、事業による改

変等がないこと、事業地

と当該地点の間に堤防

や仙台南部道路が存在

し、工事中の排水等もな

いことから、事業による

影響はほとんどないと

考えられる。 

底生動物 

コガムシ 

・事業予定地内

で春季に確認

(任意調査の

ため、詳細な

確認地点は不

明) 

・事業予定地外

で春季に確認

(任意調査の

ため、詳細な

確認地点は不

明) 

・評価書において注目す

べき種の選定基準に該

当しなかったため、予

測を行っていない。 

・事業地外の水路で春季に5

個体が確認された。 

・評価書時に確認された事

業地内の用水路につい

ては、工事の進捗により

生息環境が消失したと

考えられる。 

・事後調査で確認された事

業地外の水路について

は、事業地よりも上流側

であることから、事業の

直接の影響はないと考

えられる。 
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表4.8-33(24) 注目すべき種の検証結果 

種名 
予測（評価書） 

事後調査 検証結果 
確認状況 予測内容 

底生動物 

ヨコミゾドロ

ムシ 

－ 

・評価書において現地確

認がなく、予測を行っ

ていない。 

・事業地外の名取川で春季に

1個体が確認された。 

・事後調査で確認された事

業地外の名取川につい

ては、事業による改変等

がないこと、事業地と当

該地点の間に堤防や仙

台南部道路が存在し、工

事中の排水等もないこ

とから、事業による影響

はほとんどないと考え

られる。 

底生動物 

ケスジドロム

シ 

－ 

・評価書において現地確

認がなく、予測を行っ

ていない。 

・事業地外の笊川上流で春季

に1個体、夏季に3個体、秋

季に1個体が確認された。

また、笊川下流では、春季

に1個体、夏季に1個体、秋

季に7個体、冬季に2個体が

確認された。 

・事後調査で確認された笊

川下流については、環境

保全措置として仮設沈

砂池を設置する等、影響

の低減を図っており、一

定の効果があったもの

と考えられる。また、笊

川上流については、工事

中の排水放流地点より

も上流側であることか

ら、事業の直接の影響は

ないと考えられる。 
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表4.8-33(25) 注目すべき種の検証結果 

種名 
予測（評価書） 

事後調査 検証結果 
確認状況 予測内容 

希少猛禽類 

オオタカ

（1/2） 

 

・合計174回確

認され、高舘

熊野堂、那智

が丘南側、向

山、にそれぞ

れ営巣する3

つがい（各つ

がいを、熊野

堂ペア、那智

が丘ペア、大

年寺山ペア、

と称する）と、

最低4個体の

若い個体が確

認された。 

･本種について、主要な狩

場のひとつとして、事

業予定地の樹林地等を

利用している繁殖個体

が確認された。事業予

定地の樹林地は、事業

によって消失する。工

事による影響（切土・

盛土・掘削等）、存在に

よる影響（改変後の地

形、樹木伐採後の状態、

工作物等の出現）に伴

う直接改変の影響につ

いて、樹木の伐採等を

できる限り工事期間の

後半に行う配慮を行う

が、工事中の運搬車両

や重機の接近を避け

て、本種が現在の狩場

を利用しなくなるおそ

れが残り、また、工事

が進むにつれて餌動物

が減少するなど、事業

予定地内で本種が採餌

できない、あるいは成

功しにくい状況が生じ

るおそれも残る。事業

が本種に及ぼす影響

は、工事中・供用後と

も大きいと考えられ

る。 

事業予定地外には、他

にも、主要な採餌場所

（名取川河畔林や西側

の丘陵樹林等）となっ

ている樹林地があるこ

とが確認されており、

これらは事業による影

響をほとんど受けずに

残存するため、それら

の採餌場所を利用でき

る個体は、主要な狩場

を変える可能性もあ

る。 

資材等の運搬や重機の

稼働に伴うロードキル

（轢死）は、本種の生

態から、ほとんどない

と考えられる。 

・計66回確認された。評価書

時に確認された3つがいの

うち、事後調査では、事業

地に最も近い熊野堂ペア

のみの繁殖が確認された。

しかし、熊野堂ペアの営巣

林は評価書時から約400m

北西へ移動し、事業地から

営巣林までの距離は約

1.3kmとなった。 

・新営巣地である五反田や旧

営巣地の高舘熊野堂、名取

川、事業地西側の富田など

の地域を活動し、採餌行動

は主に集落や樹林周辺で

行うことが多かった。 

・事後調査の結果、評価書

時と比較して確認回数

が減少した。その原因と

しては、事業地周辺に集

中した調査を行ったた

め、調査地点数が少なか

ったことや調査期間が

短かったことが挙げら

れる。また、那智が丘ペ

ア及び大年寺ペアの確

認ができなかったこと

も挙げられる。那智が丘

ペアについては、既存の

巣の利用がなく、営巣地

周辺において工事も行

われていたこと、大年寺

ペアは既存の巣が落巣

しており、営巣林に執着

している個体も確認さ

れなかったことから、い

ずれのペアも営巣地を

変えた可能性がある。 

・採餌行動については、事

業地内に草地環境が存

在した冬季(平成29年1

月～3月)には、事業地上

空においても探餌が行

われていた。一方、工事

が進行した春季以後で

は、事業地付近における

採餌行動はなく、名取川

周辺や営巣地周辺、富田

地区等の事業地西側の

集落周辺に狩場を変更

していたことから、予測

のとおり、採餌行動への

影響は大きいと考えら

れる。 
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表4.8-33(26) 注目すべき種の検証結果 

種名 
予測（評価書） 

事後調査 検証結果 
確認状況 予測内容 

希少猛禽類 

オオタカ

（2/2） 

 

 ･また、現在の至近の営巣

地から事業予定地まで

の距離が約1.2kmと離

れていることから、工

事中の騒音による繁殖

への影響はないと考え

られる。なお、工事用

車両ルートとこの営巣

地までは最も近い箇所

で約150ｍ離れており、

現況でもこの営巣地周

辺に住宅地が存在し交

通量が見込まれる中で

営巣していることか

ら、交通騒音には順応

していると考えられ

る。本事業の工事用車

両台数は最大64台/日

と計画されており、計

画されている工事用車

両の交通増加における

交通騒音ではこの営巣

地への影響はほとんど

ないと考えられる。 

 ・事後調査時の営巣林と事

業地の距離は約1.3kmと

なり、評価書時から約

100m遠方(事業地から評

価書時の巣までは約

1.2km)となった。営巣林

を変えた要因は、平成26

年度に古巣が崩落した

ことによるものであり、

事業による影響ではな

いと考えられる。また、

事後調査では、繁殖の成

功も確認されたことか

ら、予測のとおり、事業

による影響はほとんど

ないと考えられる。 

希少猛禽類 

ミサゴ 

 

・合計33回確認

され、出現の

ほとんどは名

取川から南の

地域で、事業

予定地の利用

は確認されな

かった。 

・本種は事業予定地に一

時的に飛来あるいは通

過したものとみられ、

事業予定地周辺におけ

る営巣地は確認されて

いない。したがって、

本種について、工事に

よる影響及び存在によ

る影響は、ほとんどな

いと考えられる。 

・計13回確認され、出現のほ

とんどが名取川にかかる

位置を利用または通過し

た。名取川は狩り場として

利用していた。なお、繁殖

に関する行動はなかった。 

 

・事後調査の結果、評価書

時と比較して確認回数

が減少した。その原因と

しては、事業地周辺に集

中した調査を行ったた

め、調査地点数が少なか

ったことや調査期間が

短かったことが挙げら

れる。 

・事後調査では、評価書時

と同様に、主として名取

川を利用またはその周

辺を通過する個体が確

認された。また、繁殖に

関する行動は確認され

なかったことから、予測

のとおり、工事による影

響はほとんどないと考

えられる。 
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表4.8-33(27) 注目すべき種の検証結果 

種名 
予測（評価書） 

事後調査 検証結果 
確認状況 予測内容 

希少猛禽類 

ハチクマ 

・渡り途中の通

過とみられる

個体が、合計

21回確認され

た。調査範囲

付近に定着し

ている様子は

確認されなか

った。 

・本種は事業予定地に一

時的に飛来あるいは通

過したものとみられ、

事業予定地周辺におけ

る営巣地は確認されて

いない。したがって、

本種について、工事に

よる影響及び存在によ

る影響は、ほとんどな

いと考えられる。 

・確認されなかった。 ・評価書時の確認は一時的

な飛来あるいは通過と

考えられ、調査範囲付近

に定着している様子は

確認されなかった。事後

調査では確認されなか

ったものの、ハチクマに

関わらず鳥類の渡りは、

気象等の状況により移

動するタイミングが著

しく変化し、条件が良け

れば相当数が渡る場合

もある。評価書時はよく

渡った時期に調査が重

なり、事後調査時にはそ

のタイミングに該当し

なかったものと考えら

れる。よって、予測のと

おり事業による影響は

ないと考えられる。 

希少猛禽類 

オジロワシ 

－ 

・評価書において現地確

認がなく、予測を行っ

ていない。 

・計2回確認された。事業地

から離れた位置や高空を

通過したものであり、事業

地周辺に定着している様

子はなかった。 

・評価書時は確認されてい

ないことから、事業地周

辺には定着しておらず、

一時的に通過したもの

と考えられる。よって、

事業による影響はない

と考えられる。 

希少猛禽類 

ツミ 

・渡り途中の通

過とみられる

個体が、1回確

認された。 

・本種は事業予定地に一

時的に飛来あるいは通

過したものとみられ、

事業予定地周辺におけ

る営巣地は確認されて

いない。したがって、

本種について、工事に

よる影響及び存在によ

る影響は、ほとんどな

いと考えられる。 

・確認されなかった。 ・評価書時の確認は一時的

に飛来あるいは通過し

たものと考えられ、調査

範囲付近に定着してい

る様子は確認されなか

った。事後調査では確認

されなかったものの、予

測のとおり、工事による

影響はないと考えられ

る。 
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表4.8-33(28) 注目すべき種の検証結果 

種名 
予測（評価書） 

事後調査 検証結果 
確認状況 予測内容 

希少猛禽類 

ハイタカ 

・合計66回確認

された。繁殖

期には確認さ

れず、繁殖の

兆候もなかっ

たことから、

事業予定地及

びその周辺で

繁殖しておら

ず、越冬個体

や通過個体が

活動している

ものと考えら

れる。 

・本種について、事業予

定地の樹林地等を狩場

としている個体が確認

された。ただし、この

個体について、事業予

定地外の住宅地も狩場

として利用しているこ

とが確認されている。 

事業予定地の樹林地

は、事業によって消失

する。工事による影響

（切土・盛土・掘削等）、

存在による影響（改変

後の地形、樹木伐採後

の状態、工作物等の出

現）に伴う直接改変の

影響について、樹木の

伐採等をできる限り工

事期間の後半に行う配

慮を行うが、工事中の

運搬車両や重機の接近

を避けて、本種が現在

の狩場を利用しなくな

るおそれが残り、また、

工事が進むにつれて餌

動物が減少するなど、

事業予定地内で本種が

採餌できない、あるい

は成功しにくい状況が

生じるおそれも残る。

事業が本種に及ぼす影

響は、工事中・供用後

とも大きいと考えられ

る。 

事業予定地周辺におい

て本種の営巣は確認さ

れておらず、本種の繁

殖に対する重機の稼働

に伴う騒音の影響は、

ほとんどないと考えら

れる。資材等の運搬や

重機の稼働に伴うロー

ドキル（轢死）は、本

種の生態から、ほとん

どないと考えられる。 

・1月から4月に計12回確認さ

れた。主に事業地西側の集

落や南側の名取川周辺で

活動が見られた。繁殖期の

確認はなく、繁殖の兆候も

なかったことから、事業地

及びその周辺で繁殖して

おらず、越冬個体や通過個

体が活動しているものと

考えられる。 

・事後調査の結果、評価書

時と比較して確認回数

が減少した。その原因と

しては、事業地周辺に集

中した調査を行ったた

め、調査地点数が少なか

ったことや調査期間が

短かったことが挙げら

れる。 

・事後調査時の事業地は、

樹林地の伐採が終了し、

ほぼ全域が改変されて

いた。また、重機も稼働

している箇所が多く、本

種の狩りは事業地周辺

では行われたものの、事

業地内では確認されな

かった。よって、予測の

とおり、本種に及ぼす影

響は大きいと考えられ

る。 

・事業地周辺において営巣

は確認されなかったこ

とから、予測のとおり、

工事による繁殖への影

響はないと考えられる。 

希少猛禽類 

チュウヒ 

－ 

・評価書において現地確

認がなく、予測を行っ

ていない。 

・1回確認された。 ・評価書時は確認されてい

ないことから、事業地周

辺には定着しておらず、

一時的に通過したもの

と考えられる。よって、

事業による影響はない

と考えられる。 

 



 

4.8-123 

表4.8-33(29) 注目すべき種の検証結果 

種名 
予測（評価書） 

事後調査 検証結果 
確認状況 予測内容 

希少猛禽類 

サシバ 

 

・合計11回確認

された。この

うち9回は渡

りの途中と考

えられる個体

で、調査地域

付近に定着し

ている様子は

なかった。 

・本種は事業予定地に一

時的に飛来あるいは通

過したものとみられ、

事業予定地周辺におけ

る営巣地は確認されて

いない。したがって、

本種について、工事に

よる影響及び存在によ

る影響は、ほとんどな

いと考えられる。 

・確認されなかった。 ・評価書時の確認は一時的

に飛来あるいは通過し

たものと考えられ、調査

範囲付近に定着してい

る様子は確認されなか

った。事後調査では確認

されなかったものの、予

測のとおり、工事による

影響はないと考えられ

る。 

希少猛禽類 

ハヤブサ 

・合計40回確認

され、年間を

通して出現

し、冬季の確

認が多かっ

た。 

・本種の主な狩場は事業

予定地外（事業予定地

外南側の、送電線の周

辺）であることが確認

されているため、工事

による影響（切土・盛

土・掘削等）、存在によ

る影響（改変後の地形、

樹木伐採後の状態、工

作物等の出現）に伴う

直接改変により、採餌

環境が消失することの

影響は大きくはないと

考えられる。また、本

種は都市型の環境でも

採餌・営巣等を行える

場合があるため、供用

後の事業予定地付近を

利用する可能性もあ

る。 

事業予定地周辺におい

て本種の営巣は確認さ

れておらず、本種の繁

殖に対する重機の稼働

に伴う騒音の影響は、

ほとんどないと考えら

れる。資材等の運搬や

重機の稼働に伴うロー

ドキル（轢死）は、本

種の生態から、ほとん

どないと考えられる。 

・計25回確認された。確認範

囲は事業地を含み西側に

多かった。事業地周辺は主

に狩場として利用してい

ると考えられ、25回の確認

中14回で採餌行動を行っ

ていた。また、事業地内の

高圧線鉄塔では探餌も行

った。 

・繁殖に関する行動は確認さ

れなかった。 

・事後調査時の結果、評価

書時と比較して確認回

数が減少した。その原因

としては、事業地周辺に

集中した調査を行った

ため、調査地点数が少な

かったことや調査期間

が短かったことが挙げ

られる。 

・事後調査では、事業地の

利用は減少したものの、

評価書時と比較して活

動範囲は大きく変化し

ておらず、狩り場につい

ても主に事業地から西

側の集落周辺等を利用

していた。生息状況に大

きな変化はなかったこ

とから、事業による影響

は小さいと考えられる。 

・事業地周辺において営巣

は確認されなかったこ

とから、予測のとおり、

工事による繁殖への影

響はないと考えられる。 

希少猛禽類 

チゴハヤブサ 

－ 

・評価書において現地確

認がなく、予測を行っ

ていない。 

・1回確認された。事業地を

通過する際、狩りを行った

ものの、その後は確認され

ておらず、通過個体と考え

られる。 

・評価書時は確認されてい

ないことから、一時的に

飛来あるいは通過した

ものと考えられる。よっ

て、工事による影響はな

いと考えられる。 
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(7) 環境保全措置の結果 

事後調査の結果、事業地外の生息環境については、大きな変化はみられなかった。事業地

内については、工事に伴う土地の改変によりほぼ全域が改変され動物の生息環境は消失した

と考えられ、影響は大きかったと考えられる。一方で、ロードキル（轢死）は確認されてお

らず、環境保全措置の一定の効果があったものと考えられる。 
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4.9. 生態系 

(1) 調査項目 

工事による田園環境及び河川環境における生態系への影響を把握するため、表4.9-1に示す

項目について調査を実施した。 

 

表4.9-1 調査項目 

調査項目 調査方法 

生態系の基盤 環境類型区分図作成により把握 

周辺の生態系の連続性 
動物調査結果、植物調査結果及び環境類型

区分図作成により把握 

生態系の指標種 

オオタカ（鳥類・上位性） 定点調査 

キツネ（哺乳類・上位性） 任意調査 

ゴイサギ（鳥類・湛水期の典型性） 任意調査、ラインセンサス調査、定点調査 

トウキョウダルマガエル 

（両生類・湛水期の典型性） 
任意調査 

ミサゴ（鳥類・上位性） 定点調査 

オオヨシキリ（鳥類・典型性） 任意調査、ラインセンサス調査、定点調査 

ウグイ（魚類・典型性） 捕獲調査 

 

(2) 調査時期 

調査は、表4.9-2に示すとおり実施した。 

 

表4.9-2 調査時期 

調査項目 調査季 調査時期 

生態系の指標種 

オオタカ・ミサゴ・ 

キツネ・オオヨシキリ・ 

ウグイ 

四季 

（調査項目による） 

動物調査時 

（平成29年5月～平成30年2月） 

猛禽類調査時 

（平成29年1月～平成29年8月） 

ゴイサギ・ 

トウキョウダルマガエル 
春季・夏季 

動物調査時 

（平成29年5月～平成29年8月） 

 

(3) 調査地域 

調査地域は、図4.9-1に示すとおり、事業地とその西側の田園、事業地南側の名取川及び事

業地北側の笊川を調査範囲とした。 
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図4.9-1 調査地域 

注： 造成範囲の工事期間は平成 29 年 5 月～平成 30 年 2 月に該当する。 
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(4) 調査方法 

1) 生態系の基盤 

調査地域を「田園環境」、「市街地環境」「河川環境」に区分し、環境類型区分図を作成し

た。また、事業の実施による造成範囲を示すことにより、環境類型区分の変化について把握

した。 

 

2) 生態系の連続性 

「4.7. 植物 (5) 調査結果」、「4.8. 動物 (5) 調査結果」及び「1) 生態系の基盤」におい

て作成する環境類型区分図により、生態系の連続性の変化について把握した。 

 

3) 生態系の指標種 

ア 哺乳類 

調査範囲を踏査し、個体の目視や死骸、足跡、糞、食痕等のフィールドサインにより生

息種の確認を行った。 

 

イ 鳥類 

ラインセンサス調査、定点調査、任意調査により、確認位置、個体数、確認状況を記録

した。 

 

ウ 両生類 

調査範囲内を踏査し、幼体や成体、鳴き声のほか、卵塊や幼生の確認、繁殖状況につ

いても留意して調査を実施した。 

 

エ 魚類 

捕獲調査により、確認位置、個体数、確認状況を記録した。 

 

(5) 調査結果 

1) 生態系の基盤 

環境類型区分の変化を図4.9-2及び図4.9-3に示す。 

事業の実施に伴い、田園環境である事業地内のほぼ全域が造成された。 

また、事業地内西側の一部を除く範囲では、住宅や商業施設等が建造されており、市街

地化されていたこと、住宅等の建造が未着手の造成地についても更地であることから、市

街地環境として扱った。 

なお、従来市街地環境であった場所や河川環境については、面的な変化は見られなかっ

た。 
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図4.9-2 環境類型区分図（事後調査）

注： 造成範囲の工事期間は平成 29 年 5 月～平成 30 年 2 月に該当する。 
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図4.9-3 環境類型区分図（評価書） 
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2) 生態系の連続性 

事業地内は、工事の実施によりほぼ全域が造成地へと変化し、一部には住宅や商業施設

等が建造された。このような改変を受けて、農耕地や草地、樹林等を生息環境とする種の確

認が減少しており、生態系の基盤についても、田園環境から市街地環境へと変化したものと

考えられる。 

事業地－事業地外間における動物の生息状況についてみると、広い行動圏を必要とする

上位消費者のオオタカ等は、評価書時には事業地内外を問わず調査地域全体を広く利用し

ていることが確認されたが、事後調査の結果、事業地内の利用については減少したことが

確認された。また、移動能力の低い両生類や爬虫類、昆虫類の一部の種についても、事業

地内の確認が減少しており、工事の実施により、生息環境が変化したことで移動経路が分

断され、事業地－事業地外の往来が困難になったと考えられる。 

事業地を含む市街地－田園間、市街地－河川間における動物の生息状況についてみると、

移動能力の高い哺乳類や鳥類の中には、ヒナコウモリ科の一種やセグロセキレイ等のよう

にそれぞれの環境を行き来していると思われる種が確認された。しかし、このように行き

来している種の多くは、田園や河川だけでなく、市街地環境においても生息可能な種であ

り、キツネやキジ等の市街地環境を生息環境としない種の往来については、確認が減少、

あるいはなくなった。 

以上のことから、工事の進捗により、調査地域内における動物の生息環境の連続性は失

われつつあるものと考えられる。 

 

3) 生態系の指標種 

ア オオタカ（田園環境の上位性） 

事業地及びその周辺において、合計66回確認され、このうち、事業地内では2回確認され

た。 

確認位置を図4.9-4に示す。 

 

イ キツネ（田園環境の上位性） 

事業地内では確認されなかった。事業地外では、春季1地点、夏季2地点、秋季5地点、冬

季7地点で確認された。 

確認位置を図4.9-5に示す。 

 

ウ ゴイサギ（田園環境の典型性：湛水期） 

事後調査では、湛水期には確認されなかった。 

確認位置を図4.9-5に示す。 

 

エ トウキョウダルマガエル（田園環境の典型性：湛水期） 

事業地外において、夏季に1地点で確認された。 

確認位置を図4.9-5に示す。 
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オ ミサゴ（河川環境の上位性） 

事業地及びその周辺において、合計13回確認され、このうち、事業地内では1回確認され

た。 

確認位置を図4.9-6に示す。 

 

カ オオヨシキリ（河川環境の典型性） 

事業地外において、春季に3地点、夏季に1地点で確認された。 

確認位置を図4.9-7(1)～(2)に示す。 

 

キ ウグイ（河川環境の典型性） 

事業地外の笊川上流の4地点において春季に5個体、夏季に5個体、冬季に3個体、笊川下

流において冬季に1個体、名取川の3地点において夏季に3個体、秋季に7個体、冬季に7個体

が確認された。 

確認位置を図4.9-7(1)～(2)に示す。 
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図4.9-5 指標種の確認位置図（キツネ、ゴイサギ、トウキョウダルマガエル）：事後調査

注： 造成範囲の工事期間は平成 29 年 5 月～平成 30 年 1 月に該当する。 
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図4.9-7(1) 指標種の確認位置図（オオヨシキリ、ウグイ）：事後調査 

注： 造成範囲の工事期間は平成 29 年 5 月～平成 30 年 2 月に該当する。 
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図4.9-7(2) 指標種の確認位置図（オオヨシキリ、ウグイ）：事後調査 
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図4.9-9 指標種の確認位置図（キツネ、ゴイサギ、トウキョウダルマガエル）：評価書 
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図4.9-10 指標種の確認位置図（ミサゴ）：評価書 
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図4.9-11 指標種の確認位置図（オオヨシキリ、ウグイ）：評価書 
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(6) 予測結果と調査結果の比較 

1) 生態系の基盤 

生態系の基盤に対する評価書時の予測結果及び事後調査結果による予測の検証結果を表

4.9-3に示す。 

 

表4.9-3 生態系の基盤の変化の検証結果 

生態系の基盤 予測（評価書） 検証結果 

田園環境 田園環境は、工事（切土・盛土・掘削等）

による直接改変を受けて、事業予定地から

消失する。樹林地の伐採等は、できる限り

工事期間の後半に行う配慮を行うが、直接

改変を止めることはできないため、田園環

境に対する影響は大きいと考えられる。 

資材等の運搬や重機の稼働は、騒音・振

動、粉じんなどによる大気汚染、移動力の

高くない動物のロードキル（轢死）等を発

生させるおそれがあるが、田園環境に対す

る影響は、直接改変による影響ほど大きく

はないと考えられる。 

笊川（田園環境・事業予定地外）につい

ては、事業予定地の雨水排水が工事中・供

用後とも既存雨水管渠を経由して放流され

ること、工事の初期には仮設沈砂池を設置

し降雨による土砂や濁水の流入・流出を抑

制する計画であること、調整池の設置によ

り流量を調整すること、及び評価書の8.4

水質及び8.5水象において笊川の水質・水象

への影響はほとんどないと予測されている

ことから、工事中の濁水やpHの変化による

影響及び供用時の流量の変化による影響は

ほとんどないと考えられる。 

・事業地内は、造成工事の進捗により、水田や

樹林地が消失したことから、予測のとおり、

田園環境に対する影響は大きいと考えられ

る。 

・工事車両の走行ルート沿いなどにおいて、轢

死個体は確認されていないことから、現時点

では、資材等の運搬や重機の稼働による影響

はないと考えられる。 

・笊川については、魚類では確認状況に変化が

ないこと、底生動物についても、確認状況に

変化がなく、水質の良好な場所に生息する種

（カワゲラ目やナガレトビケラ類）の減少傾

向もみられなかった。また、環境保全措置と

して計画どおり雨水排水を既存雨水管渠に放

流していること、仮設沈砂池を設置している

ことから、予測のとおり、工事中の濁水やpH

の変化による影響は、ほとんどないと考えら

れる。 

市街地環境 市街地環境は、事業の工事（切土・盛土・

掘削等）による直接の改変はあまり受けな

いため、概ね事業予定地の市街地環境のま

まとなる。資材等の運搬や重機の稼働は、

騒音・振動、粉じんなどによる大気汚染、

移動力の高くない動物のロードキル（轢死）

等を発生させるおそれがあるが、事業予定

地の市街地環境に対する影響は、大きくは

ないと考えられる。 

・市街地環境においては、事業の進捗により改

変が行わているものの、予測のとおり、概ね

環境に変化がなく、工事による影響はほとん

どないと考えられる。 

・工事車両の走行ルート沿いなどにおいて、轢

死個体は確認されていないことから、現時点

では、資材等の運搬や重機の稼働による影響

はないと考えられる。 

河川環境 河川環境は名取川の河道内のみの環境類

型で、事業による直接排水は名取川へは行

われず、濁水も直接流入しないため、事業

の影響はほとんど受けないと考えられる。 

・河川環境の名取川については、事業による改

変等がないこと、事業による直接排水は名取

川へは行われず、濁水も直接流入しないこと

から、事業による影響はほとんどないと考え

られる。 

なお、事後調査では、河畔林が減少したほか、

魚類及び底生動物については、確認されなか

った種もあった。しかし、その要因は河川整

備による伐採や河道の掘削と考えられ、事業

による影響ではないと考えられる。 
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2) 生態系の連続性 

生態系の連続性に対する評価書時の予測結果及び事後調査結果による予測の検証結果を表

4.9-4に示す。 

 

表4.9-4 生態系の連続性の変化の検証結果 

予測（評価書） 検証結果 

工事（切土・盛土・掘削等）による直接改変を受けて、

事業予定地の生態系の基盤のうち、特に田園環境が消失す

ることから、笊川のうち事業予定地北側に接する部分と、

事業予定地外西側の田園環境について、移動能力の高くな

い動物（小型哺乳類、両生類・爬虫類、昆虫類の一部など）

が地表を行き来することが困難になる。 

また、事業予定地と名取川の間には仙台南部道路が存在

するため、現状でも、飛翔力のない動物（哺乳類、両生類・

爬虫類、昆虫類の一部）の移動は分断されているが、例え

ばオオタカのように、移動能力の高い動物（鳥類や昆虫類

の一部）の中には、笊川から名取川までの間を広く利用し

ている種が存在する。事業予定地の田園環境（水田、畑地、

樹林地等）が消失し、休息場所や採餌場所が消失すると、

このような種が笊川と名取川の間を移動しようとする際

に、事業予定地を迂回せざるを得なくなるおそれがある。 

また、資材等の運搬や重機の稼働は、移動力の高くない

動物のロードキル（轢死）等を発生させるおそれがある。 

工事による直接改変により、ほぼ全域が造成され、

田園環境を構成する水田や畑の大部分が消失した。

また、両生類や爬虫類等の移動能力の高くない動物

については、事業地内での確認数が減少したことか

ら、予測のとおり、地表の行き来が困難になったと

考えられる。 

オオタカ等の移動能力の高い動物については、事

業地内の利用が減少していた。予測のとおり、事業

地を迂回している可能性が考えられるが、現時点で

は検証できなかったことから、今後の事後調査をも

って、さらなる検証を行う。 

工事車両の走行ルート周辺では、移動能力の高く

ない動物の轢死個体の確認はなかったことから、現

時点では、資材等の運搬や重機の稼働による影響は

ないと考えられる。 
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3) 生態系の指標種 

生態系の指標種に対する評価書時の予測結果及び事後調査結果による予測の検証結果を表

4.9-5(1)～(5)に示す。 

 

表4.9-5(1) 指標種の検証結果 

種名 
予測（評価書） 

事後調査 検証結果 
予測内容 

田園環境 

上位性 

オオタカ（1/2） 

鳥類 

工事による影響（切

土・盛土・掘削等）、存在

による影響（改変後の地

形、樹木伐採後の状態、

工作物等の出現）に伴う

直接改変の影響につい

て、樹木の伐採等をでき

る限り工事期間の後半に

行う配慮を行うが、工事

中の運搬車両や重機の接

近を避けて、本種が現在

の狩場をほとんど利用し

なくなり、また、工事が

進むにつれて餌動物が減

少するなど、事業予定地

内で本種が採餌できな

い、あるいは成功しにく

い状況が生じ、繁殖を失

敗するおそれや、営巣し

なくなる可能性も生じ

る。事業が本種に及ぼす

影響は、工事中・供用後

とも大きいと考えられ

る。 

事業予定地外には、他

にも、主要な採餌場所（名

取川河畔林や西側の丘陵

樹林等）となっている樹

林地があることが確認さ

れており、これらは事業

による影響をほとんど受

けずに残存するため、そ

れらの採餌場所を利用で

きる個体は、主要な狩場

を変える可能性もある。 

・計66回確認された。評

価書時に確認された3

つがいのうち、事後調

査では、事業地に最も

近い熊野堂ペアのみの

繁殖が確認された。し

かし、熊野堂ペアの営

巣林は評価書時から約

400m北西へ移動し、事

業地から営巣林までの

距離は約1.3kmとなっ

た。 

・新営巣地である五反田

や旧営巣地の高舘熊野

堂、名取川、事業地西

側の富田などの地域を

活動し、採餌行動は主

に集落や樹林周辺で行

うことが多かった。 

・事後調査の結果、評価書時と比較

して確認回数が減少した。その原

因としては、那智が丘ペア及び大

年寺ペアの確認ができなかったこ

と、事業地周辺に集中した調査を

行ったため、調査地点数が少なか

ったことや調査期間が短かったこ

とが挙げられる。 

・採餌行動については、事業地内に

草地環境が存在した冬季(平成29

年1月～3月)には、事業地上空にお

いても探餌が行われていた。一方、

工事が進行した春季以後では、事

業地付近における採餌行動はな

く、名取川周辺や営巣地周辺、富

田地区等の事業地西側の集落周辺

に狩場を変更していたことから、

予測のとおり、採餌行動への影響

は大きいと考えられる。 

・事後調査時の営巣林と事業地の距

離は、約1.3kmとなり、評価書時か

ら約100m遠方(事業地から評価書

時の巣までは約1.2km)となった。

営巣林を変えた要因は、平成26年

度に古巣が崩落したことによるも

のであり、事業による影響ではな

いと考えられる。また、事後調査

では、繁殖の成功も確認されたこ

とから、予測のとおり、事業によ

る影響はほとんどないと考えられ

る。 
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表4.9-5(2) 指標種の検証結果 

種名 
予測（評価書） 

事後調査 検証結果 
予測内容 

田園環境 

上位性 

オオタカ（2/2） 

鳥類 

資材等の運搬や重機の

稼働に伴うロードキル（轢

死）は、本種の生態から、

ほとんどないと考えられ

る。また、現在の至近の営

巣地から事業予定地まで

の距離が約1.2kmと離れて

いることから、工事中の建

設作業騒音による繁殖へ

の影響はないと考えられ

る。なお、工事用車両ルー

トとこの営巣地までは最

も近い箇所で約150ｍ離れ

ており、現況でもこの営巣

地周辺に住宅地が存在し

交通量が見込まれる中で

営巣していることから、交

通騒音には順応している

と考えられる。本事業の工

事用車両台数は最大64台/

日と計画されており、計画

されている工事用車両の

交通増加における交通騒

音ではこの営巣地への影

響はほとんどないと考え

られる。 

  

田園環境 

上位性 

キツネ 

哺乳類 

直接改変により、事業予

定地内の本種の採餌・休息

環境が消失する。名取川の

河畔林等も採餌・休息等に

利用しているものとみら

れるが、事業予定地内と名

取川の間には仙台南部道

路があるため、事業予定地

内が改変されることの影

響は大きいと考えられる。 

ロードキル（轢死）につ

いては、本種は昼間に道路

等に出てくることは少な

いため、資材等の運搬車両

や重機に、本種が衝突する

おそれは大きくないと考

えられる。また、事業予定

地周辺で本種の繁殖は確

認されていないため、工事

中の重機の稼働に伴う騒

音による影響はほとんど

ないと考えられる。 

・事業地外で春季に1地

点、夏季に2地点、秋季

に5地点、冬季に7地点

で確認された。 

・事後調査の結果、事業地内では確

認されなかったことから、予測の

とおり、採餌や休息環境が消失し

たと考えられる。一方、名取川の

河畔林等では事後調査において

も継続して確認されており、現時

点では、予測ほどの影響はなかっ

たものと考えられる。 

・工事車両の走行ルート沿いなどに

おいて、轢死個体の確認はなかっ

たことから、現時点では、資材等

の運搬や重機の稼働に伴う影響

はないと考えられる。また、評価

書時の調査と同様に、事業地周辺

において、本種の繁殖は確認され

なかったことから、予測のとお

り、工事中の重機の稼働に伴う騒

音による影響はほとんどないと

考えられる。 
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表4.9-5(3) 指標種の検証結果 

種名 
予測（評価書） 

事後調査 検証結果 
予測内容 

田園環境 

典型性 

ゴイサギ 

鳥類 

直接改変により、事業予

定地内の本種の採餌・休

息・繁殖環境が消失する。

ただし、現地調査で確認さ

れた個体の多くは、採餌の

ために事業予定地に飛来

したとみられるものの、名

取川や笊川、周辺の農耕地

等を移動して採餌してい

るものとみられ、事業予定

地内の採餌場所の消失の

影響はあるものの大きく

はないと考えられる。ま

た、事業予定地内に、現状

では休息・繁殖場所は確認

されていないため、事業予

定地内の休息・繁殖場所の

消失の影響も大きくはな

いと考えられる。 

事業予定地及びその周

辺に本種の休息・繁殖場所

は確認されていないこと

から、工事中の重機の稼働

に伴う騒音による影響は

小さいと考えられる。ま

た、資材等の運搬や重機の

稼働に伴うロードキル（轢

死）は、本種の生態から、

ほとんどないと考えられ

る。 

・事後調査では、湛水期に

は確認されなかった。 

・事業地内で確認されなかったこと

から、予測のとおり、造成により

採餌環境が消失したと考えられ

る。一方、従前、個体が確認され

ていた事業地外の笊川や農耕地

については、事業の直接の影響は

ないと考えられ、事後調査で確認

されなかったのは偶発的な要因

であることも考えられるため、今

後の事後調査をもって、さらなる

検証を行う。 

・評価書時及び事後調査では本種の

休息・繁殖場所は確認されていな

いことから、予測のとおり、工事

中の重機の稼働に伴う騒音によ

る影響は小さいと考えられる。ま

た、ロードキル(轢死)も確認され

ていないことから、予測のとお

り、資材等の運搬や重機の稼働に

よる影響はないと考えられる。 
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表4.9-5(4) 指標種の検証結果 

種名 
予測（評価書） 

事後調査 検証結果 
予測内容 

田園環境 

典型性 

トウキョウダルマガエル 

両生類 

直接改変により、事業予

定地内の本種の生息・繁殖

環境が消失する。また、資

材等の運搬や重機の稼働

に伴い、ロードキル（轢死）

が増加するおそれがある。

夜間は工事を実施しない

予定であるため、重機の稼

働に伴う騒音・振動による

影響は、ほとんどないと考

えられる。 

工事中の濁水やpHの変

化による影響及び供用時

の流量の変化による影響

については、事業予定地の

雨水排水が工事中・供用後

とも既存雨水管渠を経由

し笊川に放流されること、

工事の初期には仮設沈砂

池を設置し降雨による土

砂や濁水の流入・流出を抑

制する計画であること、調

整池の設置により流量を

調整すること、評価書の8.4

水質及び8.5水象において

笊川の水質・水象への影響

はほとんどないと予測さ

れていることから、ほとん

どないと考えられる。 

・事業地外で夏季に1地点

10個体が確認された。 

・事後調査の結果、事業地内では確

認されなかったことから、予測の

とおり、生息・繁殖環境が消失し

たと考えられる。 

・工事車両の走行ルート沿いなどに

おいて、轢死個体の確認はなかっ

たことから、現時点では、資材等

の運搬や重機の稼働に伴う影響

はないと考えられる。 

 

河川環境 

上位性 

ミサゴ 

鳥類 

本種は事業予定地に一

時的に飛来あるいは通過

したものとみられ、事業予

定地周辺における営巣地

は確認されていない。した

がって、ロードキル（轢

死）、騒音・振動、切土・

盛土・掘削等による直接改

変及び事業の存在につい

て、本種への影響はほとん

どないと考えられる。 

・計13回確認され、出現の

ほとんどが名取川にか

かる位置を利用または

通過した。名取川は狩り

場として利用していた。

なお、繁殖に関する行動

はなかった。 

 

・事後調査の結果、評価書時と比較

して確認回数が減少した。その原

因としては、事業地周辺に集中し

た調査を行ったため、調査地点数

が少なかったことや調査期間が

短かったことが挙げられる。 

・事後調査では、評価書時と同様に、

主として名取川を利用またはそ

の周辺を通過する個体が確認さ

れた。また、繁殖に関する行動は

確認されなかったことから、予測

のとおり、工事による影響はほと

んどないと考えられる。 
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表4.9-5(5) 指標種の検証結果 

種名 
予測（評価書） 

事後調査 検証結果 
予測内容 

河川環境 

典型性 

オオヨシキリ 

鳥類 

本種は事業予定地外で

確認されており、工事中の

ロードキル（轢死）、切土・

盛土・掘削等による直接改

変及び事業の存在による

影響はほとんどないと考

えられる。 

重機による騒音・振動が

繁殖環境に影響を及ぼす

ことについては、本種の確

認されている名取川河川

敷と事業予定地の間に仙

台南部道路があることか

ら、そのおそれはほとんど

ないと考えられる。 

・事業地外で春季に3地点3

個体、夏季に1地点1個体

が確認された。 

・評価書時に確認された事業地外の

名取川については、事後調査にお

いて引き続き個体が確認されて

いること、ロードキル(斃死)は確

認されていないこと、当該地点は

事業による改変等もないことか

ら、予測のとおり、切土・盛土・

掘削等の直接改変による影響は

ほとんどないと考えられる。 

・事後調査で確認された名取川の個

体は、繁殖期間中に囀り等の繁殖

行動が確認されていることから、

予測のとおり、重機による騒音・

振動による影響はほとんどない

と考えられる。 

河川環境 

典型性 

ウグイ 

魚類 

本種は名取川のみで確

認されており、事業による

排水は名取川へは直接流

入しないことから、事業に

よる影響をほとんど受け

ないと考えられる。 

・事業地外の笊川上流で春

季に5個体、夏季に5個

体、冬季に3個体、笊川

下流で冬季に1個体、名

取川で夏季に3個体、秋

季に7個体、冬季に7個体

が確認された。 

・事後調査で確認された事業地外の

笊川上流は、工事中の排水流入地

点よりも上流側であり、本種の生

息環境に及ぼす影響はほとんど

ないと考えられる。また、笊川下

流については、環境保全措置とし

て仮設沈砂池を設置する等、影響

の低減を図っていること、今回の

調査で生息が確認されたことか

ら、本種への影響はほとんどない

と考えられる。 

・評価書時に確認された事業地外の

名取川については、事後調査にお

いて引き続き個体が確認されて

いること、名取川と事業地の間に

は、堤防や仙台南部道路が存在

し、工事中の排水等もないことか

ら、予測のとおり、事業による影

響はほとんどないと考えられる。 
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(7) 環境保全措置の結果 

事後調査の結果、事業地外の田園環境や市街地環境、河川環境については、大きな変化はみら

れなかった。事業地内については、工事に伴う土地の改変により田園環境がほぼ消失する等、植

物、動物の生育・生息環境は、大部分が消失したと考えられ、生態系への影響は総じて大きかっ

たと考えられる。一方で、ロードキル（斃死）は確認されておらず、環境保全措置の一定の効果

があったものと考えられる。 
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4.10. 自然との触れ合いの場：工事による影響 

(1) 調査項目 

資材等の運搬、重機の稼働及び切土・盛土・掘削並びに工事に伴う排水等による自然との

触れ合い活動の場の状況と利用状況への影響を把握するため、以下の項目について現地調査

を行った。 

 

・自然との触れ合いの場の状況 

・利用状況 

 

(2) 調査期間 

調査時期は、工事中の影響を把握する5工区の時期とした。調査期間は、表4.10-1に示すと

おりである。 

 

表4.10-1 調査期間 

調査項目 調査期間 

・自然との触れ合いの場の状況 

・利用状況 

春季：平成29年 5月29日(月) 

夏季：平成29年 8月24日(月) 

秋季：平成29年10月17日(月) 

冬季：平成30年 1月30日(火) 

 

(3) 調査地点 

調査地点は、事業地及び周辺（西側水田・畑）と図4.10-1に示す名取川（中田地区河道整

備）、笊川（笊川地区利用促進）、旧笊川（広瀬川地区水環境整備）の3地点及び笊川（杉の下

橋）である。 

 

(4) 調査方法 

調査方法は表4.10-2に示すとおりである。 

 

表4.10-2 自然との触れ合いの場の調査方法 

調査項目 測定方法 

自然との触れ合いの場の状況 現地踏査及び写真撮影により把握した。 

利用状況 
笊川の遊歩道の利用状況について、杉の下橋にお

いて人数を計測した。 

 

(5) 調査結果 

1) 自然との触れ合いの場の状況 

事業地内は造成により水田環境は消失したが、事業地の周辺西側は引き続き営農されてい

る。 

名取川（中田地区河道整備）、笊川（笊川地区利用促進）、旧笊川（広瀬川地区水環境整備）

の3地点及び笊川（杉の下橋）は、表4.10-3(1)～(3)に示すとおり、特に変化は見られなかっ

た。 



4.10-2 

 
図4.10-1 事後調査地点位置図（自然との触れ合いの場） 
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表4.10-3(1) 自然との触れ合いの場の状況 

調査地点 ①中田地区河道整備（名取川） 

自然との 
触れ合いの場 
の状況 

 

 

春季 

 

夏季 

 

秋季 

 

冬季 

自然との触れ合い 
の場の特性 

親水護岸が整備されており、ゲートボールや野球等の利用が見られる。 

 

表4.10-3(2) 自然との触れ合いの場の状況 

調査地点 ②笊川地区利用促進（笊川） 

自然との 
触れ合いの場 
の状況 

  

  

自然との触れ合い 
の場の特性 

・瀬、淵、拡幅箇所を設け、変化をもたせた整備を行い、水生動物の生息に適
したものとなっている。 

 



4.10-4 

表4.10-3(3) 自然との触れ合いの場の状況 

調査 
地点 

③広瀬川地区水環境整備（旧笊川） 

自
然
と
の
触
れ
合
い
の
場
の
状
況 

春季 夏季 秋季 冬季 

①県道仙台館腰線交差点付近 

    

②大野田地区阿久戸橋付近 

    

③ JR東北本線高架付近 

    

④ 名取大橋交差点地点 

    

自
然
と
の
触
れ
合
い 

の
場
の
特
性 

・仙台地域水循環再構築に基づき、名取川より水を導水し、広瀬川及び旧笊川の水量を確保する施

設整備が実施されている。 

・導水路としては、既存の農業用水路（木流堀）、雨水幹線水路、宮城県管理河川を利用している。 

・導水によって、生態系の保全が図られ、水辺の利活用が増進し、良好な景観も保全されている。 

・植生は笊川と同じくツルヨシが優占し、これにその他の植物が生育している状況である。 
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2) 利用状況 

笊川（杉の下橋）における遊歩道の利用状況は、表4.10-4に示すとおりである。 

 

表4.10-4 笊川(杉の下橋)の利用状況 

調査期間 
利用者数（人） 

午前 午後 計 

春季 平成29年 5月29日 平日 103 155 258 

夏季 平成29年 8月24日 平日 87 55 142 

秋季 平成29年10月17日 平日 115 207 322 

冬季 平成30年 1月30日 平日 58 154 212 

利用状況 ・朝方は富沢駅に向う通勤者、学生を確認した。また、幼稚園バスの巡
回時間帯であることから、河川堤防でバスを待っている親子を見かけ
た。 

・午前は、9時～12時に利用者が多く、昼すぎには減少した。午後は、2
時すぎから、犬をつれた散歩の人や散策、ジョギングの人が見られ、
夕刻17時になると、仕事帰りや帰宅する生徒、散歩の人が増えていた。 

・散策・散歩の人の利用者は、中高年の人が多く、これに対し20代から
40代の家族の利用者は比較的少ないようであった。 

 

 

(6) 予測結果と調査結果の比較 

評価書時の予測結果と事後調査結果の比較は表4.10-5に示すとおりである。 
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表4.10-5 予測結果との比較 

評価書の予測内容 事後調査の検証結果 

事業予定地及び西側は、水田や畑が広がり、
農業用水路が延び、樹林地も点在している身
近な自然との触れ合いの場であり、事業予定
地は直接改変するが、事業予定地西側は改変
されず、工事用車両等が進入することもない
ため、影響は小さいと予測した。 
事業予定地は、現地踏査で確認した10ヶ所
の樹林地について、樹林を所有する地権者に
対して、仙台市の保存樹林制度の紹介などを
行いながら、保全の働きかけを行う。また、4
号公園内に既存樹林地を取り込み、公園管理
者との協議を踏まえて、事業者自ら植栽を実
施することから、影響は軽減されると予測し
た。事業予定地周辺の自然との触れ合いの場
である笊川への直接改変による影響はない。
事業予定地西側(上流側)からの農業用水は、事
業予定地内の道路下に埋設する農業用水路
（新設管渠）に接続させ、事業予定地東側の
既存雨水管渠に流下し、笊川へ排水される。
既存雨水管渠に接続するまでは切り回して事
業予定地東側の既存雨水管渠に流下させるこ
とから笊川への排水量が著しく低下すること
はない。 

事業地は改変されるが、事業地周辺の西
側は改変されず、工事用車両等の進入も無
かったことから影響は最小限に抑えられ
ている。 
事業地内の10ヶ所の樹林地については、
4号公園内に取り込んだ樹林以外は地権者
により伐採が行われたことから全て消失
している（事後調査報告書（工事中その1）
にて報告済み)。 
事業地北側の笊川については、直接の改
変はなく、事業地西側からの農業用水は新
設管渠により事業地東側の既存雨水幹線
に接続させ笊川に排水されることから排
水量が著しく低下することはなかった。 

 

工事中の降雨に伴う濁水が笊川へ排水され
ることから、笊川における触れ合いの場への
影響が考えられるが、仮設沈砂池により濁水
の濃度を低下させ、排水することから、現況
の降雨時の濁水と同程度となり、触れ合いの
場への影響は小さいと予測した。 
名取川における触れ合いの場への影響につ
いては、笊川の濁水の影響が小さく、その濁
水が名取川へ流入したとしても、名取川の流
量が多く、希釈されることから濁水の影響は
さらに小さくなるため、触れ合いの場への影
響は小さいと予測した。 
また、旧笊川は事業予定地からの濁水が排
水される笊川の上流で分かれており、直接の
排水は無いため、影響はないと予測した。 
なお、重機の稼働に伴う大気汚染、粉じん
及び騒音による影響も考えられるが、笊川と
の敷地境界付近の工事は既存家屋が立地して
おり、盛土等工事規模は限られると考えられ、
大気汚染・粉じん及び騒音の影響は小さいこ
とから、触れ合いの場への影響は小さいと予
測した。 

工事中は、降雨時の濁水濃度が現況濃度
を上回ることはあったが、仮設沈砂池を設
置し濁水濃度を低下させたことから、自然
との触れ合いの場としての影響は小さい。 
名取川へは工事中の濁水が笊川を経由
して流入するが、名取川の流量が多く笊川
からの濁水が希釈され低下することから
自然との触れ合いの場への影響は小さい。 
また、旧笊川への直接の排水は無いこと
から影響は無い。 
なお、重機の稼働による大気汚染、粉じ
ん及び騒音についても、影響が小さかった
ことから触れ合い活動への影響は最小限
に抑えられていると考えられる。 

 

 

(7) 環境保全措置の結果 

事後調査の結果、予測との差異はみられなかった。 

これまで行ってきた必要に応じての防塵ネットの設置や散水車による散水、工区を分割して

の段階的施工での重機の一時的な集中がされない工事工程や、低騒音型及び低振動型の重機の

使用及び可能な限りの小型の重機の使用、造成地が長期間裸地のままでなかった等の環境保全

措置により一定の効果があったものと考えられる。 
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4.11. 廃棄物等：工事による影響 

(1) 調査項目 

既存建築物等の撤去に伴い発生する廃棄物及び造成工事に伴い発生する残土について調査

を行った。調査時期は、工事期間全体とした。 

 

(2) 調査期間 

工事期間全体を対象として平成26年4月から平成31年3月までの調査を行った。 

 

(3) 調査地域 

調査地域は、事業地内とした。 

 

(4) 調査方法 

調査は、工事記録の確認及びヒアリングにより行った。 

 

(5) 調査結果 

事業地内の構造物の解体や造成により発生した廃棄物は、表4.11-1に示すとおりである。 

工事により発生した廃棄物で最も多かったのはコンクリートがら12,494.6㎥であり、次い

でアスコンがら7,054.8㎥、伐採・伐根材及び伐採木5,147.0㎥、木くず987.1㎥、廃プラスチ

ック798.4㎥、混合廃棄物170.0㎥の順であった。金属くずは発生しなかった。混合廃棄物は、

当初想定していなかったが、文化財調査時に発生したものであり、今回の工事期間中の発生

はなかった。 

これらの発生した廃棄物は、処理業者により回収され、仙台市内の中間処理施設において

コンクリートがらやアスコンがらは全量粉砕し、再生アスコン、再生骨材等に再資源化され、

伐採・伐根材及び伐採木は木チップに、廃プラスチックはプラスチック原料に再生され、混

合廃棄物も中間処理施設において選別後上記処理を行った。 

また、再資源化されないものについては、仙台市内の安定型埋立処分場及び市外の管理型

埋立処分場において埋立て処分とした。 

なお、本事業では造成による切土は、盛土材として場内で利用しているため、残土は発生

していない。 

 



4.11-2 

表4.11-1 廃棄物発生量 

名 称 
数 量

(㎥) 

再資源化率

(％) 
備 考 

アスコンがら 7,054.8 100  

コンクリートがら 12,494.6 100  

伐採･伐根材及び伐採木 5,147.0 100 
伐採・伐根材：1,764.0㎥ 
伐採木：3,383.0㎥ 

木くず 987.1 100 
文化財調査伐採材(竹･根)  
現場発生木材 

廃プラスチック 798.4 60 
現場発生(プレスト管･リブ管ほか) 
残置廃棄物 

金属くず 0.0 －  

混合廃棄物(安定型) 170.0 80 文化財調査時発生廃棄物 

残土 0.0 100 
切土は盛土材として利用するため、残土は
発生しない。 

※再資源化率は処理業者からのヒアリングによる。 

※混合廃棄物(安定型)とは、有害物や有機物が付着しておらず、雨水等にさらされてもほとんど変化しない廃プ

ラスチック類、ゴムくず、金属くず、ガラスくず・コンクリートくず・陶磁器くず、がれき類の安定5品目を

いう。 

 

(6) 予測結果と調査結果の比較 

予測結果と調査結果の比較は、表4.11-3に示すとおりである。 

工事期間約5年間における廃棄物発生量は、アスコンがらが予測結果比約801％、コンクリ

ートがらが同174.5％、伐採･伐根材及び伐採木が同113％、木くずが同270％、廃プラスチッ

クが同1,438％となった。金属くずについては、現時点では発生していない。 

事後調査結果が予測結果を上回った要因は、予測では現況測量等で把握できる地表部の状

況から廃棄物量を推定していたが、コンクリートがらについては、予測時に想定していた以

上の農業排水路の基礎コンクリート等の地下構造物が存在したことによる。また、アスコン

がらについては、当初、既存の道路は現況のまま使用する計画としていたが、「良い街づくり」

の観点から全てやり直すことになったため増大した。 

木くずについては、放置されていた木片や倉庫等の処分によるものである。 

再資源化率に関しては、アスコンがら、コンクリートがら、木くずが予測時を上回ってお

り、100％の再資源化率を確保している。また、予測時に再資源化率を予測していなかった伐

採・伐根材及び伐採木についても100％再資源化しているとともに、廃プラスチック、混合廃

棄物についても可能な限り再資源化に努めている。 

なお、体積(㎥)から重量(t)への換算は、表4.11-2に示す重量換算係数を用いた。 
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表4.11-2 産業廃棄物の種類ごとの重量換算係数 

種 類 

換算 

係数 

(t/㎥) 

出 典 

アスコンがら 1.8 「平成17年度建設副産物実態調査」（平成18年、国土交通省） 

コンクリートがら 0.207 
「木造建築物解体工事の現場」 

（平成12年、全国解体工事業団体連合会） 

伐採･伐根材及び伐採木 0.55 
「産業廃棄物管理票に関する報告書及び電子マニフェストの普及について 

（通知）」（平成18年、環境省） 

木くず 0.15 「建築系混合廃棄物の原単位調査報告書」 

（平成24年11月 社団法人日本建設業連合会 環境委員会 建築副産物専門部会） 

混合廃棄物の組成分析調査の換算係数表 廃プラスチック 0.09 

金属くず 0.006 
「木造建築物解体工事の現場」 

（平成12年、全国解体工事業団体連合会） 

 

表4.11-3 予測結果と調査結果の比較 

種 類 
予測結果 

調査結果 

（事後調査(工事中その1・その2) 

及び本事後調査の累計） 

発生量 再資源化率 発生量 再資源化率 

アスコンがら 1,584.9t 98％ 12,698.7t 100％ 

コンクリートがら 1,482.4t 98％ 2,586.4t 100％ 

伐採･伐根材及び伐採木 2,491.3t － 2,830.9t 100％ 

木くず 54.8t※ 95％ 148.1t 100％ 

廃プラスチック 5.0t － 71.9t 60％ 

金属くず 12.76t － 0.0t － 

混合廃棄物(安定型) － － 170㎥ 80％ 

残土 0.0㎥ － 0.0㎥ － 

※ 予測時点では、「木造建築物解体工事の現場」（平成12年、全国解体工事業団体連合会）による換算係数0.9を

用い32.9tとしていたが、より新しい「建築系混合廃棄物の原単位調査報告書」（平成24年11月 社団法人日本

建設業連合会 環境委員会 建築副産物専門部会）をもとに再計算した。 

 

(7) 環境保全措置の結果 

事後調査における発生量が予測を上回った廃プラスチック、混合廃棄物については再資源

化率60～80％だったものの、他については100％となっており、これまで行ってきた環境保全

措置による一定の効果があったものと考えられる。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資 料 編 

１．騒音 

２．振動 

３．植物、動物、生態系 



 1.騒音
騒音測定結果総括表

業 務 名：仙台市富沢駅西土地区画整理事業環境影響評価事後調査
測 定 日：平成29年12月21日（木） 06:00 ～ 平成29年12月21日（木） 22:00
測定場所：⑤敷地境界

等価騒音
レベル
(dB)

最大騒音
レベル
(dB)

開始時刻 終了時刻 LAeq LA5 LA10 LA50 LA90 LA95 LAmax
6:00 6:10 41.7 43.8 43.2 41.4 39.9 39.5 48.7 0

12月21日 6:10 6:20 43.1 45.7 44.6 42.3 40.6 40.3 57.7 0
6:00 6:20 6:30 42.2 44.8 43.7 41.3 40.1 39.8 53.5 0
～ 6:30 6:40 44.7 46.9 45.3 42.3 40.2 39.8 66.2 0
7:00 6:40 6:50 44.9 47.7 46.6 43.6 41.8 41.5 59.6 0

6:50 7:00 45.0 47.8 46.8 44.4 42.9 42.6 54.1 0
43.8 46.1 45.0 42.5 40.9 40.5 66.2 (0:6個) -

7:00 7:10 45.7 48.0 47.1 45.3 43.9 43.4 56.7 0
7:10 7:20 46.8 49.1 48.4 46.4 45.2 44.8 56.5 0

7:00 7:20 7:30 46.1 48.0 47.2 45.4 43.5 42.8 61.2 0
～ 7:30 7:40 42.9 45.8 44.4 42.2 41.0 40.6 56.8 0
8:00 7:40 7:50 42.3 44.3 43.7 42.0 40.8 40.4 50.4 0

7:50 8:00 43.4 46.1 45.0 42.4 41.2 41.0 54.8 0
44.9 46.8 45.9 43.9 42.6 42.1 61.2 (0:6個) -

8:00 8:10 44.5 47.8 46.5 43.5 41.8 41.5 58.5 0
8:10 8:20 45.8 48.4 47.5 45.2 43.1 42.7 57.2 0

8:00 8:20 8:30 49.9 53.7 48.9 45.8 44.1 43.7 67.4 0
～ 8:30 8:40 57.9 64.6 62.0 46.8 43.3 42.8 74.2 1 ヘリ飛行音
9:00 8:40 8:50 48.0 52.4 50.6 45.4 42.2 41.6 64.3 0

8:50 9:00 43.8 46.6 45.6 43.2 41.0 40.4 55.5 0
47.0 49.7 47.8 44.6 42.4 41.9 67.4 (0:5個) -

9:00 9:10 46.0 51.5 49.1 43.8 41.6 41.1 57.1 0
9:10 9:20 45.4 48.3 46.2 42.2 40.0 39.6 61.6 0

9:00 9:20 9:30 65.3 72.8 68.7 45.1 41.6 41.0 82.3 1 ヘリ飛行音
～ 9:30 9:40 45.5 48.2 46.2 42.5 40.6 40.1 63.3 0
10:00 9:40 9:50 45.9 51.4 48.5 43.5 40.8 40.1 59.0 0

9:50 10:00 43.4 46.5 45.2 42.3 40.9 40.6 55.0 0
45.3 49.1 47.0 42.8 40.7 40.3 63.3 (0:5個) -

10:00 10:10 42.4 46.0 44.7 41.5 39.5 38.9 51.8 0
10:10 10:20 40.2 43.1 42.0 39.7 38.1 37.7 53.4 0

10:00 10:20 10:30 42.8 45.4 44.0 40.4 38.1 37.5 61.1 0
～ 10:30 10:40 43.2 47.9 46.2 41.7 38.5 37.8 53.3 0
11:00 10:40 10:50 45.0 48.1 46.6 43.7 41.8 41.4 57.7 0

10:50 11:00 46.3 50.6 49.1 44.8 42.7 42.3 61.6 0
43.8 46.8 45.4 41.9 39.7 39.2 61.6 (0:6個) -

11:00 11:10 46.0 49.6 48.4 45.1 43.0 42.5 57.2 0
11:10 11:20 46.1 49.3 48.5 45.4 43.3 42.9 55.4 0

11:00 11:20 11:30 45.4 48.4 47.4 44.5 42.6 42.1 56.2 0
～ 11:30 11:40 45.6 49.4 48.3 44.1 41.8 41.4 56.3 0
12:00 11:40 11:50 45.6 49.3 47.8 44.3 42.8 42.3 57.0 0

11:50 12:00 46.7 49.5 47.3 44.1 41.6 41.0 62.4 0
45.9 49.2 47.9 44.5 42.5 42.0 62.4 (0:6個) -

12:00 12:10 44.8 47.1 44.5 40.7 38.4 38.0 63.9 0
12:10 12:20 42.3 46.6 44.7 40.4 38.3 37.8 57.7 0

12:00 12:20 12:30 42.0 45.3 43.9 40.6 38.9 38.5 56.7 0
～ 12:30 12:40 40.7 43.4 42.2 39.5 38.0 37.5 59.2 0
13:00 12:40 12:50 44.0 49.9 45.9 40.6 38.4 37.9 61.8 0

12:50 13:00 41.4 44.8 43.2 40.1 38.5 38.1 54.4 0
42.8 46.1 44.0 40.3 38.4 37.9 63.9 (0:6個) -

13:00 13:10 47.0 51.1 49.3 43.3 40.7 40.2 67.0 0
13:10 13:20 46.3 49.3 48.2 45.1 43.2 42.8 64.5 0

13:00 13:20 13:30 46.3 50.2 48.8 45.1 42.5 42.0 60.4 0
～ 13:30 13:40 45.0 48.1 47.0 44.1 41.9 41.1 56.4 0
14:00 13:40 13:50 47.1 50.9 49.7 45.9 43.7 43.2 56.4 0

13:50 14:00 50.3 55.1 53.7 48.1 44.5 43.9 62.9 0
47.4 50.7 49.4 45.2 42.7 42.2 67.0 (0:6個) -

（注）観測時間平均において、LAmaxは最大値。

（注）観測時間平均値は、小数点第二位以下を切り捨て少数点第一位までを表記した。

観測時間平均

観測時間平均

観測時間平均

観測時間平均

観測時間平均

観測時間平均

観測時間平均

観測時間平均

観測時間
実測時間区分 時間率騒音レベル(dB)

除外音による
欠測の有無
0:有効
1:無効

欠測の場合
その理由
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騒音測定結果総括表

業 務 名：仙台市富沢駅西土地区画整理事業環境影響評価事後調査
測 定 日：平成29年12月21日（木） 06:00 ～ 平成29年12月21日（木） 22:00
測定場所：⑤敷地境界

等価騒音
レベル
(dB)

最大騒音
レベル
(dB)

開始時刻 終了時刻 LAeq LA5 LA10 LA50 LA90 LA95 LAmax

観測時間
実測時間区分 時間率騒音レベル(dB)

除外音による
欠測の有無
0:有効
1:無効

欠測の場合
その理由

14:00 14:10 48.0 52.6 50.7 46.0 43.1 42.7 59.9 0
12月21日 14:10 14:20 44.8 48.8 47.5 43.6 41.8 41.2 54.8 0
14:00 14:20 14:30 45.2 48.6 47.5 43.7 41.1 40.6 66.5 0
～ 14:30 14:40 45.6 49.0 47.9 44.5 42.4 42.0 56.7 0
15:00 14:40 14:50 52.0 57.0 50.0 45.8 44.1 43.7 69.3 1 ヘリ飛行音

14:50 15:00 48.3 50.7 48.7 45.1 42.6 41.9 66.2 1 ヘリ飛行音
46.1 49.7 48.4 44.4 42.1 41.6 66.5 (0:4個) -

15:00 15:10 45.1 50.4 48.4 43.2 41.1 40.4 57.2 0
15:10 15:20 45.7 48.8 47.7 45.0 43.2 42.4 54.6 0

15:00 15:20 15:30 44.5 47.7 46.9 43.6 41.5 41.1 59.0 0
～ 15:30 15:40 53.1 52.8 50.8 46.5 44.6 44.2 73.3 1 子供の声
16:00 15:40 15:50 47.1 49.2 48.4 46.5 44.8 44.1 58.8 0

15:50 16:00 47.0 50.1 49.0 45.5 43.0 42.6 62.1 0
46.0 49.2 48.0 44.7 42.7 42.1 62.1 (0:5個) -

16:00 16:10 46.3 48.7 47.9 45.7 44.2 43.8 62.4 0
16:10 16:20 46.9 50.2 49.4 46.0 43.8 43.3 59.8 0

16:00 16:20 16:30 48.5 50.1 48.9 46.2 44.3 43.8 69.6 0
～ 16:30 16:40 48.7 52.2 51.1 47.7 44.2 43.7 60.9 0
17:00 16:40 16:50 47.7 51.5 50.7 46.5 44.8 43.8 55.8 0

16:50 17:00 45.6 49.3 47.1 44.3 42.0 41.6 62.9 0
47.4 50.3 49.1 46.0 43.8 43.3 69.6 (0:6個) -

17:00 17:10 45.5 48.2 46.6 43.2 41.1 40.8 71.2 0
17:10 17:20 43.5 46.4 45.4 42.7 40.8 40.3 55.1 0

17:00 17:20 17:30 43.5 45.6 44.8 43.1 42.1 41.8 51.4 0
～ 17:30 17:40 44.0 47.1 45.7 42.7 41.2 40.8 57.3 0
18:00 17:40 17:50 43.7 46.6 45.5 42.7 40.9 40.6 57.4 0

17:50 18:00 45.0 48.1 47.0 44.2 43.0 42.6 53.8 0
44.3 47.0 45.8 43.1 41.5 41.1 71.2 (0:6個) -

18:00 18:10 45.3 47.9 46.8 44.4 43.2 43.0 59.1 0
18:10 18:20 45.4 48.0 47.0 45.0 43.7 43.3 52.9 0

18:00 18:20 18:30 45.3 48.0 46.8 44.7 43.3 42.9 56.4 0
～ 18:30 18:40 46.2 48.6 47.8 45.7 44.2 43.9 64.5 0
19:00 18:40 18:50 45.7 48.7 47.7 44.9 43.4 43.1 54.7 0

18:50 19:00 46.0 48.4 47.7 45.4 43.9 43.6 59.7 0
45.7 48.2 47.3 45.0 43.6 43.3 64.5 (0:6個) -

19:00 19:10 46.2 49.0 48.0 45.1 43.6 43.3 66.6 0
19:10 19:20 44.8 46.8 46.2 44.5 43.2 42.9 53.8 0

19:00 19:20 19:30 44.8 46.7 46.1 44.5 43.2 42.9 52.2 0
～ 19:30 19:40 44.3 46.5 45.6 43.8 42.6 42.2 56.0 0
20:00 19:40 19:50 44.3 46.8 45.8 44.0 42.4 42.1 53.8 0

19:50 20:00 44.1 45.7 45.3 43.6 42.2 42.0 58.2 0
44.8 46.9 46.1 44.2 42.8 42.5 66.6 (0:6個) -

20:00 20:10 44.5 47.0 45.8 43.9 42.2 41.7 53.7 0
20:10 20:20 44.4 46.5 45.7 43.7 42.1 41.6 58.1 0

20:00 20:20 20:30 44.5 47.2 46.2 44.0 42.2 41.9 52.3 0
～ 20:30 20:40 44.2 46.9 46.0 43.8 42.0 41.6 52.2 0
21:00 20:40 20:50 44.2 46.6 45.7 43.8 42.3 42.0 51.9 0

20:50 21:00 43.7 46.0 45.2 43.4 41.9 41.7 50.6 0
44.3 46.7 45.7 43.7 42.1 41.7 58.1 (0:6個) -

21:00 21:10 42.5 45.4 44.7 41.8 40.4 40.0 48.8 0
21:10 21:20 42.9 46.6 45.1 41.7 40.2 39.8 52.6 0

21:00 21:20 21:30 42.7 45.4 44.7 42.2 40.5 40.0 51.0 0
～ 21:30 21:40 43.1 45.2 44.4 42.5 41.1 40.8 59.6 0
22:00 21:40 21:50 43.4 45.6 44.7 42.6 40.9 40.6 59.1 0

21:50 22:00 42.8 44.6 44.0 42.4 41.2 41.0 58.3 0
42.9 45.4 44.6 42.2 40.7 40.3 59.6 (0:6個) -

時間区分
平均値

45 48 47 44 42 41 71 - -

（注）観測時間平均及び時間区分平均値において、LAmaxは最大値。

（注）観測時間平均値は、小数点第二位以下を切り捨て少数点第一位までを表記した。

（注）時間区分平均値は、小数点第一位を四捨五入した整数値とした。

昼間（16時間）
6:00～22:00

観測時間平均

観測時間平均

観測時間平均

観測時間平均

観測時間平均

観測時間平均

観測時間平均

観測時間平均
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騒音測定結果総括表

業 務 名：仙台市富沢駅西土地区画整理事業環境影響評価事後調査
測 定 日：平成29年12月21日（木） 06:00 ～ 平成29年12月21日（木） 22:00
測定場所：⑥最大騒音レベル出現地点（北側）

等価騒音
レベル
(dB)

最大騒音
レベル
(dB)

開始時刻 終了時刻 LAeq LA5 LA10 LA50 LA90 LA95 LAmax
6:00 6:10 42.1 44.1 43.5 41.5 39.7 39.3 57.8 1 点検作業音

12月21日 6:10 6:20 40.2 42.4 41.7 39.8 38.2 37.8 50.1 0
6:00 6:20 6:30 43.3 44.1 42.8 40.1 38.3 37.9 73.1 1 点検作業音
～ 6:30 6:40 41.4 44.3 43.0 40.6 38.7 38.4 53.7 0
7:00 6:40 6:50 42.2 44.4 43.8 41.9 39.8 39.4 52.1 0

6:50 7:00 43.7 46.3 45.3 43.4 41.5 41.3 50.3 0
42.0 44.3 43.4 41.4 39.5 39.2 53.7 (0:4個) -

7:00 7:10 42.9 44.7 44.3 42.8 40.9 40.5 51.7 0
7:10 7:20 44.9 46.7 46.3 44.7 43.3 43.0 52.1 0

7:00 7:20 7:30 43.0 45.8 45.1 42.4 41.0 40.7 54.4 0
～ 7:30 7:40 40.8 42.8 42.2 40.6 39.5 39.1 48.7 0
8:00 7:40 7:50 39.4 40.9 40.5 39.3 38.1 37.6 47.9 0

7:50 8:00 39.9 42.2 41.1 39.4 38.4 38.2 52.7 0
42.2 43.8 43.2 41.5 40.2 39.8 54.4 (0:6個) -

8:00 8:10 43.0 46.1 44.8 41.9 40.2 39.8 59.1 0
8:10 8:20 48.7 53.4 50.6 46.8 42.7 42.3 62.4 0

8:00 8:20 8:30 52.2 58.3 56.1 48.1 45.8 43.6 64.9 0
～ 8:30 8:40 54.9 62.6 57.3 44.1 40.9 40.2 72.1 1 ヘリ飛行音
9:00 8:40 8:50 48.9 55.2 52.2 45.3 39.7 39.1 62.7 0

8:50 9:00 49.4 55.3 52.6 46.2 43.8 43.0 64.2 0
49.3 53.6 51.2 45.6 42.4 41.5 64.9 (0:5個) -

9:00 9:10 52.1 58.5 56.3 47.9 45.8 45.2 66.0 0
9:10 9:20 49.2 53.7 51.2 46.9 44.8 44.2 64.9 0

9:00 9:20 9:30 65.6 72.6 66.5 49.1 46.9 46.4 82.0 1 ヘリ飛行音
～ 9:30 9:40 47.9 51.3 49.5 46.5 43.9 42.9 61.8 0
10:00 9:40 9:50 50.1 55.8 52.4 45.7 40.6 39.8 66.6 0

9:50 10:00 44.6 48.5 46.6 42.0 38.8 38.3 62.6 0
49.4 53.5 51.2 45.8 42.7 42.0 66.6 (0:5個) -

10:00 10:10 42.4 45.2 43.6 38.5 37.0 36.7 61.0 0
10:10 10:20 47.3 52.7 49.7 43.9 41.7 41.1 67.1 0

10:00 10:20 10:30 48.0 53.7 50.7 44.5 42.1 41.3 64.1 0
～ 10:30 10:40 47.7 53.0 49.9 44.2 41.8 41.1 67.9 0
11:00 10:40 10:50 48.3 52.7 49.7 45.7 43.5 42.9 67.5 0

10:50 11:00 48.7 53.8 51.0 45.9 43.9 43.6 64.6 0
47.5 51.8 49.1 43.7 41.6 41.1 67.9 (0:6個) -

11:00 11:10 49.2 54.6 51.9 45.7 41.5 41.0 65.7 0
11:10 11:20 47.8 52.6 49.5 45.3 42.7 42.2 64.6 0

11:00 11:20 11:30 47.8 52.1 50.0 45.2 42.3 41.7 66.2 0
～ 11:30 11:40 47.2 51.1 49.0 45.4 43.0 42.2 67.4 0
12:00 11:40 11:50 48.7 52.9 50.9 45.9 44.1 43.7 66.0 0

11:50 12:00 46.6 51.3 49.2 44.0 40.0 39.4 65.1 0
47.9 52.4 50.0 45.2 42.2 41.7 67.4 (0:6個) -

12:00 12:10 40.4 44.2 43.1 38.9 37.1 36.5 57.6 0
12:10 12:20 41.6 45.2 42.7 39.0 37.1 36.4 59.0 0

12:00 12:20 12:30 39.5 42.2 41.3 39.1 37.4 36.8 46.9 0
～ 12:30 12:40 38.7 40.6 40.0 38.5 37.2 36.8 43.8 0
13:00 12:40 12:50 39.9 43.2 42.1 39.1 37.1 36.4 51.1 0

12:50 13:00 39.3 42.0 41.4 38.8 37.0 36.6 45.5 0
40.0 42.9 41.7 38.9 37.1 36.5 59.0 (0:6個) -

13:00 13:10 47.6 50.7 49.1 45.9 41.0 40.1 69.4 0
13:10 13:20 49.0 52.7 50.7 46.9 44.7 44.3 68.9 0

13:00 13:20 13:30 49.1 54.4 52.1 46.4 44.2 43.5 62.4 0
～ 13:30 13:40 50.2 57.1 53.5 46.2 43.4 42.6 62.6 0
14:00 13:40 13:50 48.2 52.9 50.4 45.7 43.8 43.1 65.2 0

13:50 14:00 49.4 55.0 52.3 46.6 43.8 42.8 67.2 0
49.0 53.8 51.3 46.2 43.4 42.7 69.4 (0:6個) -

（注）観測時間平均において、LAmaxは最大値。

（注）観測時間平均値は、小数点第二位以下を切り捨て少数点第一位までを表記した。

観測時間平均

観測時間平均

観測時間平均

観測時間平均

観測時間平均

観測時間平均

観測時間平均

観測時間平均

観測時間
実測時間区分 時間率騒音レベル(dB)

除外音による
欠測の有無
0:有効
1:無効

欠測の場合
その理由
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騒音測定結果総括表

業 務 名：仙台市富沢駅西土地区画整理事業環境影響評価事後調査
測 定 日：平成29年12月21日（木） 06:00 ～ 平成29年12月21日（木） 22:00
測定場所：⑥最大騒音レベル出現地点（北側）

等価騒音
レベル
(dB)

最大騒音
レベル
(dB)

開始時刻 終了時刻 LAeq LA5 LA10 LA50 LA90 LA95 LAmax

観測時間
実測時間区分 時間率騒音レベル(dB)

除外音による
欠測の有無
0:有効
1:無効

欠測の場合
その理由

14:00 14:10 53.0 59.3 56.9 48.4 44.8 44.0 66.5 0
12月21日 14:10 14:20 46.9 52.2 49.7 44.2 41.5 41.0 60.5 0
14:00 14:20 14:30 47.1 53.0 49.0 42.7 39.4 38.9 65.9 0
～ 14:30 14:40 45.6 49.9 47.4 43.0 39.2 38.7 63.7 0
15:00 14:40 14:50 53.6 60.1 55.5 46.4 43.9 43.3 69.2 1 ヘリ飛行音

14:50 15:00 50.5 56.0 52.9 46.3 43.7 43.1 67.6 1 ヘリ飛行音
49.3 53.6 50.7 44.5 41.2 40.6 66.5 (0:4個) -

15:00 15:10 46.9 52.2 50.2 44.2 38.8 38.2 62.9 0
15:10 15:20 43.1 45.6 45.0 43.1 39.9 39.3 51.0 0

15:00 15:20 15:30 48.2 53.1 50.7 45.2 42.6 41.8 65.8 0
～ 15:30 15:40 50.5 54.3 52.9 48.9 46.7 46.2 65.9 0
16:00 15:40 15:50 50.5 55.5 53.2 48.0 46.4 45.9 65.7 0

15:50 16:00 50.1 55.5 53.2 47.4 45.3 44.7 62.4 0
48.9 52.7 50.8 46.1 43.2 42.6 65.9 (0:6個) -

16:00 16:10 51.8 57.3 55.4 49.0 45.5 45.1 64.8 0
16:10 16:20 52.4 57.2 55.9 50.0 46.9 46.4 64.6 0

16:00 16:20 16:30 52.1 57.0 56.5 48.7 47.0 46.7 61.3 0
～ 16:30 16:40 56.1 59.4 58.7 55.8 49.1 48.3 63.4 0
17:00 16:40 16:50 52.5 57.8 56.3 50.2 47.3 46.6 63.3 0

16:50 17:00 48.2 52.3 51.5 44.1 40.6 40.0 66.3 0
52.8 56.8 55.7 49.6 46.0 45.5 66.3 (0:6個) -

17:00 17:10 41.6 44.4 43.0 40.9 39.8 39.3 54.0 0
17:10 17:20 40.3 42.1 41.6 40.2 38.7 38.4 45.1 0

17:00 17:20 17:30 41.8 44.0 43.5 41.5 40.3 39.9 45.4 0
～ 17:30 17:40 40.9 42.4 41.9 40.7 39.8 39.5 46.8 0
18:00 17:40 17:50 41.0 42.9 42.5 40.9 39.4 39.2 44.8 0

17:50 18:00 42.6 44.2 43.7 42.5 41.5 41.2 46.6 0
41.4 43.3 42.7 41.1 39.9 39.5 54.0 (0:6個) -

18:00 18:10 43.3 45.0 44.5 43.1 42.1 41.9 48.9 0
10月15日 18:10 18:20 44.1 45.8 45.5 43.9 42.4 42.1 50.9 0
18:00 18:20 18:30 43.1 45.6 44.9 42.7 41.5 41.3 48.4 0
～ 18:30 18:40 44.4 46.4 46.0 44.4 42.6 42.3 47.7 0
19:00 18:40 18:50 44.1 46.2 45.5 43.6 42.2 41.8 59.3 0

18:50 19:00 44.6 46.7 46.2 44.4 42.6 42.0 51.8 0
44.0 45.9 45.4 43.6 42.2 41.9 59.3 (0:6個) -

19:00 19:10 44.6 47.4 46.4 44.0 42.8 42.5 54.3 0
19:10 19:20 43.6 45.6 45.1 43.4 42.1 41.8 51.5 0

19:00 19:20 19:30 43.9 45.5 45.1 43.8 42.6 42.3 49.3 0
～ 19:30 19:40 43.0 45.0 44.4 42.8 41.6 41.3 47.6 0
20:00 19:40 19:50 43.0 45.0 44.5 42.7 41.6 41.4 47.8 0

19:50 20:00 42.9 44.8 44.3 42.7 41.3 41.0 48.3 0
43.6 45.5 44.9 43.2 42.0 41.7 54.3 (0:6個) -

20:00 20:10 43.5 45.6 44.9 43.1 41.3 41.0 56.2 0
20:10 20:20 43.0 45.5 44.8 42.7 40.9 40.6 49.4 0

20:00 20:20 20:30 43.7 46.5 45.5 43.2 41.2 40.8 52.0 0
～ 20:30 20:40 42.9 45.3 44.5 42.7 40.9 40.5 50.1 0
21:00 20:40 20:50 43.0 45.1 44.5 42.8 41.3 41.0 48.8 0

20:50 21:00 42.6 45.0 44.3 42.2 40.4 40.1 51.2 0
43.1 45.5 44.7 42.7 41.0 40.6 56.2 (0:6個) -

21:00 21:10 40.5 42.5 41.9 40.3 39.0 38.6 47.9 0
21:10 21:20 40.0 42.7 42.0 39.4 37.5 36.9 46.7 0

21:00 21:20 21:30 40.7 43.2 42.6 40.3 38.3 37.8 45.8 0
～ 21:30 21:40 41.0 42.8 42.2 40.8 39.6 39.3 48.0 0
22:00 21:40 21:50 41.8 44.6 43.8 41.2 39.5 39.2 49.9 0

21:50 22:00 42.4 45.7 44.6 41.6 40.0 39.6 53.7 0
41.1 43.5 42.8 40.6 38.9 38.5 53.7 (0:6個) -

時間区分
平均値

47 49 47 44 42 41 69 - -

（注）観測時間平均及び時間区分平均値において、LAmaxは最大値。

（注）観測時間平均値は、小数点第二位以下を切り捨て少数点第一位までを表記した。

（注）時間区分平均値は、小数点第一位を四捨五入した整数値とした。

観測時間平均
昼間（16時間）
6:00～22:00

観測時間平均

観測時間平均

観測時間平均

観測時間平均

観測時間平均

観測時間平均

観測時間平均
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 2.振動
振動測定結果総括表

業 務 名：仙台市富沢西土地区画整理事業環境影響評価事後調査
測 定 日：平成29年12月21日（木） 06:00 ～ 平成29年12月21日（木） 22:00
測定場所：⑤敷地境界

最大振動
レベル
(dB)

開始時刻 終了時刻 LV5 LV10 LV50 LV90 LV95 LVmax
6:00 6:10 17.2 13.8 11.0 9.3 8.9 23.7 0

12月21日 6:10 6:20 23.5 21.8 13.4 10.5 10.0 30.7 0
6:00 6:20 6:30 19.6 17.2 12.2 10.3 9.8 30.1 0
～ 6:30 6:40 27.3 22.1 13.9 11.7 11.1 36.0 0
7:00 6:40 6:50 25.4 22.9 14.3 11.3 10.8 35.4 0

6:50 7:00 23.3 20.6 13.4 11.3 11.0 33.3 0
22.7 19.7 13.0 10.7 10.2 36.0 (0:6個) -

7:00 7:10 30.3 27.0 17.3 12.8 12.3 37.1 0
7:10 7:20 28.6 24.3 15.1 12.0 11.6 41.0 0

7:00 7:20 7:30 27.1 24.6 16.8 13.1 12.5 34.0 0
～ 7:30 7:40 25.0 21.9 14.9 12.3 11.5 38.3 0
8:00 7:40 7:50 22.7 20.9 14.3 11.8 11.1 26.6 0

7:50 8:00 26.3 24.4 18.2 13.9 13.1 33.1 0
26.6 23.8 16.1 12.6 12.0 41.0 (0:6個) -

8:00 8:10 29.6 27.3 18.9 14.1 13.6 38.6 0
8:10 8:20 32.3 30.9 24.5 18.3 17.0 44.7 0

8:00 8:20 8:30 31.7 30.1 23.6 19.9 18.8 42.0 0
～ 8:30 8:40 47.3 40.7 27.9 20.5 19.0 54.9 0
9:00 8:40 8:50 30.3 28.0 21.7 17.2 16.2 40.2 0

8:50 9:00 29.4 27.9 21.7 18.2 17.4 36.0 0
33.4 30.8 23.0 18.0 17.0 54.9 (0:6個) -

9:00 9:10 32.5 30.3 24.4 20.5 19.3 48.9 0
9:10 9:20 34.8 29.3 20.4 16.5 15.7 44.4 0

9:00 9:20 9:30 32.5 30.8 26.1 22.1 20.9 38.7 0
～ 9:30 9:40 34.3 32.0 24.4 17.7 16.9 43.4 0
10:00 9:40 9:50 30.3 27.7 21.3 17.4 16.8 40.8 0

9:50 10:00 27.3 24.7 19.7 16.5 15.9 39.7 0
31.9 29.1 22.7 18.4 17.5 48.9 (0:6個) -

10:00 10:10 28.4 26.4 19.3 16.1 15.5 37.2 0
10:10 10:20 23.8 21.0 17.2 15.0 14.4 30.0 0

10:00 10:20 10:30 29.0 27.1 19.1 15.4 14.7 43.2 0
～ 10:30 10:40 28.8 26.6 19.5 16.1 15.4 34.7 0
11:00 10:40 10:50 28.5 24.5 19.0 16.0 15.3 44.4 0

10:50 11:00 27.8 24.8 18.2 15.3 14.8 37.1 0
27.7 25.0 18.7 15.6 15.0 44.4 (0:6個) -

11:00 11:10 30.0 27.7 20.3 16.8 16.2 45.6 0
11:10 11:20 33.0 30.8 22.1 18.3 17.3 47.4 0

11:00 11:20 11:30 27.8 24.7 20.2 17.6 16.9 38.8 0
～ 11:30 11:40 29.4 25.4 19.2 16.4 15.9 43.8 0
12:00 11:40 11:50 27.7 25.1 19.4 16.4 15.6 44.0 0

11:50 12:00 30.5 26.6 19.0 14.3 13.5 43.0 0
29.7 26.7 20.0 16.6 15.9 47.4 (0:6個) -

12:00 12:10 33.5 28.7 16.0 12.7 12.2 44.4 0
12:10 12:20 23.5 21.8 15.4 12.6 12.0 30.4 0

12:00 12:20 12:30 25.6 21.7 15.5 12.8 12.2 36.5 0
～ 12:30 12:40 23.5 20.6 14.2 12.2 11.7 34.1 0
13:00 12:40 12:50 24.9 21.6 14.1 12.2 11.8 38.4 0

12:50 13:00 25.1 21.0 14.0 12.2 11.7 36.9 0
26.0 22.5 14.8 12.4 11.9 44.4 (0:6個) -

13:00 13:10 37.3 32.4 18.7 13.6 12.8 43.5 0
13:10 13:20 30.0 28.2 23.0 18.9 17.8 37.8 0

13:00 13:20 13:30 32.4 28.1 22.1 18.4 17.3 43.4 0
～ 13:30 13:40 29.2 27.7 21.4 17.6 16.9 37.2 0
14:00 13:40 13:50 36.1 33.4 25.0 20.3 19.3 42.1 0

13:50 14:00 30.5 28.9 22.6 17.0 16.0 37.5 0
32.5 29.7 22.1 17.6 16.6 43.5 (0:6個) -

（注）観測時間平均において、LVmaxは最大値。

（注）観測時間平均値は、小数点第二位以下を切り捨て少数点第一位までを表記した。

観測時間平均

観測時間平均

観測時間平均

観測時間平均

観測時間平均

観測時間平均

観測時間平均

観測時間平均

観測時間
実測時間区分 時間率振動レベル(dB)

除外振動による
欠測の有無
0:有効
1:無効

欠測の場合
その理由
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振動測定結果総括表

業 務 名：仙台市富沢西土地区画整理事業環境影響評価事後調査
測 定 日：平成29年12月21日（木） 06:00 ～ 平成29年12月21日（木） 22:00
測定場所：⑤敷地境界

最大振動
レベル
(dB)

開始時刻 終了時刻 LV5 LV10 LV50 LV90 LV95 LVmax

観測時間
実測時間区分 時間率振動レベル(dB)

除外振動による
欠測の有無
0:有効
1:無効

欠測の場合
その理由

14:00 14:10 27.9 26.7 20.9 17.6 17.1 39.8 0
12月21日 14:10 14:20 26.5 25.1 19.2 15.8 15.4 33.0 0
14:00 14:20 14:30 28.3 26.6 19.8 16.7 15.9 37.0 0
～ 14:30 14:40 30.7 28.3 21.8 16.9 15.8 44.6 0
15:00 14:40 14:50 32.1 30.4 25.1 21.2 20.5 36.3 0

14:50 15:00 31.1 29.1 24.2 19.7 18.2 39.9 0
29.4 27.7 21.8 17.9 17.1 44.6 (0:6個) -

15:00 15:10 31.7 30.0 24.8 19.6 18.2 36.5 0
15:10 15:20 31.8 30.5 25.0 19.5 18.6 37.4 0

15:00 15:20 15:30 32.7 30.8 25.9 23.0 22.1 37.3 0
～ 15:30 15:40 33.9 32.8 28.3 22.8 21.2 38.7 0
16:00 15:40 15:50 33.9 31.7 26.9 23.6 22.5 43.0 0

15:50 16:00 28.8 27.4 24.1 18.8 18.0 49.9 0
32.1 30.5 25.8 21.2 20.1 49.9 (0:6個) -

16:00 16:10 29.3 27.6 23.0 19.7 18.7 34.6 0
16:10 16:20 27.9 26.2 22.1 18.3 17.1 34.6 0

16:00 16:20 16:30 32.5 30.1 23.0 18.9 17.7 39.9 0
～ 16:30 16:40 29.0 27.4 21.6 17.5 16.7 37.1 0
17:00 16:40 16:50 30.0 26.9 20.6 17.0 16.4 39.8 0

16:50 17:00 31.3 27.1 19.4 13.8 13.0 41.5 0
30.0 27.5 21.6 17.5 16.6 41.5 (0:6個) -

17:00 17:10 31.2 28.3 17.9 12.7 12.1 47.7 0
17:10 17:20 30.9 25.9 16.7 11.9 11.5 45.5 0

17:00 17:20 17:30 24.9 22.4 13.8 11.3 10.8 34.1 0
～ 17:30 17:40 26.3 23.0 13.8 11.4 10.9 41.9 0
18:00 17:40 17:50 26.0 23.4 15.5 11.6 11.1 42.9 0

17:50 18:00 30.7 27.5 16.6 12.3 11.7 39.4 0
28.3 25.0 15.7 11.8 11.3 47.7 (0:6個) -

18:00 18:10 20.9 19.2 12.6 10.5 10.0 25.5 0
12月22日 18:10 18:20 25.5 23.1 15.5 11.4 11.0 31.7 0
18:00 18:20 18:30 25.5 23.2 14.4 10.8 10.3 46.0 0
～ 18:30 18:40 23.1 21.3 13.0 10.5 10.0 28.9 0
19:00 18:40 18:50 26.2 24.2 15.3 11.5 10.9 36.0 0

18:50 19:00 28.9 25.6 16.7 11.6 10.8 47.8 0
25.0 22.7 14.5 11.0 10.5 47.8 (0:6個) -

19:00 19:10 27.0 24.2 15.5 11.5 10.8 36.2 0
19:10 19:20 23.5 21.9 14.6 10.8 10.3 30.0 0

19:00 19:20 19:30 27.9 24.3 14.2 10.8 10.3 36.2 0
～ 19:30 19:40 24.3 20.9 12.8 10.6 10.0 36.5 0
20:00 19:40 19:50 22.6 20.1 12.5 10.1 9.4 37.1 0

19:50 20:00 23.9 21.3 12.5 10.1 9.7 38.4 0
24.8 22.1 13.7 10.6 10.0 38.4 (0:6個) -

20:00 20:10 22.7 20.3 11.8 9.9 9.4 34.6 0
20:10 20:20 25.8 22.4 12.6 10.4 9.8 35.8 0

20:00 20:20 20:30 26.4 22.7 12.3 10.0 9.6 36.5 0
～ 20:30 20:40 24.6 20.7 11.2 9.3 8.9 36.8 0
21:00 20:40 20:50 27.3 24.3 13.8 10.0 9.5 36.3 0

20:50 21:00 22.3 20.3 11.4 9.7 9.2 28.3 0
24.8 21.7 12.1 9.8 9.4 36.8 (0:6個) -

21:00 21:10 23.2 20.2 11.8 9.4 8.9 33.6 0
21:10 21:20 19.7 16.1 11.2 9.5 9.2 33.1 0

21:00 21:20 21:30 21.4 19.1 11.2 9.6 9.2 31.5 0
～ 21:30 21:40 22.3 18.8 11.2 9.4 9.0 38.4 0
22:00 21:40 21:50 18.4 15.2 11.0 9.3 8.8 43.1 0

21:50 22:00 21.5 16.0 10.4 8.9 8.6 33.5 0
21.0 17.5 11.1 9.3 8.9 43.1 (0:6個) -

昼間（11時間）
8:00～19:00

30 27 20 16 15 55 - -

夜間（5時間）
19:00～8:00 24 21 13 11 10 43 - -

（注）観測時間平均及び時間区分平均値において、LVmaxは最大値。

（注）観測時間平均値は、小数点第二位以下を切り捨て少数点第一位までを表記した。

（注）時間区分平均値は、小数点第一位を四捨五入した整数値とした。

観測時間平均

観測時間平均

時間区分
平均値

観測時間平均

観測時間平均

観測時間平均

観測時間平均

観測時間平均

観測時間平均
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振動測定結果総括表

業 務 名：仙台市富沢西土地区画整理事業環境影響評価事後調査
測 定 日：平成29年12月21日（木） 06:00 ～ 平成29年12月21日（木） 22:00
測定場所：⑥最大騒音レベル出現地点（北側）

最大振動
レベル
(dB)

開始時刻 終了時刻 LV5 LV10 LV50 LV90 LV95 LVmax
6:00 6:10 30.6 27.6 17.2 10.9 10.2 47.1 1 点検作業

12月21日 6:10 6:20 16.8 15.1 11.8 10.1 9.7 25.8 0
6:00 6:20 6:30 20.4 16.2 12.1 10.4 9.9 38.9 1 点検作業
～ 6:30 6:40 18.0 16.4 13.1 11.2 10.7 28.5 0
7:00 6:40 6:50 16.6 15.5 12.7 10.7 10.0 25.3 0

6:50 7:00 19.8 18.1 13.4 11.4 10.9 27.7 0
17.8 16.2 12.7 10.8 10.3 28.5 (0:4個) -

7:00 7:10 17.1 16.3 14.1 12.1 11.5 23.6 0
7:10 7:20 17.7 16.3 13.5 11.6 11.3 22.0 0

7:00 7:20 7:30 18.1 16.8 13.7 11.8 11.3 25.5 0
～ 7:30 7:40 17.3 15.3 12.6 11.1 10.7 32.1 0
8:00 7:40 7:50 17.6 16.4 13.5 11.6 11.0 22.0 0

7:50 8:00 25.2 22.7 14.6 12.3 11.8 32.6 0
18.8 17.3 13.6 11.7 11.2 32.6 (0:6個) -

8:00 8:10 28.6 27.1 19.9 16.1 15.4 36.5 0
8:10 8:20 33.4 30.6 23.5 19.3 18.4 39.0 0

8:00 8:20 8:30 35.6 34.2 24.5 19.8 18.2 40.2 0
～ 8:30 8:40 33.3 30.0 22.3 17.4 16.4 37.8 0
9:00 8:40 8:50 34.2 32.4 23.2 16.8 15.9 38.6 0

8:50 9:00 32.4 30.8 23.4 19.8 18.8 36.0 0
32.9 30.8 22.8 18.2 17.1 40.2 (0:6個) -

9:00 9:10 31.2 30.2 25.9 21.7 20.3 35.7 0
9:10 9:20 29.6 28.0 23.7 19.8 18.9 35.9 0

9:00 9:20 9:30 33.4 31.6 26.6 22.8 21.9 37.8 0
～ 9:30 9:40 30.8 29.5 24.6 20.1 18.9 34.8 0
10:00 9:40 9:50 30.9 29.0 23.5 19.2 18.0 37.9 0

9:50 10:00 27.8 25.9 20.8 17.4 16.7 34.1 0
30.6 29.0 24.1 20.1 19.1 37.9 (0:6個) -

10:00 10:10 26.8 23.9 18.2 15.5 14.6 35.4 0
10:10 10:20 28.8 27.1 22.2 18.2 17.2 33.7 0

10:00 10:20 10:30 31.1 29.3 22.8 18.3 17.5 38.8 0
～ 10:30 10:40 30.2 28.3 22.9 18.7 17.7 34.4 0
11:00 10:40 10:50 29.7 27.4 21.9 18.3 17.7 38.0 0

10:50 11:00 28.9 27.4 21.2 17.3 16.6 37.9 0
29.2 27.2 21.5 17.7 16.8 38.8 (0:6個) -

11:00 11:10 30.0 27.8 21.9 17.4 16.1 38.0 0
11:10 11:20 29.9 28.3 23.0 19.0 18.3 36.9 0

11:00 11:20 11:30 31.2 29.7 24.6 20.2 18.9 44.8 0
～ 11:30 11:40 29.9 27.9 23.5 19.4 18.2 35.7 0
12:00 11:40 11:50 27.6 26.5 22.5 19.3 18.4 32.7 0

11:50 12:00 31.3 29.4 19.3 15.4 14.6 37.6 0
29.9 28.2 22.4 18.4 17.4 44.8 (0:6個) -

12:00 12:10 19.5 18.4 15.7 13.2 12.4 22.7 0
12:10 12:20 18.2 17.0 13.8 11.9 11.6 22.0 0

12:00 12:20 12:30 19.4 18.4 14.6 12.4 11.9 24.2 0
～ 12:30 12:40 17.2 16.2 13.7 12.0 11.5 21.6 0
13:00 12:40 12:50 18.5 17.1 13.9 11.9 11.4 33.3 0

12:50 13:00 17.8 16.8 13.8 11.4 10.9 23.0 0
18.4 17.3 14.2 12.1 11.6 33.3 (0:6個) -

13:00 13:10 27.0 25.5 20.7 15.5 14.7 33.1 0
13:10 13:20 30.2 28.8 24.3 19.5 18.4 35.9 0

13:00 13:20 13:30 31.5 30.4 25.6 21.6 20.4 35.7 0
～ 13:30 13:40 33.2 31.5 25.2 20.5 19.4 39.5 0
14:00 13:40 13:50 30.2 28.4 22.9 18.8 17.7 36.2 0

13:50 14:00 28.8 27.2 21.2 16.9 16.0 34.6 0
30.1 28.6 23.3 18.8 17.7 39.5 (0:6個) -

（注）観測時間平均において、LVmaxは最大値。

（注）観測時間平均値は、小数点第二位以下を切り捨て少数点第一位までを表記した。

観測時間
実測時間区分 時間率振動レベル(dB)

除外振動による
欠測の有無
0:有効
1:無効

欠測の場合
その理由

観測時間平均

観測時間平均

観測時間平均

観測時間平均

観測時間平均

観測時間平均

観測時間平均

観測時間平均
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振動測定結果総括表

業 務 名：仙台市富沢西土地区画整理事業環境影響評価事後調査
測 定 日：平成29年12月21日（木） 06:00 ～ 平成29年12月21日（木） 22:00
測定場所：⑥最大騒音レベル出現地点（北側）

最大振動
レベル
(dB)

開始時刻 終了時刻 LV5 LV10 LV50 LV90 LV95 LVmax

観測時間
実測時間区分 時間率振動レベル(dB)

除外振動による
欠測の有無
0:有効
1:無効

欠測の場合
その理由

14:00 14:10 33.3 31.7 25.2 20.2 19.0 38.8 0
12月21日 14:10 14:20 29.2 27.2 19.2 15.8 15.1 38.9 0
14:00 14:20 14:30 30.2 27.8 19.7 15.6 15.0 38.3 0
～ 14:30 14:40 28.4 26.9 21.4 17.1 16.4 37.9 0
15:00 14:40 14:50 33.1 31.5 26.2 21.4 20.3 39.7 0

14:50 15:00 33.6 31.0 24.6 20.6 19.7 38.7 0
31.3 29.3 22.7 18.4 17.5 39.7 (0:6個) -

15:00 15:10 30.0 28.6 24.0 19.7 18.5 36.6 0
15:10 15:20 23.7 22.6 19.3 16.8 16.0 27.6 0

15:00 15:20 15:30 33.5 30.8 23.5 19.4 18.6 38.1 0
～ 15:30 15:40 32.2 29.9 24.6 20.4 19.3 38.4 0
16:00 15:40 15:50 32.2 30.8 24.7 20.9 20.0 35.8 0

15:50 16:00 33.6 32.1 24.3 19.4 18.4 36.3 0
30.8 29.1 23.4 19.4 18.4 38.4 (0:6個) -

16:00 16:10 33.9 31.9 26.8 22.5 21.5 38.9 0
16:10 16:20 30.9 29.2 24.5 21.2 20.1 34.7 0

16:00 16:20 16:30 27.7 26.6 22.6 19.3 18.6 31.3 0
～ 16:30 16:40 28.7 27.9 24.7 21.5 20.9 33.4 0
17:00 16:40 16:50 30.9 29.9 25.2 20.7 19.7 35.7 0

16:50 17:00 33.0 31.5 19.6 12.8 12.3 39.1 0
30.8 29.5 23.9 19.6 18.8 39.1 (0:6個) -

17:00 17:10 21.1 18.8 13.9 11.5 11.1 33.6 0
17:10 17:20 17.4 16.1 12.9 11.1 10.5 23.0 0

17:00 17:20 17:30 14.8 14.3 12.5 11.0 10.4 18.2 0
～ 17:30 17:40 15.0 14.2 12.2 10.5 10.1 22.6 0
18:00 17:40 17:50 20.2 16.8 13.0 10.8 10.3 28.5 0

17:50 18:00 15.1 14.2 12.2 10.4 10.0 20.2 0
17.2 15.7 12.7 10.8 10.4 33.6 (0:6個) -

18:00 18:10 13.6 13.1 11.4 10.0 9.8 17.5 0
18:10 18:20 15.0 14.2 12.2 10.3 9.9 18.2 0

18:00 18:20 18:30 15.8 14.5 11.9 10.1 9.5 29.5 0
～ 18:30 18:40 14.3 13.6 11.8 10.0 9.7 19.7 0
19:00 18:40 18:50 24.4 21.8 13.1 10.7 10.3 33.2 0

18:50 19:00 16.5 14.6 12.0 10.4 10.0 28.4 0
16.6 15.3 12.0 10.2 9.8 33.2 (0:6個) -

19:00 19:10 16.3 15.2 12.5 10.8 10.6 29.1 0
19:10 19:20 16.5 15.0 11.7 10.0 9.6 21.2 0

19:00 19:20 19:30 21.0 16.6 12.0 10.3 9.9 33.1 0
～ 19:30 19:40 17.0 15.2 11.7 10.0 9.5 30.8 0
20:00 19:40 19:50 14.7 13.4 11.1 9.5 9.1 25.8 0

19:50 20:00 14.4 13.5 11.3 9.8 9.3 19.3 0
16.6 14.8 11.7 10.0 9.6 33.1 (0:6個) -

20:00 20:10 14.4 13.4 11.1 9.6 9.2 21.1 0
20:10 20:20 13.0 12.5 10.7 9.4 9.1 17.2 0

20:00 20:20 20:30 15.8 13.9 11.2 9.7 9.4 29.7 0
～ 20:30 20:40 16.1 13.9 10.9 9.3 8.8 30.8 0
21:00 20:40 20:50 17.5 15.1 11.7 9.7 9.3 25.6 0

20:50 21:00 13.5 12.8 10.8 9.1 8.7 18.8 0
15.0 13.6 11.0 9.4 9.0 30.8 (0:6個) -

21:00 21:10 16.0 14.2 11.3 9.4 8.8 26.3 0
21:10 21:20 14.1 12.2 10.2 8.7 8.3 24.5 0

21:00 21:20 21:30 13.6 12.4 10.4 8.8 8.4 20.8 0
～ 21:30 21:40 12.7 12.1 10.1 8.7 8.2 17.3 0
22:00 21:40 21:50 12.5 11.7 10.1 8.7 8.3 17.5 0

21:50 22:00 14.0 12.7 10.2 8.7 8.2 28.9 0
13.8 12.5 10.3 8.8 8.3 28.9 (0:6個) -

昼間（11時間）
8:00～19:00

27 25 20 17 16 45 - -

夜間（5時間）
19:00～8:00 16 15 12 10 10 33 - -

（注）観測時間平均及び時間区分平均値において、LVmaxは最大値。

（注）観測時間平均値は、小数点第二位以下を切り捨て少数点第一位までを表記した。

（注）時間区分平均値は、小数点第一位を四捨五入した整数値とした。

観測時間平均

観測時間平均

観測時間平均

観測時間平均

観測時間平均

時間区分
平均値

観測時間平均

観測時間平均

観測時間平均
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植
物
確
認
種
一
覧
 

分
類
群
 

科
名
 

種
名
 

学
名
 

評
価
書
 

事
後
調
査
 

備
考
 

確
認
位
置
 

確
認
時
期
 

事
業

地
内
 

事
業

地
外
 

春
季
 

夏
秋
季
 

シ
ダ
植
物

ト
ク
サ

ス
ギ
ナ

Eq
ui
se
tu
m 
ar
ve
ns
e 

○
 

○
 

○
 

○
 

○
 

イ
ヌ
ス
ギ
ナ

Eq
ui
se
tu
m 
pa
lu
st
re
 

○
 

ハ
ナ
ヤ
ス
リ

フ
ユ
ノ
ハ
ナ
ワ
ラ
ビ

Bo
tr
yc
hi
um
 t
er
na
tu
m 

○
 

コ
バ
ノ
イ
シ
カ
グ
マ

ワ
ラ
ビ

Pt
er
id
iu
m 
aq
ui
li
nu
m 
v
a
r
.
 l
at
iu
sc
ul
um
 

○
 

○
 

○
 

チ
ャ
セ
ン
シ
ダ

ト
ラ
ノ
オ
シ
ダ

As
pl
en
iu
m 
in
ci
su
m 

○
 

オ
シ
ダ

ヤ
ブ
ソ
テ
ツ

Cy
rt
om
iu
m 
fo
rt
un
ei
 

○
 

ク
マ
ワ
ラ
ビ

Dr
yo
pt
er
is
 l
ac
er
a 

○
 

オ
ク
マ
ワ
ラ
ビ

Dr
yo
pt
er
is
 u
ni
fo
rm
is
 

○
 

ヤ
マ
イ
タ
チ
シ
ダ

Dr
yo
pt
er
is
 v
ar
ia
 v
a
r
.
 s
et
os
a 

○
 

イ
ワ
シ
ロ
イ
ノ
デ

Po
ly
st
ic
hu
m 
ov
at
op
al
ea
ce
um
 v
a
r
.
 c
or
ai
en
se
 

○
 

ヒ
メ
シ
ダ

ミ
ゾ
シ
ダ

St
eg
no
gr
am
ma
 p
oz
oi
 s
s
p
.
 m
ol
li
ss
im
a 

○
 

○
 

○
 

ヒ
メ
シ
ダ

Th
el
yp
te
ri
s 
pa
lu
st
ri
s 

○
 

○
 

○
 

メ
シ
ダ

イ
ヌ
ワ
ラ
ビ

At
hy
ri
um
 n
ip
on
ic
um
 

○
 

○
 

○
 

○
 

○
 

ヘ
ビ
ノ
ネ
ゴ
ザ

At
hy
ri
um
 y
ok
os
ce
ns
e 

○
 

ホ
ソ
バ
シ
ケ
シ
ダ

De
pa
ri
a 
co
ni
li
i 

○
 

シ
ケ
シ
ダ

De
pa
ri
a 
ja
po
ni
ca
 

○
 

ク
サ
ソ
テ
ツ

Ma
tt
eu
cc
ia
 s
tr
ut
hi
op
te
ri
s 

○
 

○
 

○
 

○
 

コ
ウ
ヤ
ワ
ラ
ビ

On
oc
le
a 
se
ns
ib
il
is
 v
a
r
.
 i
nt
er
ru
pt
a 

○
 

○
 

○
 

○
 

裸
子
植
物
 

イ
チ
ョ
ウ

イ
チ
ョ
ウ

Gi
nk
go
 b
il
ob
a 

○
 

植
栽
･
逸
出
 

マ
ツ

ク
ロ
マ
ツ

Pi
nu
s 
th
un
be
rg
ii
 

○
 

○
 

○
 

植
栽
･
逸
出
 

ス
ギ

ス
ギ

Cr
yp
to
me
ri
a 
ja
po
ni
ca
 

○
 

植
栽
･
逸
出
 

ヒ
ノ
キ

ヒ
ノ
キ

Ch
am
ae
cy
pa
ri
s 
ob
tu
sa
 

○
 

植
栽
･
逸
出
 

サ
ワ
ラ

Ch
am
ae
cy
pa
ri
s 
pi
si
fe
ra
 

○
 

植
栽
･
逸
出
 

イ
ヌ
ガ
ヤ

イ
ヌ
ガ
ヤ

Ce
ph
al
ot
ax
us
 h
ar
ri
ng
to
ni
a 

○
 

イ
チ
イ

カ
ヤ

To
rr
ey
a 
nu
ci
fe
ra
 

○
 

重
要
 

離
弁
花
類
 

ク
ル
ミ

オ
ニ
グ
ル
ミ

Ju
gl
an
s 
ai
la
nt
hi
fo
li
a 

○
 

○
 

○
 

○
 

○
 

ヤ
ナ
ギ

バ
ッ
コ
ヤ
ナ
ギ
 

Sa
li
x 
ba
kk
o 

○
 

カ
ワ
ヤ
ナ
ギ

Sa
li
x 
gi
lg
ia
na
 

○
 

○
 

○
 

ネ
コ
ヤ
ナ
ギ

Sa
li
x 
gr
ac
il
is
ty
la
 

○
 

○
 

○
 

○
 

重
要
 

3.植物、動物、生態系
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植
物
確
認
種
一
覧
 

分
類
群

 
科
名
 

種
名
 

学
名
 

評
価
書
 

事
後
調
査
 

備
考
 

確
認
位
置
 

確
認
時
期
 

事
業

地
内
 

事
業

地
外
 

春
季
 

夏
秋
季
 

離
弁
花
類

 
ヤ
ナ
ギ
 

イ
ヌ
コ
リ
ヤ
ナ
ギ
 

Sa
li
x 
in
te
gr
a 

○
 

 
○
 

○
 

○
 

 

 
 

シ
ロ
ヤ
ナ
ギ
 

Sa
li
x 
je
ss
oe
ns
is
 

○
 

○
 

○
 

○
 

○
 

 

 
 

オ
ノ
エ
ヤ
ナ
ギ
 

Sa
li
x 
sa
ch
al
in
en
si
s 

○
 

 
○
 

○
 

○
 

 

 
 

タ
チ
ヤ
ナ
ギ
 

Sa
li
x 
su
bf
ra
gi
li
s 

○
 

○
 

○
 

○
 

○
 

 

 
カ
バ
ノ
キ
 

イ
ヌ
シ
デ
 

Ca
rp
in
us
 t
sc
ho
no
sk
ii
 

○
 

 
 

 
 

重
要
 

 
 

ハ
シ
バ
ミ
 

Co
ry
lu
s 
he
te
ro
ph
yl
la
 v
a
r
.
 t
hu
nb
er
gi
i 

○
 

 
 

 
 

 

 
ブ
ナ
 

ク
リ
 

Ca
st
an
ea
 c
re
na
ta
 

○
 

 
 

 
 

 

 
 

ア
カ
ガ
シ
 

Qu
er
cu
s 
ac
ut
a 

○
 

 
 

 
 

重
要
 

 
 

ア
オ
ナ
ラ
ガ
シ
ワ
 

Qu
er
cu
s 
al
ie
na
 v
a
r
.
 p
el
lu
ci
da
 

○
 

 
 

 
 

重
要
 

 
ニ
レ
 

エ
ゾ
エ
ノ
キ
 

Ce
lt
is
 j
es
so
en
si
s 

○
 

○
 

○
 

 
○
 

 

 
 

エ
ノ
キ
 

Ce
lt
is
 s
in
en
si
s 
v
a
r
.
 j
ap
on
ic
a 

○
 

○
 

○
 

○
 

○
 

重
要
 

 
 

ハ
ル
ニ
レ
 

Ul
mu
s 
ja
po
ni
ca
 

○
 

 
○
 

 
○
 

 

 
 

ケ
ヤ
キ
 

Ze
lk
ov
a 
se
rr
at
a 

○
 

○
 

○
 

○
 

○
 

 

 
ク
ワ
 

ヒ
メ
コ
ウ
ゾ
 

Br
ou
ss
on
et
ia
 k
az
in
ok
i 

○
 

○
 

○
 

○
 

 
 

 
 

イ
チ
ジ
ク
 

Fi
cu
s 
ca
ri
ca
 

○
 

 
○
 

○
 

○
 

植
栽
･
逸
出
 

 
 

カ
ナ
ム
グ
ラ
 

Hu
mu
lu
s 
ja
po
ni
cu
s 

○
 

○
 

○
 

○
 

○
 

 

 
 

カ
ラ
ハ
ナ
ソ
ウ
 

Hu
mu
lu
s 
lu
pu
lu
s 
v
a
r
.
 c
or
di
fo
li
us
 

○
 

 
○
 

○
 

○
 

 

 
 

ヤ
マ
グ
ワ
 

Mo
ru
s 
au
st
ra
li
s 

 
○
 

○
 

○
 

○
 

 

 
イ
ラ
ク
サ
 

ヤ
ブ
マ
オ
 

Bo
eh
me
ri
a 
ja
po
ni
ca
 v
a
r
.
 l
on
gi
sp
ic
a 

○
 

○
 

○
 

○
 

 
 

 
 

カ
ラ
ム
シ
 

Bo
eh
me
ri
a 
ni
ve
a 
v
a
r
.
 c
on
co
lo
r 

○
 

 
○
 

○
 

○
 

 

 
 

ナ
ガ
バ
ヤ
ブ
マ
オ
 

Bo
eh
me
ri
a 
si
eb
ol
di
an
a 

○
 

 
 

 
 

 

 
 

ア
カ
ソ
 

Bo
eh
me
ri
a 
si
lv
es
tr
ii
 

○
 

 
○
 

○
 

○
 

 

 
 

コ
ア
カ
ソ
 

Bo
eh
me
ri
a 
sp
ic
at
a 

 
○
 

○
 

○
 

○
 

 

 
 

ウ
ワ
バ
ミ
ソ
ウ
 

El
at
os
te
ma
 u
mb
el
la
tu
m 
v
a
r
.
 m
aj
us
 

○
 

 
○
 

 
○
 

 

 
 

ム
カ
ゴ
イ
ラ
ク
サ
 

La
po
rt
ea
 b
ul
bi
fe
ra
 

○
 

 
 

 
 

 

 
 

カ
テ
ン
ソ
ウ
 

Na
no
cn
id
e 
ja
po
ni
ca
 

○
 

 
 

 
 

 

 
 

ア
オ
ミ
ズ
 

Pi
le
a 
pu
mi
la
 

○
 

 
 

 
 

 

 
ビ
ャ
ク
ダ
ン
 

カ
ナ
ビ
キ
ソ
ウ
 

Th
es
iu
m 
ch
in
en
se
 

 
 

○
 

○
 

 
 

 
タ
デ
 

ミ
ズ
ヒ
キ
 

An
te
no
ro
n 
fi
li
fo
rm
e 

○
 

 
○
 

 
○
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植
物
確
認
種
一
覧
 

分
類
群
 

科
名
 

種
名
 

学
名
 

評
価
書
 

事
後
調
査
 

備
考
 

確
認
位
置
 

確
認
時
期
 

事
業

地
内
 

事
業

地
外
 

春
季
 

夏
秋
季
 

離
弁
花
類

 
タ
デ
 

オ
オ
ツ
ル
イ
タ
ド
リ
 

Fa
ll
op
ia
 d
en
ta
to
al
at
a 

○
 

 
○
 

○
 

 
 

 
 

サ
ク
ラ
タ
デ
 

Pe
rs
ic
ar
ia
 c
on
sp
ic
ua
 

○
 

 
 

 
 

 

 
 

オ
オ
イ
ヌ
タ
デ
 

Pe
rs
ic
ar
ia
 l
ap
at
hi
fo
li
a 

○
 

○
 

○
 

○
 

○
 

 

 
 

イ
ヌ
タ
デ
 

Pe
rs
ic
ar
ia
 l
on
gi
se
ta
 

○
 

○
 

 
 

○
 

 

 
 

タ
ニ
ソ
バ
 

Pe
rs
ic
ar
ia
 n
ep
al
en
si
s 

○
 

 
 

 
 

 

 
 

ヤ
ノ
ネ
グ
サ
 

Pe
rs
ic
ar
ia
 n
ip
po
ne
ns
is
 

○
 

 
 

 
 

 

 
 

イ
シ
ミ
カ
ワ
 

Pe
rs
ic
ar
ia
 p
er
fo
li
at
a 

○
 

 
○
 

 
○
 

 

 
 

ハ
ナ
タ
デ
 

Pe
rs
ic
ar
ia
 p
os
um
bu
 

○
 

 
○
 

 
○
 

 

 
 

マ
マ
コ
ノ
シ
リ
ヌ
グ
イ
 

Pe
rs
ic
ar
ia
 s
en
ti
co
sa
 

○
 

 
○
 

 
○
 

 

 
 

ア
キ
ノ
ウ
ナ
ギ
ツ
カ
ミ
 

Pe
rs
ic
ar
ia
 s
ie
bo
ld
ii
 

○
 

 
 

 
 

 

 
 

ミ
ゾ
ソ
バ
 

Pe
rs
ic
ar
ia
 t
hu
nb
er
gi
i 

○
 

 
○
 

 
○
 

 

 
 

ネ
バ
リ
タ
デ
 

Pe
rs
ic
ar
ia
 v
is
co
fe
ra
 

 
○
 

 
 

○
 

 

 
 

ハ
イ
ミ
チ
ヤ
ナ
ギ
 

Po
ly
go
nu
m 
ar
en
as
tr
um
 

 
○
 

 
 

○
 

帰
化
 

 
 

ミ
チ
ヤ
ナ
ギ
 

Po
ly
go
nu
m 
av
ic
ul
ar
e 

○
 

○
 

○
 

○
 

○
 

 

 
 

ケ
イ
タ
ド
リ
 

Re
yn
ou
tr
ia
 j
ap
on
ic
a 
v
a
r
.
 u
ze
ns
is
 

○
 

○
 

○
 

○
 

○
 

 

 
 

オ
オ
イ
タ
ド
リ
 

Re
yn
ou
tr
ia
 s
ac
ha
li
ne
ns
is
 

○
 

○
 

○
 

○
 

○
 

 

 
 

ス
イ
バ
 

Ru
me
x 
ac
et
os
a 

○
 

○
 

○
 

○
 

○
 

 

 
 

ヒ
メ
ス
イ
バ
 

Ru
me
x 
ac
et
os
el
la
 

○
 

○
 

○
 

○
 

○
 

帰
化
 

 
 

ナ
ガ
バ
ギ
シ
ギ
シ
 

Ru
me
x 
cr
is
pu
s 

 
○
 

 
○
 

 
帰
化
 

 
 

ギ
シ
ギ
シ
 

Ru
me
x 
ja
po
ni
cu
s 

○
 

○
 

○
 

○
 

 
 

 
 

エ
ゾ
ノ
ギ
シ
ギ
シ
 

Ru
me
x 
ob
tu
si
fo
li
us
 

○
 

○
 

○
 

○
 

○
 

帰
化
 

 
ヤ
マ
ゴ
ボ
ウ
 

ヨ
ウ
シ
ュ
ヤ
マ
ゴ
ボ
ウ
 

Ph
yt
ol
ac
ca
 a
me
ri
ca
na
 

○
 

○
 

○
 

○
 

○
 

帰
化
 

 
ザ
ク
ロ
ソ
ウ
 

ザ
ク
ロ
ソ
ウ
 

Mo
ll
ug
o 
pe
nt
ap
hy
ll
a 

○
 

○
 

○
 

 
○
 

重
要
 

 
 

ク
ル
マ
バ
ザ
ク
ロ
ソ
ウ
 

Mo
ll
ug
o 
ve
rt
ic
il
la
ta
 

○
 

 
 

 
 

帰
化
 

 
ハ
マ
ミ
ズ
ナ
 

マ
ツ
バ
ギ
ク
 

La
mp
ra
nt
hu
s 
sp
ec
ta
bi
li
s 

○
 

 
○
 

 
○
 

植
栽
･
逸
出
 

 
ス
ベ
リ
ヒ
ユ
 

ス
ベ
リ
ヒ
ユ
 

Po
rt
ul
ac
a 
ol
er
ac
ea
 

○
 

○
 

○
 

 
○
 

 

 
ナ
デ
シ
コ
 

ノ
ミ
ノ
ツ
ヅ
リ
 

Ar
en
ar
ia
 s
er
py
ll
if
ol
ia
 

○
 

 
○
 

○
 

○
 

 

 
 

オ
ラ
ン
ダ
ミ
ミ
ナ
グ
サ
 

Ce
ra
st
iu
m 
gl
om
er
at
um
 

○
 

○
 

○
 

○
 

○
 

帰
化
 

 
 

ミ
ミ
ナ
グ
サ
 

Ce
ra
st
iu
m 
ho
lo
st
eo
id
es
 v
a
r
.
 a
ng
us
ti
fo
li
um
 

○
 

○
 

 
 

○
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4
)
 
植
物
確
認
種
一
覧
 

分
類
群

 
科
名
 

種
名
 

学
名
 

評
価
書
 

事
後
調
査
 

備
考
 

確
認
位
置
 

確
認
時
期
 

事
業

地
内
 

事
業

地
外
 

春
季
 

夏
秋
季
 

離
弁
花
類

 
ナ
デ
シ
コ
 

カ
ワ
ラ
ナ
デ
シ
コ
 

Di
an
th
us
 s
up
er
bu
s 
v
a
r
.
 l
on
gi
ca
ly
ci
nu
s 

○
 

 
 

 
 

 

 
 

ツ
メ
ク
サ
 

Sa
gi
na
 j
ap
on
ic
a 

○
 

○
 

○
 

○
 

 
 

 
 

ノ
ミ
ノ
フ
ス
マ
 

St
el
la
ri
a 
al
si
ne
 v
a
r
.
 u
nd
ul
at
a 

○
 

 
 

 
 

 

 
 

ウ
シ
ハ
コ
ベ
 

St
el
la
ri
a 
aq
ua
ti
ca
 

○
 

○
 

○
 

○
 

 
 

 
 

コ
ハ
コ
ベ
 

St
el
la
ri
a 
me
di
a 

○
 

○
 

○
 

○
 

○
 

帰
化
 

 
 

ミ
ド
リ
ハ
コ
ベ
 

St
el
la
ri
a 
ne
gl
ec
ta
 

○
 

○
 

○
 

○
 

○
 

 

 
ア
カ
ザ
 

シ
ロ
ザ
 

Ch
en
op
od
iu
m 
al
bu
m 

○
 

○
 

○
 

○
 

○
 

帰
化
 

 
 

ア
カ
ザ
 

Ch
en
op
od
iu
m 
al
bu
m 
v
a
r
.
 c
en
tr
or
ub
ru
m 

 
○
 

 
○
 

 
帰
化
 

 
 

ケ
ア
リ
タ
ソ
ウ
 

Ch
en
op
od
iu
m 
am
br
os
io
id
es
 v
a
r
.
 p
ub
es
ce
ns
 

○
 

 
 

 
 

帰
化
 

 
 

コ
ア
カ
ザ
 

Ch
en
op
od
iu
m 
fi
ci
fo
li
um
 

○
 

○
 

○
 

○
 

 
 

 
 

ゴ
ウ
シ
ュ
ウ
ア
リ
タ
ソ
ウ
 

Ch
en
op
od
iu
m 
pu
mi
li
o 

○
 

○
 

○
 

○
 

○
 

帰
化
 

 
ヒ
ユ
 

ヒ
カ
ゲ
イ
ノ
コ
ズ
チ
 

Ac
hy
ra
nt
he
s 
bi
de
nt
at
a 
v
a
r
.
 j
ap
on
ic
a 

○
 

 
○
 

 
○
 

 

 
 

ヒ
ナ
タ
イ
ノ
コ
ズ
チ
 

Ac
hy
ra
nt
he
s 
bi
de
nt
at
a 
v
a
r
.
 t
om
en
to
sa
 

○
 

○
 

○
 

 
○
 

 

 
 

ホ
ソ
ア
オ
ゲ
イ
ト
ウ
 

Am
ar
an
th
us
 h
yb
ri
du
s 

○
 

○
 

 
 

○
 

帰
化
 

 
 

イ
ヌ
ビ
ユ
 

Am
ar
an
th
us
 l
iv
id
us
 

○
 

○
 

○
 

 
○
 

帰
化
 

 
ク
ス
ノ
キ
 

シ
ロ
ダ
モ
 

Ne
ol
it
se
a 
se
ri
ce
a 

○
 

○
 

○
 

○
 

○
 

重
要
 

 
キ
ン
ポ
ウ
ゲ
 

ボ
タ
ン
ヅ
ル
 

Cl
em
at
is
 a
pi
if
ol
ia
 

○
 

 
○
 

○
 

○
 

 

 
 

セ
ン
ニ
ン
ソ
ウ
 

Cl
em
at
is
 t
er
ni
fl
or
a 

 
 

○
 

 
○
 

 

 
 

ケ
キ
ツ
ネ
ノ
ボ
タ
ン
 

Ra
nu
nc
ul
us
 c
an
to
ni
en
si
s 

○
 

○
 

 
○
 

 
 

 
 

タ
ガ
ラ
シ
 

Ra
nu
nc
ul
us
 s
ce
le
ra
tu
s 

 
○
 

○
 

○
 

○
 

 

 
 

キ
ツ
ネ
ノ
ボ
タ
ン
 

Ra
nu
nc
ul
us
 s
il
er
if
ol
iu
s 
v
a
r
.
 g
la
be
r 

○
 

○
 

○
 

○
 

○
 

 

 
メ
ギ
 

メ
ギ
 

Be
rb
er
is
 t
hu
nb
er
gi
i 

○
 

 
 

 
 

 

 
 

ナ
ン
テ
ン
 

Na
nd
in
a 
do
me
st
ic
a 

○
 

○
 

○
 

 
○
 

植
栽
･
逸
出
 

 
ア
ケ
ビ
 

ア
ケ
ビ
 

Ak
eb
ia
 q
ui
na
ta
 

○
 

○
 

○
 

○
 

○
 

 

 
 

ミ
ツ
バ
ア
ケ
ビ
 

Ak
eb
ia
 t
ri
fo
li
at
a 

○
 

 
○
 

○
 

○
 

 

 
ツ
ヅ
ラ
フ
ジ
 

ア
オ
ツ
ヅ
ラ
フ
ジ
 

Co
cc
ul
us
 o
rb
ic
ul
at
us
 

○
 

 
○
 

○
 

○
 

 

 
ド
ク
ダ
ミ
 

ド
ク
ダ
ミ
 

Ho
ut
tu
yn
ia
 c
or
da
ta
 

○
 

○
 

○
 

○
 

○
 

 

 
マ
タ
タ
ビ
 

キ
ウ
イ
フ
ル
ー
ツ
 

Ac
ti
ni
di
a 
de
li
ci
os
a 

○
 

 
 

 
 

植
栽
･
逸
出
 

 
ツ
バ
キ
 

ヤ
ブ
ツ
バ
キ
 

Ca
me
ll
ia
 j
ap
on
ic
a 

○
 

 
○
 

○
 

○
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表
3
-
1
(
5
)
 
植
物
確
認
種
一
覧
 

分
類
群

 
科
名
 

種
名
 

学
名
 

評
価
書
 

事
後
調
査
 

備
考
 

確
認
位
置
 

確
認
時
期
 

事
業

地
内
 

事
業

地
外
 

春
季
 

夏
秋
季
 

離
弁
花
類

 
ツ
バ
キ
 

チ
ャ
ノ
キ
 

Ca
me
ll
ia
 s
in
en
si
s 

○
 

 
 

 
 

植
栽
･
逸
出
 

 
オ
ト
ギ
リ
ソ
ウ
 

オ
ト
ギ
リ
ソ
ウ
 

Hy
pe
ri
cu
m 
er
ec
tu
m 

○
 

 
 

 
 

 

 
ケ
シ
 

ク
サ
ノ
オ
ウ
 

Ch
el
id
on
iu
m 
ma
ju
s 
v
a
r
.
 a
si
at
ic
um
 

○
 

○
 

○
 

○
 

○
 

 

 
 

ム
ラ
サ
キ
ケ
マ
ン
 

Co
ry
da
li
s 
in
ci
sa
 

○
 

 
 

 
 

 

 
 

タ
ケ
ニ
グ
サ
 

Ma
cl
ea
ya
 c
or
da
ta
 

 
○
 

○
 

○
 

○
 

 

 
 

ナ
ガ
ミ
ヒ
ナ
ゲ
シ
 

Pa
pa
ve
r 
du
bi
um
 

○
 

○
 

○
 

○
 

 
帰
化
 

 
ア
ブ
ラ
ナ
 

シ
ロ
イ
ヌ
ナ
ズ
ナ
 

Ar
ab
id
op
si
s 
th
al
ia
na
 

 
○
 

○
 

○
 

 
帰
化
 

 
 

ハ
ル
ザ
キ
ヤ
マ
ガ
ラ
シ
 

Ba
rb
ar
ea
 v
ul
ga
ri
s 

 
○
 

 
○
 

○
 

帰
化
 

 
 

セ
イ
ヨ
ウ
カ
ラ
シ
ナ
 

Br
as
si
ca
 j
un
ce
a 

○
 

○
 

○
 

○
 

 
帰
化
 

 
 

セ
イ
ヨ
ウ
ア
ブ
ラ
ナ
 

Br
as
si
ca
 n
ap
us
 

○
 

○
 

○
 

○
 

 
帰
化
 

 
 

ナ
ズ
ナ
 

Ca
ps
el
la
 b
ur
sa
-p
as
to
ri
s 
v
a
r
.
 t
ri
an
gu
la
ri
s 

○
 

○
 

○
 

○
 

○
 

 

 
 

タ
ネ
ツ
ケ
バ
ナ
 

Ca
rd
am
in
e 
fl
ex
uo
sa
 

○
 

○
 

○
 

○
 

○
 

 

 
 

ミ
チ
タ
ネ
ツ
ケ
バ
ナ
 

Ca
rd
am
in
e 
hi
rs
ut
a 

○
 

○
 

○
 

○
 

○
 

帰
化
 

 
 

コ
ン
ロ
ン
ソ
ウ
 

Ca
rd
am
in
e 
le
uc
an
th
a 

○
 

○
 

○
 

○
 

 
 

 
 

オ
オ
バ
タ
ネ
ツ
ケ
バ
ナ
 

Ca
rd
am
in
e 
sc
ut
at
a 

○
 

 
 

 
 

 

 
 

イ
ヌ
ナ
ズ
ナ
 

Dr
ab
a 
ne
mo
ro
sa
 

○
 

 
 

 
 

 

 
 

マ
メ
グ
ン
バ
イ
ナ
ズ
ナ
 

Le
pi
di
um
 v
ir
gi
ni
cu
m 

○
 

○
 

○
 

○
 

○
 

帰
化
 

 
 

ゴ
ウ
ダ
ソ
ウ
 

Lu
na
ri
a 
an
nu
a 

○
 

 
 

 
 

植
栽
･
逸
出
 

 
 

イ
ヌ
ガ
ラ
シ
 

Ro
ri
pp
a 
in
di
ca
 

○
 

○
 

○
 

○
 

○
 

 

 
 

ス
カ
シ
タ
ゴ
ボ
ウ
 

Ro
ri
pp
a 
is
la
nd
ic
a 

○
 

○
 

○
 

○
 

○
 

 

 
ベ
ン
ケ
イ
ソ
ウ
 

コ
モ
チ
マ
ン
ネ
ン
グ
サ
 

Se
du
m 
bu
lb
if
er
um
 

○
 

○
 

○
 

○
 

 
 

 
 

ツ
ル
マ
ン
ネ
ン
グ
サ
 

Se
du
m 
sa
rm
en
to
su
m 

○
 

○
 

○
 

○
 

○
 

帰
化
 

 
ユ
キ
ノ
シ
タ
 

ヤ
マ
ネ
コ
ノ
メ
ソ
ウ
 

Ch
ry
so
sp
le
ni
um
 j
ap
on
ic
um
 

○
 

 
 

 
 

 

 
 

ウ
ツ
ギ
 

De
ut
zi
a 
cr
en
at
a 

○
 

 
 

 
 

 

 
 

ユ
キ
ノ
シ
タ
 

Sa
xi
fr
ag
a 
st
ol
on
if
er
a 

 
 

○
 

 
○
 

 

 
バ
ラ
 

キ
ン
ミ
ズ
ヒ
キ
 

Ag
ri
mo
ni
a 
ja
po
ni
ca
 

○
 

 
○
 

○
 

○
 

 

 
 

ヘ
ビ
イ
チ
ゴ
 

Du
ch
es
ne
a 
ch
ry
sa
nt
ha
 

○
 

○
 

○
 

○
 

○
 

 

 
 

ヤ
ブ
ヘ
ビ
イ
チ
ゴ
 

Du
ch
es
ne
a 
in
di
ca
 

○
 

○
 

○
 

○
 

○
 

 

 
 

ビ
ワ
 

Er
io
bo
tr
ya
 j
ap
on
ic
a 

 
 

○
 

 
○
 

帰
化
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表
3
-
1
(
6
)
 
植
物
確
認
種
一
覧
 

分
類
群

 
科
名
 

種
名
 

学
名
 

評
価
書
 

事
後
調
査
 

備
考
 

確
認
位
置
 

確
認
時
期
 

事
業

地
内
 

事
業

地
外
 

春
季
 

夏
秋
季
 

離
弁
花
類

 
バ
ラ
 

ダ
イ
コ
ン
ソ
ウ
 

Ge
um
 j
ap
on
ic
um
 

○
 

 
 

 
 

 

 
 

ヤ
マ
ブ
キ
 

Ke
rr
ia
 j
ap
on
ic
a 

○
 

 
○
 

 
○
 

 

 
 

ヒ
メ
ヘ
ビ
イ
チ
ゴ
 

Po
te
nt
il
la
 c
en
ti
gr
an
a 

○
 

 
○
 

 
○
 

 

 
 

オ
ヘ
ビ
イ
チ
ゴ
 

Po
te
nt
il
la
 s
un
da
ic
a 
v
a
r
.
 r
ob
us
ta
 

○
 

○
 

○
 

○
 

○
 

 

 
 

カ
マ
ツ
カ
 

Po
ur
th
ia
ea
 v
il
lo
sa
 v
a
r
.
 l
ae
vi
s 

○
 

 
 

 
 

 

 
 

ウ
ワ
ミ
ズ
ザ
ク
ラ
 

Pr
un
us
 g
ra
ya
na
 

○
 

 
 

 
 

 

 
 

ソ
メ
イ
ヨ
シ
ノ
 

Pr
un
us
 
x
 
ye
do
en
si
s 

○
 

 
 

 
 

植
栽
･
逸
出
 

 
 

マ
ル
バ
ノ
シ
ャ
リ
ン
バ
イ
 

Rh
ap
hi
ol
ep
is
 u
mb
el
la
ta
 v
a
r
.
 i
nt
eg
er
ri
ma
 

○
 

 
 

 
 

植
栽
･
逸
出
 

 
 

ノ
イ
バ
ラ
 

Ro
sa
 m
ul
ti
fl
or
a 

○
 

○
 

○
 

○
 

○
 

 

 
 

ク
マ
イ
チ
ゴ
 

Ru
bu
s 
cr
at
ae
gi
fo
li
us
 

○
 

 
 

 
 

 

 
 

モ
ミ
ジ
イ
チ
ゴ
 

Ru
bu
s 
pa
lm
at
us
 v
a
r
.
 c
op
to
ph
yl
lu
s 

○
 

 
○
 

 
○
 

 

 
 

ナ
ワ
シ
ロ
イ
チ
ゴ
 

Ru
bu
s 
pa
rv
if
ol
iu
s 

○
 

○
 

○
 

○
 

○
 

 

 
 

ワ
レ
モ
コ
ウ
 

Sa
ng
ui
so
rb
a 
of
fi
ci
na
li
s 

○
 

 
○
 

 
○
 

 

 
 

ユ
キ
ヤ
ナ
ギ
 

Sp
ir
ae
a 
th
un
be
rg
ii
 

○
 

 
 

 
 

植
栽
･
逸
出
 

 
マ
メ
 

ク
サ
ネ
ム
 

Ae
sc
hy
no
me
ne
 i
nd
ic
a 

○
 

○
 

○
 

 
○
 

 

 
 

ネ
ム
ノ
キ
 

Al
bi
zi
a 
ju
li
br
is
si
n 

○
 

○
 

○
 

○
 

○
 

 

 
 

イ
タ
チ
ハ
ギ
 

Am
or
ph
a 
fr
ut
ic
os
a 

○
 

 
○
 

 
○
 

帰
化
 

 
 

ヤ
ブ
マ
メ
 

Am
ph
ic
ar
pa
ea
 e
dg
ew
or
th
ii
 v
a
r
.
 j
ap
on
ic
a 

○
 

○
 

○
 

 
○
 

 

 
 

ゲ
ン
ゲ
 

As
tr
ag
al
us
 s
in
ic
us
 

○
 

○
 

 
○
 

 
帰
化
 

 
 

カ
ワ
ラ
ケ
ツ
メ
イ
 

Ch
am
ae
cr
is
ta
 n
om
am
e 

○
 

 
 

 
 

 

 
 

ア
レ
チ
ヌ
ス
ビ
ト
ハ
ギ
 

De
sm
od
iu
m 
pa
ni
cu
la
tu
m 

○
 

 
 

 
 

帰
化
 

 
 

ヌ
ス
ビ
ト
ハ
ギ
 

De
sm
od
iu
m 
po
do
ca
rp
um
 s
s
p
.
 o
xy
ph
yl
lu
m 

○
 

○
 

 
 

○
 

 

 
 

ノ
サ
サ
ゲ
 

Du
ma
si
a 
tr
un
ca
ta
 

 
 

○
 

○
 

 
 

 
 

サ
イ
カ
チ
 

Gl
ed
it
si
a 
ja
po
ni
ca
 

○
 

 
 

 
 

 

 
 

ツ
ル
マ
メ
 

Gl
yc
in
e 
ma
x 
s
s
p
.
 s
oj
a 

○
 

○
 

○
 

 
○
 

 

 
 

コ
マ
ツ
ナ
ギ
 

In
di
go
fe
ra
 p
se
ud
ot
in
ct
or
ia
 

 
 

○
 

 
○
 

 

 
 

マ
ル
バ
ヤ
ハ
ズ
ソ
ウ
 

Ku
mm
er
ow
ia
 s
ti
pu
la
ce
a 

○
 

 
 

 
 

 

 
 

ヤ
ハ
ズ
ソ
ウ
 

Ku
mm
er
ow
ia
 s
tr
ia
ta
 

○
 

○
 

○
 

 
○
 

 

 
 

ヤ
マ
ハ
ギ
 

Le
sp
ed
ez
a 
bi
co
lo
r 

○
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表
3
-
1
(
7
)
 
植
物
確
認
種
一
覧
 

分
類
群
 

科
名
 

種
名
 

学
名
 

評
価
書
 

事
後
調
査
 

備
考
 

確
認
位
置
 

確
認
時
期
 

事
業

地
内
 

事
業

地
外
 

春
季
 

夏
秋
季
 

離
弁
花
類
 

マ
メ
 

メ
ド
ハ
ギ
 

Le
sp
ed
ez
a 
cu
ne
at
a 

○
 

○
 

○
 

○
 

○
 

 

 
 

ミ
ヤ
コ
グ
サ
 

Lo
tu
s 
co
rn
ic
ul
at
us
 v
a
r
.
 j
ap
on
ic
us
 

○
 

 
 

 
 

 

 
 

イ
ヌ
エ
ン
ジ
ュ
 

Ma
ac
ki
a 
am
ur
en
si
s 
v
a
r
.
 b
ue
rg
er
i 

 
 

○
 

 
○
 

 

 
 

コ
メ
ツ
ブ
ウ
マ
ゴ
ヤ
シ
 

Me
di
ca
go
 l
up
ul
in
a 

○
 

○
 

 
○
 

 
帰
化
 

 
 

ク
ズ
 

Pu
er
ar
ia
 l
ob
at
a 

○
 

○
 

○
 

○
 

○
 

 

 
 

ハ
リ
エ
ン
ジ
ュ
 

Ro
bi
ni
a 
ps
eu
do
ac
ac
ia
 

○
 

 
○
 

○
 

○
 

帰
化
 

 
 

ク
ラ
ラ
 

So
ph
or
a 
fl
av
es
ce
ns
 

○
 

 
 

 
 

 

 
 

ク
ス
ダ
マ
ツ
メ
ク
サ
 

Tr
if
ol
iu
m 
ca
mp
es
tr
e 

○
 

○
 

 
○
 

 
帰
化
 

 
 

コ
メ
ツ
ブ
ツ
メ
ク
サ
 

Tr
if
ol
iu
m 
du
bi
um
 

○
 

○
 

○
 

○
 

○
 

帰
化
 

 
 

ム
ラ
サ
キ
ツ
メ
ク
サ
 

Tr
if
ol
iu
m 
pr
at
en
se
 

○
 

○
 

○
 

○
 

○
 

帰
化
 

 
 

シ
ロ
ツ
メ
ク
サ
 

Tr
if
ol
iu
m 
re
pe
ns
 

○
 

○
 

○
 

○
 

○
 

帰
化
 

 
 

ヤ
ハ
ズ
エ
ン
ド
ウ
 

Vi
ci
a 
an
gu
st
if
ol
ia
 

○
 

○
 

○
 

○
 

 
重
要
 

 
 

ク
サ
フ
ジ
 

Vi
ci
a 
cr
ac
ca
 

○
 

 
 

 
 

 

 
 

ス
ズ
メ
ノ
エ
ン
ド
ウ
 

Vi
ci
a 
hi
rs
ut
a 

 
○
 

○
 

○
 

 
 

 
 

カ
ス
マ
グ
サ
 

Vi
ci
a 
te
tr
as
pe
rm
a 

 
○
 

 
 

○
 

 

 
 

ナ
ン
テ
ン
ハ
ギ
 

Vi
ci
a 
un
ij
ug
a 

○
 

 
 

 
 

 

 
 

ヤ
ブ
ツ
ル
ア
ズ
キ
 

Vi
gn
a 
an
gu
la
ri
s 
v
a
r
.
 n
ip
po
ne
ns
is
 

○
 

○
 

○
 

 
○
 

 

 
 

フ
ジ
 

Wi
st
er
ia
 f
lo
ri
bu
nd
a 

○
 

○
 

○
 

○
 

○
 

 

 
カ
タ
バ
ミ
 

イ
モ
カ
タ
バ
ミ
 

Ox
al
is
 a
rt
ic
ul
at
a 

○
 

 
○
 

○
 

 
帰
化
 

 
 

カ
タ
バ
ミ
 

Ox
al
is
 c
or
ni
cu
la
ta
 

○
 

○
 

○
 

○
 

○
 

 

 
 

エ
ゾ
タ
チ
カ
タ
バ
ミ
 

Ox
al
is
 f
on
ta
na
 

○
 

○
 

○
 

○
 

○
 

 

 
 

オ
ッ
タ
チ
カ
タ
バ
ミ
 

Ox
al
is
 s
tr
ic
ta
 

○
 

○
 

○
 

○
 

○
 

帰
化
 

 
フ
ウ
ロ
ソ
ウ
 

ア
メ
リ
カ
フ
ウ
ロ
 

Ge
ra
ni
um
 c
ar
ol
in
ia
nu
m 

○
 

○
 

○
 

○
 

 
帰
化
 

 
 

ゲ
ン
ノ
シ
ョ
ウ
コ
 

Ge
ra
ni
um
 t
hu
nb
er
gi
i 

○
 

○
 

○
 

 
○
 

 

 
ト
ウ
ダ
イ
グ
サ
 

エ
ノ
キ
グ
サ
 

Ac
al
yp
ha
 a
us
tr
al
is
 

○
 

○
 

○
 

 
○
 

 

 
 

オ
オ
ニ
シ
キ
ソ
ウ
 

Eu
ph
or
bi
a 
ma
cu
la
ta
 

○
 

○
 

○
 

 
○
 

帰
化
 

 
 

コ
ニ
シ
キ
ソ
ウ
 

Eu
ph
or
bi
a 
su
pi
na
 

○
 

 
○
 

 
○
 

帰
化
 

 
 

ア
カ
メ
ガ
シ
ワ
 

Ma
ll
ot
us
 j
ap
on
ic
us
 

○
 

○
 

○
 

○
 

○
 

 

 
ミ
カ
ン
 

サ
ン
シ
ョ
ウ
 

Za
nt
ho
xy
lu
m 
pi
pe
ri
tu
m 

○
 

 
○
 

○
 

○
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表
3
-
1
(
8
)
 
植
物
確
認
種
一
覧
 

分
類
群

 
科
名
 

種
名
 

学
名
 

評
価
書
 

事
後
調
査
 

備
考
 

確
認
位
置
 

確
認
時
期
 

事
業

地
内
 

事
業

地
外
 

春
季
 

夏
秋
季
 

離
弁
花
類

 
ニ
ガ
キ
 

ニ
ガ
キ
 

Pi
cr
as
ma
 q
ua
ss
io
id
es
 

○
 

 
○
 

 
○
 

 

 
ウ
ル
シ
 

ツ
タ
ウ
ル
シ
 

Rh
us
 a
mb
ig
ua
 

○
 

 
 

 
 

 

 
 

ヌ
ル
デ
 

Rh
us
 j
av
an
ic
a 
v
a
r
.
 c
hi
ne
ns
is
 

○
 

○
 

○
 

○
 

○
 

 

 
 

ヤ
マ
ウ
ル
シ
 

Rh
us
 t
ri
ch
oc
ar
pa
 

○
 

 
 

 
 

 

 
カ
エ
デ
 

ミ
ツ
デ
カ
エ
デ
 

Ac
er
 c
is
si
fo
li
um
 

○
 

 
 

 
 

 

 
 

オ
ニ
イ
タ
ヤ
 

Ac
er
 p
ic
tu
m 
f
.
 a
mb
ig
uu
m 

○
 

 
 

 
 

 

 
ツ
リ
フ
ネ
ソ
ウ
 

キ
ツ
リ
フ
ネ
 

Im
pa
ti
en
s 
no
li
ta
ng
er
e 

○
 

 
 

 
 

 

 
モ
チ
ノ
キ
 

イ
ヌ
ツ
ゲ
 

Il
ex
 c
re
na
ta
 

○
 

 
 

 
 

 

 
 

ウ
メ
モ
ド
キ
 

Il
ex
 s
er
ra
ta
 

○
 

 
 

 
 

 

 
ニ
シ
キ
ギ
 

ツ
ル
ウ
メ
モ
ド
キ
 

Ce
la
st
ru
s 
or
bi
cu
la
tu
s 

○
 

 
○
 

○
 

○
 

 

 
 

オ
ニ
ツ
ル
ウ
メ
モ
ド
キ
 

Ce
la
st
ru
s 
or
bi
cu
la
tu
s 
v
a
r
.
 p
ap
il
lo
su
s 

○
 

○
 

○
 

○
 

○
 

 

 
 

ニ
シ
キ
ギ
 

Eu
on
ym
us
 a
la
tu
s 

○
 

 
 

 
 

 

 
 

コ
マ
ユ
ミ
 

Eu
on
ym
us
 a
la
tu
s 
f
.
 c
il
ia
to
de
nt
at
us
 

○
 

 
○
 

○
 

 
 

 
 

ツ
ル
マ
サ
キ
 

Eu
on
ym
us
 f
or
tu
ne
i 
v
a
r
.
 r
ad
ic
an
s 

○
 

 
 

 
 

 

 
 

マ
サ
キ
 

Eu
on
ym
us
 j
ap
on
ic
us
 

○
 

 
○
 

○
 

 
植
栽
･
逸
出
 

 
 

ツ
リ
バ
ナ
 

Eu
on
ym
us
 o
xy
ph
yl
lu
s 

○
 

 
○
 

○
 

 
 

 
 

マ
ユ
ミ
 

Eu
on
ym
us
 s
ie
bo
ld
ia
nu
s 

○
 

 
○
 

○
 

 
広
義
 

 
ク
ロ
ウ
メ
モ
ド
キ
 

ク
マ
ヤ
ナ
ギ
 

Be
rc
he
mi
a 
ra
ce
mo
sa
 

○
 

 
○
 

 
○
 

 

 
 

ケ
ン
ポ
ナ
シ
 

Ho
ve
ni
a 
du
lc
is
 

○
 

○
 

 
○
 

 
 

 
ブ
ド
ウ
 

ノ
ブ
ド
ウ
 

Am
pe
lo
ps
is
 g
la
nd
ul
os
a 
v
a
r
.
 h
et
er
op
hy
ll
a 

○
 

○
 

○
 

○
 

○
 

 

 
 

キ
レ
バ
ノ
ブ
ド
ウ
 

Am
pe
lo
ps
is
 g
la
nd
ul
os
a 
v
a
r
.
 h
et
er
op
hy
ll
a 

f
.
 

ci
tr
ul
lo
id
es
 

○
 

 
 

 
 

 

 
 

ヤ
ブ
ガ
ラ
シ
 

Ca
yr
at
ia
 j
ap
on
ic
a 

○
 

○
 

○
 

○
 

○
 

 

 
 

ツ
タ
 

Pa
rt
he
no
ci
ss
us
 t
ri
cu
sp
id
at
a 

○
 

○
 

○
 

○
 

○
 

 

 
 

エ
ビ
ヅ
ル
 

Vi
ti
s 
fi
ci
fo
li
a 
v
a
r
.
 l
ob
at
a 

○
 

 
 

 
 

 

 
ア
オ
イ
 

イ
チ
ビ
 

Ab
ut
il
on
 t
he
op
hr
as
ti
 

○
 

○
 

 
 

○
 

帰
化
 

 
 

ゼ
ニ
バ
ア
オ
イ
 

Ma
lv
a 
ne
gl
ec
ta
 

○
 

○
 

○
 

○
 

○
 

帰
化
 

 
 

ゼ
ニ
ア
オ
イ
 

Ma
lv
a 
sy
lv
es
tr
is
 v
a
r
.
 m
au
ri
ti
an
a 

○
 

 
 

 
 

帰
化
 

 
ス
ミ
レ
 

コ
ス
ミ
レ
 

Vi
ol
a 
ja
po
ni
ca
 

○
 

 
 

 
 

 

 
 

ス
ミ
レ
 

Vi
ol
a 
ma
nd
sh
ur
ic
a 

 
○
 

○
 

○
 

○
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表
3
-
1
(
9
)
 
植
物
確
認
種
一
覧
 

分
類
群
 

科
名
 

種
名
 

学
名
 

評
価
書
 

事
後
調
査
 

備
考
 

確
認
位
置
 

確
認
時
期
 

事
業

地
内
 

事
業

地
外
 

春
季
 

夏
秋
季
 

離
弁
花
類
 

ス
ミ
レ
 

ヒ
メ
ス
ミ
レ
 

Vi
ol
a 
mi
no
r 

○
 

 
○
 

○
 

 
 

 
ウ
リ
 

ア
マ
チ
ャ
ヅ
ル
 

Gy
no
st
em
ma
 p
en
ta
ph
yl
lu
m 

○
 

○
 

○
 

○
 

○
 

 

 
 

ス
ズ
メ
ウ
リ
 

Me
lo
th
ri
a 
ja
po
ni
ca
 

○
 

 
 

 
 

 

 
 

ア
レ
チ
ウ
リ
 

Si
cy
os
 a
ng
ul
at
us
 

○
 

○
 

○
 

○
 

○
 

特
定
外
来
 

 
 

キ
カ
ラ
ス
ウ
リ
 

Tr
ic
ho
sa
nt
he
s 
ki
ri
lo
wi
i 
v
a
r
.
 j
ap
on
ic
a 

○
 

 
○
 

 
○
 

 

 
ミ
ソ
ハ
ギ
 

ミ
ソ
ハ
ギ
 

Ly
th
ru
m 
an
ce
ps
 

 
 

○
 

 
○
 

 

 
 

キ
カ
シ
グ
サ
 

Ro
ta
la
 i
nd
ic
a 
v
a
r
.
 u
li
gi
no
sa
 

○
 

 
 

 
 

 

 
ア
カ
バ
ナ
 

チ
ョ
ウ
ジ
タ
デ
 

Lu
dw
ig
ia
 e
pi
lo
bi
oi
de
s 

 
○
 

○
 

 
○
 

 

 
 

メ
マ
ツ
ヨ
イ
グ
サ
 

Oe
no
th
er
a 
bi
en
ni
s 

○
 

○
 

○
 

○
 

○
 

帰
化
 

 
 

コ
マ
ツ
ヨ
イ
グ
サ
 

Oe
no
th
er
a 
la
ci
ni
at
a 

○
 

○
 

 
○
 

○
 

帰
化
 

 
 

ユ
ウ
ゲ
シ
ョ
ウ
 

Oe
no
th
er
a 
ro
se
a 

 
○
 

○
 

○
 

○
 

帰
化
 

 
ウ
リ
ノ
キ
 

ウ
リ
ノ
キ
 

Al
an
gi
um
 p
la
ta
ni
fo
li
um
 v
a
r
.
 t
ri
lo
bu
m 

 
 

○
 

○
 

 
 

 
ミ
ズ
キ
 

ア
オ
キ
 

Au
cu
ba
 j
ap
on
ic
a 

○
 

○
 

○
 

○
 

○
 

 

 
 

ヤ
マ
ボ
ウ
シ
 

Be
nt
ha
mi
di
a 
ja
po
ni
ca
 

○
 

 
 

 
 

 

 
 

ミ
ズ
キ
 

Co
rn
us
 c
on
tr
ov
er
sa
 

○
 

 
○
 

○
 

 
 

 
 

ク
マ
ノ
ミ
ズ
キ
 

Co
rn
us
 m
ac
ro
ph
yl
la
 

 
 

○
 

○
 

○
 

 

 
 

ハ
ナ
イ
カ
ダ
 

He
lw
in
gi
a 
ja
po
ni
ca
 

○
 

 
 

 
 

 

 
ウ
コ
ギ
 

ヤ
マ
ウ
コ
ギ
 

Ac
an
th
op
an
ax
 s
pi
no
su
s 

○
 

 
○
 

 
○
 

 

 
 

ウ
ド
 

Ar
al
ia
 c
or
da
ta
 

○
 

○
 

 
○
 

 
 

 
 

タ
ラ
ノ
キ
 

Ar
al
ia
 e
la
ta
 

○
 

○
 

○
 

○
 

○
 

 

 
 

カ
ク
レ
ミ
ノ
 

De
nd
ro
pa
na
x 
tr
if
id
us
 

○
 

 
 

 
 

植
栽
･
逸
出
 

 
 

ヤ
ツ
デ
 

Fa
ts
ia
 j
ap
on
ic
a 

○
 

 
 

 
 

植
栽
･
逸
出
 

 
 

キ
ヅ
タ
 

He
de
ra
 r
ho
mb
ea
 

○
 

○
 

○
 

○
 

○
 

 

 
セ
リ
 

シ
ャ
ク
 

An
th
ri
sc
us
 s
yl
ve
st
ri
s 

○
 

 
○
 

○
 

 
 

 
 

セ
ン
ト
ウ
ソ
ウ
 

Ch
am
ae
le
 d
ec
um
be
ns
 

○
 

 
 

 
 

 

 
 

ミ
ツ
バ
 

Cr
yp
to
ta
en
ia
 j
ap
on
ic
a 

○
 

 
 

 
 

 

 
 

オ
オ
ハ
ナ
ウ
ド
 

He
ra
cl
eu
m 
du
lc
e 

○
 

 
○
 

○
 

 
 

 
 

ノ
チ
ド
メ
 

Hy
dr
oc
ot
yl
e 
ma
ri
ti
ma
 

○
 

 
○
 

○
 

 
 

 
 

オ
オ
チ
ド
メ
 

Hy
dr
oc
ot
yl
e 
ra
mi
fl
or
a 

○
 

○
 

○
 

○
 

○
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表
3
-
1
(
1
0
)
 
植
物
確
認
種
一
覧
 

分
類
群

 
科
名
 

種
名
 

学
名
 

評
価
書
 

事
後
調
査
 

備
考
 

確
認
位
置
 

確
認
時
期
 

事
業

地
内
 

事
業

地
外
 

春
季
 

夏
秋
季
 

離
弁
花
類

 
セ
リ
 

セ
リ
 

Oe
na
nt
he
 j
av
an
ic
a 

○
 

○
 

○
 

○
 

○
 

 

 
 

ヤ
ブ
ニ
ン
ジ
ン
 

Os
mo
rh
iz
a 
ar
is
ta
ta
 

○
 

 
 

 
 

 

 
 

ヤ
ブ
ジ
ラ
ミ
 

To
ri
li
s 
ja
po
ni
ca
 

○
 

○
 

○
 

○
 

 
 

 
 

オ
ヤ
ブ
ジ
ラ
ミ
 

To
ri
li
s 
sc
ab
ra
 

○
 

○
 

○
 

○
 

 
 

合
弁
花
類

 
ヤ
ブ
コ
ウ
ジ
 

ヤ
ブ
コ
ウ
ジ
 

Ar
di
si
a 
ja
po
ni
ca
 

○
 

 
 

 
 

 

 
サ
ク
ラ
ソ
ウ
 

ヌ
マ
ト
ラ
ノ
オ
 

Ly
si
ma
ch
ia
 f
or
tu
ne
i 

○
 

 
 

 
 

 

 
 

コ
ナ
ス
ビ
 

Ly
si
ma
ch
ia
 j
ap
on
ic
a 
f
.
 s
ub
se
ss
il
is
 

○
 

○
 

○
 

○
 

○
 

 

 
カ
キ
ノ
キ
 

カ
キ
ノ
キ
 

Di
os
py
ro
s 
ka
ki
 

○
 

 
○
 

 
○
 

植
栽
･
逸
出
 

 
エ
ゴ
ノ
キ
 

エ
ゴ
ノ
キ
 

St
yr
ax
 j
ap
on
ic
a 

○
 

 
 

 
 

 

 
モ
ク
セ
イ
 

ネ
ズ
ミ
モ
チ
 

Li
gu
st
ru
m 
ja
po
ni
cu
m 

○
 

 
 

 
 

植
栽
･
逸
出
 

 
 

ト
ウ
ネ
ズ
ミ
モ
チ
 

Li
gu
st
ru
m 
lu
ci
du
m 

○
 

○
 

○
 

○
 

○
 

植
栽
･
逸
出
 

 
 

イ
ボ
タ
ノ
キ
 

Li
gu
st
ru
m 
ob
tu
si
fo
li
um
 

○
 

 
○
 

○
 

○
 

 

 
 

ヒ
イ
ラ
ギ
 

Os
ma
nt
hu
s 
he
te
ro
ph
yl
lu
s 

○
 

 
○
 

○
 

 
植
栽
･
逸
出
 

 
キ
ョ
ウ
チ
ク
ト
ウ
 

ツ
ル
ニ
チ
ニ
チ
ソ
ウ
 

Vi
nc
a 
ma
jo
r 

 
○
 

 
○
 

 
帰
化
 

 
ガ
ガ
イ
モ
 

ガ
ガ
イ
モ
 

Me
ta
pl
ex
is
 j
ap
on
ic
a 

○
 

○
 

○
 

○
 

○
 

 

 
ア
カ
ネ
 

ヤ
エ
ム
グ
ラ
 

Ga
li
um
 s
pu
ri
um
 v
a
r
.
 e
ch
in
os
pe
rm
on
 

○
 

○
 

○
 

○
 

○
 

 

 
 

ヨ
ツ
バ
ム
グ
ラ
 

Ga
li
um
 t
ra
ch
ys
pe
rm
um
 

○
 

 
 

 
 

 

 
 

ク
ル
マ
ム
グ
ラ
 

Ga
li
um
 t
ri
fl
or
if
or
me
 v
a
r
.
 n
ip
po
ni
cu
m 

○
 

 
 

 
 

 

 
 

ヘ
ク
ソ
カ
ズ
ラ
 

Pa
ed
er
ia
 s
ca
nd
en
s 

○
 

○
 

○
 

○
 

○
 

 

 
 

ア
カ
ネ
 

Ru
bi
a 
ar
gy
i 

○
 

○
 

○
 

○
 

○
 

 

 
ヒ
ル
ガ
オ
 

コ
ヒ
ル
ガ
オ
 

Ca
ly
st
eg
ia
 h
ed
er
ac
ea
 

○
 

○
 

○
 

○
 

○
 

 

 
 

ヒ
ル
ガ
オ
 

Ca
ly
st
eg
ia
 j
ap
on
ic
a 

○
 

○
 

○
 

○
 

○
 

 

 
 

ネ
ナ
シ
カ
ズ
ラ
 

Cu
sc
ut
a 
ja
po
ni
ca
 

○
 

 
 

 
 

 

 
ム
ラ
サ
キ
 

ハ
ナ
イ
バ
ナ
 

Bo
th
ri
os
pe
rm
um
 t
en
el
lu
m 

○
 

○
 

○
 

○
 

○
 

 

 
 

ノ
ハ
ラ
ム
ラ
サ
キ
 

My
os
ot
is
 a
rv
en
si
s 

○
 

 
○
 

○
 

 
帰
化
 

 
 

ワ
ス
レ
ナ
グ
サ
 

My
os
ot
is
 s
co
rp
io
id
es
 

 
○
 

 
○
 

 
帰
化
 

 
 

コ
ン
フ
リ
ー
 

Sy
mp
hy
tu
m 
x
 
up
la
nd
ic
um
 

 
○
 

○
 

 
○
 

帰
化
 

 
 

キ
ュ
ウ
リ
グ
サ
 

Tr
ig
on
ot
is
 p
ed
un
cu
la
ri
s 

○
 

○
 

○
 

○
 

 
 

 
ク
マ
ツ
ヅ
ラ
 

ム
ラ
サ
キ
シ
キ
ブ
 

Ca
ll
ic
ar
pa
 j
ap
on
ic
a 

○
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表
3
-
1
(
1
1
)
 
植
物
確
認
種
一
覧
 

分
類
群
 

科
名
 

種
名
 

学
名
 

評
価
書
 

事
後
調
査
 

備
考
 

確
認
位
置
 

確
認
時
期
 

事
業

地
内
 

事
業

地
外
 

春
季
 

夏
秋
季
 

合
弁
花
類
 

ク
マ
ツ
ヅ
ラ
 

ク
サ
ギ
 

Cl
er
od
en
dr
um
 t
ri
ch
ot
om
um
 

○
 

○
 

○
 

○
 

○
 

 

 
 

ア
レ
チ
ハ
ナ
ガ
サ
 

Ve
rb
en
a 
br
as
il
ie
ns
is
 

 
○
 

○
 

 
○
 

帰
化
 

 
シ
ソ
 

ク
ル
マ
バ
ナ
 

Cl
in
op
od
iu
m 
ch
in
en
se
 v
a
r
.
 p
ar
vi
fl
or
um
 

○
 

○
 

○
 

○
 

○
 

 

 
 

ナ
ギ
ナ
タ
コ
ウ
ジ
ュ
 

El
sh
ol
tz
ia
 c
il
ia
ta
 

○
 

 
○
 

 
○
 

 

 
 

カ
キ
ド
オ
シ
 

Gl
ec
ho
ma
 h
ed
er
ac
ea
 v
a
r
.
 g
ra
nd
is
 

○
 

○
 

○
 

○
 

○
 

 

 
 

ホ
ト
ケ
ノ
ザ
 

La
mi
um
 a
mp
le
xi
ca
ul
e 

○
 

○
 

○
 

○
 

○
 

 

 
 

ヒ
メ
オ
ド
リ
コ
ソ
ウ
 

La
mi
um
 p
ur
pu
re
um
 

○
 

○
 

○
 

○
 

 
帰
化
 

 
 

シ
ロ
ネ
 

Ly
co
pu
s 
lu
ci
du
s 

○
 

 
 

 
 

 

 
 

ハ
ッ
カ
 

Me
nt
ha
 a
rv
en
si
s 
v
a
r
.
 p
ip
er
as
ce
ns
 

○
 

 
 

 
 

 

 
 

ヒ
メ
ジ
ソ
 

Mo
sl
a 
di
an
th
er
a 

○
 

○
 

○
 

 
○
 

 

 
 

イ
ヌ
コ
ウ
ジ
ュ
 

Mo
sl
a 
pu
nc
tu
la
ta
 

○
 

 
 

 
 

 

 
 

シ
ソ
 

Pe
ri
ll
a 
fr
ut
es
ce
ns
 v
a
r
.
 a
cu
ta
 

○
 

 
○
 

 
○
 

植
栽
･
逸
出
 

 
 

ウ
ツ
ボ
グ
サ
 

Pr
un
el
la
 v
ul
ga
ri
s 
s
s
p
.
 a
si
at
ic
a 

 
 

○
 

 
○
 

 

 
 

ヒ
メ
ナ
ミ
キ
 

Sc
ut
el
la
ri
a 
de
pe
nd
en
s 

 
 

○
 

 
○
 

 

 
 

イ
ヌ
ゴ
マ
 

St
ac
hy
s 
ri
ed
er
i 
v
a
r
.
 i
nt
er
me
di
a 

○
 

○
 

○
 

○
 

○
 

 

 
ナ
ス
 

ク
コ
 

Ly
ci
um
 c
hi
ne
ns
e 

○
 

 
○
 

○
 

 
 

 
 

イ
ヌ
ホ
オ
ズ
キ
 

So
la
nu
m 
ni
gr
um
 

 
○
 

○
 

 
○
 

 

 
 

ア
メ
リ
カ
イ
ヌ
ホ
オ
ズ
キ
 

So
la
nu
m 
pt
yc
ha
nt
hu
m 

○
 

○
 

○
 

 
○
 

帰
化
 

 
ゴ
マ
ノ
ハ
グ
サ
 

マ
ツ
バ
ウ
ン
ラ
ン
 

Li
na
ri
a 
ca
na
de
ns
is
 

 
○
 

 
○
 

 
帰
化
 

 
 

タ
ケ
ト
ア
ゼ
ナ
 

Li
nd
er
ni
a 
du
bi
a 

○
 

 
 

 
 

帰
化
 

 
 

ア
メ
リ
カ
ア
ゼ
ナ
 

Li
nd
er
ni
a 
du
bi
a 
s
s
p
.
 m
aj
or
 

○
 

 
○
 

 
○
 

帰
化
 

 
 

ア
ゼ
ナ
 

Li
nd
er
ni
a 
pr
oc
um
be
ns
 

○
 

○
 

○
 

 
○
 

 

 
 

サ
ギ
ゴ
ケ
 

Ma
zu
s 
mi
qu
el
ii
 f
.
 a
lb
if
lo
ru
s 

○
 

 
○
 

○
 

 
 

 
 

ト
キ
ワ
ハ
ゼ
 

Ma
zu
s 
pu
mi
lu
s 

○
 

○
 

○
 

○
 

○
 

 

 
 

ビ
ロ
ー
ド
モ
ウ
ズ
イ
カ
 

Ve
rb
as
cu
m 
th
ap
su
s 

○
 

○
 

 
 

○
 

帰
化
 

 
 

タ
チ
イ
ヌ
ノ
フ
グ
リ
 

Ve
ro
ni
ca
 a
rv
en
si
s 

○
 

○
 

○
 

○
 

 
帰
化
 

 
 

オ
オ
イ
ヌ
ノ
フ
グ
リ
 

Ve
ro
ni
ca
 p
er
si
ca
 

○
 

○
 

○
 

○
 

○
 

帰
化
 

 
ノ
ウ
ゼ
ン
カ
ズ
ラ
 

キ
サ
サ
ゲ
 

Ca
ta
lp
a 
ov
at
a 

 
○
 

 
○
 

 
植
栽
･
逸
出
 

 
 

キ
リ
 

Pa
ul
ow
ni
a 
to
me
nt
os
a 

○
 

○
 

○
 

○
 

○
 

植
栽
･
逸
出
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表
3
-
1
(
1
2
)
 
植
物
確
認
種
一
覧
 

分
類
群

 
科
名
 

種
名
 

学
名
 

評
価
書
 

事
後
調
査
 

備
考
 

確
認
位
置
 

確
認
時
期
 

事
業

地
内
 

事
業

地
外
 

春
季
 

夏
秋
季
 

合
弁
花
類

 
ハ
エ
ド
ク
ソ
ウ
 

ハ
エ
ド
ク
ソ
ウ
 

Ph
ry
ma
 l
ep
to
st
ac
hy
a 
v
a
r
.
 a
si
at
ic
a 

○
 

 
 

 
 

 

 
オ
オ
バ
コ
 

オ
オ
バ
コ
 

Pl
an
ta
go
 a
si
at
ic
a 

○
 

○
 

○
 

○
 

○
 

 

 
 

ヘ
ラ
オ
オ
バ
コ
 

Pl
an
ta
go
 l
an
ce
ol
at
a 

○
 

○
 

○
 

○
 

○
 

帰
化
 

 
ス
イ
カ
ズ
ラ
 

ス
イ
カ
ズ
ラ
 

Lo
ni
ce
ra
 j
ap
on
ic
a 

○
 

 
○
 

○
 

 
 

 
 

ニ
ワ
ト
コ
 

Sa
mb
uc
us
 r
ac
em
os
a 
s
s
p
.
 s
ie
bo
ld
ia
na
 

○
 

 
 

 
 

 

 
 

ガ
マ
ズ
ミ
 

Vi
bu
rn
um
 d
il
at
at
um
 

○
 

 
 

 
 

 

 
オ
ミ
ナ
エ
シ
 

ノ
ヂ
シ
ャ
 

Va
le
ri
an
el
la
 o
li
to
ri
a 

○
 

 
○
 

○
 

 
帰
化
 

 
キ
キ
ョ
ウ
 

ツ
リ
ガ
ネ
ニ
ン
ジ
ン
 

Ad
en
op
ho
ra
 t
ri
ph
yl
la
 v
a
r
.
 j
ap
on
ic
a 

 
 

○
 

 
○
 

 

 
 

ミ
ゾ
カ
ク
シ
 

Lo
be
li
a 
ch
in
en
si
s 

○
 

○
 

○
 

○
 

○
 

 

 
キ
ク
 

セ
イ
ヨ
ウ
ノ
コ
ギ
リ
ソ
ウ
 

Ac
hi
ll
ea
 m
il
le
fo
li
um
 

○
 

 
 

 
 

帰
化
 

 
 

ブ
タ
ク
サ
 

Am
br
os
ia
 a
rt
em
is
ii
fo
li
a 
v
a
r
.
 e
la
ti
or
 

○
 

 
○
 

 
○
 

帰
化
 

 
 

オ
オ
ブ
タ
ク
サ
 

Am
br
os
ia
 t
ri
fi
da
 

○
 

○
 

○
 

○
 

○
 

帰
化
 

 
 

ヨ
モ
ギ
 

Ar
te
mi
si
a 
in
di
ca
 v
a
r
.
 m
ax
im
ow
ic
zi
i 

○
 

○
 

○
 

○
 

○
 

 

 
 

オ
ト
コ
ヨ
モ
ギ
 

Ar
te
mi
si
a 
ja
po
ni
ca
 

○
 

 
 

 
 

 

 
 

ノ
コ
ン
ギ
ク
 

As
te
r 
ag
er
at
oi
de
s 
s
s
p
.
 o
va
tu
s 

○
 

 
 

 
 

 

 
 

ヒ
ロ
ハ
ホ
ウ
キ
ギ
ク
 

As
te
r 
su
bu
la
tu
s 
v
a
r
.
 l
ig
ul
at
us
 

 
○
 

○
 

 
○
 

帰
化
 

 
 

コ
バ
ノ
セ
ン
ダ
ン
グ
サ
 

Bi
de
ns
 b
ip
in
na
ta
 

 
 

○
 

 
○
 

帰
化
 

 
 

ア
メ
リ
カ
セ
ン
ダ
ン
グ
サ
 

Bi
de
ns
 f
ro
nd
os
a 

○
 

○
 

○
 

○
 

○
 

帰
化
 

 
 

コ
セ
ン
ダ
ン
グ
サ
 

Bi
de
ns
 p
il
os
a 

○
 

○
 

○
 

 
○
 

帰
化
 

 
 

タ
ウ
コ
ギ
 

Bi
de
ns
 t
ri
pa
rt
it
a 

○
 

 
○
 

 
○
 

 

 
 

ト
キ
ン
ソ
ウ
 

Ce
nt
ip
ed
a 
mi
ni
ma
 

○
 

○
 

○
 

 
○
 

 

 
 

フ
ラ
ン
ス
ギ
ク
 

Ch
ry
sa
nt
he
mu
m 
le
uc
an
th
em
um
 

○
 

 
 

 
 

帰
化
 

 
 

ナ
ン
ブ
ア
ザ
ミ
 

Ci
rs
iu
m 
ni
pp
on
ic
um
 

○
 

 
 

 
 

 

 
 

ノ
ハ
ラ
ア
ザ
ミ
 

Ci
rs
iu
m 
ol
ig
op
hy
ll
um
 

○
 

 
 

 
 

 

 
 

タ
カ
ア
ザ
ミ
 

Ci
rs
iu
m 
pe
nd
ul
um
 

 
○
 

 
 

○
 

 

 
 

オ
オ
ア
レ
チ
ノ
ギ
ク
 

Co
ny
za
 s
um
at
re
ns
is
 

○
 

○
 

○
 

○
 

○
 

帰
化
 

 
 

オ
オ
キ
ン
ケ
イ
ギ
ク
 

Co
re
op
si
s 
la
nc
eo
la
ta
 

 
○
 

 
○
 

 
特
定
外
来
 

 
 

コ
ス
モ
ス
 

Co
sm
os
 b
ip
in
na
tu
s 

 
○
 

 
 

○
 

植
栽
･
逸
出
 

 
 

キ
バ
ナ
コ
ス
モ
ス
 

Co
sm
os
 s
ul
ph
ur
eu
s 

 
○
 

 
 

○
 

植
栽
･
逸
出
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表
3
-
1
(
1
3
)
 
植
物
確
認
種
一
覧
 

分
類
群
 

科
名
 

種
名
 

学
名
 

評
価
書
 

事
後
調
査
 

備
考
 

確
認
位
置
 

確
認
時
期
 

事
業

地
内
 

事
業

地
外
 

春
季
 

夏
秋
季
 

合
弁
花
類
 

キ
ク
 

ア
メ
リ
カ
タ
カ
サ
ブ
ロ
ウ
 

Ec
li
pt
a 
al
ba
 

○
 

○
 

○
 

 
○
 

帰
化
 

 
 

ヒ
メ
ム
カ
シ
ヨ
モ
ギ
 

Er
ig
er
on
 c
an
ad
en
si
s 

○
 

○
 

○
 

 
○
 

帰
化
 

 
 

ハ
ル
ジ
オ
ン
 

Er
ig
er
on
 p
hi
la
de
lp
hi
cu
s 

○
 

○
 

○
 

○
 

 
帰
化
 

 
 

オ
オ
ヒ
ヨ
ド
リ
バ
ナ
 

Eu
pa
to
ri
um
 m
ak
in
oi
 v
a
r
.
 o
pp
os
it
if
ol
iu
m 

 
 

○
 

 
○
 

 

 
 

ハ
キ
ダ
メ
ギ
ク
 

Ga
li
ns
og
a 
ci
li
at
a 

○
 

○
 

○
 

○
 

○
 

帰
化
 

 
 

ハ
ハ
コ
グ
サ
 

Gn
ap
ha
li
um
 a
ff
in
e 

○
 

○
 

○
 

○
 

○
 

 

 
 

タ
チ
チ
チ
コ
グ
サ
 

Gn
ap
ha
li
um
 c
al
vi
ce
ps
 

 
○
 

 
○
 

○
 

帰
化
 

 
 

チ
チ
コ
グ
サ
 

Gn
ap
ha
li
um
 j
ap
on
ic
um
 

 
○
 

 
 

○
 

 

 
 

チ
チ
コ
グ
サ
モ
ド
キ
 

Gn
ap
ha
li
um
 p
en
sy
lv
an
ic
um
 

 
○
 

○
 

○
 

○
 

帰
化
 

 
 

ウ
ス
ベ
ニ
チ
チ
コ
グ
サ
 

Gn
ap
ha
li
um
 p
ur
pu
re
um
 

 
○
 

 
○
 

 
帰
化
 

 
 

ウ
ラ
ジ
ロ
チ
チ
コ
グ
サ
 

Gn
ap
ha
li
um
 s
pi
ca
tu
m 

 
○
 

○
 

○
 

○
 

帰
化
 

 
 

キ
ク
イ
モ
 

He
li
an
th
us
 t
ub
er
os
us
 

○
 

○
 

 
○
 

○
 

帰
化
 

 
 

キ
ツ
ネ
ア
ザ
ミ
 

He
mi
st
ep
ta
 l
yr
at
a 

 
○
 

○
 

○
 

 
 

 
 

ブ
タ
ナ
 

Hy
po
ch
oe
ri
s 
ra
di
ca
ta
 

○
 

○
 

○
 

○
 

○
 

帰
化
 

 
 

オ
オ
ヂ
シ
バ
リ
 

Ix
er
is
 d
eb
il
is
 

○
 

○
 

○
 

○
 

○
 

 

 
 

ニ
ガ
ナ
 

Ix
er
is
 d
en
ta
ta
 

○
 

 
 

 
 

 

 
 

イ
ワ
ニ
ガ
ナ
 

Ix
er
is
 s
to
lo
ni
fe
ra
 

○
 

○
 

○
 

 
○
 

 

 
 

ユ
ウ
ガ
ギ
ク
 

Ka
li
me
ri
s 
pi
nn
at
if
id
a 

 
○
 

 
 

○
 

 

 
 

カ
ン
ト
ウ
ヨ
メ
ナ
 

Ka
li
me
ri
s 
ps
eu
do
yo
me
na
 

 
○
 

○
 

 
○
 

 

 
 

ア
キ
ノ
ノ
ゲ
シ
 

La
ct
uc
a 
in
di
ca
 

○
 

○
 

○
 

○
 

○
 

 

 
 

ホ
ソ
バ
ア
キ
ノ
ノ
ゲ
シ
 

La
ct
uc
a 
in
di
ca
 f
.
 i
nd
iv
is
a 

 
○
 

 
 

○
 

 

 
 

ト
ゲ
チ
シ
ャ
 

La
ct
uc
a 
sc
ar
io
la
 

 
○
 

○
 

○
 

○
 

帰
化
 

 
 

ヤ
ブ
タ
ビ
ラ
コ
 

La
ps
an
a 
hu
mi
li
s 

○
 

○
 

○
 

○
 

○
 

 

 
 

フ
キ
 

Pe
ta
si
te
s 
ja
po
ni
cu
s 

○
 

○
 

○
 

○
 

○
 

 

 
 

コ
ウ
ゾ
リ
ナ
 

Pi
cr
is
 h
ie
ra
ci
oi
de
s 
v
a
r
.
 g
la
br
es
ce
ns
 

 
 

○
 

 
○
 

 

 
 

オ
オ
ハ
ン
ゴ
ン
ソ
ウ
 

Ru
db
ec
ki
a 
la
ci
ni
at
a 

○
 

○
 

○
 

○
 

○
 

特
定
外
来
 

 
 

ノ
ボ
ロ
ギ
ク
 

Se
ne
ci
o 
vu
lg
ar
is
 

○
 

○
 

○
 

○
 

○
 

帰
化
 

 
 

セ
イ
タ
カ
ア
ワ
ダ
チ
ソ
ウ
 

So
li
da
go
 a
lt
is
si
ma
 

○
 

○
 

○
 

○
 

○
 

帰
化
 

 
 

オ
オ
ア
ワ
ダ
チ
ソ
ウ
 

So
li
da
go
 g
ig
an
te
a 
v
a
r
.
 l
ei
op
hy
ll
a 

○
 

○
 

○
 

○
 

○
 

帰
化
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表
3
-
1
(
1
4
)
 
植
物
確
認
種
一
覧
 

分
類
群
 

科
名
 

種
名
 

学
名
 

評
価
書
 

事
後
調
査
 

備
考
 

確
認
位
置
 

確
認
時
期
 

事
業

地
内
 

事
業

地
外
 

春
季
 

夏
秋
季
 

合
弁
花
類

 
キ
ク
 

オ
ニ
ノ
ゲ
シ
 

So
nc
hu
s 
as
pe
r 

○
 

○
 

○
 

○
 

○
 

帰
化
 

 
 

ノ
ゲ
シ
 

So
nc
hu
s 
ol
er
ac
eu
s 

○
 

○
 

○
 

○
 

○
 

 

 
 

ヒ
メ
ジ
ョ
オ
ン
 

St
en
ac
ti
s 
an
nu
us
 

○
 

○
 

○
 

○
 

○
 

帰
化
 

 
 

エ
ゾ
タ
ン
ポ
ポ
 

Ta
ra
xa
cu
m 
ho
nd
oe
ns
e 

 
○
 

 
○
 

 
 

 
 

セ
イ
ヨ
ウ
タ
ン
ポ
ポ
 

Ta
ra
xa
cu
m 
of
fi
ci
na
le
 

○
 

○
 

○
 

○
 

○
 

帰
化
 

 
 

オ
ニ
タ
ビ
ラ
コ
 

Yo
un
gi
a 
ja
po
ni
ca
 

○
 

○
 

○
 

○
 

○
 

 

単
子
葉
植

物
 オ

モ
ダ
カ
 

ヘ
ラ
オ
モ
ダ
カ
 

Al
is
ma
 c
an
al
ic
ul
at
um
 

○
 

 
 

 
 

 

 
 

オ
モ
ダ
カ
 

Sa
gi
tt
ar
ia
 t
ri
fo
li
a 

○
 

 
○
 

 
○
 

 

 
ト
チ
カ
ガ
ミ
 

コ
カ
ナ
ダ
モ
 

El
od
ea
 n
ut
ta
ll
ii
 

○
 

 
 

 
 

帰
化
 

 
ユ
リ
 

ヤ
ブ
カ
ン
ゾ
ウ
 

He
me
ro
ca
ll
is
 f
ul
va
 v
a
r
.
 k
wa
ns
o 

○
 

 
 

 
 

 

 
 

コ
バ
ギ
ボ
ウ
シ
 

Ho
st
a 
si
eb
ol
di
i 
f
.
 l
an
ci
fo
li
a 

○
 

 
○
 

 
○
 

 

 
 

シ
ン
テ
ッ
ポ
ウ
ユ
リ
 

Li
li
um
 
x
 
fo
rm
ol
on
go
 

 
 

○
 

 
○
 

植
栽
 

 
 

ヤ
ブ
ラ
ン
 

Li
ri
op
e 
mu
sc
ar
i 

○
 

○
 

 
 

○
 

 

 
 

ジ
ャ
ノ
ヒ
ゲ
 

Op
hi
op
og
on
 j
ap
on
ic
us
 

○
 

 
○
 

○
 

 
 

 
 

ナ
ガ
バ
ジ
ャ
ノ
ヒ
ゲ
 

Op
hi
op
og
on
 o
hw
ii
 

○
 

 
 

 
 

 

 
 

オ
オ
バ
ジ
ャ
ノ
ヒ
ゲ
 

Op
hi
op
og
on
 p
la
ni
sc
ap
us
 

○
 

 
○
 

○
 

 
 

 
 

オ
モ
ト
 

Ro
hd
ea
 j
ap
on
ic
a 

○
 

 
○
 

○
 

 
植
栽
･
逸
出
 

 
 

サ
ル
ト
リ
イ
バ
ラ
 

Sm
il
ax
 c
hi
na
 

○
 

 
 

 
 

 

 
 

シ
オ
デ
 

Sm
il
ax
 r
ip
ar
ia
 v
a
r
.
 u
ss
ur
ie
ns
is
 

○
 

 
 

 
 

 

 
ヒ
ガ
ン
バ
ナ
 

ヒ
ガ
ン
バ
ナ
 

Ly
co
ri
s 
ra
di
at
a 

○
 

 
○
 

 
○
 

 

 
 

ス
イ
セ
ン
 

Na
rc
is
su
s 
ta
ze
tt
a 
v
a
r
.
 c
hi
ne
ns
is
 

○
 

 
 

 
 

植
栽
･
逸
出
 

 
ヤ
マ
ノ
イ
モ
 

ナ
ガ
イ
モ
 

Di
os
co
re
a 
ba
ta
ta
s 

 
 

○
 

 
○
 

植
栽
･
逸
出
 

 
 

ヤ
マ
ノ
イ
モ
 

Di
os
co
re
a 
ja
po
ni
ca
 

○
 

○
 

○
 

 
○
 

 

 
 

オ
ニ
ド
コ
ロ
 

Di
os
co
re
a 
to
ko
ro
 

○
 

○
 

○
 

○
 

○
 

 

 
ミ
ズ
ア
オ
イ
 

コ
ナ
ギ
 

Mo
no
ch
or
ia
 v
ag
in
al
is
 v
a
r
.
 p
la
nt
ag
in
ea
 

○
 

 
○
 

 
○
 

 

 
ア
ヤ
メ
 

キ
シ
ョ
ウ
ブ
 

Ir
is
 p
se
ud
ac
or
us
 

○
 

 
○
 

 
○
 

帰
化
 

 
 

ニ
ワ
ゼ
キ
シ
ョ
ウ
 

Si
sy
ri
nc
hi
um
 a
tl
an
ti
cu
m 

○
 

○
 

○
 

○
 

 
帰
化
 

 
 

ヒ
メ
ヒ
オ
ウ
ギ
ズ
イ
セ
ン
 

Tr
it
on
ia
 c
ro
co
sm
ae
fl
or
a 

 
○
 

○
 

 
○
 

帰
化
 

 
イ
グ
サ
 

イ
 

Ju
nc
us
 e
ff
us
us
 v
a
r
.
 d
ec
ip
ie
ns
 

○
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表
3
-
1
(
1
5
)
 
植
物
確
認
種
一
覧
 

分
類
群
 

科
名
 

種
名
 

学
名
 

評
価
書
 

事
後
調
査
 

備
考
 

確
認
位
置
 

確
認
時
期
 

事
業

地
内
 

事
業

地
外
 

春
季
 

夏
秋
季
 

単
子
葉
植

物
 イ

グ
サ
 

ク
サ
イ
 

Ju
nc
us
 t
en
ui
s 

○
 

○
 

○
 

○
 

○
 

 

 
ツ
ユ
ク
サ
 

ツ
ユ
ク
サ
 

Co
mm
el
in
a 
co
mm
un
is
 

○
 

○
 

○
 

○
 

○
 

 

 
 

イ
ボ
ク
サ
 

Mu
rd
an
ni
a 
ke
is
ak
 

○
 

 
○
 

 
○
 

 

 
イ
ネ
 

ア
オ
カ
モ
ジ
グ
サ
 

Ag
ro
py
ro
n 
ra
ce
mi
fe
ru
m 

○
 

○
 

○
 

○
 

 
 

 
 

カ
モ
ジ
グ
サ
 

Ag
ro
py
ro
n 
ts
uk
us
hi
en
se
 v
a
r
.
 t
ra
ns
ie
ns
 

○
 

○
 

○
 

○
 

 
 

 
 

コ
ヌ
カ
グ
サ
 

Ag
ro
st
is
 a
lb
a 

○
 

 
○
 

 
○
 

帰
化
 

 
 

ヌ
カ
ボ
 

Ag
ro
st
is
 c
la
va
ta
 s
s
p
.
 m
at
su
mu
ra
e 

○
 

○
 

 
○
 

○
 

 

 
 

ス
ズ
メ
ノ
テ
ッ
ポ
ウ
 

Al
op
ec
ur
us
 a
eq
ua
li
s 
v
a
r
.
 a
mu
re
ns
is
 

○
 

○
 

○
 

○
 

 
 

 
 

メ
リ
ケ
ン
カ
ル
カ
ヤ
 

An
dr
op
og
on
 v
ir
gi
ni
cu
s 

 
 

○
 

 
○
 

帰
化
 

 
 

ハ
ル
ガ
ヤ
 

An
th
ox
an
th
um
 o
do
ra
tu
m 

○
 

○
 

○
 

○
 

 
帰
化
 

 
 

コ
ブ
ナ
グ
サ
 

Ar
th
ra
xo
n 
hi
sp
id
us
 

○
 

○
 

○
 

 
○
 

 

 
 

ト
ダ
シ
バ
 

Ar
un
di
ne
ll
a 
hi
rt
a 

 
 

○
 

 
○
 

 

 
 

ヤ
マ
カ
モ
ジ
グ
サ
 

Br
ac
hy
po
di
um
 s
yl
va
ti
cu
m 

 
 

○
 

○
 

 
 

 
 

コ
バ
ン
ソ
ウ
 

Br
iz
a 
ma
xi
ma
 

 
○
 

 
○
 

 
帰
化
 

 
 

イ
ヌ
ム
ギ
 

Br
om
us
 c
at
ha
rt
ic
us
 

○
 

○
 

○
 

○
 

○
 

帰
化
 

 
 

ス
ズ
メ
ノ
チ
ャ
ヒ
キ
 

Br
om
us
 j
ap
on
ic
us
 

 
○
 

 
○
 

 
 

 
 

キ
ツ
ネ
ガ
ヤ
 

Br
om
us
 p
au
ci
fl
or
us
 

○
 

 
○
 

 
○
 

 

 
 

ヒ
ゲ
ナ
ガ
ス
ズ
メ
ノ
チ
ャ
ヒ
キ
 B
ro
mu
s 
ri
gi
du
s 

 
○
 

 
○
 

 
帰
化
 

 
 

ヤ
マ
ア
ワ
 

Ca
la
ma
gr
os
ti
s 
ep
ig
ei
os
 

○
 

 
○
 

 
○
 

 

 
 

カ
モ
ガ
ヤ
 

Da
ct
yl
is
 g
lo
me
ra
ta
 

○
 

○
 

○
 

○
 

○
 

帰
化
 

 
 

メ
ヒ
シ
バ
 

Di
gi
ta
ri
a 
ci
li
ar
is
 

○
 

○
 

○
 

 
○
 

 

 
 

ア
キ
メ
ヒ
シ
バ
 

Di
gi
ta
ri
a 
vi
ol
as
ce
ns
 

○
 

○
 

○
 

 
○
 

 

 
 

イ
ヌ
ビ
エ
 

Ec
hi
no
ch
lo
a 
cr
us
ga
ll
i 

○
 

○
 

○
 

 
○
 

 

 
 

ケ
イ
ヌ
ビ
エ
 

Ec
hi
no
ch
lo
a 
cr
us
ga
ll
i 
v
a
r
.
 e
ch
in
at
a 

○
 

○
 

○
 

 
○
 

 

 
 

タ
イ
ヌ
ビ
エ
 

Ec
hi
no
ch
lo
a 
cr
us
ga
ll
i 
v
a
r
.
 o
ry
zi
co
la
 

 
○
 

○
 

 
○
 

 

 
 

オ
ヒ
シ
バ
 

El
eu
si
ne
 i
nd
ic
a 

○
 

○
 

○
 

 
○
 

 

 
 

ス
ズ
メ
ガ
ヤ
 

Er
ag
ro
st
is
 c
il
ia
ne
ns
is
 

 
○
 

 
 

○
 

 

 
 

シ
ナ
ダ
レ
ス
ズ
メ
ガ
ヤ
 

Er
ag
ro
st
is
 c
ur
vu
la
 

○
 

○
 

○
 

 
○
 

帰
化
 

 
 

カ
ゼ
ク
サ
 

Er
ag
ro
st
is
 f
er
ru
gi
ne
a 

○
 

○
 

○
 

 
○
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表
3
-
1
(
1
6
)
 
植
物
確
認
種
一
覧
 

分
類
群
 

科
名
 

種
名
 

学
名
 

評
価
書
 

事
後
調
査
 

備
考
 

確
認
位
置
 

確
認
時
期
 

事
業

地
内
 

事
業

地
外
 

春
季
 

夏
秋
季
 

単
子
葉
植

物
 イ

ネ
 

ニ
ワ
ホ
コ
リ
 

Er
ag
ro
st
is
 m
ul
ti
ca
ul
is
 

○
 

○
 

○
 

 
○
 

 

 
 

コ
ス
ズ
メ
ガ
ヤ
 

Er
ag
ro
st
is
 p
oa
eo
id
es
 

 
○
 

○
 

 
○
 

帰
化
 

 
 

オ
ニ
ウ
シ
ノ
ケ
グ
サ
 

Fe
st
uc
a 
ar
un
di
na
ce
a 

○
 

○
 

○
 

○
 

○
 

帰
化
 

 
 

ウ
シ
ノ
ケ
グ
サ
 

Fe
st
uc
a 
ov
in
a 

○
 

 
 

 
 

 

 
 

ト
ボ
シ
ガ
ラ
 

Fe
st
uc
a 
pa
rv
ig
lu
ma
 

○
 

 
○
 

○
 

 
 

 
 

ウ
シ
ノ
シ
ッ
ペ
イ
 

He
ma
rt
hr
ia
 s
ib
ir
ic
a 

○
 

 
 

 
 

 

 
 

コ
ウ
ボ
ウ
 

Hi
er
oc
hl
oe
 b
un
ge
an
a 

○
 

 
 

 
 

 

 
 

シ
ラ
ゲ
ガ
ヤ
 

Ho
lc
us
 l
an
at
us
 

○
 

 
 

 
 

帰
化
 

 
 

ケ
ナ
シ
チ
ガ
ヤ
 

Im
pe
ra
ta
 c
yl
in
dr
ic
a 
f
.
 p
al
li
da
 

○
 

○
 

○
 

○
 

○
 

 

 
 

チ
ガ
ヤ
 

Im
pe
ra
ta
 c
yl
in
dr
ic
a 
v
a
r
.
 k
oe
ni
gi
i 

○
 

 
○
 

○
 

 
 

 
 

ネ
ズ
ミ
ム
ギ
 

Lo
li
um
 m
ul
ti
fl
or
um
 

○
 

 
○
 

○
 

 
帰
化
 

 
 

ホ
ソ
ム
ギ
 

Lo
li
um
 p
er
en
ne
 

 
○
 

○
 

○
 

○
 

帰
化
 

 
 

ア
シ
ボ
ソ
 

Mi
cr
os
te
gi
um
 v
im
in
eu
m 
v
a
r
.
 p
ol
ys
ta
ch
yu
m 

○
 

 
○
 

 
○
 

 

 
 

オ
ギ
 

Mi
sc
an
th
us
 s
ac
ch
ar
if
lo
ru
s 

○
 

○
 

○
 

 
○
 

 

 
 

ス
ス
キ
 

Mi
sc
an
th
us
 s
in
en
si
s 

○
 

 
○
 

○
 

○
 

 

 
 

ケ
チ
ヂ
ミ
ザ
サ
 

Op
li
sm
en
us
 u
nd
ul
at
if
ol
iu
s 

○
 

 
○
 

 
○
 

 

 
 

イ
ネ
 

Or
yz
a 
sa
ti
va
 

○
 

 
 

 
 

植
栽
 

 
 

ヌ
カ
キ
ビ
 

Pa
ni
cu
m 
bi
su
lc
at
um
 

○
 

 
 

 
 

 

 
 

オ
オ
ク
サ
キ
ビ
 

Pa
ni
cu
m 
di
ch
ot
om
if
lo
ru
m 

 
○
 

○
 

 
○
 

帰
化
 

 
 

ス
ズ
メ
ノ
ヒ
エ
 

Pa
sp
al
um
 t
hu
nb
er
gi
i 

○
 

○
 

○
 

 
○
 

 

 
 

チ
カ
ラ
シ
バ
 

Pe
nn
is
et
um
 a
lo
pe
cu
ro
id
es
 f
.
 p
ur
pu
ra
sc
en
s 

○
 

 
○
 

 
○
 

 

 
 

ク
サ
ヨ
シ
 

Ph
al
ar
is
 a
ru
nd
in
ac
ea
 

○
 

○
 

○
 

○
 

○
 

 

 
 

オ
オ
ア
ワ
ガ
エ
リ
 

Ph
le
um
 p
ra
te
ns
e 

○
 

 
 

 
 

帰
化
 

 
 

ヨ
シ
 

Ph
ra
gm
it
es
 a
us
tr
al
is
 

○
 

 
○
 

○
 

○
 

 

 
 

ツ
ル
ヨ
シ
 

Ph
ra
gm
it
es
 j
ap
on
ic
a 

○
 

 
○
 

○
 

○
 

 

 
 

マ
ダ
ケ
 

Ph
yl
lo
st
ac
hy
s 
ba
mb
us
oi
de
s 

○
 

 
○
 

○
 

○
 

植
栽
･
逸
出
 

 
 

モ
ウ
ソ
ウ
チ
ク
 

Ph
yl
lo
st
ac
hy
s 
pu
be
sc
en
s 

○
 

○
 

○
 

○
 

 
植
栽
･
逸
出
 

 
 

ア
ズ
マ
ネ
ザ
サ
 

Pl
ei
ob
la
st
us
 c
hi
no
 

○
 

 
○
 

○
 

○
 

 

 
 

ミ
ゾ
イ
チ
ゴ
ツ
ナ
ギ
 

Po
a 
ac
ro
le
uc
a 

○
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表
3
-
1
(
1
7
)
 
植
物
確
認
種
一
覧
 

分
類
群
 

科
名
 

種
名
 

学
名
 

評
価
書
 

事
後
調
査
 

備
考
 

確
認
位
置
 

確
認
時
期
 

事
業

地
内
 

事
業

地
外
 

春
季
 

夏
秋
季
 

単
子
葉
植
物
 イ

ネ
 

ス
ズ
メ
ノ
カ
タ
ビ
ラ
 

Po
a 
an
nu
a 

 
○
 

○
 

○
 

○
 

 

 
 

ツ
ル
ス
ズ
メ
ノ
カ
タ
ビ
ラ
 

Po
a 
an
nu
a 
v
a
r
.
 r
ep
ta
ns
 

○
 

○
 

○
 

○
 

 
帰
化
 

 
 

ヤ
マ
ミ
ゾ
イ
チ
ゴ
ツ
ナ
ギ
 

Po
a 
hi
sa
uc
hi
i 

○
 

 
○
 

○
 

 
 

 
 

ナ
ガ
ハ
グ
サ
 

Po
a 
pr
at
en
si
s 

○
 

○
 

○
 

○
 

 
帰
化
 

 
 

オ
オ
ス
ズ
メ
ノ
カ
タ
ビ
ラ
 

Po
a 
tr
iv
ia
li
s 

○
 

○
 

○
 

○
 

 
帰
化
 

 
 

ヒ
エ
ガ
エ
リ
 

Po
ly
po
go
n 
fu
ga
x 

 
○
 

○
 

○
 

 
 

 
 

ヤ
ダ
ケ
 

Ps
eu
do
sa
sa
 j
ap
on
ic
a 

○
 

 
 

 
 

 

 
 

ク
リ
オ
ザ
サ
 

Sa
sa
el
la
 m
as
am
un
ea
na
 

○
 

 
○
 

○
 

 
 

 
 

ア
ズ
マ
ザ
サ
 

Sa
sa
el
la
 r
am
os
a 

○
 

 
○
 

○
 

 
 

 
 

ア
キ
ノ
エ
ノ
コ
ロ
グ
サ
 

Se
ta
ri
a 
fa
be
ri
 

○
 

○
 

○
 

 
○
 

 

 
 

キ
ン
エ
ノ
コ
ロ
 

Se
ta
ri
a 
pu
mi
ll
a 

○
 

○
 

○
 

 
○
 

 

 
 

エ
ノ
コ
ロ
グ
サ
 

Se
ta
ri
a 
vi
ri
di
s 

○
 

○
 

○
 

 
○
 

 

 
 

ム
ラ
サ
キ
エ
ノ
コ
ロ
 

Se
ta
ri
a 
vi
ri
di
s 
f
.
 m
is
er
a 

 
○
 

○
 

 
○
 

 

 
 

ネ
ズ
ミ
ノ
オ
 

Sp
or
ob
ol
us
 f
er
ti
li
s 

 
 

○
 

 
○
 

 

 
 

カ
ニ
ツ
リ
グ
サ
 

Tr
is
et
um
 b
if
id
um
 

○
 

○
 

○
 

○
 

 
 

 
 

ナ
ギ
ナ
タ
ガ
ヤ
 

Vu
lp
ia
 m
yu
ro
s 

○
 

○
 

○
 

○
 

○
 

帰
化
 

 
 

マ
コ
モ
 

Zi
za
ni
a 
la
ti
fo
li
a 

○
 

 
○
 

 
○
 

 

 
 

シ
バ
 

Zo
ys
ia
 j
ap
on
ic
a 

○
 

○
 

○
 

○
 

○
 

 

 
 

イ
ネ
科
 

G
r
a
m
i
n
e
a
e
 
s
p
.
 

 
○
 

○
 

○
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カ
ラ
ス
ビ
シ
ャ
ク
 

Pi
ne
ll
ia
 t
er
na
ta
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表
3
-
1
(
1
8
)
 
植
物
確
認
種
一
覧
 

分
類
群
 

科
名
 

種
名
 

学
名
 

評
価
書
 

事
後
調
査
 

備
考
 

確
認
位
置
 

確
認
時
期
 

事
業

地
内
 

事
業

地
外
 

春
季
 

夏
秋
季
 

単
子
葉
植
物
 カ

ヤ
ツ
リ
グ
サ
 

ビ
ロ
ー
ド
ス
ゲ
 

Ca
re
x 
fe
di
a 
v
a
r
.
 m
iy
ab
ei
 

○
 

 
○
 

○
 

 
 

 
 

オ
ク
ノ
カ
ン
ス
ゲ
 

Ca
re
x 
fo
li
os
is
si
ma
 

 
 

○
 

○
 

 
 

 
 

ヤ
マ
ア
ゼ
ス
ゲ
 

Ca
re
x 
he
te
ro
le
pi
s 

 
 

○
 

○
 

 
 

 
 

カ
ワ
ラ
ス
ゲ
 

Ca
re
x 
in
ci
sa
 

○
 

 
 

 
 

 

 
 

ヒ
ゴ
ク
サ
 

Ca
re
x 
ja
po
ni
ca
 

○
 

 
○
 

○
 

 
 

 
 

ア
オ
ス
ゲ
 

Ca
re
x 
le
uc
oc
hl
or
a 

○
 

○
 

○
 

○
 

 
 

 
 

ミ
ヤ
マ
カ
ン
ス
ゲ
 

Ca
re
x 
mu
lt
if
ol
ia
 

○
 

 
 

 
 

 

 
 

コ
ジ
ュ
ズ
ス
ゲ
 

Ca
re
x 
pa
rc
if
lo
ra
 v
a
r
.
 m
ac
ro
gl
os
sa
 

○
 

 
 

 
 

 

 
 

ヒ
メ
ゴ
ウ
ソ
 

Ca
re
x 
ph
ac
ot
a 

○
 

 
 

 
 

 

 
 

ヤ
ブ
ス
ゲ
 

Ca
re
x 
ro
ch
eb
ru
ni
i 

○
 

 
 

 
 

 

 
 

オ
オ
イ
ト
ス
ゲ
 

Ca
re
x 
sa
ch
al
in
en
si
s 
v
a
r
.
 a
lt
er
ni
fl
or
a 

○
 

 
 

 
 

 

 
 

ア
ゼ
ス
ゲ
 

Ca
re
x 
th
un
be
rg
ii
 

○
 

 
 

 
 

 

 
 

チ
ャ
ガ
ヤ
ツ
リ
 

Cy
pe
ru
s 
am
ur
ic
us
 

 
 

○
 

 
○
 

 

 
 

ヒ
メ
ク
グ
 

Cy
pe
ru
s 
br
ev
if
ol
iu
s 
v
a
r
.
 l
ei
ol
ep
is
 

○
 

 
○
 

 
○
 

 

 
 

タ
マ
ガ
ヤ
ツ
リ
 

Cy
pe
ru
s 
di
ff
or
mi
s 

○
 

○
 

○
 

 
○
 

 

 
 

ヒ
ナ
ガ
ヤ
ツ
リ
 

Cy
pe
ru
s 
fl
ac
ci
du
s 

 
 

○
 

 
○
 

 

 
 

コ
ゴ
メ
ガ
ヤ
ツ
リ
 

Cy
pe
ru
s 
ir
ia
 

○
 

○
 

○
 

 
○
 

 

 
 

カ
ヤ
ツ
リ
グ
サ
 

Cy
pe
ru
s 
mi
cr
oi
ri
a 

○
 

○
 

○
 

 
○
 

 

 
 

ア
オ
ガ
ヤ
ツ
リ
 

Cy
pe
ru
s 
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pp
on
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us
 

 
○
 

 
 

○
 

 

 
 

ク
ロ
グ
ワ
イ
 

El
eo
ch
ar
is
 k
ur
og
uw
ai
 

○
 

 
 

 
 

 

 
 

テ
ン
ツ
キ
 

Fi
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ri
st
yl
is
 d
ic
ho
to
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a
r
.
 t
en
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i 

○
 

 
 

 
 

 

 
 

ヒ
デ
リ
コ
 

Fi
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ri
st
yl
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○
 

 
○
 

 
○
 

 

 
 

ホ
タ
ル
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op
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○
 

 
 

 
 

 

 
 

イ
ヌ
ホ
タ
ル
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ho
en
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○
 

 
○
 

 
○
 

 

 
 

サ
ン
カ
ク
イ
 

Sc
ho
en
op
le
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 t
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et
er
 

○
 

 
 

 
 

 

 
シ
ョ
ウ
ガ
 

ミ
ョ
ウ
ガ
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er
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○
 

 
 

 
 

植
栽
･
逸
出
 

 
ラ
ン
 

サ
イ
ハ
イ

ラ
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a 
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pe
nd
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at
a 

○
 

 
 

 
 

 

 
 

ネ
ジ
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ナ
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ir
an
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en
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s 
v
a
r
.
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en
a 

○
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類
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科
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3
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2
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注
：

 
種

名
は

「
河

川
水

辺
の

国
勢

調
査

の
た

め
の

生
物

リ
ス

ト
 

平
成

2
8
年

度
生

物
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ト

」
(
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川
環

境
デ

ー
タ

ベ
ー

ス
 

国
土

交
通

省
 

2
0
1
6
年

)
に
準

拠
し
た
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表 3-2(1) オオブタクサ群落 

調査日 2017/9/4 草本層 被度･群度 

標高(m) 31m オオブタクサ 4･4 

地形 平地 クズ 1･1 

方位 - ヨモギ 1･1 

土壌 人工土 アレチウリ 1･1 

傾斜 - セイタカアワダチソウ 1･1 

風当 中 アキノノゲシ + 

面積(㎡) 3×3 カキドオシ + 

日当 陽 キクイモ + 

出現種数 11 エゾノギシギシ + 

土湿 適 ヤブガラシ + 

高木(m) - ツユクサ + 

高木(%） -     

亜高木(m) -     

亜高木(%） -     

低木(m) -     

低木(%) -     

草本(m) 2     

草本(%) 100     

 

 

 

図 3-1(1) 群落断面模式図(オオブタクサ群落) 
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表 3-2(2) イネ科草本群落 

調査日 2017/5/17 草本層 被度･群度 

標高(m) 16m カモガヤ 2･2 

地形 平地 オニウシノケグサ 2･2 

方位 - ナガハグサ 1･1 

土壌 人工土 ハルガヤ 1･1 

傾斜 - タチイヌノフグリ + 

風当 中 オオスズメノカタビラ + 

面積(㎡) 2×2 ヘラオオバコ + 

日当 陽 シロツメクサ + 

出現種数 11 シバ + 

土湿 適 エゾノギシギシ + 

高木(m) - ヒエガエリ + 

高木(%） -     

亜高木(m) -     

亜高木(%） -     

低木(m) -     

低木(%) -     

草本(m) 1     

草本(%) 60     

 

 

 

図 3-1(2) 群落断面模式図(イネ科草本群落) 
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表 3-2(3) 造成地雑草群落 

調査日 2017/9/4 草本層 被度･群度 

標高(m) 15m アキノエノコログサ 2･2 

地形 平地 メヒシバ 2･2 

方位 - イヌビエ 1･1 

土壌 人工土 イヌガラシ + 

傾斜 -     

風当 中     

面積(㎡) 1×1     

日当 陽     

出現種数 4     

土湿 適     

高木(m) -     

高木(%） -     

亜高木(m) -     

亜高木(%） -     

低木(m) -     

低木(%) -     

草本(m) 0.7     

草本(%) 30     

 

 

 

図 3-1(3) 群落断面模式図(造成地雑草群落) 
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表 3-2(4) 造成地雑草群落 

調査日 2017/9/4 草本層 被度･群度 

標高(m) 15m ヨモギ 2･2 

地形 平地 メヒシバ 2･2 

方位 - イヌビエ 1･1 

土壌 人工土 ノゲシ + 

傾斜 - シロザ + 

風当 中     

面積(㎡) 1×1     

日当 陽     

出現種数 5     

土湿 適     

高木(m) -     

高木(%） -     

亜高木(m) -     

亜高木(%） -     

低木(m) -     

低木(%) -     

草本(m) 0.7     

草本(%) 50     

 

 

 
図 3-1(4) 群落断面模式図(造成地雑草群落) 
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表 3-2(5) 畑地雑草群落 

調査日 2017/9/4 草本層 被度･群度 

標高(m) 25m スベリヒユ 3･3 

地形 平地 タネツケバナ 2･2 

方位 - アメリカイヌホオズキ 1･1 

土壌 人工土 エノキグサ 1･1 

傾斜 - オニノゲシ 1･1 

風当 中 メヒシバ +･2 

面積(㎡) 0.5×2 ノボロギク + 

日当 陽 スギナ + 

出現種数 8     

土湿 適     

高木(m) -     

高木(%） -     

亜高木(m) -     

亜高木(%） -     

低木(m) -     

低木(%) -     

草本(m) 0.6     

草本(%) 60     

 

 

 

図 3-1(5) 群落断面模式図(畑地雑草群落) 
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表 3-2(6) ヨモギ群落 

調査日 2017/9/4 草本層 被度･群度 

標高(m) 15m ヨモギ 3・3 

地形 平地 クサヨシ 1・2 

方位 - セイタカアワダチソウ 1・1 

土壌 礫 オオイヌタデ + 

傾斜 - スギナ + 

風当 中 ヒナタイノコズチ + 

面積(㎡) 1×1     

日当 陽     

出現種数 6     

土湿 適     

高木(m) -     

高木(%） -     

亜高木(m) -     

亜高木(%） -     

低木(m) -     

低木(%) -     

草本(m) 0.7     

草本(%) 60     

 

 

 
図 3-1(6) 群落断面模式図(ヨモギ群落) 
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表 3-2(7) クサヨシ群落 

調査日 2017/5/17 草本層 被度･群度 

標高(m) 15m クサヨシ 5・5 

地形 平地 オオスズメノカタビラ +・2 

方位 -     

土壌 未熟土     

傾斜 -     

風当 中     

面積(㎡) 1×2     

日当 中     

出現種数 2     

土湿 湿     

高木(m) -     

高木(%） -     

亜高木(m) -     

亜高木(%） -     

低木(m) -     

低木(%) -     

草本(m) 1     

草本(%) 90     

 

 

 
図 3-1(7) 群落断面模式図(クサヨシ群落) 
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表 3-2(8) ツルヨシ群落 

調査日 2017/5/17 草本層 被度･群度 

標高(m) 25m ツルヨシ 4・4 

地形 平地 オオスズメノカタビラ +・2 

方位 -     

土壌 未熟土     

傾斜 -     

風当 中     

面積(㎡) 1×1     

日当 陽     

出現種数 2     

土湿 湿     

高木(m) -     

高木(%） -     

亜高木(m) -     

亜高木(%） -     

低木(m) -     

低木(%) -     

草本(m) 0.8     

草本(%) 80     

 

 

 

図 3-1(8) 群落断面模式図(ツルヨシ群落) 
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表 3-2(9) イネ科草本群落 

調査日 2017/5/17 草本層 被度･群度 

標高(m) 34m ハルガヤ 4・4 

地形 斜面中部 シバ 2・2 

方位 N20°E ムラサキツメクサ 1・1 

土壌 人工土 オランダミミナグサ + 

傾斜 30°     

風当 中     

面積(㎡) 1×1     

日当 陽     

出現種数 4     

土湿 適     

高木(m) -     

高木(%） -     

亜高木(m) -     

亜高木(%） -     

低木(m) -     

低木(%) -     

草本(m) 0.6     

草本(%) 95     

 

 

 

図 3-1(9) 群落断面模式図(イネ科草本群落) 
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表 3-2(10) 水田雑草群落 

調査日 2017/9/4 草本層 被度･群度 

標高(m) 27m タマガヤツリ 3･3 

地形 平地 アオウキクサ 2･2 

方位 - アメリカアゼナ 2･2 

土壌 グライ土 コナギ 1･1 

傾斜 - コゴメガヤツリ 1･1 

風当 中 スギナ + 

面積(㎡) 0.5×2 イボクサ + 

日当 陽     

出現種数 7     

土湿 加湿     

高木(m) -     

高木(%） -     

亜高木(m) -     

亜高木(%） -     

低木(m) -     

低木(%) -     

草本(m) 0.6     

草本(%) 90     

 

 

 

図 3-1(10) 群落断面模式図(水田雑草群落) 
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表 3-2(11) 畑地雑草群落 

調査日 2017/5/17 草本層 被度･群度 

標高(m) 26m ハキダメギク 3・3 

地形 平地 スベリヒユ 1・1 

方位 - シロザ 1・1 

土壌 人工土 イヌビエ 1・1 

傾斜 - コゴメガヤツリ + 

風当 中 オヒシバ + 

面積(㎡) 1×1 スカシタゴボウ + 

日当 陽     

出現種数 7     

土湿 適     

高木(m) -     

高木(%） -     

亜高木(m) -     

亜高木(%） -     

低木(m) -     

低木(%) -     

草本(m) 0.3     

草本(%) 60     

 

 

 

図 3-1(11) 群落断面模式図(畑地雑草群落) 
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表 3-2(12) 竹林 

調査日 2017/5/17 亜高木層 被度･群度 

標高(m) 23m マダケ 5・5 

地形 平地 草本層 被度･群度 

方位 - カキドオシ 1・2 

土壌 褐色森林土 ノイバラ 1・1 

傾斜 - ヤエムグラ + 

風当 中 アズマネザサ + 

面積(㎡) 10×10 コハコベ + 

日当 中 オオイタドリ + 

出現種数 7     

土湿 適     

高木(m) -     

高木(%） -     

亜高木(m) 7     

亜高木(%） 80     

低木(m) -     

低木(%) -     

草本(m) 0.5     

草本(%) 10     

 

 

 

図 3-1(12) 群落断面模式図(竹林) 
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表 3-2(13) ススキ群落 

調査日 2017/9/5 草本層 被度･群度 

標高(m) 27m ススキ 3･3 

地形 平地 クズ 2･2 

方位 - セイタカアワダチソウ 1･1 

土壌 黒色土 ヨモギ 1･1 

傾斜 - メドハギ + 

風当 中 ガガイモ + 

面積(㎡) 3×3 ヒメムカシヨモギ + 

日当 陽 スズメノヒエ + 

出現種数 11 ツルウメモドキ + 

土湿 適 オオブタクサ + 

高木(m) - ブタクサ + 

高木(%） -     

亜高木(m) -     

亜高木(%） -     

低木(m) -     

低木(%) -     

草本(m) 2.5     

草本(%) 90     

 

 

 

図 3-1(13) 群落断面模式図(ススキ群落) 
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表 3-2(14) アズマネザサ群落 

調査日 2017/9/5 草本層 被度･群度 

標高(m) 27m アズマネザサ 5･5 

地形 平地 クズ 1･2 

方位 - オオイヌノフグリ + 

土壌 黒色土 スギナ + 

傾斜 -     

風当 中     

面積(㎡) 3×3     

日当 陽     

出現種数 4     

土湿 適     

高木(m) -     

高木(%） -     

亜高木(m) -     

亜高木(%） -     

低木(m) -     

低木(%) -     

草本(m) 2.5     

草本(%) 95     

 

 

 

図 3-1(14) 群落断面模式図(アズマネザサ群落) 
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表 3-2(15) オニグルミ群落 

調査日 2017/5/17 亜高木層 被度･群度 草本層 被度･群度 

標高(m) 23m オニグルミ 4･4 ヨモギ + 

地形 平地 ヤマグワ 1･1 オニグルミ + 

方位 - 低木層  ノイバラ + 

土壌 褐色森林土 ヤマグワ 2･2 オヤブジラミ + 

傾斜 - オニグルミ + ボタンヅル + 

風当 中 草本層  クサノオウ + 

面積(㎡) 10×10 ビロードスゲ 3･3 オニタビラコ + 

日当 中 オオスズメノカタビラ 1･2 クサソテツ + 

出現種数 23 クサヨシ 1･2 コハコベ + 

土湿 適 スイカズラ + セイヨウカラシナ + 

高木(m) - カキドオシ +     

高木(%） - アカネ +     

亜高木(m) 9 ノブドウ +     

亜高木(%） 70 ツルウメモドキ +     

低木(m) 3 トボシガラ +     

低木(%) 20 ヤエムグラ +     

草本(m) 1 カラハナソウ +     

草本(%) 70 スイバ +     

 

 

 

図 3-1(15) 群落断面模式図(オニグルミ群落) 
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表 3-2(16) ハリエンジュ群落 

調査日 2017/5/17 高木層 被度･群度 草本層 被度･群度 

標高(m) 28m ハリエンジュ 4・4 ヨモギ + 

地形 平地 亜高木層  アケビ + 

方位 - ハリエンジュ 1・1 ミツバアケビ + 

土壌 褐色森林土 低木層  オヤブジラミ + 

傾斜 - オニグルミ 1・1 ヤマグワ + 

風当 中 ヤマグワ 1・1 ツリバナ + 

面積(㎡) 15×15 ハリエンジュ + アカメガシワ + 

日当 中 ツルウメモドキ + ハリエンジュ + 

出現種数 29 草本層  ハルジオン + 

土湿 適 オオスズメノカタビラ 2・2 エゾノギシギシ + 

高木(m) 14 トボシガラ 2・2 カラハナソウ + 

高木(%） 80 カキドオシ 1・2 ヤエムグラ + 

亜高木(m) 7 ハルガヤ 1・1 セイタカアワダチソウ + 

亜高木(%） 10 ノイバラ 1・1 ヤブヘビイチゴ + 

低木(m) 2 スイカズラ 1・1 ツルウメモドキ + 

低木(%) 20 カニツリグサ +・2 マユミ + 

草本(m) 1 アカネ + オニグルミ + 

草本(%) 95 スイバ + カラムシ + 

     ヒゴクサ + 

 

図 3-1(16) 群落断面模式図(ハリエンジュ群落) 
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表 3-2(17) ヤナギ高木林 

調査日 2017/5/17 高木層 被度･群度 草本層 被度･群度 

標高(m) 20m シロヤナギ 3・3 スイカズラ + 

地形 平地 亜高木層  コハコベ + 

方位 - オニグルミ 1・1 ビロードスゲ + 

土壌 褐色森林土 低木層  オオイタドリ + 

傾斜 - ヤマグワ 1・1 キュウリグサ + 

風当 中 マユミ 1・1 カキドオシ + 

面積(㎡) 20×20 草本層  ミドリハコベ + 

日当 陽 ヤエムグラ 4・4 オニグルミ + 

出現種数 28 アズマザサ 1・1 ススキ + 

土湿 適 ヤブジラミ 1・1 オニウシノケグサ + 

高木(m) 16 ノイバラ 1・1 オオブタクサ + 

高木(%） 60 セイタカアワダチソウ 1・1 トボシガラ + 

亜高木(m) 8 オオスズメノカタビラ +・2 タチイヌノフグリ + 

亜高木(%） 5 ヤマグワ + ヨモギ + 

低木(m) 3 ヒメオドリコソウ + オランダミミナグサ + 

低木(%) 10 アマチャヅル +     

草本(m) 1.5 カラハナソウ +     

草本(%) 95 ツルウメモドキ +     

 

 

図 3-1(17) 群落断面模式図(ヤナギ高木林) 

資3-35



表 3-2(18) クズ群落 

調査日 2017/5/17 草本層 被度･群度 

標高(m) 20m クズ 3・3 

地形 平地 セイタカアワダチソウ 2・2 

方位 - ヨモギ 1・1 

土壌 黒色土 オオブタクサ + 

傾斜 - スギナ + 

風当 中 カキドオシ + 

面積(㎡) 1×1     

日当 陽     

出現種数 6     

土湿 適     

高木(m) -     

高木(%） -     

亜高木(m) -     

亜高木(%） -     

低木(m) -     

低木(%) -     

草本(m) 0.5     

草本(%) 70     

 

 

 
図 3-1(18) 群落断面模式図(クズ群落) 
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表 3-2(19) セイタカアワダチソウ群落 

調査日 2017/9/5 草本層 被度･群度 

標高(m) 20m セイタカアワダチソウ 4･4 

地形 平地 ヨモギ 1･1 

方位 - クズ 1･1 

土壌 黒色土 メドハギ + 

傾斜 - コヌカグサ + 

風当 強 ナギナタコウジュ + 

面積(㎡) 3×3 トダシバ + 

日当 陽 ヤマアワ + 

出現種数 12 メマツヨイグサ + 

土湿 適 ヘクソカズラ + 

高木(m) - オニウシノケグサ + 

高木(%） - ヒメジソ + 

亜高木(m) -     

亜高木(%） -     

低木(m) -     

低木(%) -     

草本(m) 1.5     

草本(%) 80     

 

 

 
図 3-1(19) 群落断面模式図(セイタカアワダチソウ群落) 

 

資3-37



表 3-2(20) ツルヨシ群落 

調査日 2017/5/17 草本層 被度･群度 

標高(m) 17m ツルヨシ 5･5 

地形 平地 セイタカアワダチソウ + 

方位 -     

土壌 黒色土     

傾斜 -     

風当 強     

面積(㎡) 3×3     

日当 陽     

出現種数 2     

土湿 湿     

高木(m) -     

高木(%） -     

亜高木(m) -     

亜高木(%） -     

低木(m) -     

低木(%) -     

草本(m) 1.4     

草本(%) 90     

 

 

 
図 3-1(20) 群落断面模式図(ツルヨシ群落) 
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表 3-2(21) オオブタクサ群落 

調査日 2017/9/5 草本層(①) 被度･群度 

標高(m) 22m オオブタクサ 5･5 

地形 平地 ヨモギ 1･1 

方位 - シロザ 1･1 

土壌 砂礫 カナムグラ +･2 

傾斜 - 草本層(②)  
風当 強 クサヨシ 2･2 

面積(㎡) 5×5 アキノエノコログサ 2･2 

日当 陽 セイタカアワダチソウ 2･2 

出現種数 13 クズ 1･1 

土湿 適 オオイヌタデ 1･1 

高木(m) - カナムグラ 1･1 

高木(%） - メヒシバ 1･1 

亜高木(m) - シロザ 1･1 

亜高木(%） - ツユクサ + 

低木(m) - メマツヨイグサ + 

低木(%) - イタチハギ + 

草本(m) 3     

草本(%) 90     

 

 

 

図 3-1(21) 群落断面模式図(オオブタクサ群落) 
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表 3-2(22) オオイヌタデ群落 

調査日 2017/9/5 草本層 被度･群度 

標高(m) 22m オオイヌタデ 3･3 

地形 平地 ヒメムカシヨモギ 1･1 

方位 - ツルヨシ 1･1 

土壌 礫 ヨモギ + 

傾斜 - コゴメガヤツリ + 

風当 強 チャガヤツリ + 

面積(㎡) 3×3 シロツメクサ + 

日当 陽     

出現種数 7     

土湿 適     

高木(m) -     

高木(%） -     

亜高木(m) -     

亜高木(%） -     

低木(m) -     

低木(%) -     

草本(m) 1     

草本(%) 50     

 

 

 

図 3-1(22) 群落断面模式図(オオイヌタデ群落) 
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表 3-2(23) ヤナギ低木林 

調査日 2017/5/17 低木層 被度･群度 

標高(m) 23m タチヤナギ 3・3 

地形 平地 シロヤナギ 2・2 

方位 - 草本層   

土壌 褐色森林土 オオイタドリ 2・2 

傾斜 - ツルヨシ 2・2 

風当 中 ノイバラ 1・1 

面積(㎡) 10×10 オオスズメノカタビラ + 

日当 中 カキドオシ + 

出現種数 11 ヤエムグラ + 

土湿 適 キュウリグサ + 

高木(m) - エゾノギシギシ + 

高木(%） - セイタカアワダチソウ + 

亜高木(m) -     

亜高木(%） -     

低木(m) 3     

低木(%) 80     

草本(m) 1     

草本(%) 40     

 

 

 

図 3-1(23) 群落断面模式図(ヤナギ低木林) 
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表 3-2(24) イネ科草本群落 

調査日 2017/5/17 草本層 被度･群度 

標高(m) 37m イネ科 5・5 

地形 斜面 シロツメクサ + 

方位 Ｓ10°Ｅ ムラサキツメクサ + 

土壌 人工土     

傾斜 30°     

風当 中     

面積(㎡) 2×2     

日当 陽     

出現種数 3     

土湿 適     

高木(m) -     

高木(%） -     

亜高木(m) -     

亜高木(%） -     

低木(m) -     

低木(%) -     

草本(m) 0.2     

草本(%) 95     

 

 

 
図 3-1(24) 群落断面模式図(イネ科草本群落) 
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○
 

5
8 

  
ヤ

チ
ス

ズ
 

Pt
er

on
em

ob
iu

s 
oh

ma
ch
ii
 

 
 

 
 

○
 

 

5
9 

  
エ

ゾ
ス

ズ
 

Pt
er

on
em

ob
iu

s 
ye

zo
en
si
s 

 
○
 

 
 

 
 

6
0 

  
キ

ア
シ

ヒ
バ

リ
モ

ド
キ

 
Tr

ig
on

id
iu

m 
ja

po
ni

cu
m 

 
 

 
 

○
 

 

6
1 

 バ
ッ
タ
 

シ
ョ

ウ
リ

ョ
ウ

バ
ッ

タ
 

Ac
ri

da
 c

in
er

ea
 

 
○
 

○
 

 
○
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表
3
-
3
(
3
)
 
昆
虫
類
確
認
種
一
覧
 

N
o
.
 

目
名

 
科

名
 

種
名

 
学

名
 

評
価
書
 

事
後
調
査
 

春
季
 
夏

季
 
秋

季
 
春

季
 
夏

季
 
秋

季
 

6
2
 バ

ッ
タ

(
直
翅

) 
バ

ッ
タ
 

ヒ
ナ

バ
ッ

タ
 

Gl
yp

to
bo

th
ru

s 
ma

ri
ti
mu
s 

ma
ri
ti
mu

s 
 

 
○
 

 
 

○
 

6
3 

  
ト

ノ
サ

マ
バ

ッ
タ

 
Lo

cu
st

a 
mi

gr
at

or
ia

 
 

○
 

 
 

 
 

6
4 

  
ク

ル
マ

バ
ッ

タ
モ

ド
キ

 
Oe

da
le

us
 i

nf
er

na
li

s 
 

○
 

○
 

 
○
 

 

6
5 

  
ヒ

ロ
バ

ネ
ヒ

ナ
バ

ッ
タ

 
St

en
ob

ot
hr

us
 f

um
at

us
 

 
 

○
 

 
 

 

6
6 

 イ
ナ
ゴ
 

コ
バ

ネ
イ

ナ
ゴ

 
Ox

ya
 y

ez
oe

ns
is
 

 
 

○
 

 
 

○
 

6
7 

 オ
ン
ブ
バ

ッ
タ

 
オ

ン
ブ

バ
ッ

タ
 

At
ra

ct
om

or
ph

a 
la

ta
 

 
○
 

○
 

 
○
 

○
 

6
8 

 ヒ
シ
バ
ッ

タ
 

ハ
ネ

ナ
ガ

ヒ
シ

バ
ッ

タ
 

Eu
pa

ra
te

tt
ix

 i
ns

ul
ar
is
 

 
 

○
 

 
○
 

 

6
9 

  
コ

バ
ネ

ヒ
シ

バ
ッ

タ
 

Fo
rm

os
at

et
ti

x 
la

rv
at
us
 

 
 

 
○
 

 
○
 

7
0 

  
ハ

ラ
ヒ

シ
バ

ッ
タ

 
Te

tr
ix

 j
ap

on
ic

a 
○
 

○
 

○
 

○
 

○
 

○
 

7
1 

  
ヒ

メ
ヒ

シ
バ

ッ
タ

 
Te

tr
ix

 m
in

or
 

 
 

 
○
 

 
○
 

7
2 

 ノ
ミ
バ
ッ

タ
 

ノ
ミ

バ
ッ

タ
 

Xy
a 

ja
po

ni
ca

 
 

 
○
 

○
 

 
 

7
3 
カ

メ
ム
シ

(
半

翅
)
 

ヒ
シ
ウ
ン

カ
 

ヨ
ス

ジ
ヒ

シ
ウ

ン
カ

 
Re

pt
al

us
 q

ua
dr

ic
in

ct
us
 

 
○
 

 
 

 
 

7
4 

 ウ
ン
カ
 

タ
テ

ゴ
ト

ウ
ン

カ
 

Fa
lc

ot
ya

 l
yr

ae
fo

rm
is
 

 
○
 

 
 

 
 

7
5 

  
ヒ

メ
ト

ビ
ウ

ン
カ

 
La

od
el

ph
ax

 s
tr

ia
te

ll
us
 

 
 

○
 

 
 

 

7
6 

  
エ

ゾ
ナ

ガ
ウ

ン
カ

 
St

en
oc

ra
nu

s 
ma

ts
um

ur
ai
 

○
 

 
○
 

 
 

 

 
 

 
S
t
e
no
c
ra
n
u
s
属

 
St

en
oc

ra
nu

s 
sp

. 
 

 
 

○
 

 
○
 

7
7 

  
コ

ブ
ウ

ン
カ

 
Tr

op
id

oc
ep

ha
la

 b
ru

nn
ei
pe

nn
is
 

 
○
 

 
 

 
 

7
8 

 ハ
ネ
ナ
ガ

ウ
ン

カ
 

ア
カ

ハ
ネ

ナ
ガ

ウ
ン

カ
 

Di
os

tr
om

bu
s 

po
li

tu
s 

 
 

 
 

○
 

 

7
9 

 ア
オ
バ
ハ

ゴ
ロ

モ
 

ア
オ

バ
ハ

ゴ
ロ

モ
 

Ge
is

ha
 d

is
ti

nc
ti

ss
im
a 

 
○
 

○
 

 
○
 

 

8
0 

 ハ
ゴ
ロ
モ
 

ス
ケ

バ
ハ

ゴ
ロ

モ
 

Eu
ri

ca
ni

a 
fa

ci
al

is
 

 
○
 

 
 

 
 

8
1 

  
ベ

ッ
コ

ウ
ハ

ゴ
ロ

モ
 

Or
os

an
ga

 j
ap

on
ic

us
 

 
○
 

 
 

○
 

 

8
2 

 セ
ミ

 
ア

ブ
ラ

ゼ
ミ

 
Gr

ap
to

ps
al

tr
ia

 n
ig

ro
fu
sc

at
a 

 
○
 

 
 

○
 

 

8
3 

  
ミ

ン
ミ

ン
ゼ

ミ
 

Hy
al

es
sa

 m
ac

ul
at

ic
ol
li
s 

 
○
 

 
 

○
 

 

8
4 

  
ニ

イ
ニ

イ
ゼ

ミ
 

Pl
at

yp
le

ur
a 

ka
em

pf
er
i 

 
○
 

 
 

○
 

 

8
5 

 ツ
ノ
ゼ
ミ
 

ト
ビ

イ
ロ

ツ
ノ

ゼ
ミ

 
Ma

ch
ae

ro
ty

pu
s 

si
bi

ri
cu
s 

 
 

○
 

 
 

 

8
6 

 ア
ワ
フ
キ

ム
シ

 
イ

シ
ダ

ア
ワ

フ
キ

 
Ap

hr
op

ho
ra

 i
sh

id
ae

 
 

 
 

 
 

○
 

8
7 

  
マ

ル
ア

ワ
フ

キ
 

Le
py

ro
ni

a 
co

le
op

tr
at
a 

 
 

 
 

○
 

○
 

8
8 

 コ
ガ
シ
ラ

ア
ワ

フ
キ

ム
シ

 
コ

ガ
シ

ラ
ア

ワ
フ

キ
 

Eo
sc

ar
ta

 a
ss

im
il

is
 

 
○
 

 
 

○
 

○
 

8
9 

 ト
ゲ
ア
ワ

フ
キ

ム
シ

 
ム

ネ
ア

カ
ア

ワ
フ

キ
 

Hi
nd

ol
oi

de
s 

bi
pu

nc
ta
tu
s 

 
 

 
○
 

 
 

9
0 

 ヨ
コ
バ
イ
 

ツ
マ

グ
ロ

オ
オ

ヨ
コ

バ
イ

 
Bo

th
ro

go
ni

a 
fe

rr
ug

in
ea
 

○
 

 
○
 

○
 

○
 

○
 

9
1 

  
オ

オ
ヨ

コ
バ

イ
 

Ci
ca

de
ll

a 
vi

ri
di

s 
 

○
 

○
 

 
○
 

○
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表
3
-
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(
4
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昆
虫
類
確
認
種
一
覧
 

N
o
.
 

目
名

 
科

名
 

種
名

 
学

名
 

評
価
書
 

事
後
調
査
 

春
季
 
夏

季
 
秋

季
 
春

季
 
夏

季
 
秋

季
 

9
2
 カ

メ
ム
シ

(
半

翅
)
 

ヨ
コ
バ
イ
 

オ
ナ

ガ
ト

ガ
リ

ヨ
コ

バ
イ

 
Do

ra
tu

li
na

 p
ro

du
ct

a 
 

 
 

○
 

 
 

9
3 

  
ウ

ス
イ

ロ
ヒ

ロ
ヨ

コ
バ

イ
 

Ha
nd

ia
nu

s 
og

ik
ub

on
is
 

 
○
 

 
 

 
 

9
4 

  
マ

エ
ジ

ロ
オ

オ
ヨ

コ
バ

イ
 

Ko
ll

a 
at

ra
me

nt
ar

ia
 

 
 

 
○
 

○
 

 

9
5 

  
ミ

ミ
ズ

ク
 

Le
dr

a 
au

di
tu

ra
 

 
 

○
 

 
 

 

9
6 

  
オ

オ
イ

ナ
ズ

マ
ヨ

コ
バ

イ
 

Me
ta

li
mn

us
 s

te
in

i 
 

 
 

 
○
 

○
 

9
7 

  
ツ

マ
グ

ロ
ヨ

コ
バ

イ
 

Ne
ph

ot
et

ti
x 

ci
nc

ti
ce
ps
 

○
 

 
 

 
 

 

9
8 

  
リ

ン
ゴ

マ
ダ

ラ
ヨ

コ
バ

イ
 

Or
ie

nt
us

 i
sh

id
ae

 
 

○
 

 
 

 
 

9
9 

  
タ

マ
ガ

ワ
ヨ

シ
ヨ

コ
バ

イ
 

Pa
ra

li
mn

us
 t

am
ag

aw
an
us
 

 
 

 
 

○
 

 

1
0
0 

  
ク

ロ
ヒ

ラ
タ

ヨ
コ

バ
イ

 
Pe

nt
hi

mi
a 

ni
ti

da
 

○
 

 
 

 
 

 

1
0
1 

  
ズ

キ
ン

ヨ
コ

バ
イ

 
Po

du
lm

or
in

us
 v

it
ti

co
ll
is
 

 
 

 
 

 
○
 

1
0
2 

  
イ

ネ
マ

ダ
ラ

ヨ
コ

バ
イ

 
Re

ci
li

a 
or

yz
ae
 

 
○
 

○
 

 
 

○
 

1
0
3 

  
シ

ラ
ホ

シ
ス

カ
シ

ヨ
コ

バ
イ

 
Sc

ap
ho

id
eu

s 
fe

st
iv

us
 

 
○
 

 
 

 
 

 
 

 
ヨ

コ
バ

イ
科

 
C
i
c
ad
e
ll
i
da
e
 s
p.
 

 
○
 

 
 

○
 

 

1
0
4 

 キ
ジ
ラ
ミ
 

ク
ワ

キ
ジ

ラ
ミ

 
An

om
on

eu
ra

 m
or

i 
○
 

 
 

 
 

 

1
0
5 

 サ
シ
ガ
メ
 

ア
カ

シ
マ

サ
シ

ガ
メ

 
Ha

em
at

ol
oe

ch
a 

ni
gr

or
uf
a 

 
 

 
○
 

 
 

1
0
6 

  
ク

ロ
モ

ン
サ

シ
ガ

メ
 

Pe
ir

at
es

 t
ur

pi
s 

○
 

 
 

○
 

 
 

1
0
7 

  
ヤ

ニ
サ

シ
ガ

メ
 

Ve
li

nu
s 

no
di

pe
s 

 
 

 
○
 

 
 

1
0
8 

 グ
ン
バ
イ

ム
シ

 
ア

ワ
ダ

チ
ソ

ウ
グ

ン
バ

イ
 

Co
ry

th
uc

ha
 m

ar
mo

ra
ta
 

 
○
 

 
 

○
 

 

1
0
9 

 カ
ス
ミ
カ

メ
ム

シ
 

ウ
ス

モ
ン

カ
ス

ミ
カ

メ
 

Ad
el

ph
oc

or
is

 d
em

is
su
s 

 
○
 

 
 

○
 

 

1
1
0 

  
ナ

カ
グ

ロ
カ

ス
ミ

カ
メ

 
Ad

el
ph

oc
or

is
 s

ut
ur

al
is
 

 
○
 

 
 

○
 

 

1
1
1 

  
A
p
o
ly
g
u
s
属

 
Ap

ol
yg

us
 s
p
. 

 
 

 
 

○
 

○
 

1
1
2 

  
オ

オ
チ

ャ
イ

ロ
カ

ス
ミ

カ
メ

 
Or

ie
nt

om
ir

is
 t

ri
co

lo
r 

 
 

 
○
 

 
 

1
1
3 

  
ク

ロ
マ

ル
カ

ス
ミ

カ
メ

 
Or

th
oc

ep
ha

lu
s 

fu
ne

st
us
 

 
 

 
○
 

 
 

1
1
4 

  
P
i
l
op
h
or
u
s
属

 
Pi

lo
ph

or
us

 s
p.
 

 
 

 
 

○
 

 

1
1
5 

  
オ

オ
ク

ロ
セ

ダ
カ

カ
ス

ミ
カ

メ
 

Pr
ob

os
ci

do
co

ri
s 

va
ri
co
rn

is
 

 
 

 
○
 

○
 

 

1
1
6 

  
フ

タ
ト

ゲ
ム

ギ
カ

ス
ミ

カ
メ

 
St

en
od

em
a 

ca
lc

ar
at

a 
 

○
 

○
 

○
 

 
○
 

1
1
7 

  
ア

カ
ス

ジ
カ

ス
ミ

カ
メ

 
St

en
ot

us
 r

ub
ro

vi
tt

at
us
 

 
 

 
○
 

○
 

○
 

1
1
8 

  
イ

ネ
ホ

ソ
ミ

ド
リ

カ
ス

ミ
カ

メ
 

Tr
ig

on
ot

yl
us

 c
ae

le
st
ia
li

um
 

 
○
 

○
 

○
 

○
 

○
 

1
1
9 

 マ
キ
バ
サ

シ
ガ

メ
 

ハ
ネ

ナ
ガ

マ
キ

バ
サ

シ
ガ

メ
 

Na
bi

s 
st

en
of

er
us

 
 

 
 

 
 

○
 

1
2
0 

 ホ
シ
カ
メ

ム
シ

 
ク

ロ
ホ

シ
カ

メ
ム

シ
 

Py
rr

ho
co

ri
s 

si
nu

at
ic
ol
li

s 
 

 
○
 

 
 

 

1
2
1 

 ホ
ソ
ヘ
リ

カ
メ

ム
シ

 
ホ

ソ
ヘ

リ
カ

メ
ム

シ
 

Ri
pt

or
tu

s 
pe

de
st

ri
s 

 
○
 

○
 

 
○
 

○
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表
3
-
3
(
5
)
 
昆
虫
類
確
認
種
一
覧
 

N
o
.
 

目
名

 
科

名
 

種
名

 
学

名
 

評
価
書
 

事
後
調
査
 

春
季
 
夏

季
 
秋

季
 
春

季
 
夏

季
 
秋

季
 

1
2
2
 カ

メ
ム
シ

(
半

翅
)
 

ヘ
リ
カ
メ

ム
シ

 
ホ

オ
ズ

キ
カ

メ
ム

シ
 

Ac
an

th
oc

or
is

 s
or

di
du
s 

 
 

 
○
 

 
 

1
2
3 

  
ホ

ソ
ハ

リ
カ

メ
ム

シ
 

Cl
et

us
 p

un
ct

ig
er

 
 

○
 

 
○
 

○
 

 

1
2
4 

  
ハ

ラ
ビ

ロ
ヘ

リ
カ

メ
ム

シ
 

Ho
mo

eo
ce

ru
s 

di
la

ta
tu
s 

 
○
 

 
 

○
 

 

1
2
5 

  
ホ

シ
ハ

ラ
ビ

ロ
ヘ

リ
カ

メ
ム

シ
 

Ho
mo

eo
ce

ru
s 

un
ip

un
ct
at
us
 

○
 

○
 

 
 

○
 

 

1
2
6 

  
オ

オ
ツ

マ
キ

ヘ
リ

カ
メ

ム
シ

 
Hy

gi
a 

la
ti

ve
nt

ri
s 

 
 

○
 

 
○
 

 

1
2
7 

  
ツ

マ
キ

ヘ
リ

カ
メ

ム
シ

 
Hy

gi
a 

op
ac

a 
○
 

 
○
 

○
 

 
 

1
2
8 

 ヒ
メ
ヘ
リ

カ
メ

ム
シ

 
ア

カ
ヒ

メ
ヘ

リ
カ

メ
ム

シ
 

Rh
op

al
us

 m
ac

ul
at

us
 

○
 

○
 

 
○
 

 
○
 

1
2
9 

  
ケ

ブ
カ

ヒ
メ

ヘ
リ

カ
メ

ム
シ

 
Rh

op
al

us
 s

ap
po

re
ns

is
 

 
 

 
 

○
 

 

1
3
0 

  
コ

ブ
チ

ヒ
メ

ヘ
リ

カ
メ

ム
シ

 
St

ic
to

pl
eu

ru
s 

mi
nu

tu
s 

 
 

 
 

○
 

 

1
3
1 

  
ブ

チ
ヒ

メ
ヘ

リ
カ

メ
ム

シ
 

St
ic

to
pl

eu
ru

s 
pu

nc
ta
to
ne

rv
os
us
 

 
○
 

 
 

 
○
 

1
3
2 

 ナ
ガ
カ
メ

ム
シ

 
セ

ス
ジ

ナ
ガ

カ
メ

ム
シ

 
Ar

oc
at

us
 m

el
an

os
to

ma
 

 
 

○
 

 
 

 

1
3
3 

  
コ

バ
ネ

ナ
ガ

カ
メ

ム
シ

 
Di

mo
rp

ho
pt

er
us

 p
al

li
pe
s 

○
 

 
 

 
 

 

1
3
4 

  
ヒ

メ
オ

オ
メ

ナ
ガ

カ
メ

ム
シ

 
Ge

oc
or

is
 p

ro
te

us
 

 
 

○
 

○
 

○
 

 

1
3
5 

  
オ

オ
メ

ナ
ガ

カ
メ

ム
シ

 
Ge

oc
or

is
 v

ar
iu

s 
○
 

 
 

○
 

○
 

 

1
3
6 

  
ホ

ソ
コ

バ
ネ

ナ
ガ

カ
メ

ム
シ

 
Ma

cr
op

es
 o

bn
ub

il
us

 
 

 
 

 
○
 

 

1
3
7 

  
ヒ

メ
ナ

ガ
カ

メ
ム

シ
 

Ny
si

us
 p

le
be

iu
s 

 
 

 
○
 

○
 

○
 

 
 

 
N
y
s
iu
s
属

 
Ny

si
us

 s
p
. 

 
○
 

○
 

 
 

 

1
3
8 

  
ヒ

ゲ
ナ

ガ
カ

メ
ム

シ
 

Pa
ch

yg
ro

nt
ha

 a
nt

en
na
ta
 

 
○
 

 
 

 
 

1
3
9 

  
シ

ロ
ヘ

リ
ナ

ガ
カ

メ
ム

シ
 

Pa
na

or
us

 j
ap

on
ic

us
 

 
 

○
 

○
 

 
 

1
4
0 

  
コ

バ
ネ

ヒ
ョ

ウ
タ

ン
ナ

ガ
カ

メ
ム

シ
 

To
go

 h
em

ip
te

ru
s 

 
○
 

 
 

○
 

 

1
4
1 

 メ
ダ
カ
ナ

ガ
カ

メ
ム

シ
 

メ
ダ

カ
ナ

ガ
カ

メ
ム

シ
 

Ch
au

li
op

s 
fa

ll
ax

 
 

 
 

 
○
 

 

1
4
2 

 ツ
ノ
カ
メ

ム
シ

 
セ

ア
カ

ツ
ノ

カ
メ

ム
シ

 
Ac

an
th

os
om

a 
de

nt
ic

au
du
m 

 
 

 
○
 

 
 

1
4
3 

  
セ

グ
ロ

ヒ
メ

ツ
ノ

カ
メ

ム
シ

 
El

as
mu

ch
a 

si
gn

or
et

i 
 

 
 

○
 

 
 

1
4
4 

  
エ

サ
キ

モ
ン

キ
ツ

ノ
カ

メ
ム

シ
 

Sa
st

ra
ga

la
 e

sa
ki

i 
 

 
 

○
 

 
 

1
4
5 

 ツ
チ
カ
メ

ム
シ

 
ミ

ツ
ボ

シ
ツ

チ
カ

メ
ム

シ
 

Ad
om

er
us

 t
ri

gu
tt

ul
us
 

○
 

○
 

 
○
 

 
 

1
4
6 

  
ツ

チ
カ

メ
ム

シ
 

Ma
cr

os
cy

tu
s 

ja
po

ne
ns
is
 

 
○
 

○
 

 
 

 

1
4
7 

  
マ

ル
ツ

チ
カ

メ
ム

シ
 

Mi
cr

op
or

us
 n

ig
ri

ta
 

○
 

 
 

○
 

 
 

 
 

 
ツ

チ
カ

メ
ム

シ
科

 
C
y
d
ni
d
ae
 
sp
. 

 
○
 

 
 

 
 

1
4
8 

 ノ
コ
ギ
リ

カ
メ

ム
シ

 
ノ

コ
ギ

リ
カ

メ
ム

シ
 

Me
gy

me
nu

m 
gr

ac
il

ic
or
ne
 

 
○
 

 
 

 
 

1
4
9 

 カ
メ
ム
シ
 

ウ
ズ

ラ
カ

メ
ム

シ
 

Ae
li

a 
fi

eb
er

i 
 

○
 

 
○
 

○
 

 

1
5
0 

  
シ

ロ
ヘ

リ
カ

メ
ム

シ
 

Ae
na

ri
a 

le
wi

si
 

○
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表
3
-
3
(
6
)
 
昆
虫
類
確
認
種
一
覧
 

N
o
.
 

目
名

 
科

名
 

種
名

 
学

名
 

評
価
書
 

事
後
調
査
 

春
季
 
夏

季
 
秋

季
 
春

季
 
夏

季
 
秋

季
 

1
5
1
 カ

メ
ム
シ

(
半

翅
)
 

カ
メ
ム
シ
 

ト
ゲ

カ
メ

ム
シ

 
Ca

rb
ul

a 
ab

br
ev

ia
ta

 
 

 
○
 

 
 

○
 

1
5
2 

  
ブ

チ
ヒ

ゲ
カ

メ
ム

シ
 

Do
ly

co
ri

s 
ba

cc
ar

um
 

○
 

○
 

 
 

○
 

○
 

1
5
3 

  
ナ

ガ
メ

 
Eu

ry
de

ma
 r

ug
os

a 
○
 

○
 

 
○
 

 
 

1
5
4 

  
オ

オ
ト

ゲ
シ

ラ
ホ

シ
カ

メ
ム

シ
 

Ey
sa

rc
or

is
 l

ew
is

i 
 

○
 

 
○
 

○
 

○
 

1
5
5 

  
ア

カ
ス

ジ
カ

メ
ム

シ
 

Gr
ap

ho
so

ma
 r

ub
ro

li
ne
at
um
 

 
 

 
 

○
 

○
 

1
5
6 

  
ク

サ
ギ

カ
メ

ム
シ

 
Ha

ly
om

or
ph

a 
ha

ly
s 

 
 

○
 

 
○
 

 

1
5
7 

  
ヨ

ツ
ボ

シ
カ

メ
ム

シ
 

Ho
ma

lo
go

ni
a 

ob
tu

sa
 

 
 

○
 

 
 

 

1
5
8 

  
ツ

マ
ジ

ロ
カ

メ
ム

シ
 

Me
ni

da
 v

io
la

ce
a 

 
 

○
 

 
 

 

1
5
9 

  
ア

オ
ク

サ
カ

メ
ム

シ
 

Ne
za

ra
 a

nt
en

na
ta

 
 

 
 

 
○
 

 

1
6
0 

  
オ

オ
ク

チ
ブ

ト
カ

メ
ム

シ
 

Pi
cr

om
er

us
 b

id
en

s 
 

 
○
 

 
 

 

1
6
1 

  
チ

ャ
バ

ネ
ア

オ
カ

メ
ム

シ
 

Pl
au

ti
a 

st
al

i 
○
 

 
○
 

 
 

 

1
6
2 

 マ
ル
カ
メ

ム
シ

 
マ

ル
カ

メ
ム

シ
 

Me
ga

co
pt

a 
pu

nc
ta

ti
ss
im
a 

 
 

○
 

 
○
 

○
 

1
6
3 

 ア
メ
ン
ボ
 

ア
メ

ン
ボ

 
Aq

ua
ri

us
 p

al
ud

um
 p

al
ud
um
 

○
 

○
 

 
○
 

○
 

○
 

1
6
4 

  
ヒ

メ
ア

メ
ン

ボ
 

Ge
rr

is
 l

at
ia

bd
om

in
is
 

○
 

○
 

 
○
 

○
 

 

1
6
5 

 ミ
ズ
ギ
ワ

カ
メ

ム
シ

 
S
a
l
du
l
a
属

 
Sa

ld
ul

a 
s
p.
 

 
○
 

 
 

 
 

1
6
6 

 ミ
ズ
ム
シ

(昆
) 

M
i
c
ro
n
ec
t
a
属

 
Mi

cr
on

ec
ta

 s
p.
 

 
○
 

 
 

 
 

1
6
7 

 コ
オ
イ
ム

シ
 

コ
オ

イ
ム

シ
 

Ap
pa

su
s 

ja
po

ni
cu

s 
 

 
 

○
 

○
 

○
 

1
6
8 
ア

ミ
メ
カ

ゲ
ロ
ウ

(
脈

翅
)
 
ク

サ
カ
ゲ

ロ
ウ
 

ク
モ

ン
ク

サ
カ

ゲ
ロ

ウ
 

Ch
ry

so
pa

 f
or

mo
sa

 
 

 
 

○
 

○
 

 

1
6
9 

  
エ

ゾ
ク

サ
カ

ゲ
ロ

ウ
 

Ch
ry

so
pa

 s
ap

po
re

ns
is
 

 
 

 
○
 

 
 

1
7
0 

  
ヤ

マ
ト

ク
サ

カ
ゲ

ロ
ウ

 
Ch

ry
so

pe
rl

a 
ca

rn
ea

 
 

○
 

 
 

○
 

○
 

1
7
1 

 ヒ
メ
カ
ゲ

ロ
ウ

 
H
e
m
er
o
bi
u
s
属

 
He

me
ro

bi
us

 s
p.
 

○
 

 
 

 
 

 

1
7
2 

  
チ

ャ
バ

ネ
ヒ

メ
カ

ゲ
ロ

ウ
 

Mi
cr

om
us

 n
um

er
os

us
 

 
○
 

 
 

 
 

1
7
3 
シ

リ
ア
ゲ

ム
シ

(
長
翅

) 
ガ

ガ
ン
ボ

モ
ド
キ
 

B
i
t
ta
c
u
s
属

 
Bi

tt
ac

us
 s
p
. 

 
○
 

 
 

 
 

1
7
4 
ト

ビ
ケ
ラ

(
毛

翅
)
 

シ
マ
ト
ビ

ケ
ラ
 

C
h
e
um
a
to
p
sy
c
h
e
属

 
Ch

eu
ma

to
ps

yc
he

 s
p
. 

 
 

 
○
 

○
 

 

1
7
5 

  
ウ

ル
マ

ー
シ

マ
ト

ビ
ケ

ラ
 

Hy
dr

op
sy

ch
e 

or
ie

nt
al
is
 

 
○
 

○
 

 
○
 

 

 
 

 
H
y
d
ro
p
sy
c
h
e
属

 
Hy

dr
op

sy
ch

e 
sp

. 
○
 

 
 

 
 

○
 

1
7
6 

  
エ

チ
ゴ

シ
マ

ト
ビ

ケ
ラ

 
Po

ta
my

ia
 c

hi
ne

ns
is

 
 

○
 

 
 

 
 

1
7
7 

 ヒ
ゲ
ナ
ガ

カ
ワ

ト
ビ

ケ
ラ

 
ヒ

ゲ
ナ

ガ
カ

ワ
ト

ビ
ケ

ラ
 

St
en

op
sy

ch
e 

ma
rm

or
at
a 

○
 

 
 

○
 

 
○
 

1
7
8 

 ナ
ガ
レ
ト

ビ
ケ

ラ
 

R
h
y
ac
o
ph
i
l
a
属

 
Rh

ya
co

ph
il

a 
sp

. 
○
 

 
 

 
 

 

1
7
9 

 ニ
ン
ギ
ョ

ウ
ト

ビ
ケ

ラ
 

ニ
ン

ギ
ョ

ウ
ト

ビ
ケ

ラ
 

Go
er

a 
ja

po
ni

ca
 

 
○
 

 
○
 

 
 

 
 

 
G
o
e
r
a
属

 
Go

er
a 

sp
. 

 
 

 
 

○
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種
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覧
 

N
o
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目
名

 
科

名
 

種
名

 
学

名
 

評
価
書
 

事
後
調
査
 

春
季
 
夏

季
 
秋

季
 
春

季
 
夏

季
 
秋

季
 

1
8
0
 ト

ビ
ケ
ラ

(
毛

翅
)
 

カ
ク
ツ
ツ

ト
ビ

ケ
ラ

 
L
e
p
id
o
st
o
m
a
属

 
Le

pi
do

st
om

a 
sp

. 
 

 
 

 
 

○
 

1
8
1 

 ヒ
ゲ
ナ
ガ

ト
ビ

ケ
ラ

 
L
e
p
to
c
er
u
s
属

 
Le

pt
oc

er
us

 s
p.
 

 
 

 
 

○
 

 

1
8
2 

  
ア

オ
ヒ

ゲ
ナ

ガ
ト

ビ
ケ

ラ
 

My
st

ac
id

es
 a

zu
re

us
 

 
○
 

 
 

 
○
 

1
8
3 

  
S
e
t
od
e
s
属

 
Se

to
de

s 
s
p.
 

 
 

 
 

○
 

 

1
8
4 

 ホ
ソ
バ
ト

ビ
ケ

ラ
 

ホ
ソ

バ
ト

ビ
ケ

ラ
 

Mo
la

nn
a 

mo
es

ta
 

 
○
 

 
 

 
 

1
8
5 
チ

ョ
ウ

(鱗
翅

)
 

マ
ル
ハ
キ

バ
ガ
 

ホ
ソ

オ
ビ

キ
マ

ル
ハ

キ
バ

ガ
 

Cr
yp

to
le

ch
ia

 m
al

ac
ob
yr
sa
 

 
○
 

 
 

 
 

1
8
6 

 ニ
セ
マ
イ

コ
ガ

 
セ

グ
ロ

ベ
ニ

ト
ゲ

ア
シ

ガ
 

Oe
de

ma
to

po
da

 i
gn

ip
ic
ta
 

 
○
 

 
 

 
 

1
8
7 

 ハ
マ
キ
モ

ド
キ

ガ
 

コ
ウ

ゾ
ハ

マ
キ

モ
ド

キ
 

Ch
or

eu
ti

s 
hy

li
ge

ne
s 

 
 

○
 

 
 

 

1
8
8 

 ボ
ク
ト
ウ

ガ
 

ボ
ク

ト
ウ

ガ
 

Co
ss

us
 j

ez
oe

ns
is

 
 

○
 

 
 

 
 

1
8
9 

 ハ
マ
キ
ガ
 

イ
チ

ゴ
カ

ギ
バ

ヒ
メ

ハ
マ

キ
 

An
cy

li
s 

co
mp

ta
na

 
 

 
 

 
○
 

 

1
9
0 

  
ア

ト
キ

ハ
マ

キ
 

Ar
ch

ip
s 

au
da

x 
 

○
 

 
 

 
 

1
9
1 

  
ウ

ス
ア

ト
キ

ハ
マ

キ
 

Ar
ch

ip
s 

se
mi

st
ru

ct
a 

 
 

 
 

○
 

 

1
9
2 

  
ウ

ス
シ

ロ
モ

ン
ヒ

メ
ハ

マ
キ

 
Ep

ib
le

ma
 a

ut
ol

it
ha

 
 

 
 

○
 

 
 

1
9
3 

 イ
ラ
ガ
 

テ
ン

グ
イ

ラ
ガ

 
Mi

cr
ol

eo
n 

lo
ng

ip
al

pi
s 

 
○
 

 
 

 
 

1
9
4 

 マ
ダ
ラ
ガ
 

ミ
ノ

ウ
ス

バ
 

Pr
ye

ri
a 

si
ni

ca
 

 
 

 
 

 
○
 

1
9
5 

 セ
セ
リ
チ

ョ
ウ

 
ダ

イ
ミ

ョ
ウ

セ
セ

リ
 

Da
im

io
 t

et
hy

s 
te

th
ys
 

 
 

 
○
 

○
 

 

1
9
6 

  
イ

チ
モ

ン
ジ

セ
セ

リ
 

Pa
rn

ar
a 

gu
tt

at
a 

gu
tt
at
a 

 
○
 

○
 

 
○
 

○
 

1
9
7 

  
キ

マ
ダ

ラ
セ

セ
リ

 
Po

ta
nt

hu
s 

fl
av

us
 f

la
vu
s 

 
○
 

 
 

○
 

 

1
9
8 

  
コ

チ
ャ

バ
ネ

セ
セ

リ
 

Th
or

es
sa

 v
ar

ia
 

 
○
 

 
○
 

○
 

 

1
9
9 

 シ
ジ
ミ
チ

ョ
ウ

 
ル

リ
シ

ジ
ミ

 
Ce

la
st

ri
na

 a
rg

io
lu

s 
la
do

ni
de
s 

○
 

○
 

 
○
 

○
 

 

2
0
0 

  
ウ

ラ
ギ

ン
シ

ジ
ミ

 
Cu

re
ti

s 
ac

ut
a 

pa
ra

cu
ta
 

 
 

○
 

 
○
 

 

2
0
1 

  
ツ

バ
メ

シ
ジ

ミ
 

Ev
er

es
 a

rg
ia

de
s 

ar
gi
ad
es
 

○
 

○
 

 
○
 

○
 

 

2
0
2 

  
ベ

ニ
シ

ジ
ミ

 
Ly

ca
en

a 
ph

la
ea

s 
ch

in
en
si

s 
○
 

○
 

○
 

○
 

○
 

○
 

2
0
3 

  
ゴ

イ
シ

シ
ジ

ミ
 

Ta
ra

ka
 h

am
ad

a 
ha

ma
da
 

 
○
 

 
 

○
 

 

2
0
4 

  
ヤ

マ
ト

シ
ジ

ミ
本

土
亜

種
 

Zi
ze

er
ia

 m
ah

a 
ar

gi
a 

○
 

○
 

○
 

○
 

○
 

○
 

2
0
5 

 タ
テ
ハ
チ

ョ
ウ

 
ツ

マ
グ

ロ
ヒ

ョ
ウ

モ
ン

 
Ar

gy
re

us
 h

yp
er

bi
us

 h
yp
er

bi
us
 

 
○
 

 
 

○
 

 

2
0
6 

  
ル

リ
タ

テ
ハ

本
土

亜
種

 
Ka

ni
sk

a 
ca

na
ce

 n
oj

ap
on
ic

um
 

 
 

○
 

 
 

 

2
0
7 

  
ク

ロ
ヒ

カ
ゲ

本
土

亜
種

 
Le

th
e 

di
an

a 
di

an
a 

 
 

 
○
 

 
 

2
0
8 

  
ヒ

カ
ゲ

チ
ョ

ウ
 

Le
th

e 
si

ce
li

s 
 

○
 

 
 

 
 

2
0
9 

  
ア

サ
マ

イ
チ

モ
ン

ジ
 

Li
me

ni
ti

s 
gl

or
if

ic
a 

 
 

 
 

○
 

 

2
1
0 

  
ジ

ャ
ノ

メ
チ

ョ
ウ

 
Mi

no
is

 d
ry

as
 b

ip
un

ct
at
a 

 
 

 
 

○
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種
一
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N
o
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目
名

 
科

名
 

種
名

 
学

名
 

評
価
書
 

事
後
調
査
 

春
季
 
夏

季
 
秋

季
 
春

季
 
夏

季
 
秋

季
 

2
1
1
 チ

ョ
ウ

(
鱗
翅

) 
タ

テ
ハ
チ

ョ
ウ

 
ヒ

メ
ジ

ャ
ノ

メ
 

My
ca

le
si

s 
go

ta
ma

 f
ul

gi
ni

a 
 

 
 

 
○
 

 

2
1
2 

  
コ

ミ
ス

ジ
 

Ne
pt

is
 s

ap
ph

o 
in

te
rm

ed
ia
 

○
 

○
 

 
○
 

○
 

 

2
1
3 

  
キ

タ
テ

ハ
 

Po
ly

go
ni

a 
c-

au
re

um
 c

-a
ur

eu
m 

○
 

○
 

○
 

○
 

○
 

○
 

2
1
4 

  
ヒ

メ
ア

カ
タ

テ
ハ

 
Va

ne
ss

a 
ca

rd
ui
 

 
○
 

○
 

 
 

 

2
1
5 

  
ヒ

メ
ウ

ラ
ナ

ミ
ジ

ャ
ノ

メ
 

Yp
th

im
a 

ar
gu

s 
ar

gu
s 

○
 

○
 

 
○
 

○
 

 

2
1
6 

 ア
ゲ
ハ
チ

ョ
ウ

 
ア

オ
ス

ジ
ア

ゲ
ハ

 
Gr

ap
hi

um
 s

ar
pe

do
n 

ni
pp
on

um
 

 
○
 

 
 

○
 

 

2
1
7 

  
キ

ア
ゲ

ハ
 

Pa
pi

li
o 

ma
ch

ao
n 

hi
pp

oc
ra

te
s 

 
 

 
○
 

○
 

 

2
1
8 

  
ア

ゲ
ハ

 
Pa

pi
li

o 
xu

th
us
 

 
○
 

 
○
 

 
 

2
1
9 

 シ
ロ
チ
ョ

ウ
 

モ
ン

キ
チ

ョ
ウ

 
Co

li
as

 e
ra

te
 p

ol
io

gr
ap
ha
 

○
 

○
 

○
 

○
 

○
 

 

2
2
0 

  
キ

タ
キ

チ
ョ

ウ
 

Eu
re

ma
 m

an
da

ri
na

 
○
 

○
 

○
 

○
 

○
 

 

2
2
1 

  
ス

ジ
グ

ロ
シ

ロ
チ

ョ
ウ

 
Pi

er
is

 m
el

et
e 

 
○
 

○
 

 
 

 

2
2
2 

  
モ

ン
シ

ロ
チ

ョ
ウ

 
Pi

er
is

 r
ap

ae
 c

ru
ci

vo
ra
 

○
 

○
 

○
 

○
 

○
 

 

2
2
3 

 ト
リ
バ
ガ
 

ト
キ

ン
ソ

ウ
ト

リ
バ

 
Pl

at
yp

ti
li

a 
ta

pr
ob

an
es
 

 
 

○
 

 
 

 

2
2
4 

 ツ
ト
ガ
 

ツ
ト

ガ
 

An
cy

lo
lo

mi
a 

ja
po

ni
ca
 

 
○
 

 
 

 
 

2
2
5 

  
ヨ

シ
ツ

ト
ガ

 
Ch

il
o 

lu
te

el
lu

s 
 

○
 

 
 

 
 

2
2
6 

  
ワ

タ
ヘ

リ
ク

ロ
ノ

メ
イ

ガ
 

Di
ap

ha
ni

a 
in

di
ca

 
 

 
○
 

 
 

 

2
2
7 

  
キ

ア
ヤ

ヒ
メ

ノ
メ

イ
ガ

 
Di

as
em

ia
 a

cc
al

is
 

 
 

○
 

 
 

 

2
2
8 

  
ヒ

メ
マ

ダ
ラ

ミ
ズ

メ
イ

ガ
 

El
op

hi
la

 t
ur

ba
ta

 
 

○
 

 
 

 
 

2
2
9 

  
ワ

モ
ン

ノ
メ

イ
ガ

 
No

mo
ph

il
a 

no
ct

ue
ll

a 
 

○
 

○
 

 
 

 

2
3
0 

  
シ

ロ
オ

ビ
ノ

メ
イ

ガ
 

Sp
ol

ad
ea

 r
ec

ur
va

li
s 

 
○
 

○
 

 
○
 

○
 

2
3
1 

  
ク

ロ
モ

ン
キ

ノ
メ

イ
ガ

 
Ud

ea
 t

es
ta

ce
a 

 
 

 
 

 
○
 

2
3
2 

 メ
イ
ガ
 

ウ
ス

ア
カ

ム
ラ

サ
キ

マ
ダ

ラ
メ

イ
ガ

 
Ad

dy
me

 c
on

fu
sa

li
s 

 
○
 

 
 

 
 

2
3
3 

  
ウ

ス
ベ

ニ
ト

ガ
リ

メ
イ

ガ
 

En
do

tr
ic

ha
 o

li
va

ce
al

is
 

 
○
 

 
 

 
 

2
3
4 

  
ヒ

エ
ホ

ソ
メ

イ
ガ

 
En

os
im

a 
le

uc
ot

ae
ni

el
la
 

 
 

 
 

○
 

 

2
3
5 

  
マ

エ
モ

ン
シ

マ
メ

イ
ガ

 
Te

gu
li

fe
ra

 b
ic

ol
or

al
is
 

 
○
 

 
 

 
 

2
3
6 

 シ
ャ
ク
ガ
 

ナ
カ

ウ
ス

エ
ダ

シ
ャ

ク
 

Al
ci

s 
an

gu
li

fe
ra

 
 

 
○
 

 
 

 

2
3
7 

  
ヨ

モ
ギ

エ
ダ

シ
ャ

ク
本

州
以

南
亜

種
 

As
co

ti
s 

se
le

na
ri

a 
cr

et
ac

ea
 

 
○
 

○
 

 
 

 

2
3
8 

  
ヨ

ツ
モ

ン
マ

エ
ジ

ロ
ア

オ
シ

ャ
ク

 
Co

mi
ba

en
a 

pr
oc

um
ba

ri
a 

 
○
 

 
 

 
 

2
3
9 

  
コ

ヨ
ツ

メ
ア

オ
シ

ャ
ク

 
Co

mo
st

ol
a 

su
bt

il
ia

ri
a 
ny

mp
ha
 

 
 

○
 

 
 

 

2
4
0 

  
フ

ト
フ

タ
オ

ビ
エ

ダ
シ

ャ
ク

 
Ec

tr
op

is
 c

re
pu

sc
ul

ar
ia
 

 
 

 
○
 

 
 

2
4
1 

  
オ

オ
ト

ビ
ス

ジ
エ

ダ
シ

ャ
ク

 
Ec

tr
op

is
 e

xc
el

le
ns

 
 

 
 

 
○
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N
o
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目
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名
 

種
名

 
学

名
 

評
価
書
 

事
後
調
査
 

春
季
 
夏

季
 
秋

季
 
春

季
 
夏

季
 
秋

季
 

2
4
2
 チ

ョ
ウ

(
鱗
翅

) 
シ

ャ
ク
ガ
 

ウ
ス

ジ
ロ

エ
ダ

シ
ャ

ク
 

Ec
tr

op
is

 o
bl

iq
ua

 
 

 
 

○
 

 
 

2
4
3 

  
ウ

ラ
ベ

ニ
エ

ダ
シ

ャ
ク

 
He

te
ro

lo
ch

a 
ar

is
to

na
ri
a 

○
 

 
 

 
 

 

2
4
4 

  
フ

ト
オ

ビ
エ

ダ
シ

ャ
ク

 
Hy

po
me

ci
s 

cr
as

se
st

ri
ga
ta
 

 
 

 
 

○
 

 

2
4
5 

  
ウ

ス
モ

ン
キ

ヒ
メ

シ
ャ

ク
 

Id
ae

a 
de

nu
da

ri
a 

 
 

 
 

○
 

 

2
4
6 

  
ウ

ス
キ

ツ
バ

メ
エ

ダ
シ

ャ
ク

 
Ou

ra
pt

er
yx

 n
iv

ea
 

 
 

 
 

 
○
 

2
4
7 

  
オ

レ
ク

ギ
エ

ダ
シ

ャ
ク

 
Pr

ot
ob

oa
rm

ia
 s

im
pl

ic
ia
ri

a 
 

○
 

 
 

 
 

2
4
8 

  
ミ

ス
ジ

ツ
マ

キ
リ

エ
ダ

シ
ャ

ク
 

Xe
ro

de
s 

ru
fe

sc
en

ta
ri

a 
○
 

 
 

 
 

 

2
4
9 

 ス
ズ
メ
ガ
 

ホ
シ

ホ
ウ

ジ
ャ

ク
 

Ma
cr

og
lo

ss
um

 p
yr

rh
os

ti
ct

a 
 

 
○
 

 
 

 

2
5
0 

  
セ

ス
ジ

ス
ズ

メ
 

Th
er

et
ra

 o
ld

en
la

nd
ia

e 
ol

de
nl
an
di

ae
 

 
 

○
 

 
 

 

2
5
1 

 シ
ャ
チ
ホ

コ
ガ

 
オ

オ
エ

グ
リ

シ
ャ

チ
ホ

コ
 

Pt
er

os
to

ma
 g

ig
an

ti
nu

m 
 

○
 

 
○
 

 
 

2
5
2 

  
ム

ラ
サ

キ
シ

ャ
チ

ホ
コ

 
Ur

op
yi

a 
me

ti
cu

lo
di

na
 

 
 

 
 

○
 

 

2
5
3 

 ヒ
ト
リ
ガ
 

ア
メ

リ
カ

シ
ロ

ヒ
ト

リ
 

Hy
ph

an
tr

ia
 c

un
ea

 
 

○
 

 
 

 
 

2
5
4 

 ド
ク
ガ
 

マ
イ

マ
イ

ガ
 

Ly
ma

nt
ri

a 
di

sp
ar

 j
ap

on
ic

a 
 

 
 

 
○
 

 

2
5
5 

 ヤ
ガ

 
ナ

シ
ケ

ン
モ

ン
 

Ac
ro

ni
ct

a 
ru
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○
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○
 

 
 

○
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 c
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○
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○
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○
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○
 

 
 

 

3
0
8 

  
ホ

ソ
ヒ

ラ
タ

ア
ブ

 
Ep

is
yr

ph
us

 b
al

te
at

us
 

○
 

○
 

○
 

○
 

 
○
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○
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○
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○
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○
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 l

on
gi

co
rn

is
 

 
 

 
 

○
 

 

4
5
3 

  
G
a
b
ri
u
s
属

 
Ga

br
iu

s 
s
p.
 

 
 

 
○
 

 
 

4
5
4 

  
キ

ア
シ

ナ
ガ

ハ
ネ

カ
ク

シ
 

La
th

ro
bi

um
 p

al
li

pe
s 

 
 

 
 

○
 

 

4
5
5 

  
O
c
y
pu
s
属

 
Oc

yp
us

 s
p
. 

○
 

 
 

 
 

 

4
5
6 

  
ア

オ
バ

ア
リ

ガ
タ

ハ
ネ

カ
ク

シ
 

Pa
ed

er
us

 f
us

ci
pe

s 
 

 
 

○
 

 
 

4
5
7 

  
エ

ゾ
ア

リ
ガ

タ
ハ

ネ
カ

ク
シ

 
Pa

ed
er

us
 p

ar
al

le
lu

s 
○
 

 
 

 
 

 

4
5
8 

  
P
h
i
lo
n
th
u
s
属

 
Ph

il
on

th
us

 s
p.
 

 
 

○
 

 
 

 

4
5
9 

  
ア

カ
バ

ハ
ネ

カ
ク

シ
 

Pl
at

yd
ra

cu
s 

br
ev

ic
or

ni
s 

 
○
 

 
 

 
 

4
6
0 

  
カ

ラ
カ

ネ
ハ

ネ
カ

ク
シ

 
Pl

at
yd

ra
cu

s 
sh

ar
pi

 
 

○
 

 
 

 
 

4
6
1 

  
ホ

ソ
チ

ャ
バ

ネ
コ

ガ
シ

ラ
ハ

ネ
カ

ク
シ

 
Ra

bi
gu

s 
te

nu
is
 

 
 

 
○
 

 
 

4
6
2 

  
ヤ

マ
ト

デ
オ

キ
ノ

コ
ム

シ
 

Sc
ap

hi
di

um
 j

ap
on

um
 

 
○
 

 
 

 
 

4
6
3 

  
S
c
o
pa
e
u
s
属

 
Sc

op
ae

us
 s
p
. 

 
 

 
○
 

 
 

4
6
4 

  
S
t
e
nu
s
属

 
St

en
us

 s
p
. 

 
 

 
○
 

 
○
 

4
6
5 

  
ク

ロ
ズ

マ
ル

ク
ビ

ハ
ネ

カ
ク

シ
 

Ta
ch

in
us

 n
ig

ri
ce

ps
 

 
 

 
○
 

 
 

 
 

 
T
a
c
hi
n
u
s
属

 
Ta

ch
in

us
 s
p
. 

 
 

 
 

 
○
 

4
6
6 

 マ
ル
ハ
ナ

ノ
ミ

 
ト

ビ
イ

ロ
マ

ル
ハ

ナ
ノ

ミ
 

Sc
ir

te
s 

ja
po

ni
cu

s 
 

○
 

○
 

○
 

 
○
 

4
6
7 

 ク
ワ
ガ
タ

ム
シ

 
コ

ク
ワ

ガ
タ

 
Do

rc
us

 r
ec

tu
s 

re
ct

us
 

 
○
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春
季
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季
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季
 
春

季
 
夏

季
 
秋

季
 

4
6
8
 コ

ウ
チ

ュ
ウ

(
鞘
翅

)
 

ク
ワ

ガ
タ

ム
シ

 
ノ

コ
ギ

リ
ク

ワ
ガ

タ
 

Pr
os

op
oc

oi
lu

s 
in

cl
in

at
us

 i
nc
li
na

tu
s 

 
 

 
 

○
 

 

4
6
9 

 コ
ガ
ネ
ム

シ
 

ア
オ

ド
ウ

ガ
ネ

 
An

om
al

a 
al

bo
pi

lo
sa

 a
lb
op

il
os
a 

 
○
 

 
 

 
 

4
7
0 

  
ド

ウ
ガ

ネ
ブ

イ
ブ

イ
 

An
om

al
a 

cu
pr

ea
 

 
○
 

 
 

 
 

4
7
1 

  
サ

ク
ラ

コ
ガ

ネ
 

An
om

al
a 

da
im

ia
na

 
 

○
 

 
 

○
 

 

4
7
2 

  
ヒ

メ
コ

ガ
ネ

 
An

om
al

a 
ru

fo
cu

pr
ea

 
 

○
 

 
 

○
 

 

4
7
3 

  
マ

グ
ソ

コ
ガ

ネ
 

Ap
ho

di
us

 r
ec

tu
s 

○
 

 
 

 
 

 

4
7
4 

  
セ

マ
ダ

ラ
コ

ガ
ネ

 
Bl

it
op

er
th

a 
or

ie
nt

al
is
 

 
○
 

 
 

○
 

 

4
7
5 

  
ク

ロ
コ

ガ
ネ

 
Ho

lo
tr

ic
hi

a 
ki

ot
on

en
si
s 

 
 

 
 

○
 

 

4
7
6 

  
ビ

ロ
ウ

ド
コ

ガ
ネ

 
Ma

la
de

ra
 j

ap
on

ic
a 

ja
po
ni

ca
 

○
 

○
 

 
 

 
 

4
7
7 

  
ヒ

メ
ビ

ロ
ウ

ド
コ

ガ
ネ

 
Ma

la
de

ra
 o

ri
en

ta
li

s 
 

 
 

○
 

○
 

 

4
7
8 

  
コ

フ
キ

コ
ガ

ネ
 

Me
lo

lo
nt

ha
 j

ap
on

ic
a 

 
○
 

 
 

○
 

 

4
7
9 

  
ヒ

ラ
タ

ハ
ナ

ム
グ

リ
 

Ni
pp

on
ov

al
gu

s 
an

gu
st

ic
ol

li
s 
an
gu

st
ic

ol
li
s 

 
 

○
 

 
 

 

4
8
0 

  
マ

メ
コ

ガ
ネ

 
Po

pi
ll

ia
 j

ap
on

ic
a 

 
○
 

 
 

○
 

 

4
8
1 

  
ナ

ラ
ノ

チ
ャ

イ
ロ

コ
ガ

ネ
 

Pr
oa

go
pe

rt
ha

 p
ub

ic
ol

li
s 

○
 

 
 

 
 

 

4
8
2 

  
シ

ロ
テ

ン
ハ

ナ
ム

グ
リ

 
Pr

ot
ae

ti
a 

or
ie

nt
al

is
 s
ub

ma
rm
or
ea
 

 
 

 
 

○
 

 

4
8
3 

  
カ

ナ
ブ

ン
 

Ps
eu

do
to

ry
no

rr
hi

na
 j

ap
on

ic
a 

 
○
 

 
 

○
 

 

4
8
4 

  
カ

ブ
ト

ム
シ

 
Tr

yp
ox

yl
us

 d
ic

ho
to

mu
s 
se

pt
en
tr
io

na
li

s 
 

○
 

 
 

 
 

4
8
5 

 マ
ル
ト
ゲ

ム
シ

 
シ

ラ
フ

チ
ビ

マ
ル

ト
ゲ

ム
シ

 
Si

mp
lo

ca
ri

a 
bi

co
lo

r 
 

 
 

○
 

 
 

4
8
6 

 ナ
ガ
ハ
ナ

ノ
ミ

 
E
p
i
li
c
ha
s
属

 
Ep

il
ic

ha
s 
s
p
. 

 
○
 

 
 

 
 

4
8
7 

 タ
マ
ム
シ
 

A
g
r
il
u
s
属

 
Ag

ri
lu

s 
s
p.
 

○
 

○
 

 
 

 
 

4
8
8 

  
シ

ロ
オ

ビ
ナ

カ
ボ

ソ
タ

マ
ム

シ
 

Co
ra

eb
us

 q
ua

dr
iu

nd
ul

at
us
 

○
 

 
 

○
 

 
 

4
8
9 

  
ク

ズ
ノ

チ
ビ

タ
マ

ム
シ

 
Tr

ac
hy

s 
au

ri
co

ll
is

 
 

○
 

 
 

○
 

 

4
9
0 

  
ド

ウ
イ

ロ
チ

ビ
タ

マ
ム

シ
 

Tr
ac

hy
s 

cu
pr

ic
ol

or
 

 
○
 

 
 

 
 

4
9
1 

  
ナ

ミ
ガ

タ
チ

ビ
タ

マ
ム

シ
 

Tr
ac

hy
s 

gr
is

eo
fa

sc
ia

ta
 

○
 

 
 

 
 

 

4
9
2 

  
ヤ

ナ
ギ

チ
ビ

タ
マ

ム
シ

 
Tr

ac
hy

s 
mi

nu
ta

 s
al

ic
is
 

○
 

 
 

 
 

 

4
9
3 

  
ヤ

ノ
ナ

ミ
ガ

タ
チ

ビ
タ

マ
ム

シ
 

Tr
ac

hy
s 

ya
no

i 
 

 
○
 

 
 

 

4
9
4 

 コ
メ
ツ
キ

ム
シ

 
サ

ビ
キ

コ
リ

 
Ag

ry
pn

us
 b

in
od

ul
us

 b
in
od

ul
us
 

○
 

○
 

○
 

○
 

○
 

 

4
9
5 

  
オ

オ
ハ

ナ
コ

メ
ツ

キ
 

Di
cr

on
yc

hu
s 

no
th

us
 

○
 

 
 

 
 

 

4
9
6 

  
マ

ル
ク

ビ
ク

シ
コ

メ
ツ

キ
 

Me
la

no
tu

s 
fo

rt
nu

mi
 f

or
tn

um
i 

 
 

 
○
 

 
 

4
9
7 

  
ク

シ
コ

メ
ツ

キ
 

Me
la

no
tu

s 
le

ga
tu

s 
le

ga
tu

s 
 

 
 

○
 

 
 

4
9
8 

  
チ

ャ
バ

ネ
ク

シ
コ

メ
ツ

キ
 

Me
la

no
tu

s 
se

ni
cu

lu
s 

 
 

 
○
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春
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4
9
9
 コ

ウ
チ

ュ
ウ

(
鞘
翅

)
 

コ
メ

ツ
キ

ム
シ

 
ク

ロ
ク

シ
コ

メ
ツ

キ
 

Me
la

no
tu

s 
se

ni
li

s 
se

ni
li

s 
 

 
 

○
 

 
 

5
0
0 

  
オ

オ
ナ

ガ
コ

メ
ツ

キ
 

Ni
pp

on
oe

la
te

r 
si

eb
ol

di
 s

ie
bo
ld
i 

 
○
 

 
 

 
 

5
0
1 

  
ク

ロ
コ

ハ
ナ

コ
メ

ツ
キ

 
Pa

ra
ca

rd
io

ph
or

us
 o

pa
cu
s 

 
 

○
 

 
 

 

5
0
2 

  
コ

ハ
ナ

コ
メ

ツ
キ

 
Pa

ra
ca

rd
io

ph
or

us
 p

ul
la
tu

s 
pu
ll
at

us
 

 
 

 
 

○
 

 

5
0
3 

  
マ

ダ
ラ

チ
ビ

コ
メ

ツ
キ

 
Pr

od
ra

st
er

iu
s 

ag
na

tu
s 

 
 

 
○
 

 
 

5
0
4 

 ジ
ョ
ウ
カ

イ
ボ

ン
 

ウ
ス

チ
ャ

ジ
ョ

ウ
カ

イ
 

Ly
co

ce
ru

s 
in

su
ls

us
 i

ns
ul

su
s 

 
 

 
○
 

 
 

5
0
5 

  
ミ

ヤ
マ

ク
ビ

ア
カ

ジ
ョ

ウ
カ

イ
 

Ly
co

ce
ru

s 
na

ka
ne

i 
 

 
 

○
 

 
 

5
0
6 

  
セ

ボ
シ

ジ
ョ

ウ
カ

イ
 

Ly
co

ce
ru

s 
vi

te
ll

in
us
 

 
 

 
○
 

 
 

5
0
7 

  
P
o
d
ab
r
u
s
属

 
Po

da
br

us
 s
p
. 

○
 

 
 

 
 

 

5
0
8 

 ホ
タ
ル
 

オ
バ

ボ
タ

ル
 

Lu
ci

di
na

 b
ip

la
gi

at
a 

 
○
 

 
 

 
 

5
0
9 

 ジ
ョ
ウ
カ

イ
モ

ド
キ

 
ヒ

ロ
オ

ビ
ジ

ョ
ウ

カ
イ

モ
ド

キ
 

In
ty

bi
a 

hi
st

or
io

 
 

 
○
 

 
 

 

5
1
0 

  
キ

ア
シ

オ
ビ

ジ
ョ

ウ
カ

イ
モ

ド
キ

 
In

ty
bi

a 
pe

ll
eg

ri
ni

 p
el
le

gr
in
i 

 
 

 
 

○
 

 

5
1
1 

  
ツ

マ
キ

ア
オ

ジ
ョ

ウ
カ

イ
モ

ド
キ

 
Ma

la
ch

iu
s 

pr
ol

on
ga

tu
s 

○
 

 
 

○
 

 
 

5
1
2 

 キ
ス
イ
モ

ド
キ

 
キ

ス
イ

モ
ド

キ
 

By
tu

ru
s 

af
fi

ni
s 

 
 

 
○
 

 
 

5
1
3 

 テ
ン
ト
ウ

ム
シ

 
カ

メ
ノ

コ
テ

ン
ト

ウ
 

Ai
ol

oc
ar

ia
 h

ex
as

pi
lo

ta
 

○
 

 
 

 
 

 

5
1
4 

  
ナ

ナ
ホ

シ
テ

ン
ト

ウ
 

Co
cc

in
el

la
 s

ep
te

mp
un

ct
at

a 
○
 

○
 

○
 

○
 

 
○
 

5
1
5 

  
ト

ホ
シ

テ
ン

ト
ウ

 
Ep

il
ac

hn
a 

ad
mi

ra
bi

li
s 

 
○
 

 
 

 
 

5
1
6 

  
ナ

ミ
テ

ン
ト

ウ
 

Ha
rm

on
ia

 a
xy

ri
di

s 
○
 

○
 

○
 

○
 

 
 

5
1
7 

  
ヤ

マ
ト

ア
ザ

ミ
テ

ン
ト

ウ
 

He
no

se
pi

la
ch

na
 n

ip
on

ic
a 

 
 

 
○
 

 
 

5
1
8 

  
オ

オ
ニ

ジ
ュ

ウ
ヤ

ホ
シ

テ
ン

ト
ウ

 
He

no
se

pi
la

ch
na

 v
ig

in
ti
oc

to
ma
cu
la

ta
 

○
 

○
 

○
 

 
○
 

 

5
1
9 

  
ジ

ュ
ウ

サ
ン

ホ
シ

テ
ン

ト
ウ

 
Hi

pp
od

am
ia

 t
re

de
ci

mp
un
ct

at
a 
ti
mb

er
la

ke
i 

 
 

 
○
 

○
 

○
 

5
2
0 

  
ツ

マ
フ

タ
ホ

シ
テ

ン
ト

ウ
 

Hy
pe

ra
sp

is
 a

si
at

ic
a 

 
 

 
○
 

 
 

5
2
1 

  
ヒ

メ
カ

メ
ノ

コ
テ

ン
ト

ウ
 

Pr
op

yl
ea

 j
ap

on
ic

a 
○
 

○
 

 
○
 

○
 

○
 

5
2
2 

  
ハ

レ
ヤ

ヒ
メ

テ
ン

ト
ウ

 
Ps

eu
do

sc
ym

nu
s 

ha
re

ja
 

 
 

 
○
 

 
 

5
2
3 

  
ク

ロ
ヘ

リ
ヒ

メ
テ

ン
ト

ウ
 

Sc
ym

nu
s 

ho
ff

ma
nn

i 
 

○
 

 
○
 

 
 

5
2
4 

  
コ

ク
ロ

ヒ
メ

テ
ン

ト
ウ

 
Sc

ym
nu

s 
po

st
ic

al
is

 
○
 

○
 

 
○
 

○
 

 

5
2
5 

  
ク

ロ
ツ

ヤ
テ

ン
ト

ウ
 

Se
ra

ng
iu

m 
ja

po
ni

cu
m 

 
 

 
○
 

 
 

5
2
6 

 キ
ス
イ
ム

シ
 

ヨ
ツ

モ
ン

キ
ス

イ
 

Cr
yp

to
ph

ag
us

 c
al

lo
si

pe
nn

is
 

 
 

 
○
 

 
 

 
 

 
C
r
y
pt
o
ph
a
gu
s
属

 
Cr

yp
to

ph
ag

us
 s
p.
 

 
 

○
 

 
 

 

5
2
7 

 テ
ン
ト
ウ

ム
シ

ダ
マ

シ
 

ヨ
ツ

ボ
シ

テ
ン

ト
ウ

ダ
マ

シ
 

An
cy

lo
pu

s 
pi

ct
us

 a
si

at
ic

us
 

 
○
 

 
○
 

○
 

 

5
2
8 

  
ル

リ
テ

ン
ト

ウ
ダ

マ
シ

 
En

do
my

ch
us

 g
or

ha
mi

 g
or
ha

mi
 

 
 

○
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季
 
春

季
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季
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季
 

5
2
9
 コ

ウ
チ

ュ
ウ

(
鞘
翅

)
 

オ
オ
キ
ノ

コ
ム

シ
 

ル
リ

オ
オ

キ
ノ

コ
ム

シ
 

Au
la

co
ch

il
us

 s
ib

ir
ic
us
 

 
○
 

 
 

 
 

5
3
0 

  
ア

カ
ハ

バ
ビ

ロ
オ

オ
キ

ノ
コ

ム
シ

 
Ne

ot
ri

pl
ax

 l
ew

is
ii

 
 

 
○
 

 
 

 

5
3
1 

 コ
メ
ツ
キ

モ
ド

キ
 

ク
ロ

ア
シ

コ
メ

ツ
キ

モ
ド

キ
 

La
ng

ur
io

mo
rp

ha
 n

ig
ri
ta
rs

is
 

○
 

 
 

 
 

 

5
3
2 

 ケ
シ
キ
ス

イ
 

ク
ロ

ハ
ナ

ケ
シ

キ
ス

イ
 

Ca
rp

op
hi

lu
s 

ch
al

yb
eu
s 

○
 

 
 

 
○
 

 

5
3
3 

  
E
p
u
ra
e
a
属

 
Ep

ur
ae

a 
s
p.
 

○
 

 
 

○
 

 
 

5
3
4 

  
キ

ベ
リ

チ
ビ

ケ
シ

キ
ス

イ
 

Me
li

ge
th

es
 v

io
la

ce
us
 

○
 

 
 

 
 

 

5
3
5 

  
マ

ル
キ

マ
ダ

ラ
ケ

シ
キ

ス
イ

 
St

el
id

ot
a 

mu
lt

ig
ut

ta
ta
 

 
○
 

○
 

 
 

 

5
3
6 

 ホ
ソ
ヒ
ラ

タ
ム

シ
 

カ
ド

コ
ブ

ホ
ソ

ヒ
ラ

タ
ム

シ
 

Ah
as

ve
ru

s 
ad

ve
na

 
 

 
 

○
 

 
 

5
3
7 

 ア
リ
モ
ド

キ
 

ヨ
ツ

ボ
シ

ホ
ソ

ア
リ

モ
ド

キ
 

St
ri

ct
ic

om
us

 v
al

gi
pe
s 

 
 

 
○
 

 
 

5
3
8 

 ツ
チ
ハ
ン

ミ
ョ

ウ
 

マ
メ

ハ
ン

ミ
ョ

ウ
 

Ep
ic

au
ta

 g
or

ha
mi

 
 

○
 

 
 

 
 

5
3
9 

 ハ
ナ
ノ
ミ
 

M
o
r
de
l
l
a
属

 
Mo

rd
el

la
 s
p
. 

 
 

 
○
 

 
 

5
4
0 

 カ
ミ
キ
リ

モ
ド

キ
 

ア
オ

カ
ミ

キ
リ

モ
ド

キ
 

Na
ce

rd
es

 w
at

er
ho

us
ei
 

 
 

 
○
 

 
 

5
4
1 

  
モ

モ
ブ

ト
カ

ミ
キ

リ
モ

ド
キ

 
Oe

de
me

ra
 l

uc
id

ic
ol

li
s 
lu

ci
di
co
ll

is
 

○
 

 
 

○
 

 
 

5
4
2 

 ア
カ
ハ
ネ

ム
シ

 
ヒ

メ
ア

カ
ハ

ネ
ム

シ
 

Ps
eu

do
py

ro
ch

ro
a 

ru
fu
la
 

○
 

 
 

 
 

 

5
4
3 

 チ
ビ
キ
カ

ワ
ム

シ
 

ク
リ

イ
ロ

チ
ビ

キ
カ

ワ
ム

シ
 

Li
ss

od
em

a 
de

nt
at

um
 

 
 

 
○
 

 
 

5
4
4 

 ハ
ナ
ノ
ミ

ダ
マ

シ
 

ク
ロ

フ
ナ

ガ
タ

ハ
ナ

ノ
ミ

 
An

as
pi

s 
ma

rs
eu

li
 

○
 

 
 

 
 

 

5
4
5 

 ゴ
ミ
ム
シ

ダ
マ

シ
 

ク
リ

イ
ロ

ク
チ

キ
ム

シ
 

Bo
rb

or
es

th
es

 a
ci

cu
la
ri
s 

 
 

 
 

○
 

 

5
4
6 

  
ト

ビ
イ

ロ
ク

チ
キ

ム
シ

 
Bo

rb
or

es
th

es
 c

ru
ra

li
s 

 
○
 

 
 

 
 

5
4
7 

  
ス

ジ
コ

ガ
シ

ラ
ゴ

ミ
ム

シ
ダ

マ
シ

 
He

te
ro

ta
rs

us
 c

ar
in

ul
a 

 
 

 
○
 

 
 

5
4
8 

  
ハ

ム
シ

ダ
マ

シ
 

La
gr

ia
 r

uf
ip

en
ni

s 
 

○
 

 
 

○
 

 

5
4
9 

  
ナ

ガ
ハ

ム
シ

ダ
マ

シ
 

Ma
cr

ol
ag

ri
a 

ru
fo

br
un
ne
a 

○
 

 
 

 
 

 

5
5
0 

  
キ

マ
ワ

リ
 

Pl
es

io
ph

th
al

mu
s 

ni
gr
oc
ya

ne
us
 n
ig

ro
cy

an
eu
s 

 
○
 

 
 

 
 

5
5
1 

 カ
ミ
キ
リ

ム
シ

 
ゴ

マ
ダ

ラ
カ

ミ
キ

リ
 

An
op

lo
ph

or
a 

ma
la

si
ac
a 

 
○
 

 
 

 
 

5
5
2 

  
ト

ゲ
ヒ

ゲ
ト

ラ
カ

ミ
キ

リ
 

De
mo

na
x 

tr
an

si
li

s 
○
 

 
 

 
 

 

5
5
3 

  
オ

ニ
グ

ル
ミ

ノ
キ

モ
ン

カ
ミ

キ
リ

 
Me

ne
si

a 
fl

av
ot

ec
ta

 
 

○
 

 
 

 
 

5
5
4 

  
ヒ

シ
カ

ミ
キ

リ
 

Mi
cr

ol
er

a 
pt

in
oi

de
s 

 
 

 
○
 

 
 

5
5
5 

  
キ

ク
ス

イ
カ

ミ
キ

リ
 

Ph
yt

oe
ci

a 
ru

fi
ve

nt
ri
s 

 
 

 
○
 

 
 

5
5
6 

  
P
i
d
on
i
a
属

 
Pi

do
ni

a 
s
p.
 

○
 

 
 

 
 

 

5
5
7 

 ハ
ム
シ
 

ア
カ

ガ
ネ

サ
ル

ハ
ム

シ
 

Ac
ro

th
in

iu
m 

ga
sc

hk
ev
it
ch

ii
 g
as
ch

ke
vi

tc
hi
i 

○
 

 
 

 
 

 

5
5
8 

  
カ

ミ
ナ

リ
ハ

ム
シ

 
Al

ti
ca

 c
ya

ne
a 

 
 

 
○
 

○
 

 

5
5
9 

  
ア

カ
バ

ナ
カ

ミ
ナ

リ
ハ

ム
シ

 
Al

ti
ca

 o
le

ra
ce

a 
 

 
○
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昆
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種
一
覧
 

N
o
.
 

目
名

 
科

名
 

種
名

 
学

名
 

評
価
書
 

事
後
調
査
 

春
季
 
夏

季
 
秋

季
 
春

季
 
夏

季
 
秋

季
 

 
コ

ウ
チ
ュ

ウ
(
鞘
翅

)
 

ハ
ム

シ
 

A
l
t
ic
a
属

 
Al

ti
ca

 s
p
. 

 
 

○
 

 
 

 

5
6
0 

  
ア

ヤ
メ

ツ
ブ

ノ
ミ

ハ
ム

シ
 

Ap
ht

ho
na

 i
nt

er
st

it
ia
li
s 

 
 

 
 

○
 

 

5
6
1 

  
ジ

ン
ガ

サ
ハ

ム
シ

 
As

pi
do

mo
rp

ha
 i

nd
ic

a 
○
 

○
 

 
 

 
 

5
6
2 

  
ウ

リ
ハ

ム
シ

モ
ド

キ
 

At
ra

ch
ya

 m
en

et
ri

es
i 

 
○
 

 
 

 
 

5
6
3 

  
ウ

リ
ハ

ム
シ

 
Au

la
co

ph
or

a 
in

di
ca

 
○
 

 
 

○
 

 
 

5
6
4 

  
ク

ロ
ウ

リ
ハ

ム
シ

 
Au

la
co

ph
or

a 
ni

gr
ip

en
ni
s 

ni
gr
ip
en

ni
s 

○
 

○
 

 
○
 

 
 

5
6
5 

  
ア

オ
バ

ネ
サ

ル
ハ

ム
シ

 
Ba

si
le

pt
a 

fu
lv

ip
es

 
 

○
 

 
 

○
 

 

5
6
6 

  
サ

ム
ラ

イ
マ

メ
ゾ

ウ
ム

シ
 

Br
uc

hi
di

us
 j

ap
on

ic
us
 

○
 

 
 

 
 

 

5
6
7 

  
ハ

ラ
グ

ロ
ヒ

メ
ハ

ム
シ

 
Ca

lo
mi

cr
us

 c
ya

ne
us

 
 

 
 

○
 

 
 

5
6
8 

  
イ

ノ
コ

ヅ
チ

カ
メ

ノ
コ

ハ
ム

シ
 

Ca
ss

id
a 

ja
pa

na
 

 
 

 
○
 

 
 

5
6
9 

  
カ

メ
ノ

コ
ハ

ム
シ

 
Ca

ss
id

a 
ne

bu
lo

sa
 

 
○
 

 
 

 
 

5
7
0 

  
ヒ

サ
ゴ

ト
ビ

ハ
ム

シ
 

Ch
ae

to
cn

em
a 

in
ge

nu
a 

 
○
 

 
 

○
 

 

 
 

 
C
h
a
et
o
cn
e
m
a
属

 
Ch

ae
to

cn
em

a 
sp

. 
 

 
 

○
 

 
 

5
7
1 

  
ム

シ
ク

ソ
ハ

ム
シ

 
Ch

la
mi

su
s 

sp
il

ot
us

 
○
 

 
 

 
○
 

 

5
7
2 

  
ヨ

モ
ギ

ハ
ム

シ
 

Ch
ry

so
li

na
 a

ur
ic

ha
lc
ea
 

 
 

○
 

 
 

○
 

5
7
3 

  
ハ

ッ
カ

ハ
ム

シ
 

Ch
ry

so
li

na
 e

xa
nt

he
ma
ti
ca
 

 
 

○
 

 
 

 

5
7
4 

  
ミ

ド
リ

ト
ビ

ハ
ム

シ
 

Cr
ep

id
od

er
a 

ja
po

ni
ca
 

○
 

 
 

○
 

○
 

○
 

5
7
5 

  
バ

ラ
ル

リ
ツ

ツ
ハ

ム
シ

 
Cr

yp
to

ce
ph

al
us

 a
pp

ro
xi
ma

tu
s 

○
 

 
 

○
 

 
 

5
7
6 

  
コ

ヤ
ツ

ボ
シ

ツ
ツ

ハ
ム

シ
 

Cr
yp

to
ce

ph
al

us
 i

ns
ta
bi
li

s 
○
 

 
 

 
 

 

5
7
7 

  
ク

ワ
ハ

ム
シ

 
Fl

eu
ti

au
xi

a 
ar

ma
ta

 
○
 

 
 

○
 

 
 

5
7
8 

  
ジ

ュ
ン

サ
イ

ハ
ム

シ
 

Ga
le

ru
ce

ll
a 

ni
pp

on
en
si
s 

 
 

 
○
 

 
 

5
7
9 

  
イ

タ
ド

リ
ハ

ム
シ

 
Ga

ll
er

uc
id

a 
bi

fa
sc

ia
ta
 

○
 

 
 

○
 

 
 

5
8
0 

  
コ

ガ
タ

ル
リ

ハ
ム

シ
 

Ga
st

ro
ph

ys
a 

at
ro

cy
an
ea
 

○
 

 
 

○
 

 
 

5
8
1 

  
フ

ジ
ハ

ム
シ

 
Go

ni
oc

te
na

 r
ub

ri
pe

nn
is
 

○
 

 
 

○
 

 
 

5
8
2 

  
ア

カ
ク

ビ
ボ

ソ
ハ

ム
シ

 
Le

ma
 d

iv
er

sa
 

 
○
 

 
 

 
 

5
8
3 

  
オ

オ
バ

コ
ト

ビ
ハ

ム
シ

 
Lo

ng
it

ar
su

s 
sc

ut
el

la
ri
s 

 
○
 

○
 

 
 

 

5
8
4 

  
ク

ワ
ノ

ミ
ハ

ム
シ

 
Lu

pe
ro

mo
rp

ha
 f

un
es

ta
 

 
 

 
○
 

 
 

5
8
5 

  
コ

フ
キ

ケ
ブ

カ
サ

ル
ハ

ム
シ

 
Ly

pe
st

he
s 

at
er
 

○
 

 
 

○
 

 
 

5
8
6 

  
フ

タ
ス

ジ
ヒ

メ
ハ

ム
シ

 
Me

dy
th

ia
 n

ig
ro

bi
li

ne
at
a 

 
 

 
○
 

 
 

5
8
7 

  
エ

ン
ジ

ュ
マ

メ
ゾ

ウ
ム

シ
 

Me
ga

br
uc

hi
di

us
 s

op
ho
ra
e 

 
 

 
○
 

 
 

5
8
8 

  
ホ

タ
ル

ハ
ム

シ
 

Mo
no

le
pt

a 
di

ch
ro

a 
 

○
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目
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種
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学
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評
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事
後
調
査
 

春
季
 
夏

季
 
秋

季
 
春

季
 
夏

季
 
秋

季
 

5
8
9
 コ

ウ
チ

ュ
ウ

(
鞘
翅

)
 

ハ
ム

シ
 

ム
ネ

ア
カ

ウ
ス

イ
ロ

ハ
ム

シ
 

Mo
no

le
pt

a 
ku

ro
sa

wa
i 

 
 

 
○
 

 
 

5
9
0 

  
ル

リ
マ

ル
ノ

ミ
ハ

ム
シ

 
No

na
rt

hr
a 

cy
an

ea
 

 
 

 
 

 
○
 

5
9
1 

  
ド

ウ
ガ

ネ
ツ

ヤ
ハ

ム
シ

 
Oo

mo
rp

ho
id

es
 c

up
re

at
us
 

 
○
 

 
 

 
 

5
9
2 

  
ブ

タ
ク

サ
ハ

ム
シ

 
Op

hr
ae

ll
a 

co
mm

un
a 

 
○
 

○
 

 
○
 

 

5
9
3 

  
ア

ワ
ク

ビ
ボ

ソ
ハ

ム
シ

 
Ou

le
ma

 d
il

ut
ip

es
 

 
 

 
○
 

○
 

 

5
9
4 

  
マ

ル
キ

バ
ネ

サ
ル

ハ
ム

シ
 

Pa
gr

ia
 u

ss
ur

ie
ns

is
 

 
○
 

 
 

 
 

5
9
5 

  
タ

マ
ア

シ
ト

ビ
ハ

ム
シ

 
Ph

il
op

on
a 

vi
be

x 
○
 

○
 

 
 

 
 

5
9
6 

  
チ

ャ
バ

ネ
ツ

ヤ
ハ

ム
シ

 
Ph

yg
as

ia
 f

ul
vi

pe
nn

is
 

○
 

 
 

○
 

 
 

5
9
7 

  
キ

ス
ジ

ノ
ミ

ハ
ム

シ
 

Ph
yl

lo
tr

et
a 

st
ri

ol
at
a 

 
○
 

 
 

 
 

5
9
8 

  
ヤ

ナ
ギ

ル
リ

ハ
ム

シ
 

Pl
ag

io
de

ra
 v

er
si

co
lo
ra
 

○
 

 
 

○
 

 
 

5
9
9 

  
ド

ウ
ガ

ネ
サ

ル
ハ

ム
シ

 
Sc

el
od

on
ta

 l
ew

is
ii

 
○
 

○
 

 
○
 

○
 

 

6
0
0 

  
キ

ボ
シ

ル
リ

ハ
ム

シ
 

Sm
ar

ag
di

na
 a

ur
it

a 
 

 
 

○
 

 
 

6
0
1 

  
ム

ナ
キ

ル
リ

ハ
ム

シ
 

Sm
ar

ag
di

na
 s

em
ia

ur
an
ti
ac

a 
 

 
 

○
 

 
 

6
0
2 

  
イ

チ
モ

ン
ジ

カ
メ

ノ
コ

ハ
ム

シ
 

Th
la

sp
id

a 
bi

ra
mo

sa
 

○
 

 
 

 
 

 

6
0
3 

 ホ
ソ
ク
チ

ゾ
ウ

ム
シ

 
マ

メ
ホ

ソ
ク

チ
ゾ

ウ
ム

シ
 

Ps
eu

do
pi

ez
ot

ra
ch

el
us
 c
ol

la
ri
s 

 
○
 

 
 

 
 

6
0
4 

 オ
ト
シ
ブ

ミ
 

カ
シ

ル
リ

オ
ト

シ
ブ

ミ
 

Eu
op

s 
sp

le
nd

id
us

 
○
 

 
 

 
 

 

6
0
5 

 ゾ
ウ
ム
シ
 

チ
ビ

デ
オ

ゾ
ウ

ム
シ

 
Ac

al
yp

tu
s 

ca
rp

in
i 

○
 

 
 

 
 

 

6
0
6 

  
イ

チ
ゴ

ハ
ナ

ゾ
ウ

ム
シ

 
An

th
on

om
us

 b
is

ig
ni

fe
r 

○
 

 
 

○
 

 
 

6
0
7 

  
カ

ナ
ム

グ
ラ

サ
ル

ゾ
ウ

ム
シ

 
Ca

rd
ip

en
ni

s 
sh

ao
wu

en
si
s 

 
○
 

 
 

 
 

6
0
8 

  
ダ

イ
コ

ン
サ

ル
ゾ

ウ
ム

シ
 

Ce
ut

or
hy

nc
hu

s 
al

bo
su
tu
ra

li
s 

○
 

 
 

 
 

 

6
0
9 

  
C
y
p
hi
c
er
u
s
属

 
Cy

ph
ic

er
us

 s
p.
 

 
 

 
○
 

 
 

6
1
0 

  
ケ

ナ
ガ

イ
ネ

ゾ
ウ

モ
ド

キ
 

Do
ry

to
mu

s 
am

ur
en

si
s 

 
 

 
○
 

 
 

6
1
1 

  
モ

ン
イ

ネ
ゾ

ウ
モ

ド
キ

 
Do

ry
to

mu
s 

ma
cu

li
pe

nn
is
 

 
 

 
○
 

 
○
 

6
1
2 

  
E
l
l
es
c
u
s
属

 
El

le
sc

us
 s
p
. 

○
 

 
 

 
 

 

6
1
3 

  
コ

フ
キ

ゾ
ウ

ム
シ

 
Eu

gn
at

hu
s 

di
st

in
ct

us
 

○
 

○
 

 
○
 

○
 

 

6
1
4 

  
H
y
p
er
a
属

 
Hy

pe
ra

 s
p
. 

 
 

 
○
 

○
 

○
 

6
1
5 

  
ク

ワ
ヒ

メ
ゾ

ウ
ム

シ
 

Mo
re

ob
ar

is
 d

ep
la

na
ta
 

 
○
 

 
 

○
 

 

6
1
6 

  
チ

ビ
ヒ

ョ
ウ

タ
ン

ゾ
ウ

ム
シ

 
My

os
id

es
 s

er
ie

hi
sp

id
us
 

○
 

 
 

 
 

 

6
1
7 

  
カ

シ
ワ

ク
チ

ブ
ト

ゾ
ウ

ム
シ

 
No

th
om

yl
lo

ce
ru

s 
gr

is
eu
s 

 
 

 
 

○
 

 

6
1
8 

  
ア

カ
ア

シ
ノ

ミ
ゾ

ウ
ム

シ
 

Or
ch

es
te

s 
sa

ng
ui

ni
pe
s 

 
○
 

 
 

 
 

6
1
9 

  
オ

ジ
ロ

ア
シ

ナ
ガ

ゾ
ウ

ム
シ

 
Or

na
ta

lc
id

es
 t

ri
fi

du
s 

 
○
 

○
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N
o
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目
名

 
科
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種
名

 
学

名
 

評
価
書
 

事
後
調
査
 

春
季
 
夏

季
 
秋

季
 
春

季
 
夏

季
 
秋

季
 

6
2
0
 コ

ウ
チ

ュ
ウ

(
鞘
翅

)
 

ゾ
ウ

ム
シ

 
リ

ン
ゴ

ヒ
ゲ

ボ
ソ

ゾ
ウ

ム
シ

 
Ph

yl
lo

bi
us

 p
ro

lo
ng

at
us
 

 
 

 
○
 

 
 

6
2
1 

  
ア

カ
ア

シ
ク

チ
ブ

ト
サ

ル
ゾ

ウ
ム

シ
 

Rh
in

on
cu

s 
cr

ib
ri

co
ll
is
 

○
 

 
 

 
 

 

6
2
2 

  
タ

デ
ノ

ク
チ

ブ
ト

サ
ル

ゾ
ウ

ム
シ

 
Rh

in
on

cu
s 

si
bi

ri
cu

s 
 

○
 

 
 

 
 

6
2
3 

  
R
h
y
nc
h
ae
n
u
s
属

 
Rh

yn
ch

ae
nu

s 
sp

. 
○
 

 
 

 
 

 

6
2
4 
 

 
サ

ビ
ヒ

ョ
ウ

タ
ン

ゾ
ウ

ム
シ

 
Sc

ep
ti

cu
s 

gr
is

eu
s 

○
 

 
 

 
 

 

6
2
5 
ハ

チ
(
膜

翅
) 

ヒ
ラ

タ
ハ

バ
チ

 
N
e
u
ro
t
om
a
属

 
Ne

ur
ot

om
a 
s
p
. 

 
 

 
○
 

 
 

6
2
6 

 ミ
フ
シ
ハ

バ
チ

 
ニ

ホ
ン

チ
ュ

ウ
レ

ン
ジ

 
Ar

ge
 n

ip
po

ne
ns

is
 

○
 

 
 

 
○
 

 

 
 

 
A
r
g
e
属

 
Ar

ge
 s

p.
 

 
 

 
○
 

 
 

6
2
7 

 ハ
バ
チ
 

ハ
グ

ロ
ハ

バ
チ

 
Al

la
nt

us
 l

uc
ti

fe
r 

 
 

 
○
 

○
 

 

6
2
8 

  
ニ

ホ
ン

カ
ブ

ラ
ハ

バ
チ

 
At

ha
li

a 
ja

po
ni

ca
 

 
○
 

 
 

 
 

6
2
9 

  
カ

ブ
ラ

ハ
バ

チ
 

At
ha

li
a 

ro
sa

e 
ru

fi
co
rn
is
 

○
 

 
○
 

 
 

 

6
3
0 

  
フ

ト
コ

シ
ジ

ロ
ハ

バ
チ

 
Co

ry
mb

as
 n

ip
po

ni
ca

 
 

 
 

○
 

 
 

6
3
1 

  
オ

ス
グ

ロ
ハ

バ
チ

 
Do

le
ru

s 
ja

po
ni

cu
s 

○
 

 
 

 
 

 

 
 

 
D
o
l
er
u
s
属

 
Do

le
ru

s 
s
p.
 

○
 

 
 

○
 

 
○
 

6
3
2 

  
ヒ

ト
オ

ビ
ク

ロ
ハ

バ
チ

 
Ma

cr
op

hy
a 
s
p
. 

○
 

 
 

 
 

 

6
3
3 

  
R
h
o
go
g
as
t
e
r
属

 
Rh

og
og

as
te

r 
sp

. 
○
 

 
 

 
 

 

6
3
4 

  
S
t
e
th
o
mo
s
tu
s
属

 
St

et
ho

mo
st

us
 s
p.
 

 
 

 
○
 

 
 

6
3
5 

 コ
マ
ユ
バ

チ
 

P
h
a
ne
r
ot
o
m
a
属

 
Ph

an
er

ot
om

a 
sp

. 
 

 
 

 
○
 

 

 
 

 
コ

マ
ユ

バ
チ

科
 

B
r
a
co
n
id
a
e 
s
p.
 

○
 

○
 

○
 

○
 

○
 

○
 

6
3
6 

 ヒ
メ
バ
チ
 

C
o
c
cy
g
om
i
mu
s
属

 
Co

cc
yg

om
im

us
 s
p.
 

○
 

 
○
 

 
 

○
 

6
3
7 

  
I
t
o
pl
e
ct
i
s
属

 
It

op
le

ct
is

 s
p.
 

 
 

 
 

 
○
 

6
3
8 

  
S
y
r
ph
o
ct
o
nu
s
属

 
Sy

rp
ho

ct
on

us
 s
p.
 

 
 

 
○
 

 
 

6
3
9 

  
S
y
r
ph
o
ph
i
lu
s
属

 
Sy

rp
ho

ph
il

us
 s
p.
 

 
 

 
○
 

 
○
 

 
 

 
ヒ

メ
バ

チ
科

 
I
c
h
ne
u
mo
n
id
a
e 
sp
. 

○
 

○
 

○
 

○
 

○
 

○
 

6
4
0 

 コ
ン
ボ
ウ

ヤ
セ

バ
チ

 
オ

オ
コ

ン
ボ

ウ
ヤ

セ
バ

チ
 

Ga
st

er
up

ti
on

 t
ho

ms
on
i 

 
 

 
○
 

 
 

6
4
1 

 ハ
エ
ヤ
ド

リ
ク

ロ
バ

チ
 

ハ
エ

ヤ
ド

リ
ク

ロ
バ

チ
科

 
D
i
a
pr
i
id
a
e 
s
p.
 

 
○
 

 
 

 
 

6
4
2 

 ハ
ラ
ビ
ロ

ク
ロ

バ
チ

 
ハ

ラ
ビ

ロ
ク

ロ
バ

チ
科

 
P
l
a
ty
g
as
t
ri
d
ae
 s
p
. 

 
 

 
○
 

 
 

6
4
3 

 タ
マ
ゴ
ク

ロ
バ

チ
 

タ
マ

ゴ
ク

ロ
バ

チ
科

 
S
c
e
li
o
ni
d
ae
 
sp
. 

 
 

 
○
 

 
 

6
4
4 

 ア
シ
ブ
ト

コ
バ

チ
 

キ
ア

シ
ブ

ト
コ

バ
チ

 
Br

ac
hy

me
ri

a 
la

su
s 

 
 

○
 

 
 

 

6
4
5 

 ナ
ガ
コ
バ

チ
 

ナ
ガ

コ
バ

チ
科

 
E
u
p
el
m
id
a
e 
s
p.
 

 
○
 

 
 

 
 

6
4
6 

 カ
タ
ビ
ロ

コ
バ

チ
 

カ
タ

ビ
ロ

コ
バ

チ
科

 
E
u
r
yt
o
mi
d
ae
 
sp
. 

 
 

 
○
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N
o
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目
名

 
科

名
 

種
名

 
学

名
 

評
価
書
 

事
後
調
査
 

春
季
 
夏

季
 
秋

季
 
春

季
 
夏

季
 
秋

季
 

6
4
7
 ハ

チ
(
膜
翅

)
 

コ
ガ
ネ
コ

バ
チ

 
コ

ガ
ネ

コ
バ

チ
科

 
P
t
e
ro
m
al
i
da
e
 s
p.
 

○
 

 
 

 
 

 

6
4
8 

 ア
リ
ガ
タ

バ
チ

 
A
c
r
ep
y
ri
s
属

 
Ac

re
py

ri
s 
s
p
. 

 
 

 
○
 

 
 

6
4
9 

  
E
p
y
ri
s
属

 
Ep

yr
is

 s
p
. 

 
 

 
 

○
 

 

6
5
0 

 ア
リ

 
ヤ

マ
ト

ア
シ

ナ
ガ

ア
リ

 
Ap

ha
en

og
as

te
r 

ja
po

ni
ca
 

○
 

 
 

 
 

 

6
5
1 

  
ク

ロ
オ

オ
ア

リ
 

Ca
mp

on
ot

us
 j

ap
on

ic
us
 

○
 

 
 

 
 

 

6
5
2 

  
ミ

カ
ド

オ
オ

ア
リ

 
Ca

mp
on

ot
us

 k
iu

si
ue

ns
is
 

 
○
 

 
 

 
 

6
5
3 

  
ム

ネ
ア

カ
オ

オ
ア

リ
 

Ca
mp

on
ot

us
 o

bs
cu

ri
pe
s 

 
 

○
 

 
 

 

6
5
4 

  
テ

ラ
ニ

シ
シ

リ
ア

ゲ
ア

リ
 

Cr
em

at
og

as
te

r 
te

ra
ni
sh
ii
 

○
 

 
 

 
○
 

 

6
5
5 

  
ク

ロ
ヤ

マ
ア

リ
 

Fo
rm

ic
a 

ja
po

ni
ca

 
○
 

○
 

○
 

○
 

○
 

 

6
5
6 

  
キ

イ
ロ

ケ
ア

リ
 

La
si

us
 f

la
vu

s 
 

○
 

 
 

 
 

6
5
7 

  
ク

ロ
ク

サ
ア

リ
 

La
si

us
 f

uj
i 

 
 

 
 

○
 

 

6
5
8 

  
ト

ビ
イ

ロ
ケ

ア
リ

 
La

si
us

 j
ap

on
ic

us
 

○
 

○
 

○
 

○
 

○
 

○
 

6
5
9 

  
カ

ワ
ラ

ケ
ア

リ
 

La
si

us
 s

ak
ag

am
ii

 
○
 

○
 

○
 

 
 

○
 

6
6
0 

  
ク

ロ
ナ

ガ
ア

リ
 

Me
ss

or
 a

ci
cu

la
tu

s 
 

 
 

 
 

○
 

6
6
1 

  
ヒ

メ
ア

リ
 

Mo
no

mo
ri

um
 i

nt
ru

de
ns
 

 
 

○
 

 
 

 

6
6
2 

  
ハ

ラ
ク

シ
ケ

ア
リ

 
My

rm
ic

a 
ru

gi
no

di
s 

 
 

 
 

○
 

 

6
6
3 

  
ア

メ
イ

ロ
ア

リ
 

Ny
la

nd
er

ia
 f

la
vi

pe
s 

 
○
 

○
 

○
 

 
○
 

6
6
4 

  
ア

ズ
マ

オ
オ

ズ
ア

リ
 

Ph
ei

do
le

 f
er

vi
da

 
○
 

○
 

○
 

 
○
 

○
 

6
6
5 

  
ア

ミ
メ

ア
リ

 
Pr

is
to

my
rm

ex
 p

un
ct

at
us
 

○
 

 
○
 

○
 

○
 

 

6
6
6 

  
ム

ネ
ボ

ソ
ア

リ
 

Te
mn

ot
ho

ra
x 

co
ng

ru
us
 

○
 

○
 

 
 

 
 

6
6
7 

  
ト

ビ
イ

ロ
シ

ワ
ア

リ
 

Te
tr

am
or

iu
m 

ts
us

hi
ma
e 

○
 

○
 

○
 

○
 

○
 

○
 

6
6
8 

  
ウ

メ
マ

ツ
ア

リ
 

Vo
ll

en
ho

vi
a 

em
er

yi
 

 
○
 

 
 

 
 

6
6
9 

 ド
ロ
バ
チ
 

ア
ト

ボ
シ

キ
タ

ド
ロ

バ
チ

 
Al

lo
dy

ne
ru

s 
de

lp
hi

na
li
s 

de
lp
hi
na

li
s 

 
○
 

 
 

○
 

 

6
7
0 

  
オ

オ
フ

タ
オ

ビ
ド

ロ
バ

チ
本

土
亜

種
 

An
te

rh
yn

ch
iu

m 
fl

av
om
ar
gi

na
tu
m 
mi

ca
do
 

 
○
 

 
 

 
 

6
7
1 

  
フ

タ
ス

ジ
ス

ズ
バ

チ
 

Di
sc

oe
li

us
 z

on
al

is
 

 
○
 

 
 

 
 

6
7
2 

  
ス

ズ
バ

チ
 

Or
eu

me
ne

s 
de

co
ra

tu
s 

 
○
 

 
 

○
 

 

6
7
3 

 ス
ズ
メ
バ

チ
 

ヒ
メ

ホ
ソ

ア
シ

ナ
ガ

バ
チ

 
Pa

ra
po

ly
bi

a 
va

ri
a 

 
○
 

 
 

 
 

6
7
4 

  
フ

タ
モ

ン
ア

シ
ナ

ガ
バ

チ
本

土
亜

種
 

Po
li

st
es

 c
hi

ne
ns

is
 a
nt
en

na
li
s 

○
 

○
 

 
 

 
 

6
7
5 

  
キ

ボ
シ

ア
シ

ナ
ガ

バ
チ

 
Po

li
st

es
 n

ip
po

ne
ns

is
 

 
 

 
○
 

 
 

6
7
6 

  
キ

ア
シ

ナ
ガ

バ
チ

本
土

亜
種

 
Po

li
st

es
 r

ot
hn

ey
i 

iw
at
ai
 

 
○
 

 
 

 
 

6
7
7 

  
コ

ア
シ

ナ
ガ

バ
チ

 
Po

li
st

es
 s

ne
ll

en
i 

 
○
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表
3
-
3
(
2
4
)
 
昆
虫
類
確
認
種
一
覧
 

N
o
.
 

目
名

 
科

名
 

種
名

 
学

名
 

評
価
書
 

事
後
調
査
 

春
季
 
夏

季
 
秋

季
 
春

季
 
夏

季
 
秋

季
 

6
7
8
 ハ

チ
(
膜
翅

)
 

ス
ズ
メ
バ

チ
 

コ
ガ

タ
ス

ズ
メ

バ
チ

 
Ve

sp
a 

an
al

is
 

 
○
 

○
 

 
○
 

 

6
7
9 

  
モ

ン
ス

ズ
メ

バ
チ

 
Ve

sp
a 

cr
ab

ro
 

 
 

 
 

○
 

 

6
8
0 

  
オ

オ
ス

ズ
メ

バ
チ

 
Ve

sp
a 

ma
nd

ar
in

ia
 

 
 

○
 

○
 

 
 

6
8
1 

  
キ

イ
ロ

ス
ズ

メ
バ

チ
 

Ve
sp

a 
si

mi
ll

im
a 

 
 

 
○
 

 
 

6
8
2 

 ク
モ
バ
チ
 

オ
オ

モ
ン

ク
ロ

ク
モ

バ
チ

 
An

op
li

us
 s

am
ar

ie
ns

is
 

 
○
 

 
 

 
 

 
 

 
A
n
o
pl
i
u
s
属

 
An

op
li

us
 s
p
. 

○
 

 
 

 
 

 

6
8
3 

  
A
u
p
lo
p
u
s
属

 
Au

pl
op

us
 s
p
. 

 
○
 

 
 

 
 

6
8
4 

  
オ

オ
シ

ロ
フ

ク
モ

バ
チ

 
Ep

is
yr

on
 a

rr
og

an
s 

 
○
 

 
 

 
 

6
8
5 

  
P
r
i
oc
n
em
i
s
属

 
Pr

io
cn

em
is

 s
p.
 

○
 

 
 

 
 

 

6
8
6 

 コ
ツ
チ
バ

チ
 

T
i
p
hi
a
属

 
Ti

ph
ia

 s
p
. 

 
○
 

 
 

○
 

 

6
8
7 

 ツ
チ
バ
チ
 

キ
オ

ビ
ツ

チ
バ

チ
 

Sc
ol

ia
 o

cu
la

ta
 

 
 

 
 

○
 

 

6
8
8 

 ギ
ン
グ
チ

バ
チ

 
C
r
o
ss
o
ce
r
u
s
属

 
Cr

os
so

ce
ru

s 
sp

. 
○
 

 
 

 
 

 

6
8
9 

  
ク

ラ
ラ

ギ
ン

グ
チ

 
Ec

te
mn

iu
s 

ru
bi

co
la

 n
ip
po

ni
s 

 
 

 
○
 

 
 

6
9
0 

  
ヤ

マ
ト

コ
ト

ガ
タ

バ
チ

 
Ly

ro
da

 n
ig

ra
 j

ap
on

ic
a 

 
○
 

 
 

 
 

6
9
1 

  
キ

ス
ケ

ジ
ガ

バ
チ

モ
ド

キ
 

Tr
yp

ox
yl

on
 r

eg
iu

m 
ha
to
ga

yu
um
 

 
○
 

 
 

 
 

6
9
2 

 ア
リ
マ
キ

バ
チ

 
P
e
m
ph
r
ed
o
n
属

 
Pe

mp
hr

ed
on

 s
p.
 

○
 

 
 

 
 

 

6
9
3 

 ア
ナ
バ
チ
 

キ
ゴ

シ
ジ

ガ
バ

チ
 

Sc
el

ip
hr

on
 m

ad
ra

sp
at
an
um
 

 
 

 
 

○
 

 

6
9
4 

 ミ
ツ
バ
チ
 

ニ
ホ

ン
ミ

ツ
バ

チ
 

Ap
is

 c
er

an
a 

ja
po

ni
ca
 

○
 

○
 

○
 

 
 

 

6
9
5 

  
セ

イ
ヨ

ウ
ミ

ツ
バ

チ
 

Ap
is

 m
el

li
fe

ra
 

 
○
 

○
 

○
 

 
 

6
9
6 

  
コ

マ
ル

ハ
ナ

バ
チ

本
土

亜
種

 
Bo

mb
us

 a
rd

en
s 

ar
de

ns
 

○
 

 
 

 
 

 

6
9
7 

  
オ

オ
マ

ル
ハ

ナ
バ

チ
本

土
亜

種
 

Bo
mb

us
 h

yp
oc

ri
ta

 h
yp
oc
ri

ta
 

 
○
 

 
 

 
 

6
9
8 

  
ク

ロ
マ

ル
ハ

ナ
バ

チ
 

Bo
mb

us
 i

gn
it

us
 

 
○
 

 
 

 
 

6
9
9 

  
キ

オ
ビ

ツ
ヤ

ハ
ナ

バ
チ

 
Ce

ra
ti

na
 f

la
vi

pe
s 

 
○
 

 
○
 

 
 

7
0
0 

  
ヤ

マ
ト

ツ
ヤ

ハ
ナ

バ
チ

 
Ce

ra
ti

na
 j

ap
on

ic
a 

○
 

○
 

 
○
 

 
 

7
0
1 

  
ニ

ッ
ポ

ン
ヒ

ゲ
ナ

ガ
ハ

ナ
バ

チ
 

Eu
ce

ra
 n

ip
po

ne
ns

is
 

○
 

 
 

 
 

 

7
0
2 

  
シ

ロ
ス

ジ
ヒ

ゲ
ナ

ガ
ハ

ナ
バ

チ
 

Eu
ce

ra
 s

pu
rc

at
ip

es
 

 
 

 
○
 

 
 

7
0
3 

  
コ

キ
マ

ダ
ラ

ハ
ナ

バ
チ

 
No

ma
da

 o
ku

bi
ra
 

 
 

 
○
 

 
 

7
0
4 

  
キ

ム
ネ

ク
マ

バ
チ

 
Xy

lo
co

pa
 a

pp
en

di
cu

la
ta
 c

ir
cu
mv
ol

an
s 

 
○
 

 
○
 

 
 

7
0
5 

 ム
カ
シ
ハ

ナ
バ

チ
 

H
y
l
ae
u
s
属

 
Hy

la
eu

s 
s
p.
 

 
○
 

 
 

 
 

7
0
6 

 コ
ハ
ナ
バ

チ
 

ア
カ

ガ
ネ

コ
ハ

ナ
バ

チ
 

Ha
li

ct
us

 a
er

ar
iu

s 
 

○
 

 
○
 

○
 

 

7
0
7 

  
サ

ビ
イ

ロ
カ

タ
コ

ハ
ナ

バ
チ

 
La

si
og

lo
ss

um
 m

ut
il

um
 

 
 

 
○
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表
3
-
3
(
2
5
)
 
昆
虫
類
確
認
種
一
覧
 

N
o
.
 

目
名

 
科

名
 

種
名

 
学

名
 

評
価
書
 

事
後
調
査
 

春
季
 
夏

季
 
秋

季
 
春

季
 
夏

季
 
秋

季
 

7
0
8
 ハ

チ
(
膜
翅

)
 

コ
ハ
ナ
バ

チ
 

フ
タ

モ
ン

カ
タ

コ
ハ

ナ
バ

チ
 

La
si

og
lo

ss
um

 s
ci

tu
lu
m 

 
 

 
 

○
 

 

 
 

 
L
a
s
io
g
lo
s
su
m
属

 
La

si
og

lo
ss

um
 s
p.
 

○
 

○
 

○
 

○
 

○
 

○
 

7
0
9 
 

ハ
キ
リ
バ

チ
 

フ
ル

カ
ワ

フ
ト

ハ
キ

リ
バ

チ
 

Me
ga

ch
il

e 
la

go
po

da
 f
ur
uk

aw
ai
 

 
 

 
 

○
 

 

7
1
0 
 

 
バ

ラ
ハ

キ
リ

バ
チ

本
土

亜
種

 
Me

ga
ch

il
e 

ni
pp

on
ic

a 
ni
pp

on
ic
a 

 
○
 

 
 

 
 

 
1
7
目

 
1
9
8
科

 
7
1
0
種

 
－

 
1
8
5

種
 

2
9
7

種
 

1
7
3

種
 

2
5
6

種
 

2
1
1

種
 

1
3
2

種
 

注
：

 
種
名
は
「
河
川
水
辺
の
国
勢
調
査
の
た
め
の
生
物
リ
ス
ト
 
平
成

2
8
年
度

生
物
リ
ス
ト
」
(
河
川
環
境
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
 
国
土
交
通
省
 
2
0
1
6
年
)
に
従
っ
た
が
、
一
部
に
つ

い
て
は
図
鑑
等
の
文
献
を
参
考
に
し
た
。
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表
3
-
4
(
1
)
 
底
生
動
物
確
認
種
一
覧
 

N
o
.
 

門
名

 
綱

名
 

目
名

 
科

名
 

種
名

 
学

名
 

事
後
調
査
 

確
認
位
置
 

確
認
時
期
 

事
業
 

地
内
 

事
業
 

地
外
 

春
季
 

夏
季
 

秋
季
 

冬
季
 

1
 扁

形
動
物
 

有
棒
状
体
 三

岐
腸
 

サ
ン

カ
ク

ア
タ

マ
ウ

ズ
ム

シ
 
ナ

ミ
ウ

ズ
ム

シ
 

Du
ge

si
a 

ja
po

ni
ca

 
 

○
 

○
 

○
 

○
 

○
 

2
 

  
 

 
 

 
 

ア
メ

リ
カ

ツ
ノ

ウ
ズ

ム
シ

 
Gi

ra
rd

ia
 d

or
ot

oc
ep

ha
la
 

 
○
 

 
 

 
 

○
 

 
 

3
 軟

体
動

物
 

腹
足

 
新

生
腹

足
 

タ
ニ

シ
 

マ
ル

タ
ニ

シ
 

Ci
pa

ng
op

al
ud

in
a 

ch
in
en
si

s 
la
et
a 

 
○
 

○
 

○
 

○
 

 
 

4
 

  
 

 
 

 
 

ヒ
メ

タ
ニ

シ
 

Si
no

ta
ia

 q
ua

dr
at

a 
hi
st
ri

ca
 

 
○
 

 
 

○
 

 
 

○
 

5
 

  
 

 
 

カ
ワ
ニ

ナ
 

カ
ワ

ニ
ナ

 
Se

mi
su

lc
os

pi
ra

 l
ib

er
ti
na
 

 
○
 

○
 

○
 

○
 

○
 

6
 

  
 

 
 

ミ
ズ
ツ

ボ
 

コ
モ

チ
カ

ワ
ツ

ボ
 

Po
ta

mo
py

rg
us

 a
nt

ip
od
ar
um
 

 
○
 

○
 

○
 

○
 

○
 

7
 

  
 

 
 

ミ
ズ
ゴ

マ
ツ

ボ
 

ミ
ズ

ゴ
マ

ツ
ボ

 
St

en
ot

hy
ra

 j
ap

on
ic

a 
 

○
 

○
 

○
 

○
 

 
 

8
 

  
 

汎
有
肺
 

モ
ノ
ア

ラ
ガ

イ
 

ヒ
メ

モ
ノ

ア
ラ

ガ
イ

 
Fo

ss
ar

ia
 o

ll
ul

a 
 

○
 

○
 

○
 

 
 

 
 

9
 

  
 

 
 

 
 

コ
シ

ダ
カ

ヒ
メ

モ
ノ

ア
ラ

ガ
イ

 
Ly

mn
ae

a 
tr

un
ca

tu
la
 

 
○
 

○
 

○
 

○
 

○
 

1
0 

  
 

 
 

 
 

ハ
ブ

タ
エ

モ
ノ

ア
ラ

ガ
イ

 
Ps

eu
do

su
cc

in
ea

 c
ol

um
el
la
 

 
○
 

 
 

○
 

 
 

 
 

1
1 

  
 

 
 

 
 

モ
ノ

ア
ラ

ガ
イ

 
Ra

di
x 

au
ri

cu
la

ri
a 

ja
po
ni

ca
 

 
○
 

○
 

○
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

モ
ノ

ア
ラ

ガ
イ

科
 

L
y
m
na
e
id
a
e 
s
p.
 

 
○
 

 
 

 
 

 
 

○
 

1
2 

  
 

 
 

サ
カ
マ

キ
ガ

イ
 

サ
カ

マ
キ

ガ
イ

 
Ph

ys
a 

ac
ut

a 
 

○
 

○
 

○
 

○
 

○
 

1
3 

  
 

 
 

ヒ
ラ
マ

キ
ガ

イ
 

ヒ
ラ

マ
キ

ミ
ズ

マ
イ

マ
イ

 
Gy

ra
ul

us
 c

hi
ne

ns
is

 s
pi
ri

ll
us
 

 
○
 

○
 

 
 

 
 

○
 

1
4 

  
 

 
 

 
 

ヒ
メ

ヒ
ラ

マ
キ

ミ
ズ

マ
イ

マ
イ

 
Gy

ra
ul

us
 p

ul
ch

er
 

 
○
 

 
 

 
 

 
 

○
 

1
5 

  
 

 
 

 
 

ヒ
ロ

マ
キ

ミ
ズ

マ
イ

マ
イ

 
Me

ne
tu

s 
di

la
ta

tu
s 

 
○
 

 
 

 
 

 
 

○
 

1
6 

  
 

 
 

 
 

ヒ
ラ

マ
キ

ガ
イ

モ
ド

キ
 

Po
ly

py
li

s 
he

mi
sp

ha
er
ul
a 

 
○
 

○
 

 
 

○
 

 
 

1
7 

 二
枚
貝
 

マ
ル
ス
ダ

レ
ガ
イ
 
シ

ジ
ミ

 
タ

イ
ワ

ン
シ

ジ
ミ

 
Co

rb
ic

ul
a 

fl
um

in
ea
 

 
○
 

○
 

○
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

シ
ジ

ミ
属

 
Co

rb
ic

ul
a 
s
p
. 

 
○
 

○
 

○
 

○
 

○
 

1
8 

  
 

 
 

マ
メ
シ

ジ
ミ

 
マ

メ
シ

ジ
ミ

属
 

Pi
si

di
um

 s
p
. 

 
○
 

○
 

○
 

 
 

○
 

1
9 

  
 

 
 

ド
ブ
シ

ジ
ミ

 
ド

ブ
シ

ジ
ミ

 
Sp

ha
er

iu
m 

ja
po

ni
cu

m 
 

○
 

○
 

○
 

 
 

 
 

2
0 
環

形
動

物
 

ミ
ミ

ズ
 

オ
ヨ

ギ
ミ

ミ
ズ

 
オ

ヨ
ギ

ミ
ミ

ズ
 

オ
ヨ

ギ
ミ

ミ
ズ

科
 

L
u
m
br
i
cu
l
id
a
e 
sp
. 

 
○

 
○

 
○

 
○

 
○

 

2
1 

  
 

イ
ト

ミ
ミ

ズ
 

ヒ
メ

ミ
ミ

ズ
 

ヒ
メ

ミ
ミ

ズ
科

 
E
n
c
hy
t
ra
e
id
a
e 
sp
. 

 
○

 
○

 
 
 

 
 

○
 

2
2 

  
 

 
 

ミ
ズ
ミ

ミ
ズ

 
エ

ラ
ミ

ミ
ズ

 
Br

an
ch

iu
ra

 s
ow

er
by

i 
 

○
 

○
 

 
 

 
 

 
 

2
3 

  
 

 
 

 
 

ユ
リ

ミ
ミ

ズ
 

Li
mn

od
ri

lu
s 

ho
ff

me
is
te
ri
 

 
○
 

 
 

○
 

 
 

○
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

ユ
リ

ミ
ミ

ズ
属

 
Li

mn
od

ri
lu

s 
sp

. 
 

○
 

○
 

 
 

 
 

 
 

2
4 

  
 

 
 

 
 

ミ
ズ

ミ
ミ

ズ
属

 
Na

is
 s

p.
 

 
○
 

○
 

○
 

○
 

○
 

2
5 

  
 

 
 

 
 

ク
ロ

オ
ビ

ミ
ズ

ミ
ミ

ズ
 

Op
hi

do
na

is
 s

er
pe

nt
in
a 

 
○
 

○
 

○
 

○
 

○
 

2
6 

  
 

 
 

 
 

ヨ
ゴ

レ
ミ

ズ
ミ

ミ
ズ

 
Sl

av
in

a 
ap

pe
nd

ic
ul

at
a 

 
○
 

○
 

○
 

 
 

 
 

2
7 

  
 

 
 

 
 

イ
ト

ミ
ミ

ズ
 

Tu
bi

fe
x 

tu
bi

fe
x 

 
○
 

○
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

ミ
ズ

ミ
ミ

ズ
亜

科
 

N
a
i
di
n
ae
 
sp
. 

 
○

 
○

 
○

 
○

 
○

 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

イ
ト

ミ
ミ

ズ
亜

科
 

T
u
b
if
i
ci
d
ae
 
sp
. 

 
○

 
○

 
○

 
○

 
○

 

2
8 

  
 

ツ
リ

ミ
ミ

ズ
 

ツ
リ

ミ
ミ

ズ
 

ツ
リ

ミ
ミ

ズ
科

 
L
u
m
br
i
ci
d
ae
 
sp
. 

 
○

 
○

 
○
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表
3
-
4
(
2
)
 
底
生
動
物
確
認
種
一
覧
 

N
o
.
 

門
名

 
綱

名
 

目
名

 
科

名
 

種
名

 
学

名
 

事
後
調
査
 

確
認
位
置
 

確
認
時
期
 

事
業
 

地
内
 

事
業
 

地
外
 

春
季
 
夏

季
 
秋

季
 
冬

季
 

2
9
 環

形
動

物
 

ヒ
ル
 

吻
蛭
 

ヒ
ラ

タ
ビ

ル
 

ハ
バ

ヒ
ロ

ビ
ル

 
Al

bo
gl

os
si
ph

on
ia
 l

at
a 

 
 

○
 

○
 

○
 

○
 

 
 

3
0 

  
 

 
 

 
 

ヒ
ラ

タ
ビ

ル
 

Gl
os

si
ph

on
ia

 c
om
pl

an
at
a 

 
 

○
 

 
 

○
 

 
 

○
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

ヒ
ラ

タ
ビ

ル
科

 
G
l
o
ss
i
ph
o
ni
i
da
e 
s
p
. 

 
 

○
 

 
 

 
 

 
 

○
 

3
1 

  
 

吻
無
蛭
 

イ
シ

ビ
ル

 
シ

マ
イ

シ
ビ

ル
 

Di
na

 l
in

ea
ta
 

 
 

○
 

○
 

○
 

○
 

○
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

イ
シ

ビ
ル

科
 

E
r
p
ob
d
el
l
id
a
e 
sp
. 

 
 

○
 

○
 

○
 

○
 

○
 

3
2 
 

 
 
 

 
 

ナ
ガ

レ
ビ

ル
 

B
a
r
br
o
ni
a
 w
e
be
ri
 

Ba
rb

ro
ni

a 
we

be
ri
 

 
 

○
 

 
 

 
 

 
 

○
 

3
3 
節

足
動

物
 

ク
モ
(
蛛

形
) 

ダ
ニ

 
-
 

ダ
ニ

目
 

A
c
a
ri
 
sp
. 

 
 

○
 

○
 

○
 

○
 

○
 

3
4 

 軟
甲
 

ヨ
コ
エ
ビ
 

マ
ミ

ズ
ヨ

コ
エ

ビ
 

フ
ロ

リ
ダ

マ
ミ

ズ
ヨ

コ
エ

ビ
 

Cr
an

go
ny

x 
fl

or
id
an

us
 

 
 

○
 

○
 

○
 

○
 

○
 

3
5 

  
 

 
 

キ
タ

ヨ
コ

エ
ビ

 
オ

オ
エ

ゾ
ヨ

コ
エ

ビ
 

Je
so

ga
mm

ar
us

 j
es
oe

ns
is
 

 
 

○
 

○
 

 
 

 
 

 
 

3
6 

  
 

ワ
ラ
ジ
ム

シ
 

ミ
ズ
ム
シ

(
甲

)
 

ミ
ズ
ム
シ

(
甲

)
 

As
el

lu
s 

hi
lg

en
do
rf

i 
 
 

○
 

○
 

○
 

○
 

○
 

3
7 

  
 

エ
ビ
 

ヌ
マ

エ
ビ

 
N
e
o
ca
r
id
i
na
 
he
te
r
o
po
d
a 
h
et
e
ro
po
d
a 

Ne
oc

ar
id

in
a 

he
te
ro

po
da
 h

et
er
op
od

a 
 
 

○
 

 
 

 
 

 
 

○
 

3
8 

  
 

 
 

 
 

ヌ
カ

エ
ビ

 
Pa

ra
ty

a 
im
pr

ov
is
a 

 
 

○
 

○
 

○
 

○
 

○
 

3
9 

  
 

 
 

テ
ナ

ガ
エ

ビ
 

ス
ジ

エ
ビ

 
Pa

la
em

on
 p
au

ci
de
ns
 

 
 

○
 

○
 

○
 

○
 

○
 

4
0 

  
 

 
 

ア
メ

リ
カ

ザ
リ

ガ
ニ

 
ア

メ
リ

カ
ザ

リ
ガ

ニ
 

Pr
oc

am
ba

ru
s 

cl
ar
ki

i 
 
 

○
 

○
 

○
 

○
 

○
 

4
1 

  
 

 
 

モ
ク

ズ
ガ

ニ
 

モ
ク

ズ
ガ

ニ
 

Er
io

ch
ei

r 
ja

po
ni
ca
 

 
 

○
 

○
 

○
 

○
 

○
 

4
2
  

 
昆

虫
 

カ
ゲ
ロ
ウ

(
蜉

蝣
)
 
ト

ビ
イ
ロ

カ
ゲ
ロ
ウ
 
ヒ

メ
ト
ビ

イ
ロ
カ
ゲ

ロ
ウ
 

Ch
or

ot
er

pe
s 

al
ti
oc

ul
us
 

 
 

○
 

○
 

○
 

 
 

 
 

4
3
  

 
 

 
 

 
 
 

ト
ビ

イ
ロ

カ
ゲ

ロ
ウ

属
 

Pa
ra

le
pt

op
hl

eb
ia
 s

p.
 

 
 

○
 

○
 

 
 

 
 

○
 

4
4
  

 
 

 
 

 
カ

ワ
カ

ゲ
ロ

ウ
 

キ
イ

ロ
カ

ワ
カ

ゲ
ロ

ウ
 

Po
ta

ma
nt

hu
s 

fo
rm
os

us
 

 
 

○
 

○
 

○
 

○
 

○
 

4
5
  

 
 

 
 

 
モ

ン
カ

ゲ
ロ

ウ
 

フ
タ

ス
ジ

モ
ン

カ
ゲ

ロ
ウ

 
Ep

he
me

ra
 j
ap

on
ic
a 

 
 

○
 

○
 

○
 

○
 

 
 

4
6
  

 
 

 
 

 
 
 

モ
ン

カ
ゲ

ロ
ウ

 
Ep

he
me

ra
 s
tr

ig
at
a 

 
 

○
 

 
 

○
 

○
 

○
 

4
7
  

 
 

 
 

 
シ

ロ
イ

ロ
カ

ゲ
ロ

ウ
 
オ

オ
シ

ロ
カ

ゲ
ロ

ウ
 

Ep
ho

ro
n 

sh
ig

ae
 

 
 

○
 

 
 

○
 

 
 

 
 

4
8
  

 
 

 
 

 
ヒ

メ
シ

ロ
カ

ゲ
ロ

ウ
 
ヒ

メ
シ

ロ
カ

ゲ
ロ

ウ
属

 
Ca

en
is

 s
p
. 

 
 

○
 

○
 

○
 

○
 

○
 

4
9
  

 
 

 
 

 
マ

ダ
ラ

カ
ゲ

ロ
ウ

 
オ

オ
ク

マ
マ

ダ
ラ

カ
ゲ

ロ
ウ

 
Ci

nc
ti

co
st
el

la
 e
lo

ng
at
ul

a 
 
 

○
 

 
 

 
 

○
 

○
 

5
0
  

 
 

 
 

 
 
 

ク
ロ

マ
ダ

ラ
カ

ゲ
ロ

ウ
 

Ci
nc

ti
co

st
el

la
 n
ig

ra
 

 
 

○
 

○
 

 
 

 
 

 
 

5
1
  

 
 

 
 

 
 
 

オ
オ

マ
ダ

ラ
カ

ゲ
ロ

ウ
 

Dr
un

el
la

 b
as

al
is
 

 
 

○
 

 
 

 
 

○
 

○
 

5
2
  

 
 

 
 

 
 
 

ヨ
シ

ノ
マ

ダ
ラ

カ
ゲ

ロ
ウ

 
Dr

un
el

la
 i
sh

iy
am
an

a 
 
 

○
 

○
 

○
 

 
 

 
 

5
3
  

 
 

 
 

 
 
 

フ
タ

マ
タ

マ
ダ

ラ
カ

ゲ
ロ

ウ
 

Dr
un

el
la

 s
ac

ha
li
ne

ns
is
 

 
 

○
 

○
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 
 

 
 

 
 

 
 

ト
ゲ

マ
ダ

ラ
カ

ゲ
ロ

ウ
属

 
Dr

un
el

la
 s
p
. 

 
 

○
 

○
 

 
 

 
 

○
 

5
4
  

 
 

 
 

 
 
 

シ
リ

ナ
ガ

マ
ダ

ラ
カ

ゲ
ロ

ウ
 

Ep
ha

ce
re

ll
a 

lo
ng
ic

au
da
ta
 

 
 

○
 

 
 

 
 

○
 

○
 

5
5
  

 
 

 
 

 
 
 

ク
シ

ゲ
マ

ダ
ラ

カ
ゲ

ロ
ウ

 
Ep

he
me

re
ll
a 

se
ti
ge

ra
 

 
 

○
 

○
 

○
 

 
 

 
 

5
6
  

 
 

 
 

 
 
 

ツ
ノ

マ
ダ

ラ
カ

ゲ
ロ

ウ
 

Ep
he

me
re

ll
a 

ts
un
o 

 
 

○
 

○
 

 
 

 
 

 
 

5
7
  

 
 

 
 

 
 
 

ア
カ

マ
ダ

ラ
カ

ゲ
ロ

ウ
 

Te
le

ga
no

ps
is

 p
un
ct

is
et
ae
 

 
 

○
 

○
 

○
 

○
 

○
 

5
8
  

 
 

 
 

 
 
 

エ
ラ

ブ
タ

マ
ダ

ラ
カ

ゲ
ロ

ウ
 

To
rl

ey
a 

ja
po

ni
ca
 

 
 

○
 

○
 

○
 

○
 

○
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表
3
-
4
(
3
)
 
底
生
動
物
確
認
種
一
覧
 

N
o
.
 

門
名

 
綱

名
 

目
名

 
科

名
 

種
名

 
学

名
 

事
後
調
査
 

確
認
位
置
 

確
認
時
期
 

事
業
 

地
内
 

事
業
 

地
外
 

春
季
 
夏

季
 
秋

季
 
冬

季
 

5
9
 節

足
動
物
 

昆
虫
 

カ
ゲ
ロ
ウ

(
蜉

蝣
)
 
ヒ

メ
フ
タ

オ
カ
ゲ
ロ

ウ
 
ヒ

メ
フ
タ

オ
カ
ゲ
ロ

ウ
属
 

Am
el

et
us

 s
p
. 

 
 

○
 

○
 

 
 

○
 

○
 

6
0
  

 
 

 
 

 
コ

カ
ゲ

ロ
ウ

 
ミ

ツ
オ

ミ
ジ

カ
オ

フ
タ

バ
コ

カ
ゲ

ロ
ウ

 
Ac

en
tr

el
la

 g
no
m 

 
 

○
 

○
 

○
 

 
 

 
 

6
1
  

 
 

 
 

 
 
 

ミ
ジ

カ
オ

フ
タ

バ
コ

カ
ゲ

ロ
ウ

 
Ac

en
tr

el
la

 s
ib
ir
ic

a 
 
 

○
 

○
 

○
 

○
 

 
 

6
2
  

 
 

 
 

 
 
 

ヨ
シ

ノ
コ

カ
ゲ

ロ
ウ

 
Al

ai
ni

te
s 

yo
sh
in
en

si
s 

 
 

○
 

○
 

○
 

○
 

○
 

6
3
  

 
 

 
 

 
 
 

フ
タ

バ
コ

カ
ゲ

ロ
ウ

 
Ba

et
ie

ll
a 

ja
po
ni
ca
 

 
 

○
 

○
 

○
 

○
 

○
 

6
4
  

 
 

 
 

 
 
 

サ
ホ

コ
カ

ゲ
ロ

ウ
 

Ba
et

is
 s

ah
oe

ns
is
 

 
 

○
 

○
 

○
 

○
 

 
 

6
5
  

 
 

 
 

 
 
 

フ
タ

モ
ン

コ
カ

ゲ
ロ

ウ
 

Ba
et

is
 t

ai
wa

ne
ns
is
 

 
 

○
 

○
 

○
 

○
 

○
 

6
6
  

 
 

 
 

 
 
 

シ
ロ

ハ
ラ

コ
カ

ゲ
ロ

ウ
 

Ba
et

is
 t

he
rm

ic
us
 

 
 

○
 

○
 

○
 

○
 

○
 

6
7
  

 
 

 
 

 
 
 

J
コ

カ
ゲ

ロ
ウ

 
Ba

et
is

 s
p
. 
J 

 
 

○
 

○
 

○
 

○
 

 
 

6
8
  

 
 

 
 

 
 
 

フ
タ

バ
カ

ゲ
ロ

ウ
属

 
Cl

oe
on

 s
p
. 

 
 

○
 

○
 

○
 

○
 

 
 

6
9
  

 
 

 
 

 
 
 

ウ
ス

イ
ロ

フ
ト

ヒ
ゲ

コ
カ

ゲ
ロ

ウ
 

La
bi

ob
ae

ti
s 

at
re
ba

ti
nu
s 

or
ie
nt
al

is
 

 
 

○
 

○
 

○
 

○
 

○
 

7
0
  

 
 

 
 

 
 
 

ト
ゲ

エ
ラ

ト
ビ

イ
ロ

コ
カ

ゲ
ロ

ウ
 

Ni
gr

ob
ae

ti
s 

ac
in
ac

ig
er
 

 
 

○
 

○
 

○
 

○
 

○
 

7
1
  

 
 

 
 

 
 
 

D
コ

カ
ゲ

ロ
ウ

 
Ni

gr
ob

ae
ti

s 
sp
. 

D 
 
 

○
 

 
 

○
 

○
 

 
 

7
2
  

 
 

 
 

 
 
 

ヒ
メ

ウ
ス

バ
コ

カ
ゲ

ロ
ウ

属
 

Pr
oc

lo
eo

n 
s
p
. 

 
 

○
 

 
 

○
 

 
 

 
 

7
3
  

 
 

 
 

 
 
 

ウ
デ

マ
ガ

リ
コ

カ
ゲ

ロ
ウ

 
Te

nu
ib

ae
ti

s 
fl
ex
if

em
or
a 

 
 

○
 

○
 

○
 

○
 

○
 

7
4
  

 
 

 
 

 
 
 

コ
バ

ネ
ヒ

ゲ
ト

ガ
リ

コ
カ

ゲ
ロ

ウ
 

Te
nu

ib
ae

ti
s 

pa
rv
ip

te
ru
s 

 
 

○
 

○
 

○
 

○
 

○
 

7
5
  

 
 

 
 

 
フ

タ
オ

カ
ゲ

ロ
ウ

 
フ

タ
オ

カ
ゲ

ロ
ウ

属
 

Si
ph

lo
nu

ru
s 

sp
. 

 
 

○
 

○
 

 
 

 
 

○
 

7
6
  

 
 

 
 

 
チ

ラ
カ

ゲ
ロ

ウ
 

チ
ラ

カ
ゲ

ロ
ウ

 
Is

on
yc

hi
a 

va
li
da
 

 
 

○
 

○
 

○
 

○
 

 
 

7
7
  

 
 

 
 

 
ヒ

ラ
タ

カ
ゲ

ロ
ウ

 
ミ

ヤ
マ

タ
ニ

ガ
ワ

カ
ゲ

ロ
ウ

属
 

Ci
ny

gm
ul

a 
s
p
. 

 
 

○
 

○
 

○
 

 
 

○
 

7
8
  

 
 

 
 

 
 
 

シ
ロ

タ
ニ

ガ
ワ

カ
ゲ

ロ
ウ

 
Ec

dy
on

ur
us

 y
os
hi
da

e 
 
 

○
 

○
 

○
 

○
 

○
 

 
 
 
 

 
 

 
 

 
 

タ
ニ

ガ
ワ

カ
ゲ

ロ
ウ

属
 

Ec
dy

on
ur

us
 s

p.
 

 
 

○
 

○
 

○
 

 
 

 
 

7
9
  

 
 

 
 

 
 
 

ウ
エ

ノ
ヒ

ラ
タ

カ
ゲ

ロ
ウ

 
Ep

eo
ru

s 
cu

rv
at
ul
us
 

 
 

○
 

○
 

 
 

 
 

○
 

8
0
  

 
 

 
 

 
 
 

ナ
ミ

ヒ
ラ

タ
カ

ゲ
ロ

ウ
 

Ep
eo

ru
s 

ik
an

on
is
 

 
 

○
 

 
 

 
 

 
 

○
 

8
1
  

 
 

 
 

 
 
 

ユ
ミ

モ
ン

ヒ
ラ

タ
カ

ゲ
ロ

ウ
 

Ep
eo

ru
s 

ni
pp

on
ic
us
 

 
 

○
 

 
 

○
 

 
 

 
 

 
 
 
 

 
 

 
 

 
 

ヒ
ラ

タ
カ

ゲ
ロ

ウ
属

 
Ep

eo
ru

s 
s
p.
 

 
 

○
 

○
 

○
 

○
 

○
 

8
2
  

 
 

 
 

 
 
 

サ
ツ

キ
ヒ

メ
ヒ

ラ
タ

カ
ゲ

ロ
ウ

 
Rh

it
hr

og
en

a 
te
tr
ap

un
ct
ig

er
a 

 
 

○
 

 
 

○
 

 
 

○
 

 
 
 
 

 
 

 
 

 
 

ヒ
メ

ヒ
ラ

タ
カ

ゲ
ロ

ウ
属

 
Rh

it
hr

og
en

a 
sp
. 

 
 

○
 

 
 

○
 

 
 

○
 

8
3
  

 
 
 

ト
ン
ボ

(
蜻
蛉

) 
イ

ト
ト
ン

ボ
 

ク
ロ
イ
ト

ト
ン
ボ
 

Pa
ra

ce
rc

io
n 

ca
la
mo

ru
m 
ca

la
mo
ru
m 

 
 

○
 

○
 

 
 

 
 

 
 

8
4
  

 
 

 
 

 
カ

ワ
ト

ン
ボ

 
ハ

グ
ロ

ト
ン

ボ
 

At
ro

ca
lo

pt
er

yx
 a
tr

at
a 

 
 

○
 

○
 

○
 

○
 

○
 

8
5
  

 
 

 
 

 
ヤ

ン
マ

 
コ

シ
ボ

ソ
ヤ

ン
マ

 
Bo

ye
ri

a 
ma

cl
ac
hl
an

i 
 
 

○
 

 
 

 
 

 
 

○
 

8
6
  

 
 

 
 

 
 
 

ミ
ル

ン
ヤ

ン
マ

 
Pl

an
ae

sc
hn

a 
mi
ln
ei

 m
il
ne

i 
 
 

○
 

 
 

 
 

○
 

 
 

8
7
  

 
 

 
 

 
サ

ナ
エ

ト
ン

ボ
 

ミ
ヤ

マ
サ

ナ
エ

 
An

is
og

om
ph

us
 m
aa
ck

i 
 
 

○
 

○
 

○
 

○
 

○
 

8
8
  

 
 

 
 

 
 
 

ダ
ビ

ド
サ

ナ
エ

 
Da

vi
di

us
 n

an
us
 

 
 

○
 

 
 

 
 

○
 

 
 

 
 
 
 

 
 

 
 

 
 

ダ
ビ

ド
サ

ナ
エ

属
 

Da
vi

di
us

 s
p
. 

 
 

○
 

○
 

○
 

○
 

○
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表
3
-
4
(
4
)
 
底
生
動
物
確
認
種
一
覧
 

N
o
.
 

門
名

 
綱

名
 

目
名

 
科

名
 

種
名

 
学

名
 

事
後
調
査
 

確
認
位
置
 

確
認
時
期
 

事
業
 

地
内
 

事
業
 

地
外
 

春
季
 

夏
季
 

秋
季
 

冬
季
 

8
9
 節

足
動
物
 

昆
虫
 

ト
ン
ボ

(
蜻
蛉

) 
サ

ナ
エ
ト

ン
ボ
 

オ
ナ
ガ
サ

ナ
エ
 

Me
ll

ig
om

ph
us

 v
ir

id
ic

os
tu

s 
 
 

○
 

○
 

○
 

 
 

 
 

9
0
  

 
 

 
 

 
 
 

コ
オ

ニ
ヤ

ン
マ

 
Si

eb
ol

di
us

 a
lb

ar
da

e 
 
 

○
 

○
 

○
 

○
 

 
 

 
 
 
 

 
 

 
 

 
 

サ
ナ

エ
ト

ン
ボ

科
 

G
o
m
ph
i
da
e
 s
p
. 

 
 

○
 

 
 

 
 

○
 

 
 

9
1
  

 
 

 
 

 
オ

ニ
ヤ

ン
マ

 
オ

ニ
ヤ

ン
マ

 
An

ot
og

as
te

r 
si

eb
ol

di
i 

 
 

○
 

 
 

 
 

 
 

○
 

9
2
  

 
 

 
 

 
エ

ゾ
ト

ン
ボ

 
コ

ヤ
マ

ト
ン

ボ
 

Ma
cr

om
ia

 a
mp

hi
ge

na
 a

mp
hi

ge
na
 

 
 

○
 

○
 

○
 

○
 

○
 

9
3
  

 
 

 
 

 
ト

ン
ボ

 
シ

オ
カ

ラ
ト

ン
ボ

 
Or

th
et

ru
m 

al
bi

st
yl

um
 s
pe

ci
os
um
 

 
 

○
 

○
 

 
 

 
 

 
 

9
4
  

 
 

 
 

 
 
 

ア
キ

ア
カ

ネ
 

Sy
mp

et
ru

m 
fr

eq
ue

ns
 

 
 

○
 

 
 

○
 

 
 

 
 

9
5 
 

 
 
 

カ
ワ

ゲ
ラ

(セ
キ

翅
)
 
ク

ロ
カ

ワ
ゲ

ラ
 

ク
ロ

カ
ワ

ゲ
ラ

科
 

C
a
p
ni
i
da
e
 s
p
. 

 
 

○
 

 
 

 
 

○
 

○
 

9
6 
 

 
 

 
 

 
ホ

ソ
カ

ワ
ゲ

ラ
 

ホ
ソ

カ
ワ

ゲ
ラ

科
 

L
e
u
ct
r
id
a
e 
s
p.
 

 
 

○
 

 
 

 
 

 
 

○
 

9
7
  

 
 

 
 

 
オ

ナ
シ

カ
ワ

ゲ
ラ

 
フ

サ
オ

ナ
シ

カ
ワ

ゲ
ラ

属
 

Am
ph

in
em

ur
a 

sp
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○
 

 
 

○
 

○
 

○
 

9
8
  

 
 

 
 

 
 
 

オ
ナ

シ
カ

ワ
ゲ

ラ
属

 
Ne

mo
ur

a 
s
p.
 

 
 

○
 

 
 

 
 

 
 

○
 

9
9 
 

 
 
 

 
 

シ
タ

カ
ワ

ゲ
ラ

 
シ

タ
カ

ワ
ゲ

ラ
科

 
T
a
e
ni
o
pt
e
ry
g
id
ae
 
s
p.
 

 
 

○
 

 
 

 
 

 
 

○
 

1
0
0 
 
 

 
 

 
 

ミ
ド

リ
カ

ワ
ゲ

ラ
 
ミ

ド
リ

カ
ワ

ゲ
ラ

科
 

C
h
l
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o
pe
r
li
d
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 s
p
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○
 

 
 

 
 

○
 

○
 

1
0
1
  

 
 

 
 

 
カ

ワ
ゲ

ラ
 

カ
ミ

ム
ラ

カ
ワ

ゲ
ラ
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a 
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is
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○
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2
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ゲ
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属
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p
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○
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○
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ラ
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○
 

 
 

 
 

 
 

○
 

1
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ワ
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属
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○
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ゲ
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科
 

P
e
r
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ae
 
sp
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1
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ゲ

ラ
 
ク
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ラ
属
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ン

ゴ
ロ

ウ
 

Pl
at

am
bu

s 
fi

mb
ri
at

us
 

 
 

○
 

○
 

○
 

○
 

 
 

1
8
4
  

 
 

 
 

 
 

 
モ

ン
キ

マ
メ

ゲ
ン

ゴ
ロ

ウ
 

Pl
at

am
bu

s 
pi

ct
ip
en

ni
s 

 
 

○
 

○
 

 
 

○
 

 
 

 
 
 
 

 
 

 
 

 
 

マ
メ

ゲ
ン

ゴ
ロ

ウ
亜

科
 

A
g
a
bi
n
ae
 
sp
. 

 
 

○
 

 
 

 
 

○
 

○
 

1
8
5
  

 
 
 

 
 

ミ
ズ

ス
マ

シ
 

コ
オ

ナ
ガ

ミ
ズ

ス
マ

シ
 

Or
ec

to
ch

il
us

 p
un
ct

ip
en
ni

s 
 
 

○
 

 
 

○
 

 
 

 
 

1
8
6
  

 
 

 
 

 
ガ

ム
シ

 
ト

ゲ
バ

ゴ
マ

フ
ガ

ム
シ

 
Be

ro
su

s 
le
wi

si
us
 

 
 

○
 

○
 

 
 

 
 

 
 

1
8
7
  

 
 
 

 
 

 
 

マ
ル

ガ
ム

シ
 

Hy
dr

oc
as

si
s 

la
cu
st

ri
s 

 
 

○
 

○
 

 
 

 
 

 
 

1
8
8
  

 
 
 

 
 

 
 

コ
ガ

ム
シ

 
Hy

dr
oc

ha
ra
 a

ff
in
is
 

 
 

○
 

○
 

 
 

 
 

 
 

1
8
9
  

 
 

 
 

 
 

 
コ

モ
ン

シ
ジ

ミ
ガ

ム
シ

 
La

cc
ob

iu
s 
os

ci
ll
an

s 
 
 

○
 

 
 

○
 

○
 

 
 

 
 
 
 

 
 

 
 

 
 

シ
ジ

ミ
ガ

ム
シ

属
 

La
cc

ob
iu

s 
s
p
. 

 
 

○
 

 
 

○
 

 
 

 
 

1
9
0
  

 
 
 

 
 

マ
ル

ハ
ナ

ノ
ミ

 
ケ

シ
マ

ル
ハ

ナ
ノ

ミ
属

 
Hy

dr
oc

yp
ho
n 

sp
. 

 
 

○
 

 
 

 
 

○
 

 
 

1
9
1
  

 
 
 

 
 

ヒ
メ

ド
ロ

ム
シ

 
ツ

ヤ
ナ

ガ
ア

シ
ド

ロ
ム

シ
 

Gr
ou

ve
ll

in
us

 n
it
id

us
 

 
 

○
 

 
 

○
 

 
 

○
 

 
 
 
 

 
 

 
 

 
 

ナ
ガ

ア
シ

ド
ロ

ム
シ

属
 

Gr
ou

ve
ll

in
us

 s
p.
 

 
 

○
 

○
 

○
 

○
 

○
 

1
9
2
  

 
 

 
 

 
 

 
ヨ

コ
ミ

ゾ
ド

ロ
ム

シ
 

Le
pt

el
mi

s 
gr

ac
il
is
 

 
 

○
 

○
 

 
 

 
 

 
 

1
9
3
  

 
 

 
 

 
 

 
ツ

ヤ
ヒ

メ
ド

ロ
ム

シ
 

Op
ti

os
er

vu
s 

ni
ti
du

s 
 
 

○
 

 
 

○
 

 
 

 
 

 
 
 
 

 
 

 
 

 
 

マ
ル

ヒ
メ

ド
ロ

ム
シ

属
 

Op
ti

os
er

vu
s 

sp
. 

 
 

○
 

○
 

○
 

○
 

○
 

1
9
4
  

 
 

 
 

 
 

 
ゴ

ト
ウ

ミ
ゾ

ド
ロ

ム
シ

 
Or

do
br

ev
ia
 g

ot
oi
 

 
 

○
 

○
 

○
 

○
 

 
 

1
9
5
  

 
 
 

 
 

 
 

ケ
ス

ジ
ド

ロ
ム

シ
 

Ps
eu

da
mo

ph
il

us
 j
ap

on
ic
us
 

 
 

○
 

○
 

○
 

○
 

○
 

1
9
6
  

 
 

 
 

 
 

 
ア

シ
ナ

ガ
ミ

ゾ
ド

ロ
ム

シ
 

St
en

el
mi

s 
vu

lg
ar
is
 

 
 

○
 

○
 

○
 

○
 

○
 

1
9
7
  

 
 
 

 
 

 
 

ツ
ヤ

ド
ロ

ム
シ

 
Za

it
ze

vi
a 
ni

ti
da
 

 
 

○
 

○
 

○
 

 
 

○
 

1
9
8
  

 
 

 
 

 
 

 
ミ

ゾ
ツ

ヤ
ド

ロ
ム

シ
 

Za
it

ze
vi

a 
ri

va
li
s 

 
 

○
 

○
 

○
 

○
 

 
 

 
 
 
 

 
 

 
 

 
 

ツ
ヤ

ド
ロ

ム
シ

属
 

Za
it

ze
vi

a 
s
p
. 

 
 

○
 

○
 

○
 

○
 

○
 

1
9
9
  

 
 

 
 

 
 

 
ヒ

メ
ツ

ヤ
ド

ロ
ム

シ
 

Za
it

ze
vi

ar
ia

 b
re
vi

s 
 
 

○
 

○
 

○
 

○
 

○
 

2
0
0
  

 
 

 
 

 
 

 
ホ

ソ
ヒ

メ
ツ

ヤ
ド

ロ
ム

シ
 

Za
it

ze
vi

ar
ia

 g
ot
oi
 

 
 

○
 

 
 

 
 

○
 

○
 

 
 
 
 

 
 

 
 

 
 

ヒ
メ

ツ
ヤ

ド
ロ

ム
シ

属
 

Za
it

ze
vi

ar
ia

 s
p.
 

 
 

○
 

○
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表
3
-
4
(
8
)
 
底
生
動
物
確
認
種
一
覧
 

N
o
.
 

門
名

 
綱

名
 

目
名

 
科

名
 

種
名

 
学

名
 

事
後
調
査
 

確
認
位
置
 

確
認
時
期
 

事
業
 

地
内
 

事
業
 

地
外
 

春
季
 

夏
季
 

秋
季
 

冬
季
 

2
0
1
 節

足
動

物
 

昆
虫

 
コ

ウ
チ

ュ
ウ

(
鞘
翅

)
 

ヒ
ラ

タ
ド

ロ
ム

シ
 

チ
ビ

ヒ
ゲ

ナ
ガ

ハ
ナ

ノ
ミ

 
E
c
t
op
r
ia
 
op
a
ca
 o
p
a
ca
 

 
 

○
 

 
 

 
 

○
 

○
 

2
0
2 
 
 

 
 

 
 

 
 

ク
シ

ヒ
ゲ

マ
ル

ヒ
ラ

タ
ド

ロ
ム

シ
 

E
u
b
ri
a
na
x
 g
r
an
ic
o
l
li
s 

 
 

○
 

 
 

○
 

○
 

○
 

2
0
3 
 

 
 
 

 
 

 
 

ヒ
ラ

タ
ド

ロ
ム

シ
 

M
a
t
ae
o
ps
e
ph
u
s 
ja
p
o
ni
c
us
 

 
 

○
 

○
 

○
 

○
 

 
 

2
0
4 
 
 

 
 

 
 

 
 

マ
ス

ダ
チ

ビ
ヒ

ラ
タ

ド
ロ

ム
シ

 
M
a
l
ac
o
ps
e
ph
e
no
id
e
s
 j
a
po
n
ic
u
s 

 
 

○
 

○
 

 
 

○
 

○
 

-
 

4
門
 

8
綱

 
2
1
目

 
8
2
科

 
2
0
4
種

 
-
 

0
種
 

2
0
4
種

 
1
3
5
種

 1
2
5
種

 1
0
6
種

 1
2
7
種

 

注
1
：
～
s
p
.
は
同
科
、
同
属
の
種
が
確
認
さ
れ

て
い
る
場
合
は
種
数
に
計
上
し
な
い
。
 

注
2
：
種
名
は
河
川
水
辺
の
国
勢
調
査
の
た
め

の
生
物
リ
ス
ト
 
平
成

2
9
年
度
生

物
リ
ス
ト
(
河
川
環
境
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
 
国
土
交
通
省
 
2
0
1
7
年
)
に
従
っ
た
が
、
一
部
他
の
文
献
を
参
考
に

し
た
。
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表
3
-
5
 
猛
禽
類
時
系
列
確
認
状
況
表
（
ミ
サ
ゴ
）
 

N
o
. 

調
査
日
 

観
察
時
間
 

観
察

地
点

 
齢

 
性

別
 
主

な
行

動
 

指
標

行
動

 
行

動
観
察

内
容
 

個
体
識
別
 

(
欠

損
等

) 

同
時
出
現

個
体
 

 
時

  
 刻

 
時

･分
･秒

 
繁

殖
行

動
 採

餌
行

動
 と

ま
り

 
そ

の
他

 
種

名
(
N
o.
) 

1
 
1
7
/
01
/
13
 
1
2
:
54
 
～

 
1
2
:
58
 
0
:
0
3:
5
0 

S
t
.
2'
 

不
明

 
不

明
 
飛

翔
 

旋
回

上
昇

 
 

 
 

 
 

 
 

 
太

白
大
橋

下
流
の
名

取
川
上

空
を
旋
回

上
昇
。

東
へ

飛
翔
す
る

が
、
背
景

に
溶
け

込
み
見
え

な
く
な

る
。

(
標

高
:
20
0～

4
00
m)
 

不
明
 

 
 

2
 
1
7
/
03
/
13
 
1
0
:
05
 
～

 
1
0
:
18
 
0
:
1
3:
2
8 

S
t
.
7 

成
鳥

 
不

明
 
飛

翔
 

旋
回

 
採

餌
行

動
 

 
 

飛
翔

探
餌

 
 

 
 

 
熊

野
神
社

西
側
で
旋

回
。
探

餌
を
行
い

な
が
ら

北
へ

移
動
。
北

へ
飛
翔
し

、
変
電

所
北
側
上

空
に
て

旋
回

後
、

北
北

西
へ

飛
び

去
る

。
(標

高
:
11
0
m
) 

欠
損
な
し
 

 
 

3
 
1
7
/
03
/
13
 
1
0
:
56
 
～

 
1
0
:
58
 
0
:
0
1:
5
5 

S
t
.
2 

成
鳥

 
不

明
 
飛

翔
 

干
渉

 
 

 
 

 
 

 
被

モ
ビ

ン
グ

 
(
カ

ラ
ス

) 

八
ツ
口
地

区
付
近
の

名
取
川

上
空
か
ら

北
東
へ

飛
翔

。
途
中

で
カ
ラ
ス

に
モ
ビ

ン
グ
さ
れ

つ
つ
北

東
へ

飛
び

去
る

。
(
標

高
:
1
8
0～

20
0
m)
 

目
立
つ
 

欠
損
な
し
 

 
 

4
 
1
7
/
04
/
13
 
1
0
:
16
 
～

 
1
0
:
16
 
0
:
0
0:
1
3 

S
t
.
5 

成
鳥

 
不

明
 
飛

翔
 

 
 

 
 

 
 

 
 

五
反
田
地

区
東
側
上

空
を
南

東
へ
飛
翔

。
す
ぐ

に
手

前
の
樹
林

の
陰
と
な

る
。

(
標
高

:
7
0
m
)
 

欠
損
あ
り
 

 
 

5
 
1
7
/
04
/
13
 
1
0
:
31
 
～

 
1
0
:
31
 
0
:
0
0:
4
6 

S
t
.
7 

不
明

 
不

明
 
飛

翔
 

旋
回

 
 

 
 

 
 

 
 

 
飛

鳥
地
区

上
空
を
旋

回
し
な

が
ら
南
東

へ
飛
翔

。
手

前
の
樹
林

の
陰
と
な

る
。

(
標
高

:
6
0
～

7
0
m
)
 

不
明
 

 
 

6
 
1
7
/
04
/
14
 
1
0
:
31
 
～

 
1
0
:
32
 
0
:
0
0:
1
5 

S
t
.移

動
 
不

明
 
不

明
 
飛

翔
 

 
 

 
 

 
 

 
 

五
反
田
地

区
上
空
を

名
取
川

方
向
よ
り

飛
来
し

、
南

へ
尾

根
を

越
え

て
飛

び
去

る
。

(
標

高
:
1
2
0m
) 

不
明
 

 
 

7
 
1
7
/
05
/
18
 
8
:
5
1 

～
 
9
:
0
7 

0
:
1
6:
2
0 

S
t
.
1'
 

成
鳥

 
♂

 

飛
翔

 
旋

回
 

旋
回

上
昇

 
繁

殖
行

動
 

採
餌

行
動

 

餌
運

搬
 

餌
運

搬
 

 
 

 
 

下
ノ
内
地

区
上
空
か

ら
餌

(
ウ
グ

イ
)
を

持
っ
て

北
西

へ
旋
回
。

山
田
地
区

上
空
で

旋
回
上
昇

後
、
南

西
へ

滑
翔

。
屋

敷
林

の
陰

と
な

る
。

(
標

高
:
6
0
～

2
0
0
m
)
 

目
立
つ
欠

損
な
し
 

 
 

8
 
1
7
/
05
/
18
 
9
:
4
8 

～
 
9
:
4
9 

0
:
0
1:
1
4 

S
t
.
7 

不
明

 
不

明
 
飛

翔
 

採
餌

行
動

 
 

 
探

餌
飛

翔
 

狩
り

 
 

 
 

 
五

反
田
地

区
の
名
取

川
沿
い

を
探
餌
を

し
な
が

ら
下

流
へ
飛
翔

。
名
取
川

へ
急
降

下
し
、
樹

林
の
陰

と
な

る
。

(
標

高
:3

0～
50

m
) 

不
明
 

 
 

9
 
1
7
/
05
/
18
 
1
2
:
20
 
～

 
1
2
:
24
 
0
:
0
4:
3
0 

S
t
.
2 

不
明

 
不

明
 
飛

翔
 

 
 

 
 

 
 

 
 

乗
馬
地
区

北
側
上
空

を
東
へ

飛
翔
し
て

い
る
の

を
確

認
。
北
西

方
向
へ
飛

翔
し
、

下
ノ
内
地

区
上
空

で
南

東
へ
飛
翔

。
樹
林
陰

と
な
る

。
(
標
高
:
4
0
～

9
0
m
)
 

目
立
つ
欠

損
な
し
 

 
 

1
0 

1
7
/
05

/
19
 
6
:
4
3 

～
 
6
:
4
7 

0
:
0
3:
3
0 

S
t
.
7 

成
鳥

 
♂

 
飛

翔
 

 
 

 
 

 
 

 
 

名
取
川
頭

首
工
上
空

か
ら
河

川
に
沿
っ

て
下
流

方
向

へ
飛
翔
。

屋
敷
林
の

陰
と
な

る
。

(
標
高

:
8
0
～

1
2
0
m)
 

不
明
 

 
 

1
1 

1
7
/
06
/
16
 
1
0
:
01
 
～

 
1
0
:
17
 
0
:
1
6:
3
0 

S
t
.
2'
 

成
鳥

 
不

明
 
飛

翔
 

旋
回

上
昇

 
 

 
 

 
 

 
 

 
下

ノ
内
地

区
南
側
上

空
よ
り

東
へ
飛
翔

。
太
白

大
橋

東
側
上
空

で
旋
回
上

昇
。
高

度
を
上
げ

、
東
へ

飛
翔

す
る

が
雲

に
紛

れ
て

見
失

う
。

(
標

高
:
5
0
～

1
3
0
m
)
 
不

明
 

 
 

1
2 

1
7
/
08

/
10
 
6
:
1
3 

～
 
6
:
1
6 

0
:
0
2:
2
2 

S
t
.
1'
 

成
鳥

 
♂

? 
飛

翔
 

旋
回

 
 

 
 

 
 

 
 

 
舞

台
地
区

上
空
よ
り

東
へ
飛

翔
。
旋
回

を
交
え

て
東

へ
移

動
し

、
手

前
の

建
物

の
陰

と
な

る
。

(
標

高
:
2
0

～
4
0m
) 

目
立
つ
欠

損
な
し
 

 
 

1
3 

1
7
/
08

/
10
 
8
:
2
5 

～
 
8
:
2
7 

0
:
0
2:
1
8 

S
t
.
7 

成
鳥

 
♂

? 
飛

翔
 

旋
回

 
 

 
 

 
 

 
 

 
五

反
田
地

区
北
側
の

名
取
川

上
空
を
、

旋
回
を

交
え

て
上
流
へ

飛
翔
。
そ

の
ま
ま

上
流
へ
滑

翔
す
る

。
(
標

高
:
14
0
m)
 

欠
損
あ
り
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表
3
-
6
 
猛
禽
類
時
系
列
確
認
状
況
表
（
オ
ジ
ロ
ワ
シ
）
 

N
o
. 

調
査
日
 

観
察
時
間
 

観
察

地
点

 
齢

 
性

別
 
主

な
行

動
 

指
標

行
動

 
行

動
観
察

内
容
 

個
体
識
別
 

(
欠

損
等

) 

同
時
出
現

個
体
 

 
時

  
 刻

 
時

･分
･秒

 
繁

殖
行

動
 採

餌
行

動
 と

ま
り

 
そ

の
他

 
種

名
(
N
o.
) 

1
 
1
7
/
01
/
13
 
9
:
5
1 

～
 
9
:
5
7 

0
:
0
6:
0
1 

S
t
.
7 

成
鳥

 
不

明
 
飛

翔
 

旋
回

 
干

渉
 

 
 

 
 

 
 

被
モ

ビ
ン

グ
 

(
ハ

イ
タ

カ
) 

高
館
吉
田

地
区
北
西

側
で
旋

回
。
旋
回

し
な
が

ら
南

東
へ

徐
々

に
移

動
す

る
。

9
:
5
7
に

下
方

か
ら

接
近

し
て

き
た

ハ
イ

タ
カ

(
N
o
.
2
)
か

ら
モ

ビ
ン

グ
を

受
け

、
東
南

東
へ
滑
翔

す
る
。

手
前
の
樹

林
陰
に

な
り

見
え
な
く

な
る
。

(
標

高
:
7
0
～

10
0
m
)
 

目
立
つ
 

欠
損
な
し
 

ハ
イ
タ
カ
 

N
o
.
2 

オ
オ
タ
カ
 

N
o
.
8 

2
 
1
7
/
02
/
13
 
1
3
:
36
 
～

 
1
3
:
54
 
0
:
1
8:
3
0 

S
t
.
7 

成
鳥

 
不

明
 

飛
翔

 
旋

回
 

旋
回

上
昇

 
干

渉
 

渡
り

 

 
 

 
 

 
 

被
モ

ビ
ン

グ
 

(
ノ

ス
リ

) 
渡

り
 

岩
口
南
地

区
北
側
で

旋
回
中

に
ノ
ス
リ

か
ら
モ

ビ
ン

グ
を
受
け

る
。
ノ
ス

リ
と
離

れ
る
と
旋

回
上
昇

。
そ

の
後
、
高

空
を
北
へ

飛
び
去

る
。

(
標
高

:
1
8
0
～

4
0
0
m)
 

不
明
 

 
 

  

表
3
-
7
(
1
)
 
猛
禽
類
時
系
列
確
認
状
況
表
（
オ
オ
タ
カ
）
 

N
o
. 

調
査
日
 

観
察
時
間
 

観
察

地
点

 
齢

 
性

別
 
主

な
行

動
 

指
標

行
動

 

行
動
観
察

内
容
 

個
体
識
別
 

(
欠

損
等

) 

同
時
出
現

個
体
 

 
時

  
 刻

 
時

･分
･秒

 
繁

殖
行

動
 

採
餌

行
動

 
と

ま
り

 
そ

の
他

 
種

名
(
N
o.
) 

1
 
1
7
/
01
/
12
 
1
1
:
04
 
～

 
1
1
:
32
 
0
:
2
7:
5
3 

S
t
.
1'
 

若
鳥

 
♂

 
飛

翔
 

採
餌

行
動

 
と

ま
り

 
 

 
と

ま
り

探
餌

 
狩

り
 

(
キ

ジ
バ

ト
?)
 

探
餌

 
 

 

上
野
地
区

の
屋
敷
林

の
枯
木

に
と
ま
っ

て
探
餌

を
行

う
。

1
1
:
3
2
に

北
東

へ
向

き
を

変
え

て
焦

点
合

わ
せ

を
行
い
、

飛
び
立
っ

て
降
下

。
狩
り
を

行
う
。

手
前

の
建
物
の

陰
に
な
り

見
え
な

く
な
る
。

(
標

高
:
4
0
～

5
0
m
) 

目
立
つ
欠

損
な
し
 

 
 

2
 
1
7
/
01
/
12
 
1
1
:
40
 
～

 
1
2
:
02
 
0
:
2
2:
1
2 

S
t
.
1'
 

若
鳥

 
♂

 
飛

翔
 

探
餌

行
動

 
と

ま
り

 
 

 
と

ま
り

探
餌

 
探

餌
 

 
 

上
野

地
区

の
屋

敷
林

の
北

側
か

ら
出

現
し

、
N
o
.
1

が
と
ま
っ

て
い
た
樹

と
同
じ

位
置
に
と

ま
る
。

し
ば

ら
く
探

餌
後
、
北
西

へ
飛
び

立
ち
、
す

ぐ
に
樹

林
陰

に
な
り
見

え
な
く
な

る
。

(
標
高

:
5
0
m
)
 

目
立
つ
欠

損
な
し
 

 
 

3
 
1
7
/
01
/
12
 
1
2
:
25
 
～

 
1
2
:
26
 
0
:
0
1:
1
5 

S
t
.
1'
 

若
鳥

 
♂

 
と

ま
り

 
 

 
 

 
不

明
 

 
 

N
o
.
1
と

N
o
.
2
が

と
ま

っ
て

い
た

樹
と

同
じ

位
置

に
と

ま
っ
て

い
る
。
他

個
体
を

探
索
中
に

い
な
く

な
る

。
(
標

高
:5

0
m)
 

目
立
つ
欠

損
な
し
 

 
 

4
 
1
7
/
01
/
12
 
1
3
:
09
 
～

 
1
4
:
20
 
1
:
1
0:
1
8 

S
t
.
1'
 

成
鳥

 
♀

? 
採

餌
行

動
 

と
ま

り
 

 
 
と

ま
り

探
餌

 
探

餌
 

休
息

 
 

 
み

ど
り
台

地
区
東
側

の
広
葉

樹
の
横
枝

に
と
ま

り
、

休
息
や
探

餌
を
行
う

。
他
個

体
探
索
中

に
い
な

く
な

る
。

(
標

高
:1

1
0m

) 
不

明
 

 
 

5
 
1
7
/
01
/
12
 
1
4
:
49
 
～

 
1
4
:
50
 
0
:
0
1:
0
0 

S
t
.
1'
 

若
鳥

 
♂

 
飛

翔
 

採
餌

行
動

 
 

 
狩

り
 

(
ド

バ
ト

) 
 

 
 

 
岩

口
上
地

区
で
ド
バ

ト
を
追

っ
て
飛
翔

。
手
前

の
樹

林
陰
に
な

り
見
え
な

く
な
る

。
(
標
高
:
3
0
～

5
0
m
)
 

左
翼

P8
先

端
折

れ
、

P
6

欠
け
あ
り
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表
3
-
7
(
2
)
 
猛
禽
類
時
系
列
確
認
状
況
表
（
オ
オ
タ
カ
）
 

N
o
. 

調
査

日
 

観
察
時
間
 

観
察

 
地

点
 

齢
 

性
別

 
主

な
行

動
 

指
標

行
動

 
行

動
観
察

内
容
 

個
体
識
別
 

(
欠

損
等

) 

同
時
出
現

個
体
 

 
時

  
 刻

 
時

･分
･秒

 
繁

殖
行

動
 

採
餌

行
動

 
と

ま
り

 
そ

の
他

 
種

名
(
N
o.
) 

6
 
1
7
/
01

/
13
 
8
:
1
2 

～
 
8
:
2
3 

0
:
1
0:
5
4 

S
t
.
1'
 
若

鳥
 

♂
 

飛
翔

 
と

ま
り

 
干

渉
 

 
 

 
 

不
明

 
被

モ
ビ

ン
グ

 
(
カ

ラ
ス

) 

宮
崎
地
区

の
北
側
の

屋
敷
林

よ
り
飛
び

立
ち
、

上
野

地
区
の
屋

敷
林
の
枯

木
に
と

ま
る
。
飛

び
立
っ

て
、

カ
ラ
ス
に

モ
ビ
ン
グ

さ
れ
な

が
ら
周
辺

の
屋
敷

林
で

と
ま

り
と

飛
翔

を
繰

り
返

す
。

8
:
2
3
に

北
東

へ
飛

翔
し
、
手

前
の
樹
林

陰
に
な

り
見
え
な

く
な
る

。
(
標
高

:
30

～
5
0
m)
 

目
立
つ
欠

損
な
し
 

 
 

7
 
1
7
/
01

/
13
 
9
:
1
1 

～
 
9
:
1
6 

0
:
0
5:
2
1 

S
t
.
1'
 
成

鳥
? 

♂
? 

飛
翔

 
 

 
 

 
 

 
 

 

み
ど
り
台

地
区
よ
り

南
東
へ

飛
翔
。
三

日
町
地

区
北

側
で
南
西

へ
移
動
す

る
が
、

途
中
で
東

へ
降
下

。
手

前
の

建
物

の
陰

に
な

り
見

え
な

く
な

る
。

(
標

高
:
3
0

～
1
50
) 

目
立
つ
欠

損
な
し
 

 
 

8
 
1
7
/
01

/
13
 
9
:
4
5 

～
 1
0
:
22
 
0
:
3
7:
4
7 

S
t
.
1'
 
成

鳥
 

♂
 

飛
翔

 
と

ま
り

 
 

 
と

ま
り

探
餌

 
休

息
 

探
餌

 
 

 

み
ど
り
台

地
区
東
側

の
広
葉

樹
に
と
ま

り
、
休

息
や

探
餌
を
行

う
。

1
0
:
2
2
に
北

へ
飛
び

立
ち

、
尾
根

陰
に

な
り
見

え
な
く
な

る
。
（

林
内
に
入

っ
た
と

思
わ

れ
る

）
(標

高
:
11

0m
) 

不
明
 

ハ
イ
タ
カ
 

N
o
.
1,
N
o.
2
,N
o
.3
 

オ
ジ
ロ
ワ

シ
N
o
.
1 

9
 
1
7
/
01
/
13
 1
3
:
16
 ～

 1
3
:
29
 
0
:
1
3:
3
0 

S
t
.
1'
 
若

鳥
 

♂
 

飛
翔

 
と

ま
り

 
干

渉
 

 
 

 
 

不
明

 
被

モ
ビ

ン
グ

 
(
カ

ラ
ス

) 

上
野

地
区

の
屋

敷
林

の
枯

木
に

と
ま

る
。

1
3
:
1
9
に

北
東
へ
飛

び
立
ち
、

笊
川
左

岸
の
広
葉

樹
に
と

ま
る

が
、
カ
ラ

ス
に
モ
ビ

ン
グ
さ

れ
、
北
東

へ
飛
び

立
つ

。
樹
林

陰
に
な
り

見
え
な

く
な
る
。

(
標

高
:
3
0
～

5
0
m
) 

目
立
つ
欠

損
な
し
 

 
 

1
0 

1
7
/
01
/
13
 1
4
:
09
 ～

 1
4
:
15
 
0
:
0
6:
2
9 

S
t
.
1'
 
若

鳥
 

♂
? 

飛
翔

 
旋

回
上

昇
 

と
ま

り
 

干
渉

 

 
 

 
 

休
息

？
 
被

モ
ビ

ン
グ

 
(
カ

ラ
ス

) 

上
野
地
区

か
ら
西
へ

飛
翔
し

、
谷
地
前

地
区
の

屋
敷

林
に
入
る

。
1
分
ほ

ど
で
飛

び
立
ち
、

旋
回
上

昇
し

な
が
ら
南

東
へ
移
動

、
途
中

で
カ
ラ
ス

に
モ
ビ

ン
グ

さ
れ

る
。

ハ
イ

タ
カ

N
o
.
4
が

合
流

し
、

旋
回

上
昇

を
続
け
る

。
高
圧
線

鉄
塔
の

陰
に
な
り

見
え
な

く
な

る
。

(
標

高
:4

0～
14

0
m）

) 

目
立
つ
欠

損
な
し
 

ハ
イ

タ
カ

N
o
.4
 

1
1 

1
7
/
02

/
13
 
8
:
4
1 

～
 
8
:
4
1 

0
:
0
0:
1
5 

S
t
.
7 

成
鳥

 
♂

? 
飛

翔
 

干
渉

 
 

 
 

 
 

 
被

モ
ビ

ン
グ

 
(
カ

ラ
ス

) 

五
反
田
地

区
で
カ
ラ

ス
か
ら

モ
ビ
ン
グ

を
受
け

な
が

ら
北
西
へ

飛
翔
。
そ

の
ま
ま

高
度
を
下

げ
、
建

物
の

陰
に
な
り

見
え
な
く

な
る
。

(
標

高
:
6
0
～

10
0
m
)
 

不
明
 

 
 

1
2 

1
7
/
02

/
13
 
8
:
5
9 

～
 
9
:
0
2 

0
:
0
2:
5
0 

S
t
.
7 

成
鳥

 
不

明
 
飛

翔
 

旋
回

 
 

 
 

 
 

 
 

 
み

ど
り
台

地
区
の
溜

池
付
近

を
旋
回
後

、
同
溜

池
の

あ
る
谷
内

へ
降
下
し

見
え
な

く
な
る
。

(
標

高
:
1
4
0

～
2
00

m
) 

目
立
つ
欠

損
な
し
 

 
 

1
3 

1
7
/
02

/
13
 
9
:
1
2 

～
 
9
:
3
2 

0
:
2
0:
4
8 

S
t
.
1'
 
若

鳥
 

♂
? 

飛
翔

 
旋

回
上

昇
 

採
餌

行
動

 
干

渉
 

 
 

飛
翔

探
餌

 
狩

り
 

(
ド

バ
ト

,
不

明
) 

 
 

被
モ

ビ
ン

グ
 

(
カ

ラ
ス

) 

宮
崎
地
区

西
側
で
ハ

ト
を
襲

う
が
失
敗

。
探
餌

し
な

が
ら
旋
回

上
昇
し
、

南
東
へ

飛
翔
。
下

ノ
内
地

区
へ

急
降
下
し

、
ハ
ト
を

襲
う
が

失
敗
。
再

び
探
餌

を
行

い
な
が
ら

北
へ
旋
回

上
昇
後

、
東
へ
向

か
い
笊

川
急

降
下
す
る

が
、
狩
り

（
対
象

不
明
）
は

失
敗
。

カ
ラ

ス
に
モ
ビ

ン
グ
さ
れ

、
西
へ

移
動
後
、

旋
回
上

昇
し

つ
つ
探

餌
し
、
南
か

ら
南
西

へ
移
動
。

事
業
地

を
通

過
し
て
名

取
川
を
通

過
後
、

飛
鳥
地
区

か
ら
東

へ
向

か
い
、
上

河
原
地
区

で
急
降

下
す
る
。

狩
り
の

成
否

不
明

。
(標

高
:
30
～

2
00

m
) 

目
立
つ
欠

損
な
し
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表
3
-
7
(
3
)
 
猛
禽
類
時
系
列
確
認
状
況
表
（
オ
オ
タ
カ
）
 

N
o
. 

調
査

日
 

観
察
時
間
 

観
察
 

地
点
 

齢
 

性
別

 
主

な
行

動
 

指
標

行
動

 

行
動
観
察

内
容
 

個
体
識
別
 

(
欠

損
等

) 

同
時
出
現

個
体
 

 
時

  
 刻

 
時

･分
･秒

 
繁

殖
行

動
 

採
餌

行
動

 
と

ま
り

 
そ

の
他

 
種

名
(
N
o
.)
 

1
4 

1
7
/
02
/
13
 1
2
:
34
 ～

 1
2
:
34
 
0
:
0
0:
2
0 

S
t
.
7 

不
明

 
不

明
 
飛

翔
 

干
渉

 
 

 
 

 
 

 
被

モ
ビ

ン
グ

 
(
カ

ラ
ス

) 

谷
地
前
地

区
東
側
で

カ
ラ
ス

か
ら
モ
ビ

ン
グ
を

受
け

な
が
ら
北

へ
飛
翔
。

建
物
の

陰
に
な
り

見
え
な

く
な

る
。

(
標

高
:6

0～
80

m
) 

不
明
 

 
 

1
5 

1
7
/
02

/
14
 
8
:
4
0 

～
 
8
:
4
1 

0
:
0
1:
2
9 

S
t
.
1'
 
成

鳥
 
不

明
 
飛

翔
 

 
 

 
 

 
 

 
 

五
反
田
地

区
南
側
を

南
西
へ

飛
翔
。
背

景
に
紛

れ
見

え
な
く
な

る
。

(
標
高

:
8
0
～
1
0
0
m
)
 

不
明
 

 
 

1
6 

1
7
/
02
/
14
 1
0
:
49
 ～

 1
0
:
56
 
0
:
0
6:
4
0 

S
t
.
7 

若
鳥

 
♂

 
飛

翔
 

旋
回

 
旋

回
上

昇
 

 
 

 
 

 
 

 
 

み
ど
り
台

地
区
か
ら

飛
鳥
地

区
西
側
上

空
で
旋

回
及

び
旋
回
上

昇
。
そ
の

後
北
西

(
名

取
川
右

岸
付
近

)
へ

降
下

し
、

見
え

な
く

な
る

。
(
標

高
:
1
0
0
～

3
0
0
m
)
 

N
o
.
5
と

同
一

 
左

翼
P
8
先

端
折

れ
、
P
6
欠

け
あ

り
 

 
 

1
7 

1
7
/
03

/
13
 
8
:
1
7 

～
 
8
:
1
7 

0
:
0
0:
1
2 

S
t
.
1'
 
成

鳥
 
不

明
 
飛

翔
 

繁
殖

行
動

 

羽
ば

た
き

デ
ィ

ス
プ

レ
イ

 
 

 
 

 
 

 
鈎

取
一
丁

目
地
区
付

近
で
羽

ば
た
き
デ

ィ
ス
プ

レ
イ

。
北
西

へ
飛
翔
し

、
す
ぐ

に
手
前
の

建
物
の

陰
に

な
る

。
(標

高
:
10

0m
) 

不
明
 

 
 

1
8 

1
7
/
03
/
13
 1
3
:
08
 ～

 1
3
:
08
 
0
:
0
0:
2
8 

S
t
.
1'
 
不

明
 
不

明
 
飛

翔
 

旋
回

上
昇

 
 

 
 

 
 

 
 

 
那

智
が
丘

地
区
旧
営

巣
地
付

近
で
旋
回

上
昇
後

、
南

へ
滑

翔
し

、
尾

根
陰

と
な

る
。

(
標

高
:
1
6
0～

19
0
m)
 不

明
 

 
 

1
9 

1
7
/
03

/
14
 
7
:
0
2 

～
 
7
:
0
6 

0
:
0
4:
1
2 

S
t
.
1'
 
若

鳥
 
不

明
 
飛

翔
 

採
餌

行
動

 
と

ま
り

 
 

 
狩

り
 

(
ド

バ
ト

) 
不

明
 

 
 

宮
崎
地
区

西
側
上
空

で
 
ド

バ
ト
の
群

れ
に
向

か
っ

て
南
へ
飛

翔
す
る
が

、
追
跡

を
や
め
て

上
野
地

区
の

屋
敷

林
に

と
ま

る
。

7
:
0
6
に

飛
び

立
つ

と
南

西
側

の
屋

敷
林

に
入

る
。

(
標

高
:
5
0
～

60
m
)
 

不
明
 

 
 

2
0 

1
7
/
04

/
13
 
6
:
1
9 

～
 
6
:
4
4 

0
:
2
4:
2
0 

S
t
.
1'
 
成

鳥
 

♂
 

飛
翔

 
採

餌
行

動
 

と
ま

り
 

 
 

と
ま

り
探

餌
 

探
餌

 
 

 
五

反
田
地

区
東
側
の

ス
ギ
林

に
と
ま
っ

て
探
餌

を
行

う
。
6
:
4
4
に

飛
び

立
つ

と
南

西
へ

降
下

し
、

林
陰

と
な

る
。

(標
高

:
10
0
m
) 

熊
野
堂
♂
 

両
翼

S
2
突

出
気

味
 

 
 

2
1 

1
7
/
04

/
13
 
7
:
4
6 

～
 
7
:
4
8 

0
:
0
2:
1
1 

S
t
.
1'
 
成

鳥
 

♀
? 

飛
翔

 
採

餌
行

動
 

 
 

狩
り

 
(
不

明
) 

 
 

 
 

五
反
田
地

区
東
側
上

空
付
近

よ
り
北
北

東
へ
滑

翔
。

途
中
か
ら

速
度
を
上

げ
、
新

田
町
方
向

へ
降
下

し
、

林
陰
と
な

る
。

(
標
高

:
6
0
～
1
0
0
m
)
 

熊
野
堂
♀

？
 

 
 

2
2 

1
7
/
04

/
13
 
7
:
5
1 

～
 
7
:
5
3 

0
:
0
2:
1
0 

S
t
.
7 

成
鳥

 
♂

 
飛

翔
 

旋
回

 
 

 
 

 
 

 
 

 
船

渡
前
地

区
北
側
上

空
を
旋

回
し
な
が

ら
南
か

ら
北

西
へ

飛
翔

。
手

前
の

住
宅

の
陰

と
な

る
。

(
標

高
:
3
0

～
5
0m
) 

熊
野
堂
♂
 

 
 

2
3 

1
7
/
04

/
13
 
7
:
5
8 

～
 
8
:
1
5 

0
:
1
7:
0
3 

S
t
.
5 

成
鳥

 
♂

 

飛
翔

 
旋

回
 

旋
回

上
昇

 
採

餌
行

動
 

と
ま

り
 

 
 

探
餌

飛
翔

 
不

明
 

 
 

五
反
田
地

区
上
空
で

旋
回
上

昇
及
び
旋

回
。
旋

回
を

交
え
て
北

東
か
ら
南

東
へ
探

餌
飛
翔
。

探
餌
を

止
め

、
名
取

川
上
空
を

南
へ
飛

翔
後
、
西

へ
飛
翔

し
、

み
ど
り
台

三
丁
目
地

区
北
東

側
の
混
交

林
に
と

ま
る

。
時
折

周
囲
を
見

る
。
飛

び
立
つ
と

探
餌
飛

翔
を

交
え
て
北

へ
飛
翔
し

、
手
前

の
建
物
の

陰
と
な

る
。

(
標

高
:
50
～

1
2
0m
) 

熊
野
堂
♂
 

 
 

2
4 

1
7
/
04

/
14
 
6
:
1
0 

～
 
6
:
2
3 

0
:
1
2:
5
8 

S
t
.
7 

成
鳥

 
不

明
 
飛

翔
 

採
餌

行
動

 
と

ま
り

 
 

 
と

ま
り

探
餌

 
探

餌
 

 
 

営
巣
林
南

東
側
の
広

葉
樹
に

北
東
向
き

で
と
ま

っ
て

い
る
。
探

餌
を
し
、

時
折
下

方
注
視
を

行
う
。

飛
び

立
つ

と
北

西
へ

飛
翔

し
、

林
内

に
入

る
。

(
標

高
:
10
0
m)
 

熊
野
堂
ペ

ア
 

 
 

 

 
 

資3-79



表
3
-
7
(
4
)
 
猛
禽
類
時
系
列
確
認
状
況
表
（
オ
オ
タ
カ
）
 

N
o
. 

調
査

日
 

観
察
時
間
 

観
察
 

地
点
 

齢
 

性
別

 
主

な
行

動
 

指
標

行
動

 

行
動
観
察

内
容
 

個
体
識
別
 

(
欠

損
等

) 

同
時
出
現

個
体
 

 
時

  
 刻

 
時

･分
･秒

 
繁

殖
行

動
 

採
餌

行
動

 
と

ま
り

 
そ

の
他

 
種

名
(
N
o
.)
 

2
5 

1
7
/
04

/
14
 
6
:
5
1 

～
 
7
:
1
4 

0
:
2
2:
4
5 

S
t
.
1'
 
成

鳥
 
不

明
 
飛

翔
 

採
餌

行
動

 
と

ま
り

 
 

 
と

ま
り

探
餌

 
探

餌
 

休
息

 
 

 
飛

鳥
地
区

北
側
の
送

電
鉄
塔

に
と
ま
っ

て
探
餌

。
2
0
分

程
後

、
飛

び
立
つ
と

南
西
へ

飛
翔
し
、

尾
根
陰

と
な

る
。

(
標

高
:5

0～
70

m
) 

熊
野
堂
ペ

ア
 

 
 

2
6 

1
7
/
04

/
14
 
7
:
3
0 

～
 
7
:
3
3 

0
:
0
2:
5
0 

S
t
.移 動
 

成
鳥

 
不

明
 
飛

翔
 

採
餌

行
動

 
と

ま
り

 
 

 
狩

り
 

(
小

鳥
) 

 
 

 
 

営
巣

林
よ

り
出
現
し

造
園
場

で
狩
り
を

行
う
が

失
敗
。

7
:
3
3
に

飛
び

立
つ

と
南

へ
飛

翔
し

、
ス

ギ
林

内
に

戻
る

。
(
標

高
:4

0～
50

m
) 

熊
野
堂
ペ

ア
 

 
 

2
7 

1
7
/
04

/
14
 
7
:
3
5 

～
 
7
:
4
0 

0
:
0
5:
0
0 

S
t
.移 動
 

成
鳥

 
♂

? 
鳴

き
声

 
 

 
 

 
 

 
警

戒
 

餌
乞

い
 
営

巣
林

内
で

鳴
き

声
。

(
標

高
:8
0
?～

1
0
0
?m
) 

熊
野
堂
ペ

ア
 

 
 

2
8 

1
7
/
04

/
14
 
7
:
3
5 

～
 
7
:
4
0 

0
:
0
5:
0
0 

S
t
.移 動
 

成
鳥

 
♀

? 
鳴

き
声

 
 

 
 

 
 

 
警

戒
 

餌
乞

い
 
営

巣
林

内
で

鳴
き

声
。

(
標

高
:8
0
?～

1
0
0
?m
) 

熊
野
堂
ペ

ア
 

 
 

2
9 

1
7
/
04

/
14
 
7
:
4
2 

～
 
8
:
0
9 

0
:
2
7:
3
3 

S
t
.移 動
 

成
鳥

 
♂

 
飛

翔
 

旋
回

上
昇

 
と

ま
り

 

下
尾

筒
広

げ
 

見
張

り
 

 
 

見
張

り
 

 
 

営
巣

林
か

ら
出
現
し

、
広
葉

樹
に
と
ま

る
。
し

ば
ら
く

見
張

り
を

行
っ

た
後

、
8
:
0
6
に

飛
び

立
つ

と
周

囲
で

旋
回

上
昇
後

、
東
へ
飛

翔
。
北

へ
飛
翔
し

、
名
取

川
を
越

え
て

手
前

の
木
立
の

陰
と
な

る
。

(
標
高

:
8
0
～
1
3
0
m
)
 

熊
野
堂
♂
 

 
 

3
0 

1
7
/
04

/
14
 
8
:
2
5 

～
 
8
:
4
0 

0
:
1
4:
3
2 

S
t
.
7 

成
鳥

 
不

明
 
飛

翔
 

旋
回

 
と

ま
り

 
 

 
 

 
不

明
 

 
 

営
巣

林
上

部
の
小
ピ

ー
ク
付

近
に
と
ま

っ
て
い

る
。
飛

び
立

つ
と

西
か
ら
東

へ
飛
翔

し
、
再
度

同
ピ
ー

ク
付
近

の
ス

ギ
樹

頂
に
と
ま

る
。
飛

び
立
つ
と

東
へ
飛

翔
し
、

旋
回

。
北

西
へ
飛
翔

し
、
手

前
の
建
物

の
陰
と

な
る
。

(
標

高
:
14
0～

1
60
m)
 

熊
野
堂
ペ

ア
 

 
 

3
1 

1
7
/
04

/
14
 
8
:
5
4 

～
 
9
:
0
1 

0
:
0
7:
4
0 

S
t
.
7 

成
鳥

 
不

明
 
飛

翔
 

と
ま

り
 

 
 

 
 

不
明

 
 

 
営

巣
林
北

側
の
ス
ギ

樹
頂
に

と
ま
っ
て

い
る
。

飛
び
立

つ
と

南
東

へ
飛
翔
し

、
す
ぐ

に
手
前
の

樹
林
の

陰
と
な

る
。

(
標

高
:1

1
0m

) 
熊

野
堂
ペ

ア
 

 
 

3
2 

1
7
/
04

/
14
 
9
:
2
4 

～
 
9
:
3
1 

0
:
0
7:
1
8 

S
t
.移 動
 

成
鳥

 
♂

 

飛
翔

 
旋

回
 

繁
殖

行
動

 
と

ま
り

 

下
尾

筒
広

げ
 

見
張

り
 

 
 

見
張

り
 

 
 

南
西

側
か

ら
五
反
田

地
区
に

飛
来
し
、

南
側
の

ス
ギ
林

に
と

ま
り

、
見

張
り

を
行

う
。

9
:
2
8
に

少
し

東
側

の
ス

ギ
に

移
動

。
9
:
3
4
に

飛
び

立
つ

と
営

巣
林

上
空

で
尾

筒
を

広
げ
て

旋
回
。
南

東
か
ら

南
西
へ
飛

翔
し
、

尾
根
陰

と
な
る
。

(標
高
:
90

～
13

0
m)
 

熊
野
堂
♂
 

 
 

3
3 

1
7
/
04
/
14
 
1
0
:
40
 
～

 
1
0
:
40
 
0
:
0
0:
2
5 

S
t
.移 動
 

成
鳥

 
不

明
 
飛

翔
 

 
 

 
 

 
 

 
 

営
巣

林
よ

り
出
現
し

、
降
下

し
な
が
ら

東
へ
滑

翔
。
岩

口
上

地
区

付
近
の
名

取
川
河

川
敷
に
あ

る
ス
ギ

林
方
向

へ
飛
翔
し

、
住
宅
の

陰
と
な

る
。

(
標
高

:
4
0
～
7
0
m
)
 

熊
野
堂
♂
 

 
 

3
4 

1
7
/
04
/
14
 
1
0
:
57
 
～

 
1
1
:
01
 
0
:
0
3:
4
6 

S
t
.
7 

成
鳥

 
不

明
 
飛

翔
 

旋
回

 
旋

回
上

昇
 

 
 

 
 

 
 

 
 

五
反

田
地

区
上
空
で

旋
回
及

び
旋
回
上

昇
を
繰

り
返

す
。

旋
回

を
交
え
て

、
北
へ

飛
翔
後
、

北
北
西

へ
飛

翔
。
手
前

の
建
物
の

陰
と
な

る
。

(
標
高

:
1
5
0
～

2
0
0
m
)
 
不

明
 

 
 

3
5 

1
7
/
04
/
14
 
1
1
:
15
 
～

 
1
1
:
18
 
0
:
0
3:
0
4 

S
t
.移 動
 

成
鳥

 
♂

 
飛

翔
 

旋
回

上
昇

 
繁

殖
行

動
 

下
尾

筒
広

げ
 

 
 

 
 

 
 

五
反

田
地

区
南
東
側

の
丘
陵

樹
林
に
北

東
側
か

ら
飛
来

し
、

営
巣

林
に
入
る

。
す
ぐ

に
林
の
上

空
に
出

現
し
、

下
尾

筒
を

広
げ
な
が

ら
旋
回

上
昇
。
南

東
か
ら

南
へ
飛

翔
し
、
尾

根
陰
と
な

る
。

(
標
高

:
5
0
～

1
2
0
m
)
 

熊
野
堂
♂
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表
3
-
7
(
5
)
 
猛
禽
類
時
系
列
確
認
状
況
表
（
オ
オ
タ
カ
）
 

N
o
. 

調
査
日
 

観
察
時
間
 

観
察

 
地

点
 

齢
 

性 別
 
主

な
行

動
 

指
標

行
動

 

行
動
観
察

内
容
 

個
体
識
別
 

(
欠

損
等

) 

同
時
出
現

個
体
 

 
時

  
 刻

 
時

･分
･秒

 
繁

殖
行

動
 

採
餌

行
動

 と
ま

り
 
そ

の
他

 
種

名
(
N
o.
) 

3
6 

1
7
/
04
/
14
 1
2
:
37
 ～

 
1
2
:
39
 

0
:
0
1:
5
5 

S
t
.移

動
 
成

鳥
 
♂

? 
飛

翔
 

採
餌

行
動

 
 

 
狩

り
 

(
ド

バ
ト

) 
 

 
 

 
営

巣
林
よ

り
出
現
し

、
高
速

で
北
東
へ

飛
翔
。

鈎
取

地
区

上
空

で
ド
バ
ト

を
襲
っ

て
東
北
東

へ
飛
翔

し
、

手
前

林
の

陰
と

な
る

。
(
標

高
:7
0～

10
0
m
) 

熊
野
堂
♂

?
 

 
 

3
7 

1
7
/
04
/
14
 1
2
:
53
 ～

 
1
3
:
01
 

0
:
0
7:
4
7 

S
t
.移

動
 
成

鳥
 
♂

 

飛
翔

 
旋

回
 

旋
回

上
昇

 
繁

殖
行

動
 

と
ま

り
 

防
衛

 
 

 
見

張
り

 
 

 

五
反

田
地

区
の
丘
陵

へ
北
か

ら
飛
来
し

、
丘
陵

南
側

上
空
で
ト

ビ
と
旋
回

及
び
旋

回
上
昇

(
ト

ビ
3
個

体
が

接
近

し
た

た
め
の
防

衛
行
動

と
思
わ
れ

る
。
直

接
攻

撃
は
無
い

)
。

南
東
へ

飛
翔
し

、
1
2
:
5
6
に

過
年
度

営
巣

林
上
部

の
ス
ギ
に

と
ま
る

。
1
3
:
0
1
に

更
に
南

東
側

の
ス
ギ
に

移
動
す
る

が
、
姿

は
確
認
出

来
ず
。

(
標

高
:
60

～
1
0
0m
) 

熊
野
堂
♂
 

 
 

3
8 

1
7
/
05

/
18
 
9
:
3
0 

～
 

9
:
3
8 

0
:
0
8:
0
8 

S
t
.
7 

成
鳥

 
不 明

 
飛

翔
 

と
ま

り
 

 
 

 
 

不
明

 
 

 
五

反
田
地

区
の
丘
陵

地
の
ス

ギ
林
に
と

ま
っ
て

い
る

。
9
:
3
8
に

南
へ

飛
び

立
ち

、
ス

ギ
林

に
入

る
。

(
標

高
:
90

m
) 

熊
野
堂
ペ

ア
 

 
 

3
9 

1
7
/
05

/
18
 
9
:
4
8 

～
 

1
0
:
15
 

0
:
2
7:
0
0 

S
t
.
7 

成
鳥

 
♀

? 
鳴

き
声

 
と

ま
り

？
 
餌

乞
い

 
 

 
不

明
 

鳴
き

声
 

(
餌

乞
い

) 
営

巣
林
で

断
続
的
に

餌
乞
い

の
声
で
鳴

い
て
い

る
。

(
標

高
:不

明
) 

熊
野
堂
♀

？
 

 
 

4
0 

1
7
/
05
/
18
 1
2
:
32
 ～

 
1
2
:
36
 

0
:
0
4:
0
0 

S
t
.
7 

成
鳥

 
♀

? 
鳴

き
声

 
と

ま
り

？
 
餌

乞
い

 
 

 
不

明
 

鳴
き

声
 

(
餌

乞
い

) 
営

巣
林
で

断
続
的
に

餌
乞
い

の
声
で
鳴

い
て
い

る
。

(
標

高
:不

明
) 

熊
野
堂
ペ

ア
 

 
 

4
1 

1
7
/
05

/
19
 
7
:
2
6 

～
 

7
:
4
4 

0
:
1
8:
2
8 

S
t
.
1'
 

成
鳥

 
♂

? 

飛
翔

 
旋

回
 

繁
殖

行
動

 
採

餌
行

動
 

と
ま

り
 

羽
ば

た
き

デ
ィ

ス
プ

レ
イ

 

と
ま

り
探

餌
 

探
餌

 
 

 

営
巣

林
東

側
の
ス
ギ

に
と
ま

っ
て
探
餌

。
7
:
4
2
に

飛
び

立
ち
、

高
速
で
北

西
へ
飛

翔
。
名
取

川
上
空

付
近

で
速

度
を

落
と
し
、

羽
ば
た

き
デ
ィ
ス

プ
レ
イ

を
行

う
。

羽
ば

た
き
デ
ィ

ス
プ
レ

イ
を
続
け

た
ま
ま

、
北

へ
飛
翔
し

、
手
前
の

樹
林
陰

と
な
る
。

(
標

高
:
8
0
～

9
0
m
) 

熊
野
堂
♂

?
 

 
 

4
2 

1
7
/
05

/
19
 
8
:
1
7 

～
 

8
:
1
7 

0
:
0
0:
2
0 

S
t
.
7 

成
鳥

 
不 明

 

飛
翔

 
繁

殖
行

動
 

採
餌

行
動

？
 

鳴
き

声
 

鳴
き

交
わ

し
 

餌
運

搬
？

 

餌
運

搬
？

 
 

 
鳴

き
声

 
(
鳴

き
交

わ
し

) 

み
ど

り
台

一
丁
目
地

区
上
空

か
ら
北
東

へ
飛
翔

。
営

巣
林

に
入

る
。
林
内

に
入
っ

た
直
後
に

鳴
き
交

わ
し

を
行

う
。

(餌
を
持
っ

て
い
る

よ
う
に
見

え
た

)
(
標

高
:
70

～
2
0
0m
) 

熊
野
堂
ペ

ア
 

 
 

4
3 

1
7
/
05

/
19
 
8
:
1
8 

～
 

8
:
1
9 

0
:
0
1:
0
0 

S
t
.
7 

成
鳥

 
不 明

 
繁

殖
行

動
 

鳴
き

声
 

鳴
き

交
わ

し
 

給
餌

？
 

 
 

 
 

鳴
き

声
 

(
鳴

き
交

わ
し

) 

営
巣
林
内

で
、
鳴
き

交
わ
し

を
行
う
。

(
状

況
か
ら

♂
(
N
o
.4
2
)が

、
林

内
の

♀
(
N
o.
4
3)
へ

給
餌

し
た
可

能
性

が
あ

る
）

(
標

高
:
7
0
m
)
 

熊
野
堂
ペ

ア
 

 
 

4
4 

1
7
/
06

/
15
 
8
:
5
8 

～
 

9
:
1
6 

0
:
1
7:
4
5 

S
t
.
7 

成
鳥

 
♂

? 
飛

翔
 

繁
殖

行
動

 
と

ま
り

 

見
張

り
 

防
衛

 
 

 
見

張
り

 

攻
撃

 
(
オ

オ
タ

カ
N
o
.
45

) 

五
反

田
地

区
南
側
の

丘
陵
地

に
あ
る
ス

ギ
の
樹

上
に

と
ま

っ
て

見
張
り
。

南
東
へ

飛
翔
後
、

東
へ
飛

翔
。

N
o
.
4
5
を

追
っ

て
攻

撃
す

る
。

手
前

の
屋

敷
林

陰
と

な
る

。
(
標

高
:8

0～
12

0
m
) 

熊
野
堂
♂

?
 

オ
オ
タ
カ

N
o
.
45
 

4
5 

1
7
/
06

/
15
 
9
:
1
5 

～
 

9
:
1
6 

0
:
0
1:
1
8 

S
t
.
1'
 

成 鳥
? 

♂
? 
飛

翔
 

干
渉

 
 

 
 

 
 

 

被
攻

撃
 

(
オ

オ
タ

カ
N
o
.
44

) 

飛
島

地
区

上
空
よ
り

東
北
東

へ
飛
翔
後

、
名
取

川
沿

い
を

下
流

へ
飛
翔
。

徐
々
に

速
度
を
上

げ
て
飛

翔
す

る
が

、
熊

野
堂
♂

?
（

N
o
.
4
4
)
に
追
い
つ

か
れ
攻

撃
を

受
け
る
。

手
前
の
建

物
の
陰

と
な
る
。

(
標

高
:
5
0
～

1
0
0
m)
 

目
立
つ
欠

損
な

し
 

オ
オ
タ
カ

N
o
.
44
 

 

 
 

資3-81



表
3
-
7
(
6
)
 
猛
禽
類
時
系
列
確
認
状
況
表
（
オ
オ
タ
カ
）
 

N
o
. 

調
査

日
 

観
察
時
間
 

観
察

 
地

点
 

齢
 

性
別

 
主

な
行

動
 

指
標

行
動

 
行

動
観
察

内
容
 

個
体
識
別
 

(
欠

損
等

) 

同
時
出
現

個
体
 

 
時

  
 刻

 
時

･分
･秒

 
繁

殖
行

動
 

採
餌

行
動

 
と

ま
り

 
そ

の
他

 
種

名
(
N
o.
) 

4
6 

1
7
/
06

/
16
 
8
:
2
7 

～
 

8
:
3
6 

0
:
0
9:
0
2 

S
t
.
1'
 成

鳥
 

♂
 

飛
翔

 
旋

回
 

旋
回

上
昇

 
採

餌
行

動
 

 
 

探
餌

飛
翔

 
 

 
 

 

名
取
川
頭

首
工
上
空

付
近
で

旋
回
後
、

南
南
東

へ
飛

翔
。
高

舘
熊
野
堂

地
区
の

樹
林
上
空

を
探
餌

し
な

が
ら
旋

回
後
、
旋

回
上
昇

。
東
北
東

へ
飛
翔

し
、
降
下

し
な
が
ら

名
取
川

下
流
へ
飛

翔
。
手

前
の

建
物

の
陰

と
な

る
。

(
標

高
:6
0～

15
0
m
) 

熊
野
堂
♂
 

 
 

4
7 

1
7
/
06

/
16
 
9
:
1
2 

～
 

9
:
1
2 

0
:
0
0:
3
4 

S
t
.
1'
 成

鳥
 

♂
 

飛
翔

 
採

餌
行

動
 

 
 

狩
り

 
(
ド

バ
ト

) 
 

 
 

 
五

反
田
地

区
上
空
を

高
速
で

南
へ
飛
翔

。
急
降

下
し

て
ド
バ

ト
を
襲
う

が
、
手

前
の
建
物

の
陰
と

な
り

成
否
不

明
。

(
標
高

:
5
0
～
8
0
m
)
 

熊
野
堂
♂
 

 
 

4
8 

1
7
/
06
/
16
 
1
1
:
30
 
～

 
1
1
:
30
 

0
:
0
0:
1
5 

S
t
.
7 

成
鳥

 
不

明
 
飛

翔
 

繁
殖

行
動

 
干

渉
 

防
衛

 
 

 
 

 
攻

撃
 

(
カ

ラ
ス

) 

営
巣
林
の

丘
陵
地
上

空
を
北

へ
飛
翔
。

カ
ラ
ス

を
攻

撃
す
る

。
す
ぐ
に

南
へ
飛

翔
し
、
樹

林
の
陰

と
な

る
。

(標
高

:
70
～

9
0m

) 

熊
野
堂
ペ

ア
 

 
 

4
9 

1
7
/
07

/
13
 
9
:
0
5 

～
 

9
:
0
7 

0
:
0
1:
5
4 

S
t
.
7 

成
鳥

 
♂

 
飛

翔
 

と
ま

り
 

干
渉

 
 

 
 

 
不

明
 

被
モ

ビ
ン

グ
 

(
ハ

シ
ブ

ト
ガ

ラ
ス

) 

船
渡
前
地

区
上
空
を

東
北
東

へ
飛
翔
し

、
変
電

所
の

鉄
塔
に

と
ま
る
。

ハ
シ
ブ

ト
ガ
ラ
ス

に
モ
ビ

ン
グ

さ
れ

て
飛

び
立

ち
、

西
へ

飛
び

去
る

。
(
標

高
:
50

～
6
0
m)
 

熊
野
堂
♂
 

左
P
7
,8

先
端
擦
り

切
れ
 

ハ
ヤ
ブ
サ
 

N
o
.
12
 

N
o
.
14
 

5
0 

1
7
/
07
/
13
 
1
2
:
30
 
～

 
1
2
:
30
 

0
:
0
0:
0
5 

S
t
.
7 

成
鳥

 
♂

? 
飛

翔
 

繁
殖

行
動

 
採

餌
行

動
 
餌

運
搬

 
餌

運
搬

 
 

 
 

 
五

反
田
地

区
南
東
側

上
空
を

餌
を
持
ち

な
が
ら

西
へ

飛
翔

し
、

営
巣

林
に

入
る

。
(
標

高
:
7
0
m)
 

熊
野
堂

♂
? 

 
 

5
1 

1
7
/
07

/
14
 
6
:
4
0 

～
 

6
:
5
0 

0
:
0
9:
3
6 

S
t
.
7 

成
鳥

 
♂

 
飛

翔
 

採
餌

行
動

 
と

ま
り

 
 

 
と

ま
り

探
餌

 
狩

り
 

(
ド

バ
ト

) 
探

餌
 

 
 

営
巣
林
の

東
側
の
ス

ギ
樹
頂

に
と
ま
っ

て
探
餌

。
6
:
4
7
に

飛
び

立
ち

、
ド

バ
ト

の
群

れ
を

襲
う

が
失

敗
。
西

へ
飛
翔
し

、
広
葉

樹
に
と
ま

っ
て
探

餌
。

6
:
5
0
に

飛
び

立
ち

、
南

へ
飛

翔
。

尾
根

陰
と

な
る
。

(標
高
:
70

～
11

0
m)
 

熊
野
堂
♂
 

 
 

5
2 

1
7
/
07

/
14
 
6
:
5
2 

～
 

6
:
5
7 

0
:
0
5:
0
8 

S
t
.
7 

成
鳥

 
♀

? 
飛

翔
 

採
餌

行
動

 
と

ま
り

 
 

 
と

ま
り

探
餌

 
狩

り
 

(
ド

バ
ト

) 
探

餌
 

 
 

営
巣
林
の

東
側
の
ス

ギ
樹
頂

に
と
ま
っ

て
探
餌

。
6
:
5
4
に

飛
び

立
ち

、
林

内
を

通
っ

て
北

西
側

の
ス

ギ
に
移

動
。

6
:
5
6
に

飛
び
立

ち
、
南

東
へ
飛

翔
し
、
ド

バ
ト
の
群

れ
を
襲

う
が
失
敗

。
西
へ

飛
翔

し
、
尾

根
陰
と
な

る
。

(
標
高

:
7
0
～

1
0
0
m
)
 

熊
野
堂

♀
? 

 
 

5
3 

1
7
/
07

/
14
 
7
:
4
3 

～
 

7
:
4
7 

0
:
0
4:
5
0 

S
t
.
7 

成
鳥

 
♀

? 
飛

翔
 

採
餌

行
動

 
と

ま
り

 
 

 
と

ま
り

探
餌

 
狩

り
 

(
ド

バ
ト

) 
探

餌
 

 
 

五
反
田
地

区
南
東
側

上
空
で

ド
バ
ト
を

襲
う
が

失
敗

。
営
巣

林
の
東
側

の
ス
ギ

に
と
ま
る

。
南
東

へ
飛

び
立
ち

、
ド
バ
ト

を
襲
う

が
失
敗
。

北
西
へ

飛
翔

し
、
尾

根
陰
と
な

る
。

(
標
高

:
6
0
～

9
0
m
)
 

熊
野
堂

♀
? 

 
 

5
4 

1
7
/
07

/
14
 
8
:
3
4 

～
 

8
:
4
5 

0
:
1
1:
0
0 

S
t
.
7 

成
鳥

 
♀

? 
飛

翔
 

採
餌

行
動

 
と

ま
り

 
 

 
と

ま
り

探
餌

 
狩

り
 

(
ド

バ
ト

) 
探

餌
 

 
 

五
反
田
地

区
南
東
側

で
ド
バ

ト
を
襲
う

が
失
敗

。
営

巣
林
の

東
側
の
広

葉
樹
に

と
ま
る
が

、
す
ぐ

に
東

側
の

ス
ギ

に
移

動
。

8
:
4
5
に

飛
び

立
ち

、
南

へ
飛
翔
。

尾
根
陰
と

な
る
。

(
標

高
:
5
0
～

10
0
m
)
 

熊
野
堂

♀
? 

 
 

5
5 

1
7
/
08

/
09
 
6
:
2
7 

～
 

6
:
4
5 

0
:
1
8:
0
0 

移
動

 
幼

鳥
 
不

明
 
鳴

き
声

 
 

 
 

 
 

 
鳴

き
声

 
営

巣
林

で
、

2
個

体
で

断
続

的
に

鳴
く

。
(
標

高
:

不
明
) 

熊
野
堂
幼

鳥
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表
3
-
7
(
7
)
 
猛
禽
類
時
系
列
確
認
状
況
表
（
オ
オ
タ
カ
）
 

N
o
. 

調
査

日
 

観
察
時
間
 

観
察

 
地

点
 

齢
 

性
別

 
主

な
行

動
 

指
標

行
動

 
行

動
観
察

内
容
 

個
体
識
別
 

(
欠

損
等

) 

同
時
出
現

個
体
 

 
時

  
 刻

 
時

･分
･秒

 
繁

殖
行

動
 
採

餌
行

動
 
と

ま
り

 
そ

の
他

 
種

名
(
N
o.
) 

5
6 

1
7
/
08

/
09
 
6
:
2
7 

～
 
6
:
4
5 

0
:
1
8:
0
0 

移
動

 
幼

鳥
 
不

明
 
鳴

き
声

 
 

 
 

 
 

 
鳴

き
声

 
営

巣
林

で
、

2
個

体
で

断
続

的
に

鳴
く

。
(
標

高
:不

明
) 

熊
野
堂
幼

鳥
 

 
 

5
7 

1
7
/
08

/
09
 
7
:
1
2 

～
 
7
:
1
4 

0
:
0
2:
0
0 

移
動

 
幼

鳥
 
不

明
 
鳴

き
声

 
 

 
 

 
 

 
鳴

き
声

 
営

巣
林

で
、

2
個

体
で

断
続

的
に

鳴
く

。
(
標

高
:不

明
) 

熊
野
堂
幼

鳥
 

 
 

5
8 

1
7
/
08

/
09
 
7
:
1
2 

～
 
7
:
1
4 

0
:
0
2:
0
0 

移
動

 
幼

鳥
 
不

明
 
鳴

き
声

 
 

 
 

 
 

 
鳴

き
声

 
営

巣
林

で
、

2
個

体
で

断
続

的
に

鳴
く

。
(
標

高
:不

明
) 

熊
野
堂
幼

鳥
 

 
 

5
9 

1
7
/
08

/
09
 
7
:
1
4 

～
 
7
:
1
6 

0
:
0
2:
1
4 

移
動

 
幼

鳥
 

♀
? 

飛
翔

 
 

 
 

 
 

 
 

 
営

巣
林
か

ら
出
現
し

て
北
西

へ
飛
翔
し

、
ス
ギ

林
へ
入
る

。
す
ぐ
に

飛
び
立

ち
、
元
の

ス
ギ
林

へ
入
る
。

(
標

高
:
8
0
m
)
 

目
立
つ
欠

損
な

し
 

 
 

6
0 

1
7
/
08

/
09
 
9
:
1
0 

～
 
9
:
1
1 

0
:
0
0:
1
6 

移
動

 
成

鳥
 

♂
? 

飛
翔

 
 

 
 

 
 

 
 

 
営

巣
林

よ
り

出
現

し
、

東
へ

飛
び

去
る

。
(
標

高
:
90
～

1
0
0m
) 

熊
野
堂
♂

?
 

オ
オ
タ
カ

N
o
.
61
 

6
1 

1
7
/
08

/
09
 
9
:
1
0 

～
 
9
:
1
1 

0
:
0
0:
2
6 

移
動

 
幼

鳥
 

♂
? 

飛
翔

 
 

 
 

 
 

 
 

 
営

巣
林

よ
り

、
親

鳥
(
N
o
.
6
0
)
を

追
っ

て
東

へ
飛

翔
。
林

縁
部
を
出

た
と
こ

ろ
か
ら
引

き
返

し
、
営
巣

林
に
降
下

す
る
。

(
標

高
:
7
0
～

90
m
)
 
熊

野
堂
幼

鳥
 

オ
オ
タ
カ

N
o
.
60
 

6
2 

1
7
/
08

/
10
 
5
:
5
2 

～
 
5
:
5
6 

0
:
0
3:
5
0 

S
t
.
7 

成
鳥

 
不

明
 
飛

翔
 

旋
回

 
採

餌
行

動
 

 
 

狩
り

 
(
ド

バ
ト

) 
 

 
 

 

岩
口
上
地

区
西
側
で

、
ド
バ

ト
繰
り
返

し
襲
う

が
す
べ
て

失
敗
。
旋

回
後
、

東
へ
飛
翔

。
幼
鳥

(
N
o
.6
3
)を

追
跡

し
た

た
め

見
失

う
。

(標
高

:
80
～

1
2
0m
) 

熊
野
堂
ペ

ア
 

オ
オ
タ
カ

N
o
.
63
 

6
3 

1
7
/
08

/
10
 
5
:
5
6 

～
 
5
:
5
6 

0
:
0
0:
0
5 

S
t
.
7 

幼
鳥

 
不

明
 
飛

翔
 

 
 

 
 

 
 

 
 

親
鳥

(
N
o
.
6
2
)
が

営
巣

林
北

側
を

飛
翔

中
、

営
巣

林
よ

り
出

現
。

す
ぐ

に
林

内
に

戻
る

。
(
標

高
:
10
0
m)
 

熊
野
堂
幼

鳥
 

オ
オ
タ
カ

N
o
.
62
 

6
4 

1
7
/
08
/
10
 1
0
:
52
 ～

 
1
1
:
09
 

0
:
1
7:
4
9 

S
t
.
7 

幼
鳥

 
不

明
 
飛

翔
 

旋
回

 
旋

回
上

昇
 

 
 

 
 

 
 

 
 

営
巣
林
か

ら
、

2
個

体
で
西

北
西
へ
移

動
し
つ

つ
旋
回
上

昇
。
互
い

に
絡
み

合
う
。
東

へ
飛
翔

後
、
急
降

下
し
て
林

内
に
入

る
。

(
標
高

:
8
0
～

2
0
0
m)
 

熊
野
堂
幼

鳥
 

オ
オ
タ
カ

N
o
.
65
 

6
5 

1
7
/
08
/
10
 1
0
:
52
 ～

 
1
1
:
10
 

0
:
1
8:
3
0 

S
t
.
7 

幼
鳥

 
不

明
 
飛

翔
 

旋
回

 
旋

回
上

昇
 

 
 

 
 

 
 

 
 

営
巣
林
か

ら
、

2
個

体
で
西

北
西
へ
移

動
し
つ

つ
旋
回
上

昇
。
互
い

に
絡
み

合
う
。
東

へ
飛
翔

後
、
急
降

下
し
て
林

内
に
入

る
。

(
標
高

:
8
0
～

2
0
0
m)
 

熊
野
堂
幼

鳥
 

オ
オ
タ
カ

N
o
.
64
 

6
6 

1
7
/
08
/
10
 1
1
:
41
 ～

 
1
1
:
42
 

0
:
0
0:
5
1 

S
t
.
7 

幼
鳥

 
不

明
 

飛
翔

 
旋

回
 

採
餌

行
動

 
干

渉
 

 
 

狩
り

(
カ

ラ
ス

) 
 

 
モ

ビ
ン
グ

(
カ

ラ
ス

) 

五
反
田
地

区
上
空
を

西
北
西

へ
飛
翔
。

旋
回

後
、
急
降

下
し
、
カ

ラ
ス
に

対
し
狩
り

？
を
行

う
。
カ
ラ

ス
よ
り
モ

ビ
ン
グ

を
受
け
た

後
、
南

東
へ

飛
翔

。
手

前
の

樹
林

の
陰

と
な

る
。

(
標

高
:
10
0～

1
30

m
) 

熊
野
堂
幼

鳥
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表
3
-
8
(
1
)
 
猛
禽
類
時
系
列
確
認
状
況
表
（
ハ
イ
タ
カ
）
 

N
o
. 

調
査

日
 

観
察
時
間
 

観
察
 

地
点
 

齢
 

性
別

 
主

な
行

動
 

指
標

行
動

 
行

動
観
察

内
容
 

個
体
識
別
 

(
欠

損
等

) 

同
時
出
現

個
体
 

 
時

  
 刻

 
時

･分
･秒

 
繁

殖
行

動
 採

餌
行

動
 と

ま
り

 
そ

の
他

 
種

名
(
N
o.
) 

1
 
1
7
/
01

/
13
 
9
:
5
3 

～
 
9
:
5
5 

0
:
0
2:
1
6 

S
t
.
1'
 成

鳥
 

♀
 

飛
翔

 
 

 
 

 
 

 
 

 
八

ツ
口

地
区
北
北
西

側
の
名

取
川
右
岸

を
下
流

か
ら
上
流

へ
飛

翔
。

岩
口
上
地

区
の
北

側
付
近
上

空
で
高

度
を
下
げ

見
え

な
く

な
る
。

(
標

高
:
2
0
～

40
m
)
 

不
明
 

オ
オ
タ
カ
 

N
o
.
8 

2
 
1
7
/
01

/
13
 
9
:
5
7 

～
 
9
:
5
7 

0
:
0
0:
1
0 

S
t
.
7 

不
明

 
不

明
 
飛

翔
 

干
渉

 
 

 
 

 
 

 
モ

ビ
ン

グ
 

(
オ

ジ
ロ

ワ
シ

) 

高
館
吉
田

地
区
上
空

で
旋
回

中
の
オ
ジ

ロ
ワ
シ

(
N
o
.
1
)
に

下
方

か
ら

羽
ば
た
い

て
接
近

。
モ
ビ
ン

グ
を
す

る
が
、
す

ぐ
に
離
れ

る
。
遠
方

の
た
め

見
え
な
く

な
る
。

(
標

高
:
5
0

～
1
00

m
) 

目
立
つ
欠

損
な

し
 

オ
ジ
ロ
ワ

シ
 

N
o
.
1 

オ
オ
タ
カ
 

N
o
.
8 

3
 
1
7
/
01
/
13
 
1
0
:
12
 
～

 
1
0
:
16
 
0
:
0
3:
3
6 

S
t
.
1'
 
成 鳥
? 

♀
? 

飛
翔

 
 

 
 

 
 

 
 

 

岩
口

南
地

区
西
側
上

空
を
北

西
へ
飛
翔

。
み
ど

り
台
地
区

の
住

宅
地

上
空
を
通

過
し
て

、
西
北
西

へ
飛
翔

し
、

1
7
5
.4
m
ピ

ー
ク

の
広

葉
樹

林
内

に
入

り
見

え
な

く
な

る
。

(
標

高
:
10

0～
1
70
) 

目
立
つ
欠

損
な

し
 

オ
オ
タ
カ
 

N
o
.
8 

4
 
1
7
/
01
/
13
 
1
4
:
12
 
～

 
1
4
:
15
 
0
:
0
3:
2
8 

S
t
.
1'
 若

鳥
 
♂

? 
飛

翔
 

旋
回

上
昇

 
 

 
 

 
 

 
 

 

谷
地

前
地

区
に
北
か

ら
飛
来

し
、
旋
回

中
の
オ

オ
タ
カ

(
N
o
.1
0
)と

合
流

し
、

共
に

旋
回

上
昇

し
な

が
ら

南
東

へ
移

動
。

高
圧

線
鉄

塔
の

陰
に

な
り

見
え

な
く

な
る

。
(
標

高
:
80

～
1
4
0m
) 

欠
損
な
し
 

オ
オ
タ
カ
 

N
o
.
10
 

5
 
1
7
/
02
/
13
 
1
1
:
57
 
～

 
1
1
:
58
 
0
:
0
0:
3
7 

S
t
.
1'
 若

鳥
 
♀

? 
飛

翔
 

採
餌

行
動

 
 

 
飛

翔
探

餌
 

狩
り

 
(
不

明
) 

 
 

 
 

事
業

地
西

側
上
空
を

北
へ
飛

翔
し
、
旋

回
上
昇

を
行
い
な

が
ら

探
餌

。
笊
川
沿

い
に
東

へ
飛
翔
し

、
急
降

下
し
、
建

物
の
陰
と

な
る
。
狩

り
の
成

否
は
不
明

。
(
標
高

:
4
0
～

6
0
m
) 

目
立
つ
欠

損
な

し
 

 
 

6
 
1
7
/
02
/
13
 
1
2
:
47
 
～

 
1
2
:
52
 
0
:
0
5:
1
4 

S
t
.
2'
 成

鳥
 

♀
 

飛
翔

 
旋

回
 

旋
回

上
昇

 
 

 
 

 
 

 
 

 

名
取

川
の

左
岸
河
川

敷
上
空

を
旋
回
後

、
上
流

へ
飛
翔
。

一
度

右
岸

に
渡
る
が

、
左
岸

に
戻
り
、

旋
回
上

昇
を
交
え

再
び

上
流

へ
飛
翔
。

手
前
の

樹
林
陰
に

な
り
見

え
な
く
な

る
。

(
標

高
:5

0～
10

0
m
) 

左
S
7
付
近
ス

リ
ッ
ト
 

 
 

7
 
1
7
/
02

/
14
 
8
:
5
5 

～
 
8
:
5
6 

0
:
0
1:
2
0 

S
t
.
7 

成
鳥

 
♀

 
飛

翔
 

採
餌

行
動

 
 

 
狩

り
 

(
ス

ズ
メ

) 
餌

運
搬

 
 

 
 

 
船

渡
前

地
区
で
ス
ズ

メ
を
襲

う
。
ス
ズ

メ
を
捕

ら
え
る
と

南
へ

飛
翔

。
建

物
の

陰
に

入
り

見
え

な
く

な
る

。
(
標

高
:
30

～
5
0
m)
 

不
明
 

 
 

8
 
1
7
/
02

/
14
 
9
:
3
0 

～
 
9
:
3
4 

0
:
0
4:
4
5 

S
t
.
1'
 若

鳥
 
♀

? 
飛

翔
 

旋
回

 
干

渉
 

 
 

 
 

 
 
モ

ビ
ン

グ
 

(
ノ

ス
リ

) 

上
野

地
区

よ
り
南
へ

旋
回
飛

翔
し
、
旋

回
中
の

ノ
ス
リ
を

モ
ビ

ン
グ

す
る
。
ノ

ス
リ
と

離
れ
た
後

、
南
へ

飛
翔
し
旋

回
後
、
高

度
を
下
げ

、
屋
敷

林
の
陰
と

な
る
。

(
標

高
:
4
0

～
6
0m

) 

目
立
つ
欠

損
な

し
 

 
 

9
 
1
7
/
04

/
13
 
8
:
5
3 

～
 
9
:
0
6 

0
:
1
2:
0
4 

S
t
.
1'
 若

鳥
 
♀

? 
飛

翔
 

旋
回

 
旋

回
上

昇
 

 
 

 
 

 
 

 
 

上
野

地
区

上
空
で
旋

回
上
昇

。
し
ば
ら

く
旋
回

後
、
北
西

へ
飛

び
去

る
。

(
標
高

:
4
0
～
1
0
0
m
)
 

欠
損
多
い
 

 
 

1
0 

1
7
/
04

/
13
 
9
:
1
5 

～
 
9
:
1
8 

0
:
0
3:
4
9 

S
t
.
1'
 若

鳥
 
♀

? 
飛

翔
 

旋
回

上
昇

 
 

 
 

 
 

 
 

 
事

業
地

西
側
上
空
で

旋
回
上

昇
後
、
西

北
西
へ

飛
び
去

る
。

(
標

高
:1
0
0～

1
2
0
m)
 

欠
左

P
6
脱

落
 

 
 

 
 

資3-84



表
3
-
8
(
2
)
 
猛
禽
類
時
系
列
確
認
状
況
表
（
ハ
イ
タ
カ
）
 

N
o
. 

調
査

日
 

観
察
時
間
 

観
察
 

地
点
 

齢
 

性
別

 
主

な
行

動
 

指
標

行
動

 
行

動
観
察

内
容
 

個
体
識
別
 

(
欠

損
等

) 

同
時
出
現

個
体
 

 
時

  
 刻

 
時

･分
･秒

 
繁

殖
行

動
 採

餌
行

動
 と

ま
り

 
そ

の
他

 
種

名
(
N
o.
) 

1
1 

1
7
/
04

/
13
 
9
:
2
6 

～
 
9
:
3
5 

0
:
0
8:
3
3 

S
t
.
5 

成
鳥

 
♂

? 
飛

翔
 

旋
回

 
旋

回
上

昇
 

 
 

 
 

 
 

 
 

み
ど

り
台

三
丁
目
地

区
北
東

側
上
空
で

旋
回
。

旋
回
及
び

旋
回

上
昇

し
な
が
ら

東
へ
飛

翔
。
旋
回

を
交
え

て
南
東
か

ら
南

へ
飛

翔
。
三
日

町
地
区

北
側
上
空

周
辺
で

急
降
下

し
、
手
前

の
樹
林
の

陰
と
な

る
。

(
標
高

:
1
0
0
～

1
5
0
m
)
 

目
立
つ
欠

損
な

し
 

 
 

1
2 

1
7
/
04
/
14
 
1
2
:
28
 
～

 
1
2
:
37
 
0
:
0
8:
5
4 

S
t
.
7 

成
鳥

 
♀

 

飛
翔

 
旋

回
 

旋
回

上
昇

 
採

餌
行

動
 

 
 

狩
り

 
(
小

鳥
) 

 
 

 
 

五
反

田
地

区
南
側
小

ピ
ー
ク

上
空
で
旋

回
上
昇

。
旋
回
を

交
え

て
飛

翔
後
、
急

降
下
。

小
鳥
に
対

し
狩
り

を
行
う
が

失
敗

。
南

東
へ
飛
翔

後
、
旋

回
及
び
旋

回
上
昇

を
行
い
、

北
西

へ
飛

翔
。
北
東

か
ら
北

西
へ
飛
翔

し
、
急

降
下
後
、

北
東
へ
飛

翔
。
手
前

の
建
物

の
陰
と
な

る
。

(
標
高

:
7
0
～

1
7
0
m)
 

左
P
7
脱
落
 

 
 

 

表
3
-
9
 
猛
禽
類
時
系
列
確
認
状
況
表
（
チ
ュ
ウ
ヒ
）
 

N
o
. 

調
査

日
 

観
察
時
間
 

観
察
 

地
点
 

齢
 

性
別

 
主

な
行

動
 

指
標

行
動

 
行

動
観
察

内
容
 

個
体
識
別
 

(
欠

損
等

) 

同
時
出
現

個
体
 

 
時

  
 刻

 
時

･分
･秒

 
繁

殖
行

動
 
採

餌
行

動
 と

ま
り

 
そ

の
他

 
種

名
(
N
o.
) 

1
 
1
7
/
04

/
13
 
9
:
1
8 

～
 

9
:
2
3 

0
:
0
4:
4
5 

S
t
.
1'
 不

明
 
不

明
 
飛

翔
 

渡
り

 
 

 
 

 
 

 
渡

り
 

上
野

地
区

上
空
か
ら

北
へ
飛

び
去
る
。

(
標

高
:
4
0
0
m
)
 

目
立
つ
欠

損
な

し
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表
3
-
1
0
(
1
)
 
猛
禽
類
時
系
列
確
認
状
況
表
（
ハ
ヤ
ブ
サ
）
 

N
o
. 

調
査

日
 

観
察
時
間
 

観
察

 
地

点
 

齢
 

性
別

 
主

な
行

動
 

指
標

行
動

 
行

動
観
察

内
容
 

個
体
識
別
 

(
欠

損
等

) 

同
時
出
現

個
体
 

 
時

  
 刻

 
時

･分
･秒

 
繁

殖
行

動
 採

餌
行

動
 と

ま
り

 
そ

の
他

 
種

名
(
N
o.
) 

1
 

1
7
/
01

/
12
 
7
:
0
8 

～
 

7
:
0
9 

0
:
0
1:
4
0 

S
t
.
7 

若
鳥

 
不

明
 飛

翔
 

採
餌

行
動

 
と

ま
り

 
 

 
狩

り
 

(
カ

ワ
ラ

ヒ
ワ

?
) 

探
餌

 
 

 

上
野

地
区

か
ら
南
南

東
へ
向

か
っ
て
羽

ば
た
き

飛
翔
。
下

ノ
内

地
区

南
側

に
あ

る
鉄

塔
上

部
に

南
向

き
に

と
ま

る
。

7
:
4
7

に
狩

り
の

姿
勢
で
急

降
下
す

る
が
、
失

敗
し
て

同
じ
鉄
塔

の
中

段
に
戻

る
。

7
:
5
7
に

名
取
川

方
向
へ

飛
び
立

つ
が
手
前

の
ス

ギ
林

の
陰

に
な

り
見

え
な

く
な

る
。

(
標

高
:
4
0
～

50
m
)
 

不
明
 

 
 

2
 

1
7
/
01
/
13
 
1
0
:
15
 
～

 
1
0
:
22
 
0
:
0
7:
1
2 

S
t
.
7 

成
鳥

 
不

明
 飛

翔
 

と
ま

り
 

干
渉

 
 

 
 

 
探

餌
 

攻
撃

 
(
ハ

シ
ブ

ト
ガ

ラ
ス

) 
被

攻
撃

 
(
ハ

シ
ブ

ト
ガ

ラ
ス

) 

飛
鳥

地
区

に
あ
る
送

電
鉄
塔

に
南
か
ら

飛
来
し

、
頂
に
と

ま
る

。
1
0
:
2
1
に

ハ
シ

ブ
ト

ガ
ラ

ス
1
個

体
が

攻
撃

さ
れ

て
飛

び
立

ち
、

ハ
シ
ブ
ト

ガ
ラ
ス

を
攻
撃
し

な
が
ら

降
下
し
て

、
樹

林
陰
に

な
り
見
え

な
く
な

る
。

(
標
高

:
1
2
0
m
)
 

目
立
つ
欠

損
な
し
 

 
 

3
 

1
7
/
02
/
14
 
1
1
:
06
 
～

 
1
1
:
16
 
0
:
1
0:
0
8 

S
t
.
1'
 成

鳥
 

♀
 
飛

翔
 

旋
回

上
昇

 
採

餌
行

動
 

 
 

飛
翔

探
餌

 
狩

り
 

(
不

明
) 

 
 

 
 

事
業

地
上

空
か
ら
下

ノ
内
地

区
を
北
西

へ
飛
翔

。
上
野
地

区
で

探
餌

を
行
い
な
が

ら
旋
回

上
昇
し
、

南
へ
飛

翔
。
名
取

川
左

岸
へ

急
降
下
す
る

が
狩
り

は
失
敗
。

再
び
北

へ
向
か
い

、
上

野
地

区
西
側
よ
り

南
東
へ

流
れ
な
が

ら
旋
回

上
昇
を
続

け
名

取
川

左
岸

へ
急

降
下

す
る

。
(
標

高
:
4
0
～

1
8
0
m
)
 

欠
損
な
し
 

 
 

4
 

1
7
/
03

/
13
 
6
:
5
5 

～
 

6
:
5
7 

0
:
0
2:
1
5 

S
t
.
1'
 成

鳥
 
不

明
 採

餌
行

動
 

と
ま

り
 

 
 

と
ま

り
探

餌
 

探
餌

 
 

 
八

幡
地

区
北
側
の
送

電
線
鉄

塔
に
と
ま

り
、
探

餌
。

6:
57

に
飛

び
立

つ
。

(
標

高
:
8
0
m
)
 

不
明
 

 
 

5
 

1
7
/
03

/
14
 
6
:
2
1 

～
 

6
:
2
2 

0
:
0
0:
4
5 

S
t
.
1'
 若

鳥
 
♀

? 
飛

翔
 

 
 

 
 

 
 

 
 

下
ノ
内
地

区
の
水
田

上
空
か

ら
北
東
へ

飛
び
去

る
。

(
標

高
:
30

～
4
0
m)
 

目
立
つ
欠

損
な
し
 

 
 

6
 

1
7
/
04

/
13
 
6
:
5
5 

～
 

7
:
0
1 

0
:
0
5:
5
5 

S
t
.
7 

成
鳥

 
不

明
 飛

翔
 

と
ま

り
 

 
 

 
 

休
息

 
 

 
下

ノ
内

地
区
南
東
側

の
電
柱

に
と
ま
っ

て
い
る

。
5
分
程

後
、
飛
び

立
つ
と
北

西
へ
飛

翔
し
、
樹

林
陰
と

な
る
。

(
標

高
:
20

～
3
0
m)
 

不
明
 

 
 

7
 

1
7
/
04

/
13
 
7
:
0
6 

～
 

7
:
0
6 

0
:
0
0:
1
8 

S
t
.
7 

不
明

 
不

明
 飛

翔
 

採
餌

行
動

 
と

ま
り

 
 

 
と

ま
り

探
餌

 
探

餌
 

 
 

船
渡

前
地

区
北
東
側

の
送
電

線
鉄
塔
に

と
ま
っ

て
い
る
。

飛
び

立
つ
と

北
西
へ
降

下
し
、

手
前
の
住

宅
の
陰

と
な
る
。

(
標

高
:
40

～
5
0
m)
 

不
明
 

 
 

8
 

1
7
/
04

/
14
 
6
:
4
8 

～
 

6
:
5
2 

0
:
0
4:
2
0 

S
t
.
1'
 不

明
 
不

明
 飛

翔
 

採
餌

行
動

 
と

ま
り

 
 

 
と

ま
り

探
餌

 
探

餌
 

休
息

 
 

 
下

ノ
内

地
区
南
側
の

送
電
鉄

塔
に
と
ま

っ
て
い

る
。
飛
び

立
つ

と
南

西
へ
飛
翔
。

名
取
川

を
通
過
し

、
岩
口

南
地
区
北

側
で

樹
林
の

陰
と
な
る

。
(
標
高

:
5
0
～

6
0
m
)
 

不
明
 

 
 

9
 

1
7
/
04

/
14
 
8
:
1
3 

～
 

8
:
1
3 

0
:
0
0:
3
4 

S
t
.
7 

成
鳥

 
不

明
 飛

翔
 

旋
回

 
と

ま
り

 
 

 
 

 
不

明
 

 
 

余
方

地
区

南
側
で
旋

回
し
な

が
ら
北
西

へ
飛
翔

後
、
急
降

下
。

余
方

地
区
南
側

の
広
葉

樹
に
と
ま

る
が
、

姿
が
確
認

で
き

な
く
な

る
。

(
標
高

:
1
2
0
～

1
50
m
) 

不
明
 

 
 

1
0 

1
7
/
06

/
15
 
6
:
4
5 

～
 

6
:
4
8 

0
:
0
3:
0
5 

S
t
.
2'
 成

鳥
 
不

明
 飛

翔
 

と
ま

り
 

 
 

 
 

不
明

 
 

 
飛

島
地

区
に
あ
る
鉄

塔
に
と

ま
っ
て
い

る
。
飛

び
立
つ
と

東
へ

飛
翔
し

、
名
取
川

上
空
で

見
失
う
。

(
標

高
:
6
0
～

15
0
m
)
 

不
明
 

 
 

1
1 

1
7
/
06

/
15
 
6
:
5
0 

～
 

7
:
1
2 

0
:
2
2:
0
5 

S
t
.
1'
 成

鳥
 

♀
 
飛

翔
 

採
餌

行
動

 
と

ま
り

 
 

 
と

ま
り

探
餌

 
探

餌
 

 
 

宮
崎

地
区

西
側
よ
り

西
へ
飛

翔
し
、
鉄

塔
に
と

ま
る
。
南

を
向

い
て

し
ば
ら
く
探

餌
。

7:
0
9
飛

び
立

つ
と

富
田

地
区

の
屋

敷
林

沿
い

か
ら
名
取

川
上
空

を
通
過
。

高
舘
山

付
近
で
見

え
な

く
な

る
。

(
標

高
:
5
0
～

1
5
0
m
)
 

目
立
つ
欠

損
な
し
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表
3
-
1
0
(
2
)
 
猛
禽
類
時
系
列
確
認
状
況
表
（
ハ
ヤ
ブ
サ
）
 

N
o
. 

調
査

日
 

観
察
時
間
 

観
察

 
地

点
 

齢
 

性
別

 
主

な
行

動
 

指
標

行
動

 
行

動
観
察

内
容
 

個
体
識
別
 

(
欠

損
等

) 

同
時
出
現

個
体
 

 
時

  
 刻

 
時

･分
･秒

 
繁

殖
行

動
 採

餌
行

動
 と

ま
り

 
そ

の
他

 
種

名
(
N
o.
) 

1
2 

1
7
/
07

/
13
 
6
:
0
3 

～
 

9
:
3
4 

3
:
3
1:
3
2 

S
t
.
1'
 成

鳥
 

♀
 
飛

翔
 

採
餌

行
動

 
と

ま
り

 
 

 
食

餌
 

(
ハ

ト
?
) 

食
餌

 
休

息
 

 
 

飛
鳥

地
区

に
あ
る
送

電
鉄
塔

に
と
ま
り

、
ハ
ト

？
を
食
餌

。
食

餌
後

、
3
0
分

程
休

息
し

、
南

西
へ

飛
翔

。
手

前
の

住
宅

の
陰

と
な

る
。

(
標

高
:
6
0
m
)
 

不
明
 

ハ
ヤ
ブ
サ
 

N
o
.
13
 

N
o
.
14
 

N
o
.
15
 

オ
オ
タ
カ
 

N
o
.
49
 

1
3 

1
7
/
07

/
13
 
6
:
5
9 

～
 

7
:
3
2 

0
:
3
2:
5
0 

S
t
.
1'
 若

鳥
 
不

明
 飛

翔
 

採
餌

行
動

 
と

ま
り

 
干

渉
 

 
 

と
ま

り
探

餌
 

狩
り

 
(
ド

バ
ト

) 

探
餌

 
休

息
 

 
 

事
業

地
上

空
を

北
へ

飛
翔

し
、

鉄
塔

に
と

ま
る

。
3
0
分

程
と

ま
り

、
西

へ
飛
翔
。

ド
バ
ト

を
追
い
か

け
な
が

ら
北
西
へ

飛
翔

し
、

手
前

の
屋

敷
林

の
陰

と
な

る
。

(
標

高
:
3
0
～

40
m
)
 

欠
損
あ
り
 

ハ
ヤ
ブ
サ
 

N
o
.
12
 

1
4 

1
7
/
07

/
13
 
7
:
4
0 

～
 

9
:
2
7 

1
:
4
7:
1
0 

S
t
.
7 

若
鳥

 
不

明
 飛

翔
 

採
餌

行
動

 
と

ま
り

 
 

 
食

餌
 

(
ド

バ
ト

) 
食

餌
 

被
モ

ビ
ン

グ
 

(
カ

ラ
ス

) 

南
ノ

西
地

区
の
畑
で

ド
バ
ト

を
捕
食
し

て
い
た

が
、
カ
ラ

ス
に

横
取

り
さ
れ
、
北

へ
飛
翔

。
変
電
所

の
鉄
塔

に
と
ま
り

、
し

ば
ら

く
休

息
。

8
:
4
3
に

カ
ラ

ス
に

追
わ

れ
て

飛
び

立
ち

、
西

へ
移

動
し

鉄
塔

に
と

ま
る

。
9
:
0
7
に

近
く

を
オ

オ
タ

カ
N
o
.
4
9
が

通
過

し
た

際
、

一
度

飛
び

立
つ

が
す

ぐ
に

戻
る

。
9
:
2
5
に

飛
び

立
ち

、
南

西
へ

飛
び

去
る

。
(
標

高
:2
0～

2
2
0
m)
 

欠
損
あ
り
 

ハ
ヤ
ブ
サ
 

N
o
.
12
 

N
o
.
15
 

オ
オ
タ
カ
 

N
o
.
49
 

1
5 

1
7
/
07

/
13
 
9
:
1
0 

～
 
1
0
:
08
 
0
:
5
8:
0
0 

S
t
.
2'
 成

鳥
 

♂
 
飛

翔
 

採
餌

行
動

 
と

ま
り

 
 

 
食

餌
 

(
ハ

ト
?
) 

食
餌

 
休

息
 

 
 

飛
鳥

地
区

上
空

を
飛

翔
し

、
♀

(
N
o
.
1
2
)
が

と
ま

っ
て

い
る

送
電

鉄
塔

に
と
ま
る
。

♀
の
食

べ
残
し
を

食
餌
、

羽
づ
く
ろ

い
な

ど
を

行
い

休
息

す
る

。
10
:
0
8
に

飛
び

立
ち

、
南

へ
飛

翔
。
手
前

の
樹
林
の

陰
と
な

る
。

(
標
高

:
6
0
～
7
0
m
)
 

不
明
 

ハ
ヤ
ブ
サ
 

N
o
.
12
 

N
o
.
14
 

1
6 

1
7
/
07

/
14
 
6
:
1
6 

～
 

6
:
1
9 

0
:
0
3:
1
3 

S
t
.
7 

若
鳥

 
♂

 
飛

翔
 

採
餌

行
動

 
 

 
狩

り
 

(
ド

バ
ト

) 
 

 
 

 
八

幡
地

区
上
空
よ
り

南
西
へ

飛
翔
。
ド

バ
ト
を

襲
う
が
失

敗
し

、
南
南

東
へ
飛
び

去
る
。

(
標

高
:
8
0
～

13
0
m
)
 

不
明
 

ハ
ヤ
ブ
サ
 

N
o
.
17
 

1
7 

1
7
/
07

/
14
 
6
:
1
8 

～
 

6
:
1
9 

0
:
0
0:
4
2 

S
t
.
7 

成 鳥
? 

♀
 
飛

翔
 

 
 

 
 

 
 

 
 

五
反

田
地

区
南

東
側

上
空

よ
り

若
鳥

(N
o
.
16
)を

追
う

よ
う

に
南

南
東

へ
飛

び
去

る
。

(
標

高
:9
0～

13
0
m
) 

不
明
 

ハ
ヤ
ブ
サ
 

N
o
.
16
 

1
8 

1
7
/
07

/
14
 
6
:
2
1 

～
 

8
:
2
4 

2
:
0
3:
0
3 

S
t
.
2'
 幼

鳥
 
不

明
 飛

翔
 

旋
回

 
と

ま
り

 
 

 
 

 
休

息
 

 
 

岩
口

南
地

区
北
側
上

空
を
旋

回
後
、
北

北
東
へ

飛
翔
し
、

飛
鳥

地
区

に
あ
る
鉄
塔

上
に
北

西
向
き
に

と
ま
る

。
時
々
周

囲
を

見
回

し
て

羽
づ

く
ろ

い
を

行
い

、
鉄

塔
上

を
移

動
。

8
:
2
4

に
飛

び
立

ち
、
南
東

へ
滑
翔

。
手
前
の

樹
林
の

陰
と
な
る

。
(
標

高
:
70
～

1
3
0m
) 

不
明
 

 
 

1
9 

1
7
/
08

/
10
 
6
:
3
7 

～
 

7
:
1
6 

0
:
3
8:
4
2 

S
t
.
1'
 成

鳥
 
♀

? 

飛
翔

 
採

餌
行

動
 

と
ま

り
 

干
渉

 

 
 

狩
り

(
ド

バ
ト

) 
休

息
 

被
攻

撃
(カ

ラ
ス

) 

上
野

地
区

南
側
に
あ

る
鉄
塔

の
上
に
と

ま
っ
て

い
る
。
同

じ
鉄

塔
に

と
ま
っ
て
い

た
カ
ラ

ス
に
攻
撃

さ
れ
西

へ
飛
翔
。

名
取

川
を

渡
っ
た
後
、

丘
陵
沿

い
に
飛
翔

。
五
反

田
地
区
上

空
で

ド
バ

ト
の
群
れ
を

追
い
回

す
が
狩
り

は
失
敗

。
北
東
へ

移
動

し
、

ド
バ
ト
を
追

い
か
け

て
い
る
途

中
、
宮

崎
地
区
で

建
物

の
陰

と
な
る
。

(
標

高
:
2
0
～

40
m
)
 

不
明
 

ハ
ヤ
ブ
サ
 

N
o
.
20
 

2
0 

1
7
/
08

/
10
 
7
:
0
0 

～
 

7
:
5
6 

0
:
5
6:
1
0 

S
t
.
2'
 若

鳥
 
不

明
 飛

翔
 

と
ま

り
 

 
 

 
 

休
息

 
 

 
飛

鳥
地

区
に
あ
る
鉄

塔
頂
部

に
と
ま
っ

て
い
る

。
飛
び
立

つ
と

北
西

へ
飛
翔
し
、

船
渡
前

地
区
の
鉄

塔
に
と

ま
る
。
北

へ
飛

翔
し

、
建
物
の
陰

と
な
る

。
(
標
高
:
6
0
～

7
0
m
)
 

不
明
 

ハ
ヤ
ブ
サ
 

N
o
.
19
･
21
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表
3
-
1
0
(
3
)
 
猛
禽
類
時
系
列
確
認
状
況
表
（
ハ
ヤ
ブ
サ
）
 

N
o
. 

調
査

日
 

観
察
時
間
 

観
察

 
地

点
 

齢
 

性
別

 
主

な
行

動
 

指
標

行
動

 
行

動
観
察

内
容
 

個
体
識
別
 

(
欠

損
等

) 

同
時
出
現

個
体
 

 
時

  
 刻

 
時

･分
･秒

 
繁

殖
行

動
 採

餌
行

動
 と

ま
り

 
そ

の
他

 
種

名
(
N
o.

) 

2
1 

1
7
/
08

/
10
 
7
:
1
9 

～
 

8
:
4
2 

1
:
2
3:
1
0 

S
t
.
1'
 若

鳥
 
不

明
 飛

翔
 

旋
回

 
と

ま
り

 
干

渉
 

 
 

 
 

不
明

 
被

攻
撃

 
(
カ

ラ
ス

) 

事
業

地
西

側
を
南
へ

飛
翔
。

下
ノ
内
地

区
南
側

に
あ
る
鉄

塔
に

と
ま

る
。
と
ま
っ

た
直
後

、
カ
ラ
ス

に
攻
撃

さ
れ
南
へ

飛
び

立
つ

。
飛
鳥
地
区

に
あ
る

鉄
塔
の
中

段
に
と

ま
る
。
1
時

間
程

と
ま

っ
た
後
、

南
西
へ

飛
翔
。
旋

回
を
交

え
て
西
へ

飛
翔

し
、

手
前
の
樹
林

の
陰
と

な
る
。

(
標

高
:
2
0
～

50
m
)
 

不
明
 

ハ
ヤ
ブ
サ
 

N
o
.
20
 

2
2 

1
7
/
08

/
10
 
8
:
2
2 

～
 

9
:
0
5 

0
:
4
2:
2
5 

S
t
.
1'
 不

明
 
不

明
 飛

翔
 

と
ま

り
 

 
 

 
 

休
息

 
 

 
飛

鳥
地

区
に

あ
る

鉄
塔

の
上

に
と

ま
っ

て
い

る
。

4
0
分

程
と

ま
っ

た
後

、
南
西
へ

飛
翔
。

手
前
の
屋

敷
林
の

陰
と
な
る

。
(
標

高
:
30

～
4
0
m)
 

不
明
 

 
 

2
3 

1
7
/
08

/
10
 
9
:
1
9 

～
 

9
:
2
3 

0
:
0
3:
4
5 

S
t
.
7 

不
明

 
不

明
 飛

翔
 

旋
回

 
採

餌
行

動
 

 
 

狩
り

 
(
ム

ク
ド

リ
?
) 

 
 

 
 

ゆ
り

が
丘

よ
り
、
羽

ば
た
き

を
交
え
て

南
東
へ

飛
翔
。
み

ど
り

台
三

丁
目
北
側
の

上
空
で

狩
り
を
繰

り
返
す

。
南
へ
飛

翔
し

、
樹
林

の
陰
と
な

る
。

(
標
高

:
8
0
～

1
3
0
m
)
 

不
明
 

 
 

2
4 

1
7
/
08

/
10
 
9
:
3
7 

～
 

9
:
3
9 

0
:
0
1:
3
8 

S
t
.
7 

不
明

 
不

明
 飛

翔
 

旋
回

 
 

 
 

 
 

 
 

 
み

ど
り

台
三
丁
目
北

側
上
空

よ
り
南
東

へ
飛
翔

。
旋
回
を

交
え

て
北
西

へ
飛
翔
し

、
樹
林

の
陰
と
な

る
。

(
標
高

:
1
2
0
m
)
 

不
明
 

 
 

2
5 

1
7
/
08
/
10
 
1
1
:
12
 
～

 
1
2
:
00
 

0
:
4
7:
4
9 

S
t
.
2'
 成

鳥
 
不

明
 飛

翔
 

採
餌

行
動

 
と

ま
り

 
 

 
と

ま
り

探
餌

 
探

餌
 

休
息

 
 

 
飛

鳥
地

区
に
あ
る
鉄

塔
頂
部

に
と
ま
り

、
探
餌

や
休
息
を

行
っ

て
い

る
。
南
東
へ

飛
び
立

ち
、
手
前

の
樹
林

の
陰
と
な

る
。

(
標

高
:5

0～
60

m
) 

不
明
 

 
 

 

表
3
-
1
1
 
猛
禽
類
時
系
列
確
認
状
況
表
（
チ
ゴ
ハ
ヤ
ブ
サ
）
 

N
o
. 

調
査

日
 

観
察
時
間
 

観
察

 
地

点
 

齢
 

性
別

 
主

な
行

動
 

指
標

行
動

 
行

動
観
察

内
容
 

個
体
識
別
 

(
欠

損
等

) 

同
時
出
現

個
体
 

 
時

  
 刻

 
時

･分
･秒

 
繁

殖
行

動
 採

餌
行

動
 と

ま
り

 
そ

の
他

 
種

名
(
N
o.
) 

1
 
1
7
/
06

/
16
 7
:
3
2 

～
 
7
:
3
4 

0
:
0
2:
0
6 

S
t
.
1'
 
成

鳥
 

不
明

 
飛

翔
 

採
餌

行
動

 
 

 
狩

り
 

(
ヒ

バ
リ

) 
 

 
 

 

下
ノ

内
地

区
の

水
田

上
空
を

北
東
へ
飛

翔
。
事

業
予
定
地

上
空

で
ヒ

バ
リ

を
襲
う

が
失
敗

。
北
北
東

へ
飛
翔

し
、
西
多

賀
小

学
校

付
近

で
手
前

の
建
物

の
陰
と
な

る
。
 

(
標

高
:
70

～
8
0
m)
 

両
外
側
初

列
、

内
側
時
列

に
欠

損
あ
り
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